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平 成 年 度 事 務 報 告 書

地方自治法（昭和 年法律第 号）第 条第 項の規定に基づき、平成 年度における各部門

の主要な施策の成果を報告する。

令和元年9月4日

武蔵村山市長 藤 野 勝
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市 勢 概 況

（平成 年 月 日現在）

位 置 武蔵村山市本町一丁目 番地の

東 経 度 分 秒

北 緯 度 分 秒

海 抜 メートル

面 積 平方キロメートル

人 口 （住民基本台帳）

総 数 人

男 人

女 人

世 帯 数 （住民基本台帳）

世帯

人口密度 人（ 平方キロメートル当たり）
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財政状況及び主要な施策の成果
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1 

一 般 会 計
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増加率 ％ k㎡

千円

＊ ％

＊ ％

人当たり平均

給料 報酬 月額

円 平成 円

備考　＊の数値については、決算統計資料による。

議 会 議 員 8. 4.　1

議 会 議 長 8. 4.　1＊

＊ 教 育 長 8. 4.　1

合 計 ＊

議会副議長 8. 4.　1

＊ 副 市 長 8. 4.　1

8. 4.　1

千円

実 質 収 支 比 率

公 債 費 負 担 比 率

＊

千円

4月分給料
支給総額Ⓑ

積 立 金 取 崩 し 額

特 別 職 等

市 長

地 方 債 現 在 高

区 分
改 定 実 施
年 月 日

千円

ご み 処 理

し 尿 処 理

火 葬 場 関 係

東京市町村総合事務

議会議員公務災害

退 職 手 当

後期高齢者医療

教 育 公 務 員

繰 上 償 還 金

千円

＊

職員数Ⓐ

実質単年度収支
Ⓕ＋Ⓖ＋Ⓗ－Ⓘ

＊

区 分

＊

1

一 般 職 員 等

人
＊

Ⓙ

1人当たり支給
月額　　Ⓑ／Ⓐ

一 般 職 員

Ⓔ

Ⓕ

事 務 の 共 同
処 理 の 状 況

＊

千円

財 政 力 指 数

　首 都

　近 郊 整 備

8

歳入歳出差引額
Ⓐ－Ⓑ

Ⓓ

歳 出 総 額

Ⓒ

債務負担行為翌年度
以 降 支 出 予 定 額

積 立 金 現 在 高
（ ）内は財政調整基金

経 常 収 支 比 率
（）内は臨時財政対策債を含めない場合

積立金取崩し額

翌年度へ繰り越
す べ き 財 源

実　質　収　支
Ⓒ－Ⓓ

単 年 度 収 支

Ⓗ

積 立 金 Ⓖ

Ⓘ

Ⓑ

人

％

基 準 財 政 需 要 額
千円

千円

区 分 区 分

＊

△ 0.1

歳 入 総 額

21,137人

Ⓐ

第　3　次

指　　数　　等

Ⅱ－7　種地

人 口

人

人

国
勢
調
査

調

人

住
民
基
本
台
帳

8,301人

人 区 分 第　1　次

354人

指定団体等の状況

814　評点

平成30年度

平 成 ３０ 年 度 決 算 状 況

産 業 構 造

平成27年

人口集中
地区人口

人

人口密度

平成22年

人

増加率
年 度 交 付 税

種 地 区 分

386人

第　2　次

平成22年
国勢調査

市町村類型

％

7,232人
平成27年
国勢調査

Ⅱ－1

面 積

就

業

人

口

千円

標 準 財 政 規 模

千円

平成29年度

19,164人

基 準 財 政 収 入 額

単年度

単年度

うち技能労務職

平 成 30 年 度 決 算 状 況
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（単位：千円）

備考　1　決算統計資料による。　

2　経常収支比率の（　）内は、臨時財政対策債を除いたもの。

（％）

経常収支
比 率

（％）

自主財源
比 率

（％）

義 務 的
経費比率

（％）

年 度 別 実 質 収 支 の 状 況

年 度 別 財 政 状 況

標準財政規模

（千円）

公 債 費
負担比率

（％）

財 政 力
指 数

投 資 的
経費比率年 度

年 度 歳 入 額 歳 出 額
歳 入 歳 出
差 引 額

翌 年 度 へ 繰 り
越 す べ き 財 源

実 質 収 支 額

3　財政力指数の上段は3年平均、下段の（　）内は、単年度。

年度別実質収支の状況

年 度 別 財 政 状 況
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1
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0
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財
産

収
入
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附

金

繰
入
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7
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8
0

繰
越

金

諸
収

入
△

1
8
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市
債

△
1
3
,9

0
0

歳
　

　
入

　
　

合
　

　
計

△
2
0
0
,6

8
7

歳
　

入
　

決
　

算
　

額
　

の
　

状
　

況

不
納

欠
損

額
収

入
未

済
額

款
予

算
現

額
調

定
額

収
　

　
入

　
　

済
　

　
額

歳
入

決
算

額
の

状
況
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（単位：千円、％）

30年度 29年度 増減率 30年度 29年度 増減率

市 税 △0.4
国 有 提 供 施 設 等 所 在
市 町 村 助 成 交 付 金 △1.2

地 方 譲 与 税 都 支 出 金 △2.7

地方揮発油譲与税
国 庫 財 源 を
伴 う も の

△7.5

地方道路譲与税 ① 児童保護費等負担金 △4.3

自動車重量譲与税 ②
障害者自立支援
給付費等負担金

利 子 割 交 付 金 ③ 児童手当等負担金 △1.0

配 当 割 交 付 金 △14.5 ④
普通建設事業費
支 出 金

△22.7

株 式 等 譲 渡
所 得 割 交 付 金

△30.4 ⑤ 委 託 金 △89.1

地方消費税交付金 △14.7 ⑥ そ の 他

自 動 車 取 得 税
交 付 金

都費のみのもの △0.2

地方特例交付金 ①
普通建設事業費
支 出 金

△20.6

地 方 交 付 税 ② そ の 他

普 通 交 付 税 財 産 収 入

特 別 交 付 税 財 産 運 用 収 入

震 災 復 興
特 別 交 付 税

△3.1 財 産 売 払 収 入

交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

△5.7 ① 土 地 建 物

分担金及び負担金 ② そ の 他 皆増

同 級 他 団 体
か ら の も の

△11.3 寄 附 金

そ の 他 繰 入 金 △53.6

使 用 料 繰 越 金

保 育 所 使 用 料 純 繰 越 金

公営住宅使用料 △0.8
繰 越 事 業 費 等
充当財源繰越額

そ の 他 諸 収 入 △21.2

手 数 料 △1.3
延 滞 金 加 算 金
及 び 過 料

△26.5

法定受託事務に
係 る も の

△7.7 預 金 利 子 皆増

自 治 事 務 に
係 る も の

△0.9 貸付金元利収入 △3.0

国 庫 支 出 金 △5.8 雑 入 △25.6

生活保護費負担金 △5.8 地 方 債 △5.5

児童保護費等負担金 △1.4

障害者自立支援給
付 費 等 負 担 金

児童手当等負担金 △0.6

普 通 建 設 事 業 費
支 出 金

委 託 金 △16.2

そ の 他 △30.4 △3.3

備考　　決算統計資料による。

計

歳　入　決　算　額　内　訳

区 分 区 分

歳 入 決 算 額 内 訳
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その他の内訳

（　　）内は前年度

平成30年度歳入決算構成比

年度別歳入構成比（単位：％）

諸 収 入

使 用 料 及 び 手 数 料
財 産 収 入
寄 附 金
繰 越 金

分 担 金 及 び 負 担 金

地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株 式 等 譲 渡
所 得 割 交 付 金
自動車取得税交付金
国有提供施設等所在
市 町 村 助 成 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
交通安全対策特別交付金

市税

国庫支出金

都支出金

地方交付金

地方消費税

交付金

市債

繰越金

その他

市税

国庫支出金

都支出金

地方交付税

地方消費税

交付金

市債 繰入金

その他

年度 年度 年度 年度 年度

その他

市 債

都支出金

国庫支出金

市 税

地方交付税

地方譲与税・利子割交付金・地方消費税交付

金・自動車取得税交付金・国有提供施設等所

在市町村助成交付金・地方特例交付金

その他の内訳

（　　）内は前年度

平成30年度歳入決算構成比

　　　　年度別歳入構成比（単位：％）

諸 収 入

使 用 料 及 び 手 数 料
財 産 収 入
寄 附 金
繰 越 金

分 担 金 及 び 負 担 金

地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株 式 等 譲 渡
所 得 割 交 付 金
自動車取得税交付金
国有提供施設等所在
市 町 村 助 成 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
交通安全対策特別交付金

市税

国庫支出金

都支出金

地方交付金

地方消費税

交付金

市債

繰越金

その他

市税

国庫支出金

都支出金

地方交付税

地方消費税

交付金

市債 繰入金

その他

年度 年度 年度 年度 年度

その他

市 債

都支出金

国庫支出金

市 税

地方交付税

地方譲与税・利子割交付金・地方消費税交付

金・自動車取得税交付金・国有提供施設等所

在市町村助成交付金・地方特例交付金

平成 30 年度歳入決算構成比
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（
単

位
：

千
円

、
％

）

2
6
年

度
2
7
年

度
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度

市
税

△
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.
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△
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△
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付
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△
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△
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付
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付
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△
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△
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（単位：千円、％）

予　算　額 調　定　額 収入済額 還　付 不    納 収    入 収納率 (Ｃ)の

未済額 欠 損 額 未 済 額
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ）  （Ｂ-Ｃ+Ｄ-Ｅ） （Ｃ）/（Ｂ） 構成比

普 通 徴 収

給与特別徴収

年金特別徴収

計

（単位：円、件）

H.20　～　H.29 軽  自  動  車  税

計

H.20　～　H.28
固  定  資  産  税
都  市  計  画  税

H.16　～　H.29 市      民      税

合           計

備考　千円単位で表示しているため、調整をしている。

市　税　不　納　欠　損　調　書

年 　　 度 税  　　　　　目 金  　　　　額 件  　　　　数

計

滞

納

繰

越

分

市

民

税

個 人

法 人

計

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

都 市 計 画 税

計

現
　
年
　
課
　
税
　
分

市
　
　
民
　
　
税

個
　
　
人

入 湯 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

都 市 計 画 税

市　税　徴　収　実　績　調　書

              区　　分
 税　　目

法 人

計

固
定
資
産
税

純 固 定 資 産 税

交 付 金

計

市 税 徴 収 実 績 調 書市 税 徴 収 実 績 調 書

市 税 不 納 欠 損 調 書
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（単位：千円、％）

 平成29年度

調   定   額 収 入 済 額  （Ｂ） の 収入済額   増減額（Ｄ） 増減率

（Ａ） （Ｂ） 構成比 （Ｃ） （Ｂ）-（Ｃ） （Ｄ）/（Ｃ）

１　市　　民　　税

⑴ 個人均等割

⑵ 個人所得割

⑶ 法人均等割

⑷ 法人税割 △ 23,063 △ 7.4

２　固 定 資 産 税 △ 47,262 △ 1.0

⑴ 純固定資産税 △ 42,413 △ 1.0

① 土　地

② 家　屋 △ 35,995 △ 2.2

③ 償却資産 △ 8,464 △ 2.1

⑵ 交　付　金 △ 4,849 △ 1.5

３　軽 自 動 車 税

４　市 た ば こ 税

５　都 市 計 画 税 △ 26 △0.0

６  入    湯    税 － △ 1 △ 100.0

計 △ 13,472 △ 0.1

都市計画税 8.5%（8.5）

市たばこ税 4.6%（4.6）

軽自動車税 1.3%（1.3）

入湯税 0.0%（0.0）

内は前年度

現　年　課　税　分　税　収　入　の　状　況

税 目

平　　成　　30　　年　　度 比 較

収納率

備考　千円単位で表示しているため、調整をしている。

税　  収  　入  　の　  構  　成 　 比

その他の内訳

市民税

％

（ ）固定資産税

％

（ ）

その他

％

現 年 課 税 分 税 収 入 の 状 況

税 収 入 の 構 成 比



－ 19 －

（
単
位
：
千
円
、
％
）

（
単
位
：
人
、
世
帯
、
円
）
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固
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計
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収
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収
入
済
額

構
成
比

2
6
年

度
2
7
年

度
2
8
年

度
2
9
年
度

3
0
年
度

収
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収
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1
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税
負
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額
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額

１
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1
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た
り

１
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当
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1
世
帯
当
た
り

税
目

別
市

税
収

入
状

況

市
民

負
担
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況
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額
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目
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市

税
収

入
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況

市
民

負
担

の
状

況
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（単位：円、％）

備考　滞納割合は、各調定額に対する割合である。

（単位：㎡、千円）

土地

市税年度別滞納額調書

年度
現　年　分 滞納繰越分 総　　　額

収入未済額 収入未済額 滞納割合 収入未済額 滞納割合滞納割合

国有資産等所在市町村交付金

所管 区分

適用のもの 適用のもの 適用のもの 適用のもの 適用のもの

算定標準額
の　合　計

交付金

数量
算　定
標準額

数量
算　定
標準額

数量
算　定
標準額

数量
算　定
標準額

数量
算　定
標準額

家屋

都
営
住
宅
等
事
業
会
計

土地

資産

家屋

償却

水
道
事
業
会
計

土地

償却
資産

資産

防
衛
省

北
関
東
防
衛
局

土地

償却

交
　
　
　
　
付
　
　
　
　
金

東
　
　
　
　
　
京
　
　
　
　
　
都

一
般
会
計

家屋

市税年度別滞納額調書

国有資産等所在市町村交付金
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（単位:千円）

（単位：人、本、千円）

・

・ ・

・

１人当たり

売渡し本数

　　区分

 年度

人 口

（10月1日現在）
売渡し本数 調　定　額

税　　率
（円/1,000本）

旧３級品
を除く分

旧３級品
の分

合 計

市 た ば こ 税 調 定 額 調 書

計

法 人

個

人

普 通 徴 収

給与特別徴収

年金特別徴収

市民税現年課税分調定額内訳表

税　目

区　分
均　　等　　割 所得割及び法人税割 計

市民税現年課税分調定額内訳表

市たばこ税調定額調書
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（単位：千円）

国 有 提 供 施 設 等 所 在 市 町 村 助 成 交 付 金

対象資産価格 交　付　基　準 30年度交付額 29年度交付額

千円

施 設 等 所 在 市 町 村 調 整 交 付 金

交　　　付　　　基　　　準 30年度交付額 29年度交付額

千円
対象資産によるものと市
町村財政事情により交付
されるもの

千円

千円

年度 基準財政収入額 基準財政需要額
交　　　　付　　　　税　　　　額

普通交付税 特別交付税
震 災 復 興
特 別 交 付 税

計

地 方 交 付 税 調 書

米軍資産の税制上の特別措置等に対し
市町村の税財政のため交付されるもの

千円

国有提供施設等所在市町村助成交付金

地 方 交 付 税 調 書

施 設 等 所 在 市 町 村 調 整 交 付 金
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（
単

位
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千
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、
％

）
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（　　）内は前年度

その他の内訳

維 持 補 修 費

積 立 金

公 債 費

目的別歳出決算額構成比

性質別歳出決算額構成比

その他の内訳

議会費

農業費

商工費

消防費

 （　　）内は前年度

民生費

（ ）

総務費

（ ）

教育費

（ ）

衛生費

（ ）

土木費

（ ）

公債費

（ ）

その他

扶助費

人件費

繰出金

物件費

補助費等

普通建設

事業費

その他

（ ）

総額

％

総額

％

性質別歳出決算額構成比

目的別歳出決算額構成比



－ 25 －

そ の 他

歳
出
決
算
構
成
比
の
推
移

補 助 費 等

物 件 費

普 通 建 設

事 業 費

公 債 費

扶 助 費

人 件 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

土 木 費

教 育 費

そ の 他

年 度

（
単
位
：
％
）

性
質

別
歳

出
目

的
別

歳
出

備
考

性
質

別
構

成
比

に
つ
い

て
は

、
決
算
統
計
資
料
に
よ
る
。

歳
出

決
算

額
構

成
比

の
推

移
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（
単

位
：

千
円

、
％

）

2
6
年

度
2
7
年

度
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度

議
会

費
△

0
.
8

△
4
.
8

△
1
.
1

△
6
.
2

総
務

費
△

1
1
.
4

△
3
.
2

△
6
.
5

民
生

費
△

0
.
5

△
3
.
1

衛
生

費
△

1
.
7

△
1
.
5

農
業

費
△

2
7
.
3

△
1
9
.
4

商
工

費
△

8
.
7

△
1
7
.
5

△
1
6
.
7

土
木

費
△

0
.
2

△
5
.
1

消
防

費
△

9
.
0

△
1
.
3

△
1
.
7

△
1
.
0

教
育

費
△

7
.
9

公
債

費
△

7
.
3

△
5
.
5

△
1
.
4

△
1
.
8

△
0
.
3

歳
出

合
計

目
　

的
　

別
　

歳
　

出
　

決
　

算
　

の
　

推
　

移

款
対

前
年

度
増

減
率

決
算

額
構

成
比

目
的

別
歳

出
決

算
額

の
推

移
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（
単

位
：

千
円

、
％

）

2
6
年

度
2
7
年

度
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度

人
件

費
△

1
.
6

△
2
.
1

物
件

費
△

0
.
6

△
1
.
9

△
3
.
3

維
持

補
修

費
△

0
.
5

△
0
.
1

△
6
.
2

扶
助

費

補
助

費
等

小
計

普
通

建
設

事
業

費
△

1
6
.
0

△
3
.
4

失
業

対
策

事
業

費

小
計

△
1
6
.
0

△
3
.
4

公
債

費
△

7
.
3

△
5
.
5

△
1
.
4

△
1
.
1

積
立

金
△

6
.
4

△
1
6
.
3

△
0
.
9

投
資

及
び

出
資

金

貸
付

金
△

3
0
.
5

△
2
8
.
6

繰
出

金
△

7
.
4

△
6
.
8

△
4
.
5

△
1
6
.
1

小
計

△
8
.
3

△
4
.
0

△
9
.
1

△
1
.
6

△
0
.
8

備
考

　
決

算
統

計
資
料
に
よ
る
。

合
計

投 資 的 経 費 そ の 他 の 経 費

性
 
質

 
別

 
歳

 
出

 
決

 
算

 
額

 
の

 
推

 
移

性
質

別

決
算

額
対

　
前

　
年

　
度

　
増

　
減

　
率

構
成

比

消 費 的 経 費

性
質

別
歳

出
決

算
額

の
推

移
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（
単

位
：

千
円

）

　
　

　
　

　
　

性
質

別

目
的

別
人

　
件

　
費

物
　

件
　

費
維

　
　

持
補

 
修

 
費

扶
　

助
　

費
補

助
費

等
普

通
建

設
事

業
費

失
業

対
策

事
業

費
公

　
債

　
費

積
　

立
　

金
投

資
及

び
出

資
金

貸
　

付
　

金
繰

　
出

　
金

合
　

　
計

議
会

費

総
務

費

民
生

費

衛
生

費

労
働

費

農
業

費

商
工

費

土
木

費

消
防

費

教
育

費

公
債

費

合
計

国
庫

支
出

金

都
支

出
金

使
用

料
・

手
数

料

分
担

金
・

負
担

金
・

寄
附

金

財
産

収
入

繰
入

金

諸
収

入

繰
越

金

地
方

債

一
般

財
源

等

備
考

　
決

算
統

計
資

料
に

よ
る

。

性
 
質

 
別

 
・

目
 
的

 
別

 
歳

 
出

 
決

 
算

 
額

 
及

 
び

 
財

 
源

 
内

 
訳

性
質

別
・

目
的

別
歳

出
決

算
額

及
び

財
源

内
訳
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（１） 人　件　費

（単位：千円、％）

30　年　度 29　年　度 増　減　率

△ 2.3

① 給 料

② 扶 養 手 当 △ 2.4

③ 地 域 手 当

△ 1.0

① 時 間 外 勤 務 手 当 △ 19.9

② 管 理 職 手 当

③ 特 殊 勤 務 手 当 △ 67.8

④ 休 日 勤 務 手 当 △ 47.5

⑤ 期 末 勤 勉 手 当

⑥ 通 勤 手 当

⑦ 住 居 手 当 △ 6.8

⑧ 児 童 手 当

△ 0.5

備考　決算統計資料による(児童手当を含む）。

合 計

性 質 別 歳 出 決 算 額 内 訳

地 方 公 務 員 災 害 補 償
基 金 負 担 金

地方公務員共済組合等負担金

退 職 手 当 組 合 負 担 金

そ の 他

職 員 給

（1） 基 本 給

（2） そ の 他  の  手 当

区 分

議 員 報 酬 手 当

委 員 等 報 酬

市 長 等 特 別 職 の 給 与

性 質 別 歳 出 決 算 額 内 訳
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（2）　物　件　費

（単位：千円、％）

区 分 30  年 　度 29  年 　度 増   減   率

賃 金 △ 9.8

旅 費 △ 16.5

交 際 費

需 用 費

役 務 費 △ 7.2

備 品 購 入 費 △ 1.7

委 託 料 △ 1.4

そ の 他 △ 3.0

合 計 △ 1.4

備考　決算統計資料による。

（3）　補助費等

（単位：千円、％）

区 分 30  年 　度 29  年 　度 増   減   率

負 担 金 △ 1.4

補 助 交 付 金

そ の 他

合 計

備考　決算統計資料による。

（4）　公　債　費

（単位：千円、％）

区 分 30  年 　度 29  年 　度 増   減   率

地方債元利償還金

一時借入金利子 皆減

合 計

備考　決算統計資料による。
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(5) 普通建設事業費

（単位：千円、％）

30　年　度 29　年　度 増　減　率

△ 28.0

△ 6.2

皆増

△ 39.9

△ 98.7

△ 23.0

△ 21.8

△ 21.7

△ 65.4

△ 80.3

△ 20.9

備考　決算統計資料による。

(6) 扶助費

（単位：千円、％）

30　年　度 29　年　度 増　減　率

△ 2.0

△ 4.7

△ 4.1

△ 7.8

△ 2.1

備考　決算統計資料による。

教 育 費

合 計

商 工 費

土 木 費

消 防 費

道路・橋りょう・河川

都 市 計 画

そ の 他

小 学 校

区 分

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 業 費

中 学 校

合 計

児 童 福 祉 費

衛 生 費

教 育 費

民 生 費

社 会 福 祉 費

老 人 福 祉 費

生 活 保 護 費

そ の 他

区 分
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歳　　　出　　　節　　　別

議 総 民 衛 農 商 土
会 務 生 生 業 工 木
費 費 費 費 費 費 費

　30 年 度

　29 年 度

　　　　　　　　　　款
　

　節

公 課 費

繰 出 金

予 備 費

合　　計

補償、補填及び賠償金

償還金、利子及び割引料

投 資 及 び 出 資 金

公 有 財 産 購 入 費

積 立 金

備 品 購 入 費

負担金、補助及び交付金

扶 助 費

貸 付 金

役 務 費

委 託 料

使用料及び賃借料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

賃 金

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

報 酬

給 料

職 員 手 当 等

共 済 費

災 害 補 償 費

歳 出 節 別
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決　　　算　　　額

(単位：千円）

執 増
行 29年度 減

消 教 公 決算総額 予算現額 率 率
防 育 債 決算額 30年度 29年度
費 費 費 （％） （％） （％） （％）

△ 1.1

△ 11.9

△ 9.8

△ 16.6

△ 7.1

△ 0.2

△ 2.4

△ 23.1

△ 11.5

△ 4.9

△ 0.8

△ 30.6

－

△ 15.0

△ 10.3

－

構　成　比

△ 2.8

決 算 額
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施
設

別
維

持
管

理
経

費
決

算
額

（
単

位
：
円

）

庁
舎

地
区
学
習
等
供
用
施
設

地
区
集
会
所

さ
い
か
ち

中
藤

三
ツ
木

大
南

残
堀

･
伊

奈
平

上
水
台

新
海
道

西
大
南

中
原

大
南
公
園

学
園

新
大
南

１
報

酬

４
共

済
費

８
報

償
費

需
用

費

役
務

費

委
託

料

使
用

料
及

び
賃

借
料

工
事

請
負

費

原
材

料
費

備
品

購
入

費

計

（
単

位
：
円

）

地
区
集
会
所

緑
が
丘

出
張
所

市
民
総
合

セ
ン
タ
ー

福
祉
会
館

老
人
福
祉
館

若
草
集
会
所

児
童
館

学
童
ク
ラ
ブ

湖
南

さ
い
か
ち

公
園

第
二

第
三

第
四

第
五

お
伊
勢
の
森

山
王
森

雷
塚

１
報

酬

４
共

済
費

８
報

償
費

需
用

費

役
務

費

委
託

料

使
用

料
及

び
賃

借
料

工
事

請
負

費

原
材

料
費

備
品

購
入

費

計
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（
単

位
：
円

）

学
童
ク

ラ
ブ

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

温
泉
施

設
市
営
住
宅

消
防
団

三
ツ
木

西
大
南

中
原

学
園

本
町

セ
ン
タ
ー

お
伊
勢
の
森
分
室

中
央

本
町

三
ツ
木

第
一
分
団

第
二
分
団

１
報

酬

４
共

済
費

８
報

償
費

需
用

費

役
務

費

委
託

料

使
用

料
及

び
賃

借
料

工
事

請
負

費

原
材

料
費

備
品

購
入

費

計

（
単

位
：
円

）

消
防

団
公
民
館

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

市
民
会
館

総
合
体
育
館

学
校
給
食

セ
ン
タ
ー

第
三
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

第
七
分
団

第
八
分
団

中
久
保

雷
塚

本
館

分
館

１
報

酬

４
共

済
費

８
報

償
費

需
用

費

役
務

費

委
託

料

使
用

料
及

び
賃

借
料

工
事

請
負

費

原
材

料
費

備
品

購
入

費

計
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（
単

位
：

千
円

）

第
一

小
学

校
第

二
小

学
校

第
三

小
学

校
村

山
学

園
第

四
小

学
校

大
南

学
園

第
七

小
学

校
第

八
小

学
校

第
九

小
学

校
第

十
小

学
校

雷
塚

小
学

校
小

学
校

計

報
償

費

需
用

費

役
務

費

委
託

料

使
用

料
及

び
賃

借
料

工
事

請
負

費

原
材

料
費

備
品

購
入

費

負
担

金
、

補
助

及
び

交
付

金

補
償

、
補

填
及

び
賠

償
金

小
　

　
　

　
　

計

報
償

費

需
用

費

役
務

費

委
託

料

小
　

　
　

　
　

計

報
償

費

需
用

費

役
務

費

委
託

料

使
用

料
及

び
賃

借
料

備
品

購
入

費

負
担

金
、

補
助

及
び

交
付

金

小
　

　
　

　
　

計

備
考

　
1
　

千
円

単
位

で
表

示
し

て
い

る
た

め
、

調
整

を
し

て
い

る
。

　
　

　
2
　

学
校

管
理

費
の

委
託

料
及

び
工

事
請

負
費

に
つ

い
て

は
、

繰
越

明
許

費
を

含
む

。

　
合

　
　

　
　

計

児
童

・
生

徒
数

人

児
童

・
生

徒
人

当
た

り
額

円

同
上

前
年

度
円

学
 
　

校
 
　

別
 
　

決
 
　

算
 
　

額

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
区

分
　

科
目

教 育 振 興 費学 校 管 理 費

学 校 保 健

衛 生 費

学
校

別
決

算
額



－ 37 －

（
単

位
：

千
円

、
％

）

3
0
 
年

 
度

2
9
 
年

 
度

増
減

率

報
償

費
△

1
7
.
0

需
用

費

役
務

費

委
託

料
△

2
0
.
2

使
用

料
及

び
賃

借
料

工
事

請
負

費

原
材

料
費

△
6
.
2

備
品

購
入

費

負
担

金
、

補
助

及
び

交
付

金

補
償

、
補

填
及

び
賠

償
金

皆
増

小
計

報
償

費
皆

増

需
用

費
△

2
5
.
0

役
務

費

委
託

料

小
計

報
償

費

需
用

費

役
務

費
△

1
5
.
6

委
託

料
△

3
1
.
3

使
用

料
及

び
賃

借
料

備
品

購
入

費
△

1
3
.
9

負
担

金
、

補
助

及
び

交
付

金

小
計

△
0
.
7

備
考

　
千

円
単

位
で

表
示

し
て

い
る

た
め

、
調

整
を

し
て

い
る

。

学 校 管 理 費

児
童

・
生

徒
人

当
た

り
額

円

同
上

前
年

度
円

教 育 振 興 費

　
合

計

児
童

・
生

徒
数

人

学 校 保 健

衛 生 費

学
　

 
校

 
　

別
　

 
決

　
 
算

　
 
額

区
分

　
科

目
第

一
中

学
校

第
三

中
学

校
大

南
学

園
第

四
中

学
校

第
五

中
学

校
中

学
校

計
合

 
 
 
計

村
山

学
園

第
二

中
学

校学
校

別
決

算
額
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（千円） （千円） （千円） （％）
平成

雷塚小学校校舎
改修事業

平成

東 京 都

令和

 　　

横田児童遊園 仮
称)整備事業

簡易保険資金

総合運動公園整
備事業

簡易保険資金

立川都市計画道
路 ・ ・ 号松
中残堀線整備事
業

資 金 運 用 部

立川都市計画道
路 ・ ・ 号東
大和武蔵村山線
整備事業

資 金 運 用 部

平成 年度住民
税等減税補塡債

資 金 運 用 部

平成 年度住民
税等減税補塡債

財政融資資金

横田児童遊園 仮
称)整備事業

簡易保険資金

総合運動公園整
備事業

簡易保険資金

立川都市計画道
路 ・ ・ 号松
中残堀線整備事
業

財政融資資金

平成 年度住民
税等減税補塡債

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

緑が丘高齢者在
宅サービスセン
ター 仮称 整備
事業

簡易保険資金

市 債 の 状 況

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

市 債 の 状 況
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

横田児童遊園整
備事業

平成

簡易保険資金

令和

総合運動公園整
備事業

簡易保険資金

平成 年度住民
税等減税補塡債

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

立川都市計画道
路 ・ ・ 号松
中残堀線整備事
業

郵便貯金資金

緑が丘高齢者在
宅サービスセン
ター 仮称 整備
事業

簡易保険資金

横田児童遊園整
備事業

簡易保険資金

総合運動公園整
備事業

簡易保険資金

主 号線整備
事業

東 京 都

平成 年度住民
税等減税補塡債
(恒久的減税分)

簡易保険資金

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

立川都市計画道
路 ・ ・ 号松
中残堀線整備事
業

郵便貯金資金

横田児童遊園整
備事業

簡易保険資金

主 号線整備
事業

東 京 都

平成
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

主 号線整備
事業

平成

東 京 都

令和

 　　

立川都市計画道
路 ・ ・ 号松
中残堀線整備事
業

東 京 都

雷塚小学校校舎
屋上防水事業

東 京 都

平成 年度臨時
財政対策債

郵便貯金資金

平成 年度住民
税等減税補塡債
(恒久的減税分)

簡易保険資金

市民会館施設整
備事業

財政融資資金

武蔵村山病院地
域総合整備資金
貸付事業

り そ な 銀 行

主 号線整備
事業

東 京 都

瑞穂斎場組合負
担金

東 京 都

第四小学校施設
整備事業 校舎内
部改修工事)

東京都区市町
村 振 興 協 会

平成 年度減税
補塡債 恒久的減
税分)

簡易保険資金

平成 年度臨時
財政対策債

郵便貯金資金

市民会館施設整
備事業

財政融資資金

立川都市計画道
路 ･ ･ 号松中
残堀線整備事業

財政融資資金

平成
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

第四小学校施設
整備事業 温度保
持工事)

平成

財政融資資金

令和

第七小学校施設
整備事業 校舎外
装・防音機能保
持工事)

財政融資資金

主 号線整備
事業

東 京 都

瑞穂斎場組合負
担金

東 京 都

第七小学校施設
整備事業 校舎外
装・防音機能保
持工事)

東京都区市町
村 振 興 協 会

第七小学校施設
整備事業 大規
模・耐震補強)

東京都区市町
村 振 興 協 会

平成 年度減税
補塡債

簡易保険資金

第七小学校施設
整備事業 校舎外
装・防音機能保
持工事)

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

主 号線ほか
路線整備事業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

第二中学校施設
整備事業 便所改
修工事)

東京都区市町
村 振 興 協 会

第三中学校施設
整備事業 耐震補
強工事)

東京都区市町
村 振 興 協 会

平成
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

平成
平成 年度臨時
財政対策債

平成

財政融資資金

令和

主 号線ほか
路線整備事業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

歴史民俗資料館
施設整備事業

東 京 都

小・中一貫校施
設整備事業 校舎
内部改修工事)

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

主 号線整備事
業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

小・中一貫校施
設整備事業 校舎
内部改修工事)

財政融資資金
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

小・中一貫校施
設整備事業 屋内
運動場新築工事)

平成

財政融資資金

令和

小・中一貫校施
設整備事業 プー
ル新築工事)

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

地方公共団体
金 融 機 構

主 号線整備事
業

東 京 都

主 号線整備事
業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

地方公共団体
金 融 機 構

平成 年度臨時
財政対策債

り そ な 銀 行

平成 年度臨時
財政対策債

青梅信用金庫

平成 年度臨時
財政対策債

西武信用金庫

平成 年度臨時
財政対策債

多摩信用金庫

平成
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

平成 年度臨時
財政対策債

平成
東 京 み ど り
農業協同組合

令和

第一小学校大規
模改修事業 便所
改修工事)

財政融資資金

第一中学校施設
整備事業 校舎改
築工事)

財政融資資金

第一中学校施設
整備事業 武道場
新築工事)

財政融資資金

第二小学校施設
整備事業 校舎耐
震補強工事)

財政融資資金

第一中学校施設
整備事業 特別教
室棟耐震補強工
事)

財政融資資金

第一中学校施設
整備事業 屋内運
動場大規模改修
工事)

財政融資資金

第四中学校施設
整備事業 校舎耐
震補強工事)

財政融資資金

第三小学校施設
整備事業 普通教
室等冷房設置工
事)

財政融資資金

村山学園 第四小
学校 施設整備事
業 普通教室等冷
房設置工事)

財政融資資金

雷塚小学校施設
整備事業 普通教
室等冷房設置工
事)

財政融資資金

村山学園 第二中
学校 施設整備事
業 普通教室等冷
房設置工事)

財政融資資金

第三中学校施設
整備事業 普通教
室等冷房設置工
事)

財政融資資金

第四中学校施設
整備事業 普通教
室等冷房設置工
事)

財政融資資金

平成
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

第五中学校施設
整備事業 普通教
室等冷房設置工
事)

平成

財政融資資金

令和

　   

主 号線整備事
業

東 京 都

主 号線整備事
業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

第一中学校施設
整備事業 校舎改
築工事)

財政融資資金

第九小学校施設
整備事業 校舎耐
震補強工事)

財政融資資金

第九小学校施設
整備事業 屋内運
動場耐震補強工
事)

財政融資資金

雷塚小学校施設
整備事業 屋内運
動場耐震補強工
事)

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

地方公共団体
金 融 機 構

第七小学校施設
整備事業 便所改
修工事)

財政融資資金

第一中学校施設
整備事業 武道場
新築工事)

財政融資資金

第三小学校施設
整備事業 図書室
空調工事)

財政融資資金

第七小学校施設
整備事業 図書室
空調工事)

財政融資資金

平成
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

平成
第八小学校施設
整備事業 図書室
空調工事)

平成

財政融資資金

令和

第八小学校施設
整備事業 便所改
修工事)

財政融資資金

第一小学校施設
整備事業 普通教
室等冷房設置工
事)

財政融資資金

第二小学校施設
整備事業 普通教
室等冷房設置工
事)

財政融資資金

村山学園 第四小
学校 施設整備事
業 普通教室等冷
房設置工事)

財政融資資金

第八小学校施設
整備事業 普通教
室等冷房設置工
事)

財政融資資金

第九小学校施設
整備事業 普通教
室等冷房設置工
事)

財政融資資金

第十小学校施設
整備事業 普通教
室等冷房設置工
事)

財政融資資金

第一中学校施設
整備事業 普通教
室等冷房設置工
事)

財政融資資金

村山学園 第二中
学校 施設整備事
業 普通教室等冷
房設置工事)

財政融資資金

主 号線整備事
業

東 京 都

主 号線整備事
業

東 京 都

主 号線整備事
業

東 京 都

主 号線整備事
業

東 京 都
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

主 号線整備
事業

平成

東 京 都

令和

 　 

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

地方公共団体
金 融 機 構

第七小学校施設
整備事業 校舎空
気調和設備改修
工事)

財政融資資金

大南公園整備事
業 園路改修工
事)

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

地方公共団体
金 融 機 構

中藤地区学習等
供用施設整備事
業

東 京 都

上水台地区集会
所改築事業

東 京 都

のぞみ福祉園空
調設備改修事業

東 京 都

学童クラブ整備
事業

東 京 都

保 健 相 談 セ ン
ターお伊勢の森
分室改修事業

東 京 都

主 号線整備事
業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

防災行政無線更
新事業

東 京 都

平成
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

第二小学校屋内
運動場屋根改修
事業

平成

東 京 都

令和

第八小学校校舎
窓枠等建具改修
事業

東 京 都

第三中学校校舎
暖房設備改修事
業

東 京 都

主 号線整備
事業

財政融資資金

第三中学校施設
整備事業 校舎内
部改修工事)

財政融資資金

第四中学校施設
整備事業 武道場
整備工事)

財政融資資金

村山学園 第二中
学校 施設整備事
業 普通教室等冷
房設置工事)

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

地方公共団体
金 融 機 構

第四中学校施設
整備事業 武道場
整備工事)

財政融資資金

野山北公園自転
車道線整備事業

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

主 号線整備事
業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

平成
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

主 号線交差点
拡幅整備事業

平成

東 京 都

令和

 　 

主 号線拡幅
整備事業

東 京 都

野山北公園自転
車道線整備事業

東 京 都

第一小学校屋内
運動場床面改修
事業

東 京 都

第八小学校校舎
窓枠等建具改修
事業

東 京 都

第九小学校校舎
普通教室冷房化
推進事業

東 京 都

第三中学校校舎
普通教室冷房化
推進事業

東 京 都

第五中学校校舎
普通教室冷房化
推進事業

東 京 都

歴史民俗資料館
施設改修事業

東 京 都

平成 年度臨時
財政対策債

地方公共団体
金 融 機 構

野山北公園自転
車道線整備事業

財政融資資金

歴史民俗資料館
分館建設事業

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

岸資材置場倉庫
建設事業

東 京 都

平成
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

主 号線整備事
業

平成

東 京 都

令和

 　　

主 号線整備事
業

東 京 都

主 号線交差点
拡幅整備事業

東 京 都

主 号線拡幅
整備事業

東 京 都

野山北公園自転
車道線整備事業

東 京 都

第八小学校施設
整備事業 窓枠等
建具改修)

東 京 都

歴史民俗資料館
分館建設事業

東 京 都

野山北公園自転
車道線整備事業
御岳トンネル分

電盤改修工事)

東京都区市町
村 振 興 協 会

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

大南学園 第四中
学校 施設整備事
業 校舎内部改
修)

財政融資資金

主 号線整備
事業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

大南学園 第四中
学校 施設整備事
業 校舎内部改
修)

東 京 都

主 号線整備
事業

財政融資資金

平成
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

第三中学校太陽
光パネル設置事
業

平成

財政融資資金

令和

防火水槽整備事
業

地方公共団体
金 融 機 構

主 号線防護柵
整備事業

地方公共団体
金 融 機 構

主 号線整備事
業

地方公共団体
金 融 機 構

主 号線整備
事業

地方公共団体
金 融 機 構

平成 年度臨時
財政対策債

地方公共団体
金 融 機 構

村山学園 第二中
学校 太陽光パネ
ル設置事業

財政融資資金

温泉施設整備事
業

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

平成 年度臨時
財政対策債

地方公共団体
金 融 機 構

残堀・伊奈平地
区学習等供用施
設整備事業 空調
設備等改修)

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

主 号線整備
事業

東 京 都

都市公園長寿命
化整備事業

東 京 都

平成
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

村山学園 第四小
学校 特別教室冷
房化推進事業

平成

東 京 都

令和

第九小学校施設
整備事業 窓枠等
建具改修)

東 京 都

第一中学校特別
教室冷房化推進
事業

東 京 都

村山学園 第二中
学校 特別教室冷
房化推進事業

東 京 都

第三中学校特別
教室冷房化推進
事業

東 京 都

第五中学校施設
整備事業 校舎内
部改修)

東 京 都

第九小学校施設
整備事業 窓枠等
建具改修)

東京都区市町
村 振 興 協 会

残堀・伊奈平地
区学習等供用施
設整備事業 空調
設備等改修)

財政融資資金

主 号線整備
事業

財政融資資金

都市公園長寿命
化整備事業

財政融資資金

第五中学校施設
整備事業 校舎内
部改修)

財政融資資金

主 号線防護柵
整備事業

地方公共団体
金 融 機 構

主 号線整備
事業

地方公共団体
金 融 機 構

防火水槽整備事
業

地方公共団体
金 融 機 構

平成
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

平成
温泉施設整備事
業

平成

り そ な 銀 行

令和

平成 年度臨時
財政対策債

財政融資資金

第一小学校特別
教室等冷房化推
進事業

財政融資資金

第二小学校特別
教室等冷房化推
進事業

財政融資資金

第三小学校特別
教室等冷房化推
進事業

財政融資資金

第八小学校特別
教室等冷房化推
進事業

財政融資資金

第九小学校特別
教室等冷房化推
進事業

財政融資資金

雷塚小学校特別
教室等冷房化推
進事業

財政融資資金

都市公園長寿命
化整備事業

東 京 都

大南学園 第四中
学校 特別教室等
冷房化推進事業

東 京 都

大南学園 第四中
学校 特別教室等
冷房化推進事業

令和

元.5.20 東京都区市町
村 振 興 協 会

都市公園長寿命
化整備事業

元.5.24 財政融資資金

主 号線整備
事業

元.5.30
地方公共団体
金 融 機 構

防火水槽整備事
業

元.5.30
地方公共団体
金 融 機 構
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（千円） （千円） （千円） （％）

年度 事    業    名 利 率 借 入 先
借 入
年 月 日

借 入
金 額

償 還
済 額

現 在 高
償 還
期 限

全国瞬時警報シ
ステム受信機更
新事業

令和

元.5.30 地方公共団体
金 融 機 構

令和

平成 年度臨時
財政対策債

元.5.30
地方公共団体
金 融 機 構

合　　　　計

平成
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（単位：千円、％）

備考　決算統計資料による。

（単位：千円）

備考　決算統計資料による。

（単位：千円、％）

備考　地方公共団体の健全化に関する法律による。

(人) (千円) (千円) (円) (円)

備考　1　年度末人口は住民基本台帳による。

備考　2　決算統計資料による。

平成26

市債市民１人当たりの負担

年　度 年度末人口 現在高 元利償還額
市民1人当たり負担額

現在高 元利償還額

公債費負担比率の状況

年　度 公債費充当一般財源 一般財源総額 公債費負担比率

平成26

令和元

市債の年度別償還の状況

年　　度 元 金 利 子 計

平成30

計

商工債 その他

衛生債 教育債

民生債 消防債

構　成　比

総務債 土木債

市債目的別現在高の状況

区　　 　分 現　在　高 構　成　比 区　　　分 現　在　高

市債目的別現在高の状況

市債の年度別償還の状況

公債費負担比率の状況

市債市民 人当たりの負担額

市債目的別現在高の状況

市債の年度別償還の状況

公債費負担比率の状況

市債市民 1 人当たりの負担額
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歳　　入
項 目 30　年　度 29　年　度 増　減　率

円 円 ％

市 税 △0.3

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金 △14.4

株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 △30.3

地 方 消 費 税 交 付 金 △14.6

自 動 車 取 得 税 交 付 金

国有提供施設等所在市町村助成交付金 △1.1

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 △5.5

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料

手 数 料 △1.2

国 庫 支 出 金 △2.3

都 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金 △53.6

繰 越 金

諸 収 入 △33.1

市 債 △5.4

合 計 △2.3

歳　　出（目的別）
項 目 30　年　度 29　年　度 増　減　率

円 円 ％

議 会 費 △0.3

総 務 費 △10.1

民 生 費 △3.7

衛 生 費

農 業 費 △2.0

商 工 費 △54.1

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

合 計 △2.7

歳　　出（性質別）
項 目 30　年　度 29　年　度 増　減　率

円 円 ％

人 件 費

物 件 費 △1.3

維 持 補 修 費

扶 助 費 △2.0

補 助 費 等

公 債 費

積 立 金 △14.9

投 資 及 び 出 資 金 ・ 貸 付 金 △30.3

繰 出 金 △12.1

普 通 建 設 事 業 費 △20.8

合 計 △3.6

市 民 １ 人 当 た り の 決 算 額 及 び 増 減 状 況

備考　歳出（性質別）については決算統計資料による。

市民 1 人当たりの決算額及び増減状況
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

① 市議会だより 一般財源
発 行 経 費

② 声 の 市 議 会 一般財源
だ よ り 作 成
経 費

一般財源

① 本 会 議 一般財源

② 常 任 委 員 会 一般財源
特 別 委 員 会

一般財源

議場インター 一般財源
ネット中継に
係る映像配信
事 業 経 費

主　要　な　施　策　の　成　果

（ ・ ・ ）

議会活動の状況を市民に知らせ、議会に対す
る理解と関心を深めるため、市議会だよりを発
行し、市内の全世帯に配布した。

　発行回数　年間　　　  4回
　発行部数　年間　126,800部

議会活動の状況を市民に知らせ、議会に対す
る理解と関心を深めるため、声の市議会だより
を発行し、視覚障害者（障害程度 ・ 級）のう
ち希望者に配布した。

　発行回数　　年間　　4回
　ダビング数　年間　　テープ　9本

CD　  　8枚

会 議 録 発 行 経 費
（ ・ ・ ）

定例会及び臨時会における本会議の審議状況
をまとめ、公的記録として保存するため会議録
を作成した。

　発行回数　年間 4回
　発行冊数　年間    144冊

1　 議会費

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

（ ・ ・ ）

常任委員会及び特別委員会の審査状況をまと
め、公的記録として保存するため会議録を作成
した。

　発行冊数
　　常任委員会

総務文教委員会 4冊×2回
厚生産業委員会 4冊×2回
建設環境委員会 4冊×2回

　　特別委員会
予算特別委員会　 　10冊×1回
決算特別委員会　 　10冊×1回
交通対策特別委員会  4冊×1回
横田基地の民間機利用促進等に関する調
査特別委員会　　　  4冊×1回

事 務 局 経 費

議 会 報 発 行 経 費

議場に来られない市民等に対して、インター
ネット中継により議会審議の模様を配信した。

借 上 料 … 円

（議会映像配信システム、テロップエンコード
機器、マルチデバイス用エンコード機器、

レコーダ等）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

諸収入

一般財源

職 員 研 修 一般財源
経 費

諸収入

一般財源

① 職 員 等 健 康 諸収入
診 断 経 費

一般財源

② 市 職 員 厚 生 一般財源
事 業 交 付 金

一般財源

都支出金　※

諸収入

一般財源

一般財源 市民の市政に対する意見や要望を伺い、市政
運営への参考とするため、「市長への手紙」等
を実施した。

自 治 功 労 等 武蔵村山市表彰規程（昭和 年村山町規程第
号）に基づき、平成 年 月 日に表彰を

行った。

　被表彰者　　自治功労表彰　 4名
一般表彰 26件

表 彰 経 費
（ ・ ・ ）

広 聴 活 動 経 費
（ ・ ・ ）

電気自動車購入経費
（ ・ ・ ）

地球温暖化対策推進のため、庁用自動車とし
て電気自動車を購入した。

※ 市町村総合交付金 7,181千円

職 員 福 利 厚 生
経 費
（ ・ ・ ）

職員等の疾病の早期発見と予防を目的に定期
健康診断、 検診、結核レントゲン検診、胃
検診、腰痛・頸肩腕検診、生活習慣病検診、大
腸がん検診及びストレスチェックを実施した。

市職員で組織する悠和会に対して、厚生事業
経費の一部を助成した。

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

人 事 管 理 経 費

2 　総務費

事業又は事項

（ ・ ・ ）

職員として必要な知識の習得、職務に対する
自覚及び職場への円滑な適応等を図ることを目
的に、各種の研修を実施した。

レコーダ等）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

都支出金

諸収入

一般財源

① 市報発行経費 国庫支出金

諸収入

一般財源

② 声 の 広 報 国庫支出金
作 成 経 費

都支出金

一般財源

　
③ 市 政 ク イ ズ 一般財源

実 施 経 費

④ ホームページ 諸収入
運 営 経 費

一般財源

　

視覚障害（障害程度 ・ 級）のある希望者等
を対象に、市報のカセットテープ版等として
「声の広報」を作成、郵送した。なお、市民協
働の視点からボランティアサークルに委託して
作成した。

　作成回数　　         年間   　 19回
　ダビング本数
           　 テープ　 年間 　   75本
　　　　　　  CD　 　　年間　　 245枚

市の状況や各種事業、行事等を市民に知ら
せ、市政に対する理解と協力を促した。

　発行回数　　年間　　 　19回
　発行部数　　年間　594,400部

広 報 活 動 経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

市民サービスの向上と市政への理解を深めて
もらうため、利用者のニーズに沿った市政情
報、行政サービス情報、イベント・募集等の情
報の迅速な提供を行うとともに、すべての利用
者に使いやすく分かりやすいホームページを運
営した。

市政に対する理解と関心を深めてもらうた
め、毎月 日発行の市報にクロスワードパズル
方式のクイズを掲載し、応募正解者の中から抽
選で毎回 人（毎年 月は 人）に記念品を贈
呈した。

　応募者総数　　年間  1,002人
　記念品贈呈者数　　 　 270人
　※　記念品　かたくりの湯入浴券
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

⑤ 情 報 配 信 一般財源
サ ー ビ ス
経 費

一般財源

諸収入

一般財源

諸収入

一般財源

財 産 管 理 経 費
（ ・ ・ ）

市有地の維持管理のため、公益社団法人武蔵
村山市シルバー人材センター等に委託し除草等
を実施した。

市民の心配ごとや悩み等の解消を図るため、
法律全般、税務、登記・成年後見、建物の問題
や官公署に提出する書類の作成、交通事故、人
権問題、国等の仕事に対する苦情や要望等の相
談に応じる専門の相談員を置き、毎月定期的に
無料相談業務を実施した｡

　開催回数　112回
　相談件数　455件

（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

市 政 情 報 市政に関する情報ニーズに総合的かつ効率的
に対応し、市民の市政への参加を推進するとと
もに、市民サービスの向上を図った｡

　案内者数 年間   22,067人
　資料等閲覧者数　   年間 921人
コピー利用者数     年間    8,187人

　パソコン利用者数   年間 555人
　有償刊行物販売件数 年間 242件

コ ー ナ ー
運 営 経 費
（ ・ ・ ）

電子メール（携帯電話、パソコン）を利用し
て、市民等の登録者に、不審者等に関する犯罪
情報、風水害や火災発生等の災害情報、市のイ
ベント等の市政情報を配信した。

　平成30年度末の登録者数
犯罪情報　　3,633人
災害情報　　3,793人
市政情報　　2,291人

　平成30年度情報配信件数
犯罪情報 15件
災害情報 68件
市政情報 93件

各 種 相 談 経 費



－ 63 －

歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

繰入金

一般財源

一般財源

諸収入

一般財源

子 ど も 雪 国 諸収入
体 験 事 業
実 行 委 員 会
交 付 金

本庁舎油入進相
コンデンサ取替等
工 事

本町一丁目
1番地の1

本町一丁目
1番地の1

市民駐車場誘導路
擁壁等改修工事

市民駐車場誘導路
の擁壁及び植栽の
一部の撤去並びに
フェンスの新設

（変更契約）

市 庁 舎 冷 温 水
ポンプ取替工事

市庁舎の冷温水ポ
ンプの取替

本町一丁目
1番地の1

件　　名 内　　容 金　額（円）

企 画 調 整 経 費
（ ・ ・ ）

本市、昭島市、東大和市、瑞穂町及び栄村が
連携し設置する子ども雪国体験事業実行委員会
に交付金を交付し、栄村において、子どもたち
が雪かきボランティア活動やスキー教室等を体
験できる子ども雪国体験事業を実施した。

残堀・伊奈平地区
学 習 等 供 用 施 設
整 備 事 業

用　　地　　取　　得　　状　　況

（ ・ ・ ）

工事件名 工事内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

施工区域
竣工年月日

庁 舎 施 設
整 備 事 業
（ ・ ・ ）

工 事 概 況

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

元金利子補給金 公共用地先行取得に伴う元金利子補給金

高圧進相コンデン
サの撤去及び
濃度分析
照明器具の撤去及
び新設

（最終変更契約）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

一般財源

① 栄 村 駅 伝 一般財源 第12回栄村駅伝大会選手派遣
大 会 選 手
派 遣 経 費 　期　　日　平成30年7月8日（日）

　派遣人数　3チーム　18人
 （男子13人・女子5人)

（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

姉 妹 都 市
交 流 事 業 経 費

平 和 事 業 経 費 市民とともに恒久平和を願うため、「平和学
習バスツアー」「平和の集い」「原爆・東京大
空襲パネル展」を実施した。

「平和の集い」講演会については、基調講演
及び講師と中・高校生による討論会を実施し、
市民の平和意識向上に努めた。

　 1　夏休み平和学習バスツアー
開催日　平成30年7月26日（木）
場所①歴史民俗資料館分館

②旧日立航空機株式会社変電所
③平和祈念展示資料館

内容
市内在住の小学生を対象に実施し、

各施設にて平和について学習をした。
参加者数　8人

　 2　平和の集い
平和の集い　講演会・討論会
開催日　平成31年3月9日（土）
場　所　市役所4階401大集会室
内  容
第一部　基調講演
テーマ「昭和の戦争と学校」
講師　寺町　勲氏

第二部　講師と中・高校生による
討論会

「平和について」
各中・高校生代表者　8人
参加者数　53人

　 3　原爆・東京大空襲パネル展
開催日　平成30年8月1日（水）～

平成30年8月16日（木）
場　所　市役所1階ロビー
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

② 宿 泊 施 設 一般財源
利 用 者
補 助 金

一般財源

① 行政改革推進 一般財源
委 員 会 経 費

② 行 政 評 価 一般財源
委 員 会 経 費

一般財源

一般財源

一般財源

　寄附件数 137件
　寄附金額　　8,068,500円

一般財源

（ ・ ・ ）

総 合 戦 略 推 進
事 業 経 費
（ ・ ・ ）

まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進状況
について審議した。

また、令和 年度を初年度とする第二期まち･
ひと・しごと創生総合戦略の策定に伴い、各種
意識調査を行い、あわせて将来人口推計につい
て分析等を行った。

行政改革を推進し、もって開かれた簡素で効
率的な市政運営を図るため、有識者 人で構成
する「武蔵村山市行政改革推進委員会」を設置
し、行財政改革を推進した。

行政評価について、公正性及び客観性を確保
するとともに市民感覚を取り入れた評価とする
ため、学識経験者、企業経営分野等に関し識見
を有する者及び公募による市民で構成する「武
蔵村山市行政評価委員会」を設置し、評価結果
について審議した。

　東京都等からの情報収集等を行った。
共 用 化 関 係 経 費
（ ・ ・ ）

ふ る さ と 納 税 ふるさと納税を促進するため、受付及び収納
業務を委託した。

横 田 基 地 軍 民

策 定 経 費

令和 年度を初年度とする第五次長期総合計
画の策定に伴い、市民意識調査及び基礎調査を
実施し、あわせて市民ワークショップを平成
年 月に 回開催し、市政の現状及び課題につい
て議論を行った。

合　計 334人

行 政 改 革 推 進
事 務 経 費
（ ・ ・ ）

保
養
所

大　人 3,500円 248人
小　人 3,000円 38人
計 286人

旅

館

大　人 3,500円 46人
小　人 3,000円 2人
計 48人

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

市民が観光や交流を目的に、姉妹都市を訪問
して宿泊する費用の一部を補助した。

宿泊施設利用者数
区　分 補助額 利用者数

事 務 経 費

第五次長期総合計画

（ ・ ・ ）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

都支出金　※

一般財源

一般財源

※ うち市町村総合交付金 1,510千円

モンゴル国の小学生を招待し、市内の小学生
と村山っ子相撲大会及び村山デエダラまつりに
参加し、東京観光（両国国技館、スカイツ
リー、すみだ水族館）を実施して相互交流を
図った。

公共施設等総合管理計画に基づく公共施設の
更新・集約化・廃止等に向けた取組として、
「公共施設に関する市民講演会」及び係長職を
対象とした「公共施設マネジメント研修会」を
実施した。

メ ン ト 事 業 経 費

パーソナルコンピュータ等の情報化推進機器
の充実を図るとともに、各種業務の基盤となる
ネットワークの維持管理を行った。

 　1　総合行政ネットワーク回線専用料
1,136,160円

 　2　ネットワーク回線専用料
17,187,768円

本庁舎、市内の各施設及び市外のデータ
センターを光ケーブルの専用回線により接
続を行った。（24施設34回線）

 　3　総合行政ネットワーク処理システム関連
　　機器等保守委託料

3,062,448円

　 4　電子計算機器等借上料
22,698,852円

情報化推進関連機器等を借り上げた。
（サーバ6台、パーソナルコンピュータ
235台、プリンタ48台等）

 　5　総合行政ネットワーク接続機器等借上料
4,967,893円

中間サーバー・プラットフォーム、公的
　　個人認証サービス、電子申請・電子調達サ
　　ービス等の通信基盤として、機器等を借り
　　上げた。

 　6　都区市町村情報セキュリティクラウド利
 　 用負担金

5,695,311円
都区市町村情報セキュリティクラウドの

　　利用に係る負担金

（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）
事 業 経 費
ホストタウン推進

（ ・ ・ ）

情 報 化 推 進 経 費

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

公 共 施 設 マ ネ ジ

事業又は事項
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

都支出金

一般財源

住 民 情 報
シ ス テ ム
運 営 経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

　市民サービスの向上を目的とし、行政運営の
効率化を図るため、住民情報システムの運用を
行った。

　 1　住民情報システム改修委託料
　　　　　　　　　　　　　　　 4,698,000円

 　2　国民年金システム改修委託料
　　　　　　　　　　　　　　　 1,296,000円

　 3　電子計算組織運用委託料
　　　　　　　　　　　　　　　16,757,280円
　　　システムエンジニアによる電子計算処理
　　システムの運用を行った。

 　4　口座振替データ分割等処理委託料
　　　　　　　　　　　　　　　 1,054,725円
　　　口座振替による税金等の収納手続きにつ
　　いて、各金融機関への口座振替額の依頼デ
　　ータ及び口座振替済額データの受け取りの
　　集約を委託することにより、行政運営の効
　　率化を図った。

 　5　電子計算機器等保守委託料
　　　　　　　　　　　　　　　 1,029,024円

 　6　電子計算機器等借上料
　　　　　　　　　　　　　　　15,930,468円
　　　住民情報関連機器等を借り上げた。(サ
　　ーバ7台、パーソナルコンピュータ101台、
　　プリンタ24台等)

 　7　クラウドサービス利用料
　　　　　　　　　　　　　　　55,942,596円
　　　TASKシステム（住基・税・国保・年金
　　等）の運用に係る利用料
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

保 健 福 祉 総 合
シ ス テ ム
運 営 経 費
（ ・ ・ ）

市民サービスの向上を目的とし、高齢者、障
害者、児童の福祉等に係る事務処理の効率化を
図るため、保健福祉総合システムの運用を行っ
た。

保健福祉総合システム改修委託料
円

⑴ 社会保障・税番号制度情報連携に関
する特定個人情報データレイアウト改

版及び心身障害者医療費助成の対象者拡大に伴
うシステム改修委託

円
⑵ 児童扶養手当制度等の法令等の改正に

対応したシステム改修委託
円

⑶ 私立幼稚園補助金システム改修委託
円

⑷ 母子父子寡婦福祉資金貸付システム改
修委託 円

ソフトウェア保守委託料
円

システム不良対応や運用技術支援等によ
り、ソフトウェアの保守を行った。

電子計算機器等借上料
円

保健福祉総合システム関連機器等を借り
上げた。 サーバ 台、パーソナルコンピュ
ータ 台等）

私立幼稚園等補助金システム等借上料
円

⑴ 社会保障・税番号制度情報連携に関す
る特定個人情報データレイアウト改版及
び心身障害者医療費助成の対象者拡大に
伴うシステム改修委託

円
⑵ 児童扶養手当制度等の法令等の改正に
対応したシステム改修委託

円
⑶ 私立幼稚園補助金システム改修委託

円
⑷ 母子父子寡婦福祉資金貸付システム改
修委託

円
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

一般財源

一般財源

諸収入

一般財源

一般財源

（ ・ ・ ）

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要事業又は事項

本庁舎に係るインターネット通信の運用及び
メールサーバの管理を行った。
　
 　1　インターネット通信料等
　　　　　　　　　　　　　　　　 108,864円

 　2　メールサーバ保守管理委託料
　　　　　　　　　　　　　　　 1,116,192円

台風により破損した屋根の復旧工事を実施し
た。

着工年月日

市民サービスの向上を目的とし、財務会計事
務等に係る事務処理の正確化・迅速化・効率化
を図るため、財務会計システムの運用を行っ
た。

 　1　電子計算機器等借上料
　　　　　　　　　　　　　　　24,803,880円
　
 　2　財務会計システム使用料
　　　　　　　　　　　　　　　 8,942,400円

シ ス テ ム

市民総合センター
施 設 整 備 事 業
（ ・ ・ ）

工事内容

工　　　事　　　概　　　況

金　　額（円） 契約年月日 施工区域
竣工年月日

工事件名

市民総合センター
台 風 被 害 屋 根
復 旧 工 事

台風により破損し
た屋根の復旧工事

学園四丁目
5番地の1

緑 が 丘 緑が丘コミュニティセンター、男女共同参画
センター及び第一老人福祉館を備えた施設の運
営を指定管理者により行った。

ふれあいセンター
運 営 経 費
（ ・ ・ ）

公 共 施 設 予 約
システム運営経費
（ ・ ・ ）

イ ン タ ー ネ ッ ト
シ ス テ ム
運 営 経 費
（ ・ ・ ）

財 務 会 計

運 営 経 費

市民サービスの向上を目的とし、公共施設利
用の申請及び許可の事務処理をシステム化した
公共施設予約システムを運用した。

　公共施設予約システム借上料
　　　　　　　　　　　　　　　 6,200,064円
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

① 交通安全教育 一般財源
等 実 施 経 費

② 東 京 都 市 町 一般財源
村 民 交 通 災
害 共 済 加 入
経 費

一般財源

交通安全思想の普及を図るため、 月に、各
自治会、交通安全協会、防犯協会及び東大和警
察署の協力を得て、映画会を実施した。

  開催回数　　 　 11回
  参加人員　　　 507人

交通安全のルールとマナーの必要性を認識さ
せるため、スタントマンによる「スケアードス
トレイト方式」の交通安全教育を実施し、交通
安全に対する意識の改革を図った。

　開催回数　    　 2回
　参加人員       833人

道路反射鏡設置工
　　　　　10か所

オーバーハング式
標識撤去工
　　　　　 2か所

照明設置工
　　　　   4か所
自転車ナビマーク
　　　　  62か所

交 通 安 全 施 設
整 備 工 事

カラー舗装工
　　　　   188㎡
防護柵設置工
　　　　　  27ｍ

交通災害にあった場合に見舞金や交通遺児年
金が支払われる「ちょこっと共済」の加入者の
うち、 歳以上の希望者に対し、交通災害共済
会費を負担した。

　会員   4,475人
　（うち対象会員　1,452人）

交 通 安 全 施 設
整 備 事 業
（ ・ ・ ）

工　　　事　　　概　　　況

工事件名 工事内容 金　　額（円）

中央二丁目
153番地先から
神明一丁目
1番地先

オーバーハング式
標 識 撤 去 工 事

（ 主 ） 号 線
街路灯及び自転車
誘導帯設置工事

交 通 安 全
対 策 経 費
（ ・ ・ ）

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要事業又は事項

道 路 反 射 鏡
設 置 工 事

着工年月日
施工区域

竣工年月日

市内一円

神明一丁目
94番地先
ほか1か所

神明四丁目
100番地先
ほか8か所

契約年月日
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

　
① 安 全 ・ 安 心 一般財源

ま ち づ く り
推 進 協 議 会
経 費

② 自主防犯活動 一般財源
資器材等助成
経 費

　
③ 東 大 和 地 区 一般財源

防 犯 協 会
補 助 金

一般財源

　
防 犯 灯 一般財源

借 上 経 費

一般財源

一般財源

低炭素社会の実現に寄与することを目的とし
て、 年リース契約で設置した 防犯灯の借
り上げを行った。

　防犯灯数（リース）　3,611基
　借上期間　　　　　　平成30年4月1日から
　　　　　　　　　　　平成31年3月31日まで

金　　額（円）
竣工年月日

自主防犯活動を促進し、地域における防犯対
策の強化及び安全・安心なまちづくりの実現を
目的とする「犯罪のない明るいまちづくり」を
推進するため、武蔵村山市防犯協会へ防寒着
（6着）を貸与した。

市民生活の安全を確保するため、施策の実施
に関する事項について協議するなど安全・安心
まちづくりの推進に関し、必要な事項を調査審
議する「安全・安心まちづくり推進協議会」を
設置し、会議を1回開催した。

防 犯 対 策 経 費

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

（ ・ ・ ）

防犯対策の強化を図ることを目的に、東大和
地区防犯協会が行う防犯対策事業に対し、補助
金を交付した。

着工年月日
施工区域

市内一円

見 守 り 番

防犯灯設置工事

（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）
防 犯 灯 設 置 事 業

経 費

市民生活の安全確保を目的として開所された
見守り番において、活動に必要な消耗品の購入
や活動費の補助等を行い、ボランティアによる
防犯パトロール等を通じて、地域の犯罪抑止効
果と市民における防犯活動への参画が達成され
た。

運 営 経 費
（ ・ ・ ）

防犯灯設置工
         16か所

防 犯 灯 保 守 管 理

工事件名 工事内容

工　　　事　　　概　　　況

契約年月日
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

決算額内訳

一般財源

　
① 市 民 協 働 一般財源

推進事業経費

② 協働事業提案 一般財源
制度実施事業
補 助 金

　
一般財源

採
択
事
業

男 女 共 同 参 画 「武蔵村山市第三次男女共同参画計画」が令
和 年 月に満了となることから、「武蔵村山市
第四次男女共同参画計画」の策定に向けて、市
民意識調査及び事業所アンケート調査を実施
し、調査結果をもとに男女共同参画推進市民委
員会（ 回開催）において議論、検討し、計画
に盛り込むべき内容について提言書として取り
まとめ、市長に提出した。
　

推 進 経 費
（ ・ ・ ）

大 南

市民協働推進会議を開催し、協働事業提案制
度平成 年度実施事業の評価及び令和元年度に
向けた提案事業の審査を行った（5回開催）。
　
　提案件数　 2件
　採択件数　 2件
　委　　員　10人

むさむら　ゴミ減大作戦

協働事業提案制度に基づき採択された事業の
経費の一部を補助し、協働事業の実施を支援し
た。

　協働型事業
　600,000円×1事業
　事業名①ムラッパーの武蔵村山市PR作戦
　
  団体育成型事業
  250,000円×2事業
  事業名①むさむら  ゴミ減大作戦
　　　　②みっつのわ～三ツ藤から始めよう～

国際Fesと文化交流

中 原
金額（円）

推 進 経 費
市 民 協 働

（ ・ ・ ）

事業又は事項

見守り番名

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

諸収入

一般財源

① コミュニティ 諸収入
助 成 事 業
助 成 金

② （風土） 一般財源
グ ラ ン プ リ
実 行 委 員 会
交 付 金

一般財源

① 自 治 会 加 入 一般財源
促進事業経費

② 自治会活動費 一般財源
補 助 金

③ 自治会集会所 一般財源
建 設 費 等
補 助 金

一般財源

一般財源

（ ・ ・ ）

国際交流推進経費
（ ・ ・ ）

自治会申込みはがきを付けた自治会加入促進
パンフレットを作成し、都営村山団地を除く全
戸に配布し、自治会への加入を促進した。

　申込み件数　21件

　各自治会の活動費の一部を補助した。

　申請件数　53件

自治会活動に供する自治会集会所等の改修等
に必要な経費の一部を補助した。

　申請件数　17件

ボ ラ ン テ ィ ア ・ 福祉、生涯学習、教育、環境保全等の各種ボ
ランティア・市民活動の拠点として、情報の収
集・提供等による活動の支援を指定管理者の運
営により行った。

市民活動センター
運 営 経 費

自治会活動に必要な備品の整備に要する経費
の一部を補助した。

　500,000円×5自治会

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

市内在住又は在学の高校生を対象に、英語の
説明による横田基地内の施設見学などを行い、
生きた英語に親しむことにより、参加者の語学
力の向上及び国際理解の推進を図った。

（ ・ ・ ）

地域コミュニティ
推 進 経 費

（ ・ ・ ）

地域の連携を図るとともに、住民の交流を促
進することを目的に開催する食の祭典 （風
土）グランプリの実施に必要な経費を実行委員
会に交付した。

　第8回Food（風土）グランプリ
　開催年月日　平成30年11月10日（土）

11日（日）
　開催場所　　イオンモールむさし村山

臨時駐車場
　来場者数　　20,006人

自 治 会 経 費
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

① 口座振替受付 一般財源
シ ス テ ム
運 営 事 業

　口座振替受付サービス利用料
　　　　　　　　　　　　　　      97,968円
　口座振替受付サービス手数料
　　　　　　　　　　　　　       421,759円

　　　　　　　　　　　　　       100,000円

② コ ン ビ ニ 一般財源
エンスストア
収納事務経費

　取扱件数　　延べ　 60,827件
　収納金額　　1,153,155,050円

③ 電話催告自動 一般財源
メ ッ セ ー ジ
システム導入
経 費

都支出金

使用料及び手数料

一般財源

（ ・ ・ ）
戸籍事務の電算化による市民サービスの向上

と業務の効率化を目的とし、戸籍事務システム
の運用等を行った。

 　1　副本伝送システム改修委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　 432,000円
　　　副本伝送システムの改修を行った。

 　2　電子計算機器等保守委託料
　　　　　　　　　　　　　　 　4,142,880円
　　　戸籍事務システムの保守を行った。

 　3　戸籍事務システム関連電子計算機器等借
　　上料
　　　　　　　　　　　　　　　 5,731,176円
　　　電子計算機器等を借り上げた。(サーバ
　　3台、パーソナルコンピュータ8台)

 　4　ソフトウェア使用料
　　　　　　　　　　　　　　　 3,369,600円
　　　戸籍事務システムのソフトウェアを借り
　　上げた。

納期限までに市税等の納付が確認できない方
に対して、自動音声による電話催告を行った。

　電話催告件数　延べ　1,665件

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

収 納 事 務 経 費
（ ・ ・ ）

戸 籍 事 務 経 費

金融機関が発行するキャッシュカードを読み
込むことで、即時に口座振替手続が完了する口
座振替受付システムを運用し、市民の利便性向
上を図った。

マルチペイメントネットワーク協議会年会費
負担金

コンビニエンスストアにおける公金の収納業
務を実施することにより、市民の納税の利便性
の向上を図った。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

国庫支出金

使用料及び手数料

一般財源

国庫支出金

使用料及び手数料

一般財源

 　2　地方公共団体情報システム機構負担金

シ ス テ ム
運 営 経 費
（ ・ ・ ）

運 営 経 費
（ ・ ・ ）

交 付 シ ス テ ム

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

個人番号事務経費

住民票の写しの広域交付や特例転入・転出に
対応するため、システムを運用した。

 　1　住民基本台帳ネットワークシステム運用
　　支援業務委託料

777,600円
当該システムを適正かつ円滑に運用する

　　ため、委託した。

 　2　住民基本台帳ネットワークシステム関連
　　電子計算機器等借上料

1,584,485円
電子計算機器等を借り上げた。（サーバ

　　2台、クライアント6台等）

住 民 基 本 台 帳
ネ ッ ト ワ ー ク

事業又は事項

（ ・ ・ ）

証明書等コンビニ

 　1　使用料及び賃借料

5,651,000円

733,536円
マイナンバーカードを交付するためタッ

チパネル（ 台）、本人確認書類裏書印字
システム（ 台）、顔認証システム （ 台）
を借り上げた。

マイナンバーカードを交付するためタッ
チパネル（ 台）、本人確認書類裏書印字
システム（ 台）、顔認証システム （ 台）
を借り上げた。

通知カード及びマイナンバーカードの作
成及び発送を委任したことにより負担した。

利用者証明用電子証明書を搭載したマイナン
バーカードを用いて、住民票の写し、印鑑登録
証明書、市・都民税課税（非課税）証明書及び
戸籍全部・一部事項証明書を、コンビニエンス
ストア等が設置している多機能端末によって住
民へ交付した。

証明書等コンビニ交付手数料
円

証明書交付システム改修委託料
円

証明書等コンビニ交付システム関連
電子計算機器等保守委託料

円

証明書等コンビニ交付システム関連
電子計算機器等借上料

円
コンビニ交付を実施するため、パーソナ

ルコンピュータ（ 台）等を借り上げた。

証明書等コンビニ交付システム使用料
円

コンビニ交付を実施するため、住民基本
台帳システム及び戸籍事務システムのデー
タセンターを使用した。

コンビニ交付センター運営費負担金
円

地方公共団体情報システム機構が運営す
るコンビニ交付センターの運営負担金
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

一般財源

一般財源

都支出金

市議会議員選挙経費
（ ・ ・ ）

調 査 経 費
（ ・ ・ ）

統計法（平成 年法律第 号）に基づく各種
基幹統計調査等を実施した。

  学校基本調査（基幹統計調査）
　建設工事統計調査（基幹統計調査）
　工業統計調査（基幹統計調査）

平成 年住宅･土地統計調査（基幹統計調
査）

平成 年 月 日任期満了により執行予定の
武蔵村山市議会議員選挙の準備を行った。

平成 年 月 日執行の武蔵村山市長選挙
は、立候補の届出が 人であったため、無投票
となった。

市 長 選 挙 経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項

基 幹 統 計 等

選 挙 啓 発 経 費
（ ・ ・ ）

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

市内各小・中学校に対し、明るい選挙啓発ポ
スターの作品募集を行った。結果、小学校
校、中学校 校より合計 点の応募があり、そ
の中から入選作品を 点選定し、デエダラまつ
り会場や市役所ロビーにおいて作品展を実施し
た。

また、明るい選挙推進協議会委員等と共に、
桜まつり、デエダラまつり及び成人式で選挙啓
発活動を実施した。

るコンビニ交付センターの運営負担金
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

一般財源

① 生 活 困 窮 者 国庫支出金
自 立 相 談
支 援 事 業 一般財源

② 生 活 困 窮 者 国庫支出金
就労準備支援
等 事 業 一般財源

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源

援 護 経 費
（ ・ ・ ）

民 生 ・ 児 童 委 員 民生・児童委員協力員は、行政の要請依頼に
基づき、民生委員の補完的活動を行うことによ
り、地域における福祉力の強化を図るととも
に、お互いさまサロン等への協力を行った。

協 力 員 活 動 経 費
（ ・ ・ ）

旧 軍 人 及 び 戦 傷 旧軍人遺族及び戦傷病者等の援護事務のほ
か、戦没者追悼式を実施し、 柱の英霊に追
悼の意を捧げた。

　（戦没者追悼式）
　　実施日　平成30年10月19日（金）
  　「武蔵村山市遺族会」運営費として
　　補助金 72,000円 を交付した。

病者並びに遺族の

民 生 委 員 民生・児童委員に欠員が生じたため、民生委
員推薦会を 回、民生委員推薦準備会を 回開催
した。

推 薦 会 経 費
（ ・ ・ ）

民 生 ・ 児 童 委 員 民生・児童委員の諸活動の円滑化を図るた
め、その経費を支出した。活 動 経 費

（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

市 民 な や み ご と
相 談 窓 口 経 費
（ ・ ・ ）

生活困窮者を含めた多様な市民の福祉や生活
に関する相談に積極的かつ総合的に対応すると
ともに、就労支援を含む自立に向けた支援を
行った。

　相談者延べ人数　　 1,423人
　就労支援対象者数 73人
　うち、就労決定者数　　27人（延べ35人）

3　 民生費

就労意欲の喚起や一般就労に従事する準備と
しての日常生活習慣の改善を計画的かつ一貫し
て支援した。

　支援人数 6人
　うち、就労決定者数　　 2人（延べ3人）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

都支出金

一般財源

① 被保護者就労 国庫支出金
準 備 支 援 等
事 業 一般財源

　支援人数 41人

② 被 保 護 児 童 都支出金
生徒に対する 服・運動衣購入費を支給した。
健全育成事業 　対象者

　　学童服　小学生 61人
中学生 26人

　　運動衣　小学生 64人
中学生 32人

た。
　対象者　小学生 64人

中学生 32人

る際の参加支度金を支給した。
　対象者　小学校6年生 11人

中学校3年生 　　13人

③ 被保護者自立 都支出金
促 進 事 業

一般財源 　支給件数 21件
・社会参加活動支援 6件
・地域生活移行支援 6件
・次世代育成支援 8件
・就労支援 1件

④ 要 保 護 者 に 一般財源
対 す る 移 送
助 成 費 　助成人数 2人

一般財源原 爆 被 爆 者 被爆者であって、平成 年 月 日において武
蔵村山市に住所を有している方からの申請に基
づき「原子爆弾被爆者見舞金」を支給した。

　10,000円×21人＝210,000円

見 舞 金 等
支 給 経 費

被保護世帯に属する児童・生徒で、小学校
年生又は中学校 年生が、修学旅行等に参加す

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

生 活 保 護
法 外 援 護 経 費
（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）

被保護世帯に属する児童・生徒に対し、夏季
休業中の校外活動等に参加する費用を支給し

被保護世帯に属する児童・生徒に対し、学童

要保護者に対し、帰住先等に移送する費用を
助成した。

就労意欲の喚起や一般就労に従事する準備と
しての日常生活習慣の改善を計画的かつ一貫し
て支援した。

被保護者又は被保護世帯に対して、その自立
支援のための経費の一部を支給した。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

一般財源

都支出金

一般財源

一般財源

① バス借上料等 一般財源

② 北 多 摩 地 区 一般財源
保護観察協会
負 担 金

③ 社会を明るく 一般財源
する運動推進
委員会分担金

④ 北多摩西地区 一般財源
保 護 司 会
武蔵村山分区
補 助 金

都支出金

一般財源

地域住民の理解と協力により、犯罪や非行の
防止と、罪を犯した人や非行に陥った少年の更
生を支えることを目的に、運動を実施している
社会を明るくする運動推進委員会への分担金を
負担した。

　推進委員会分担金　　280,000円
　推進委員会等開催 3回

社会を明るくする運動、青少年の犯罪の予
防、保護観察研修会及び更生活動等を行ってい
る北多摩西地区保護司会武蔵村山分区へ活動費
の一部補助を行った。

　保護司　　26人(平成31年3月31日)

社 会 福 祉 協 議 会 社会福祉法人武蔵村山市社会福祉協議会の円
滑な事業運営を図るため、事業費等の補助を
行った。

　 1　助成対象職員（5人）　　 21,996,000円
　 2　地域組織化事業費 500,000円

援 助 育 成 経 費
（ ・ ・ ）

保護観察・保護司会
及び社会を明るく
す る 運 動 経 費
（ ・ ・ ）

 管外視察研修等にバス借り上げを行った。

旧北多摩地区の 市で構成し、犯罪予防、更
生活動及び地域社会の環境浄化に取り組んでい
る協会への分担金を負担した。

　人口割　7円×70,771人（平成29年10月1日）
＝495,397円

成 年 後 見 制 度 判断能力が不十分で資産及び貯蓄が乏しい者
等に対し、成年後見人への報酬を助成した。

　成年後見人報酬助成件数 　3件

利 用 支 援 事 業
経 費
（ ・ ・ ）

中 国 残 留 邦 人 等
生 活 支 援
事 業 経 費

　一定要件に該当する中国残留邦人等に対し、
その自立支援を図るため、属する世帯の収入が
一定の基準に満たない場合、必要な支援給付金
を給付した。

　被支援世帯　延べ　　92世帯
　被支援人数　延べ　 136人

（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

国庫支出金

一般財源

都支出金

一般財源

一般財源

都支出金

一般財源

 　1　福祉サービス総合支援事業

 　2　成年後見活用あんしん生活創造事業

申立て手続支援等件数　延べ　1,489件
成年後見制度推進機関運営委員会の開催

3回
成年後見活用あんしん生活創造事業
関係者連絡会の開催 2回
第三者後見人連絡会 1回

確 保 給 付 金 支 給
事 業 経 費
（ ・ ・ ）

権 利 擁 護 推 進
事 業 経 費
（ ・ ・ ）

福 祉 サ ー ビ ス 認知症高齢者グループホーム等を経営する法
人が行う第三者評価に対し、その事務経費の助
成を行った。

第 三 者 評 価 事 務
経 費
（ ・ ・ ）

生 活 困 窮 者 住 居 離職等により経済的に困窮し、住居を失った
又はそのおそれのある者に対し、住居確保給付
金の支給準備をした。なお、平成 年度支給該
当者は無し。

母 子 ・ 父 子 母子・父子自立支援員及び女性相談員による
相談等を行うことにより、母子世帯等の福祉の
向上を図った。

　相談件数　延べ　1,310件

自 立 支 援 及 び
婦 人 相 談 員
事 務 経 費
（ ・ ・ ）

地 域 福 祉 推 進 高齢者、障害者等の在宅サービスの普及・拡
大を図るため、地域の民間団体等が実施する地
域に根ざした福祉サービスの展開に対して、安
定した運営が確保されるよう運営経費の一部を
補助した。

　家事援助サービス 　　　1団体   715,000円
　その他地域福祉を推進する事業

1団体 1,533,000円
　移送サービス　　       1団体 2,494,000円

事 業 経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

社会福祉協議会内に福祉総合相談窓口を
設置し、福祉サービスの利用に際しての苦
情相談とその解決に向けた支援を行うとと
もに、判断能力の不十分な方、要介護、要
支援認定を受けている方、日常生活に支援
を要する身体障害者の方への権利擁護相談、
弁護士による専門相談、関係機関との連携、
連絡等及び本事業に対する広報、普及啓発
に努めた。
権利擁護等に関する相談 延べ 件
うち弁護士による専門相談 件

成年後見制度の積極的な活用を図るため、
社会福祉協議会内に成年後見制度推進機関
を設置し、成年後見制度に関する利用相談、
利用手続の支援、成年後見人等への情報提
供、関係機関との連携、連絡等を行うとと
もに、制度の広報、普及啓発等に努めた。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

一般財源

都支出金 

一般財源

国庫支出金

一般財源

分担金及び負担金

一般財源

都支出金

諸収入

一般財源

子どもの未来応援
プ ラ ン 仮 称

所得の少ない世帯に対して、学習塾等の費用
や受験費用の貸付を行う東京都の受験生チャレ
ンジ支援貸付事業の利用相談や申請手続の支援
を行った。

　貸付申請件数
　　学習塾等費用（中3）　　39件
　　 　　　 　　（高3）　　 8件
　　高校等受験料　　　　　 30件
　　大学等受験料　　 　　　14件

受 験 生
チ ャ レ ン ジ 支 援

避難行動要支援者名簿管理システムにより、
名簿及び個別計画書を作成した。

　平成31年3月31日現在
　　名簿登録者　　　　　2,982人
　　個別計画書作成者　　1,304人

子どもの未来応援プラン（仮称）の策定に当
たり、子どもや子育て世帯の生活実態及び支援
ニーズ等を把握し、今後のより効果的な支援の
あり方を検討するため、市立小学校 年生及び
同中学校 年生の児童・生徒全員とその保護者
には学校を通じて、また、児童育成手当の受給
資格者には郵送により、アンケート調査を実施
した。

　配布数及び回収数（回収率）
　　小学校5年生　　800票中650票（81.3％）
　　同保護者　　　 800票中646票（80.8％）
　　中学校2年生　　689票中542票（78.7％）
　　同保護者　　　 689票中539票（78.2％）
　　児童育成手当受給資格者
　　　　　　　 　1,107票中348票（31.4％）

要 支 援 者
支 援 経 費

高 齢 者 生 活 支 援 心身の機能の低下により一時的に日常生活を
営むのに支障がある高齢者に対し、ホームヘル
パーを派遣し、その福祉の向上を図った。

　派遣回数　延べ　38回
　派遣時間　延べ　28.5時間

ヘ ル パ ー 経 費
（ ・ ・ ）

老 人 援 護 経 費
（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

社 会 福 祉 法 人
指 導 検 査 等
事 務 経 費
（ ・ ・ ）

所轄する社会福祉法人を適正に指導監督する
ために、公認会計士に決算書類の分析及び職員
向け会計研修を委託して実施した。

　指導検査支援業務委託（資料分析）　3件
　社会福祉法人会計研修　　　　　　　2回

策 定 経 費

避 難 行 動

貸 付 事 業 経 費
（ ・ ・ ）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

① 高 齢 者 生 活 都支出金
支援ショート
ス テ イ 諸収入
事 業 経 費

一般財源

② 高 齢 者 食 事 都支出金
サ ー ビ ス
事 業 経 費 一般財源

③ 高 齢 者 諸収入
生 き が い
活動支援通所 一般財源
事 業 経 費

　④ 高 齢 者 等 一般財源
　 ごみ出し支援

事 業 経 費

　⑤ 高 齢 者 日 常 都支出金
　　 生 活 用 具 等

給 付 経 費 一般財源

⑥ 高 齢 者 自 立 都支出金
支援住宅改修
給 付 経 費 一般財源

⑦ 生活支援体制 都支出金
整備事業経費

一般財源

都支出金

一般財源

在宅の 歳以上の高齢者等（介護保険制度非
該当者（一部該当者を含む。））に対し、日常
生活用具等を給付し、日常生活の利便を図っ
た。

　給付件数　　2件
　給付品目　  2品目

在宅の 歳以上の高齢者等（介護保険法、障
害者総合支援法等による同種の給付を受けた者
を除く。）に対し、住宅の改修工事費の助成を
行い、日常生活の利便を図った。
　
　助成件数　　5件

友 愛 訪 問 員 経 費 一人暮らし高齢者等の孤独感解消と生活の安
全確認のため、友愛訪問員を派遣した。

　友愛訪問員　　　3人
　訪問対象高齢者　3人

（ ・ ・ ）

市内の地域包括支援センターを統括し総合的
に支援する機能強化型地域包括支援センターと
して、南部地域包括支援センターに管理運営を
委託し、市内の地域包括支援センターの適正な
運営の確保を図った。

介護保険制度に該当しない高齢者等で、基本
的生活習慣が一時的に欠如した高齢者、家族が
疾病等で家庭において介護を受けられない高齢
者又は養護者により虐待を受けている高齢者に
対し、年間を通じてショートステイサービスが
利用できるよう、特別養護老人ホームのベッド
の確保を図った。

一人暮らしの高齢者等に対し、食事サービス
を実施することにより、高齢者の健康保持及び
安否の確認を行い、もって高齢者福祉の向上を
図った。
　
　配食数　普通食　　　　延べ11,908食
　　　　　低カロリー食　延べ 1,507食
　　　　　ソフト食　　　延べ　 446食

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

家に閉じこもりがちな高齢者（介護保険制度
非該当者）に対し、毎週月・水・金曜日の 日
間、シルバー人材センターワークプラザにおい
て、生活指導や相談、趣味活動、健康チェック
などを行い、心身の健康維持を図った。

　利用人員　延べ　279人

ごみ出しが困難な高齢者等に代わって、指定
された集積所にごみを排出することにより、高
齢者の日常生活の負担を軽減し、その福祉の向
上を図った。

　利用件数　延べ　11,612件
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

分担金及び負担金

一般財源

諸収入

一般財源

一般財源

都支出金

一般財源

都支出金

分担金及び負担金

諸収入

一般財源

都支出金

一般財源

一般財源

(単位：人)

高 齢 者 火 災 安 全 一人暮らし高齢者等に対し、家庭内での火災
等の緊急事態に備えて、住宅防災機器を給付
し、火災時の迅速な消火及び当該高齢者の救援
活動等を行うことにより、高齢者の生活の安全
を確保し、高齢者福祉の増進を図った。

シ ス テ ム 事 業
経 費
（ ・ ・ ）

満 百 歳 誕 生 日 祝 満 歳の誕生日を迎える者に対して、祝い
金及び賞状を贈呈することにより、満 歳の
誕生日を祝い、もって高齢者福祉の増進を図っ
た。

贈 呈 経 費
（ ・ ・ ）

対象者
協力員

高 齢 者 緊 急 通 報 一人暮らし高齢者等が急病や事故等の緊急事
態に陥ったときに、無線発報器等を用いて消防
署等に自動通報することにより、迅速な援助を
行う緊急通報システム事業を運営し、在宅高齢
者の不安を解消するとともに生活の安全を確保
し、もって高齢者福祉の増進を図った。

シ ス テ ム 事 業
経 費
（ ・ ・ ）

消防庁方式 民間方式 計

99歳

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

高 齢 者 福 祉 電 話 一人暮らし高齢者等の孤独感の解消、緊急連
絡の確保及び地域社会等とのコミュニケーショ
ンを図るため、電話の貸与及び通話料の助成を
行い、高齢者福祉の増進を図った。

　通話料助成台数　延べ　2,657台

経 費
（ ・ ・ ）

77歳
88歳

敬 老 金 贈 呈 経 費 歳、 歳及び 歳の高齢者に対し、長寿を
祝い敬老金を贈呈した。

　贈呈者数

（ ・ ・ ）

年齢 金額（円） 人数（人）

老 人 保 護 措 置 歳以上で、身体上あるいは精神上若しくは
環境上の理由及び経済的理由により居宅におい
て養護を受けることが困難な者を養護老人ホー
ム等に措置し、高齢者福祉の向上を図った。

経 費
（ ・ ・ ）

敬 老 会 経 費 市内に居住する 歳以上の高齢者を招待し、
式典、演芸会を催し、長寿を祝った。

　実施年月日　平成30年9月8日（土）
　会場　さくらホール（市民会館）大ホール
　参加者数　1,011人

（ ・ ・ ）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

　
一般財源

都支出金

諸収入

一般財源

都支出金

諸収入

一般財源

一般財源 社会福祉法人恭篤会（武蔵村山市内）が設置
する特別養護老人ホームの整備事業費の一部を
助成し、老人福祉施設の充実を図った。
　（平成24年度から令和13年度まで助成）

老 人 福 祉 施 設
整 備 助 成 経 費
（ 社 会 福 祉 法 人
恭 篤 会 特 別 養 護

補 助 金 ）
（ ・ ・ ）

施 設 整 備 費

シ ル バ ー ピ ア 都営村山団地のシルバーピア（高齢者世話付
住宅）に居住する高齢者世帯に対し、生活援助
員の派遣等のサービスを提供し、高齢者福祉の
増進を図った。
　
　対象世帯　45世帯

運 営 経 費
（ 号 棟 ）

（ ・ ・ ）

経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

老 人 ホ ー ム
｢ む さ し 村 山 苑 ｣

シ ル バ ー 人 材 公益社団法人武蔵村山市シルバー人材セン
ターの円滑な運営を図るため、人件費等の補助
を行った。

　人件費（7人分）　　 　  　　49,321,671円
　運営費等　　　　　 　 　 　 13,460,000円
　対象経費合計　　  　 　　① 62,781,671円
  シルバー連合交付金（当初）
　　（国補助額）　　　　　 ② 12,936,000円
　
　　  市補助額（①－②）　　　49,845,671円
　
　※　対象経費から国補助額を差し引いた金額
　　が市補助額となる。
　
　公益社団法人全国シルバー人材センター事業
　協会負担金　　　　　　　　　　　50,000円
　
　公益社団法人武蔵村山市シルバー人材セン
　ター運営資金貸付金　　　 　　5,000,000円

セ ン タ ー 経 費
（ ・ ・ ）

老 人 ク ラ ブ 援 護
経 費
（ ・ ・ ）

地域の高齢者が老後の生活を健全で豊かなも
のにするため、自主的に組織された老人クラブ
及び老人クラブ連合会に対し、クラブ活動を通
じて高齢者福祉の増進を図るための活動費の一
部を補助した。

　助成クラブ数　   34クラブ
　会員数　　　　2,467人

（ 号 棟 ）
（ 号 棟 ）

高 齢 者 喜 び 農 園 日常生活の中で園芸を行う機会の少ない地域
の高齢者に対し、農園を提供し園芸を楽しんで
いただくことにより、高齢者福祉の向上を図っ
た。

　農園数　5か所　277区画
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源

国庫支出金

都支出金

一般財源

一般財源

都支出金

一般財源

一般財源 趣味や教養のための各種講座や入浴サービス
を行い、高齢者等の福祉の向上を図った。

（ ・ ・ ）

在宅の一人暮らし等の高齢者の生活の実態等
を把握し、必要に応じて、その安否の確認、地
域からの孤立の防止、緊急時における必要な対
応等を行うとともに、当該一人暮らし等の高齢
者又はその家族等からの相談に応じた支援等を
行う事業を実施することにより、高齢者の在宅
での生活の安心を確保し福祉の増進を図った。

運 営 経 費

介 護 保 険 繰 出 金

福 祉 会 館

介護保険特別会計における市負担分等の繰出
しを行い、事務の円滑な運営を図った。

　介護給付費繰出金
529,938,000円

　地域支援事業（介護予防・日常生活支援総合
　事業）繰出金

23,225,000円
　地域支援事業（包括的支援事業・任意事業）
　繰出金

92,947,000円
　低所得者保険料軽減繰出金

12,000,000円
　職員給与費等繰出金

131,091,000円
　事務費繰出金

87,548,000円

（ ・ ・ ）

ホ ー ム ヘ ル パ ー ホームヘルプサービス利用者に対する経過措
置として、所得基準に応じて自己負担金の一部
を助成した。

利 用 自 己 負 担 金
助 成 経 費
（ ・ ・ ）

軽減措置事業経費
（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

利 用 者 負 担 額 低所得者であって生計が特に困難である者に
ついて、介護保険サービスの利用に係る利用者
負担額の一部軽減を行った事業所に対し、その
軽減額の一部を助成した。

介 護 員 養 成
援 助 経 費

介護員養成のための研修を実施した市内の法
人に対し、事業費の一部を補助した。

（ ・ ・ ）

高 齢 者 見 守 り
相 談 室 事 業 経 費



－ 86 －

歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金　※

一般財源

一般財源

都支出金

一般財源

一般財源

国庫支出金

一般財源

都支出金

一般財源

工　　　事　　　概　　　況

工事件名 工事内容

施 設 整 備 事 業
（ ・ ・ ）

契約年月日

事業又は事項

福 祉 会 館
　※　市町村総合交付金　　       2,900千円

金　　額（円）
竣工年月日

福祉会館門塀等
改 修 工 事

施工区域

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

特別障害者手当等 在宅の重度心身障害者（児）に手当を支給
し、対象者の福祉の向上に寄与した。

　支給人数　延べ　1,658人

支 給 経 費
（ ・ ・ ）

心身障害者（児） 心身障害者（児）に手当を支給し、対象者の
福祉の向上に寄与した。

　障害者　延べ　17,631人
　障害児　延べ　   895人

福祉手当支給経費
（ ・ ・ ）

重 度 脳 性 麻 痺 者 重度の脳性麻痺者に対し介護人を派遣し、福
祉の向上を図った。

　派遣回数　延べ　682回

介 護 経 費
（ ・ ・ ）

心 身 障 害 児
医 療 費 助 成 経 費
（ ・ ・ ）

　心身障害児の医療費の保険給付に係る一部負
担金（自己負担金）を助成し、保健及び福祉の
向上に寄与した。

　対象児童　 7人
　助成件数　40件

身 体 障 害 者 身体障害者の更生、その他の身近な相談に応
じ、必要な指導・助言を行った。

　相談員　　3人

相 談 員 活 動 経 費
（ ・ ・ ）

着工年月日

中央二丁目
117番地の１

　門塀及び門扉を
撤去し、新たに門
壁、門扉の設置工
事を行った。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

都支出金

一般財源

① 重 度 心 身 一般財源
障 害 者
お む つ 支 給
経 費

② 重 度 身 体 都支出金
障害者（児）
住宅設備改善 一般財源
費 助 成 費

一般財源

一般財源

一般財源

都支出金

一般財源

心身障害者（児）が使用する自動車の運行に
要するガソリン費等の一部を助成し、福祉の向
上を図った。

　助成対象者 1,098人
　助成件数　延べ　　 8,632件
　助成量　　延べ 　359,943.92㍑

心身障害者（児）がタクシーを利用した場合
に、その利用料金の一部を助成し、福祉の向上
を図った。

　助成対象者　 847人
　利用枚数　35,629枚

単身の障害者及び障害者夫婦の自宅に月 回
乾燥車を派遣し、使用している寝具を乾燥滅菌
し、心身障害者の健康保持と福祉の向上を図っ
た。

　敷布団　延べ　24枚
　掛布団　延べ　24枚
　毛　布　延べ　12枚

乾 燥 事 業 経 費
（ ・ ・ ）

外出困難な在宅障害者の日常生活の利便を図
るため、電話料の一部を助成し、福祉の向上を
図った。

　電話料助成台数　延べ　132台

在宅の重度身体障害者（児）に対し、住宅設
備の改善費を給付し、福祉の向上を図った。

　助成件数　　5件

福 祉 タ ク シ ー
事 業 経 費
（ ・ ・ ）

心 身 障 害 者 寝 具

心身障害者（児）
自 動 車 ガ ソ リ ン

身 体 障 害 者
福 祉 電 話 経 費
（ ・ ・ ）

費 等 助 成 経 費
（ ・ ・ ）

特 殊 疾 病 患 者 市内居住者で、特殊疾病にり患している方に
手当を支給し、対象者の福祉の向上に寄与し
た。

　支給人数　延べ　7,845人

福 祉 手 当 支 給
経 費
（ ・ ・ ）

身 体 障 害 者 更 生
援 護 経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

　重度の心身障害者に対し、おむつを給付し、
その福祉の向上を図った。

　紙普通型 延べ　21,804枚
　紙パンツ型　　延べ　25,978枚
フラット型　　延べ 62枚

　尿取りパッド　延べ　40,520枚
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源

一般財源

一般財源

一般財源

都支出金

一般財源

歩行することが困難な身体障害者等に対し
て、車椅子のまま乗車できる身体障害者用自動
車を運行し、福祉の向上を図った。

自 立 支 援 施 行 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支
援するための法律に基づき、障害支援区分の認
定のため、調査判定業務を行った。

事 務 経 費
（ ・ ・ ）

知 的 障 害 者 知的障害者の更生、その他身近な相談に応
じ、必要な指導・助言を行った。

　相談員　2人

相 談 員 活 動 経 費
（ ・ ・ ）

知 的 障 害 者 等 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支
援するための法律に規定する障害福祉サービス
を通所により利用する知的障害者等に対し、通
所に要する費用の一部を助成し、福祉の増進を
図った。

　授産施設（通所）　延べ　171件

更 生 援 護 経 費
（ ・ ・ ）

重 度 心 身 障 害 者
火災安全システム
事 業 経 費
（ ・ ・ ）

心 身 障 害 者 心身障害者（児）の福利厚生を目的に、各種
活動を実施している団体に対し、活動費の一部
を助成し、福祉の向上に寄与した。

　身体障害者福祉協会 185,000円
　手をつなぐ親の会 140,000円
　聴覚障害者協会 140,000円
　心身障がい者（児）親子の会フレンズ

99,500円
　障がい者（児）連絡協議会

50,000円

団 体 援 護 経 費
（ ・ ・ ）

在宅の重度心身障害者に対し、家庭内での火
災等の緊急事態に備えて、住宅用防災機器を給
付し、火災に対する迅速な消火活動及び当該障
害者の救助等を行い、障害者の生活の安全を確
保し、福祉の増進を図った。

　点検世帯　1世帯

移 送 サ ー ビ ス
事 業 経 費
（ ・ ・ ）

重度身体障害者等 一人暮らしの重度身体障害者等に対し、機器
の設置により緊急時における不安を解消すると
ともに、生活の安全を確保し、福祉の増進を
図った。

　点検世帯　2世帯

緊急通報システム
事 業 経 費
（ ・ ・ ）

　臨時便　延べ　229回
　時間外　延べ　 37時間

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

身 体 障 害 者 等



－ 89 －

歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

都支出金

諸収入

一般財源　※

① 障 害 者 都支出金
日 中 活 動 系
サ ー ビ ス 一般財源
推 進 事 業
補 助 金

② 更 生 医 療 国庫支出金
給 付 費

都支出金

一般財源　※

③ 補 装 具 国庫支出金
給 付 費

都支出金

一般財源　※

④ 介護給付費・ 国庫支出金
訓練等給付費

都支出金

諸収入

一般財源　※

⑤ グ ル ー プ 都支出金
ホ ー ム 等
家賃助成経費 一般財源　※

グループホームに入居する障害者に対して家
賃の一部を助成し、経済的負担の軽減を図ると
ともに、地域社会における自立生活を促すこと
に寄与した。

　対象者　36件

※ うち引上げ分の地方消費税　　791千円

自 立 支 援
給 付 経 費
（ ・ ・ ）

地域において日中活動系サービス（生活介
護・自立訓練･就労移行支援･就労継続支援）を
行っている事業所に対して補助金を交付し、利
用する障害者の福祉の向上を図った。

　交付対象事業所  12事業所

身体障害者の更生のために必要とする医療費
（更生医療費）を給付し、福祉の向上を図っ
た。
　給付件数　 58件

※ うち引上げ分の地方消費税　12,493千円

身体障害者の日常生活の安定に寄与するため
に必要な補装具費を給付し、福祉の向上を図っ
た。
　給付件数　251件

※ うち引上げ分の地方消費税　 1,865千円

※ うち引上げ分の地方消費税 137,221千円

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支
援するための法律に基づく自立支援給付サービ
スの給付を行い、障害者の自立と社会参加の促
進を図った。

　居宅介護等 延べ　2,182人
　短期入所 延べ　　671人
　共同生活援助 延べ　　807人
　生活介護 延べ　1,754人
　施設入所支援 延べ　　711人
　自立訓練 延べ　　448人
　就労移行支援 延べ　　203人
　就労継続支援 延べ　3,466人
　行動援護 延べ　　 32人
　同行援護 延べ　　250人
　療養介護 延べ　　299人

※ うち引上げ分の地方消費税 120,527千円
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

⑥ 地 域 相 談 国庫支出金
支援給付費・
計画相談支援 都支出金
給 付 費

一般財源　※

⑦ 育 成 医 療 国庫支出金
給 付 費

都支出金

一般財源　※

国庫支出金

都支出金

諸収入

一般財源

① 自立支援協議 一般財源
会 運 営 経 費

② コミュニケ― 国庫支出金
シ ョ ン 支 援
事 業 経 費 都支出金

一般財源

③ 訪 問 入 浴 国庫支出金
サ ー ビ ス
事 業 経 費 都支出金

一般財源

事 業 経 費
（ ・ ・ ）

障害者等からの相談支援事業を適切かつ効果
的に実施するとともに、地域の障害福祉のシス
テムづくりに関し中核的な役割を担うための協
議、調整の場として、自立支援協議会を運営し
た。

　協議会開催回数　3回

聴覚障害者が、通院等の事由により通訳を必
要とする際に、手話通訳者又は要約筆記者の派
遣を行い、生活圏の拡大を促進し、福祉の向上
を図った。

　派遣回数　　　　　　延べ 211回
　各種講演会派遣回数　延べ　16回
　協会登録者派遣回数　延べ　 5回

身体障害者の健康保持と保健衛生のため、入
浴車を派遣し、福祉の向上を図った。

　対象者　　  　　　6人
　利用回数　延べ　180回

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

指定特定相談支援事業所が障害福祉サービス
を利用する障害者に対して提供する「サービス
利用支援」又は「継続サービス利用支援」等に
係る経費を給付し、福祉の向上を図った。

※ うち引上げ分の地方消費税　 1,487千円

身体障害児に生活能力を得るために必要な医
療費（育成医療費）を給付し、福祉の向上を
図った。

　給付件数　16件

※ うち引上げ分の地方消費税 58千円

地 域 生 活 支 援
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

④ 障 害 者 地 域 一般財源
自立生活支援
セ ン タ ー
管 理 運 営
委 託 経 費

⑤ 身 体 障 害 者 国庫支出金
福祉センター
管 理 運 営 都支出金
委 託 経 費

諸収入

一般財源

⑥ 精 神 障 害 者 国庫支出金
地域活動支援
センター管理 都支出金
運営委託経費

一般財源

⑦ 障 害 者 社 会 一般財源
参 加 事 業
経 費

⑧ 高 額 地 域 国庫支出金
生 活 支 援
サ ー ビ ス 都支出金
経 費

一般財源

⑨ 身体障害者用 一般財源
自動車改造費
助 成 経 費

⑩ 普 通 自 動 車 一般財源
運 転 免 許
取 得 費
助 成 経 費

同一世帯に障害福祉サービスを利用する者が
複数いる場合等に、世帯の経済的負担を軽減す
る観点から、償還払い方式により世帯における
利用者負担の軽減を図った。

　支給件数　延べ　30件

重度身体障害者が所有し運転する自動車の改
造に要する経費を助成し、重度身体障害者の社
会復帰の促進と福祉の向上を図った。

　助成件数　2件

心身障害者が自動車免許を取得する際の経費
の一部を助成し、心身障害者の日常生活の利便
性の向上及び生活圏の拡大を図った。

　助成件数　1件

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

障害者又はその家族に対し、在宅福祉サービ
スの利用の援助、社会生活力を高めるための支
援、その他の事業を行い、障害者の自立と社会
参加の促進を図った。

　相談受付件数  延べ　3,918件

身体障害者に対し機能訓練、教養の向上、社
会との交流の促進を図るため、次の事業を行っ
た。

　 1　デイサービス事業
　 2　ショートステイ事業
　 3　その他の事業

精神障害者の日常的な支援及び相談に応じ、
併せて地域交流活動等の支援事業を行い、精神
障害者の社会復帰の促進を図った。

障害者の働く場の確保と工賃アップの一助を
目的として、市民総合センター内に造成した花
壇の維持管理を行った。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

⑪ 移動支援経費 国庫支出金

都支出金

一般財源

⑫ 地域活動支援 一般財源
セ ン タ ー
経 費

⑬ 障害者（児） 国庫支出金
日常生活用具
給 付 経 費 都支出金

一般財源

⑭ 障害者（児） 一般財源
日 常 生 活
用 具 給 付 費
自 己 負 担 金
免 除 経 費

都支出金

一般財源

国庫支出金

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源

障 害 児 通 所 障害児を施設に通わせ、日常生活における基
本的な動作の指導、集団生活への適応訓練など
を提供し、福祉の増進を図った。

給 付 費 等
支 援 経 費
（ ・ ・ ）

中 等 度 難 聴 児 身体障害者手帳の交付対象とならない中等度
難聴児に対して、補聴器の装用により言語の習
得や生活能力、コミュニケーション能力等の向
上を促進するため、補聴器の購入費用の一部を
助成し、難聴児の健全な発達の支援を図った。

　助成件数　2件

発 達 支 援
事 業 経 費
（ ・ ・ ）

屋外での移動に困難のある障害者（児）に対
して、外出の際の移動支援を行うことにより、
地域での自立生活及び社会参加の促進を図っ
た。

　利用人数　延べ　　 148人
　利用時間　延べ　13,836.5時間

地域活動支援センター施設において、創作活
動又は生産活動の機会の提供を行い、社会との
交流促進を図った。

　Ⅱ型利用人数　延べ　194人

障害者（児）に対して日常生活用具を給付
し、日常生活の利便性の向上を図った。

　給付件数　1,667件

日常生活用具のストマ用装具、紙おむつ交付
時に、身体障害者又は保護者が負担する自己負
担額を助成し、経済的負担を軽減することによ
り福祉の増進を図った。

　給付件数　260件

障 害 者 就 労 支 援 障害者の一般就労の機会の拡大を図るととも
に、障害者が安定して働き続けられるよう身近
な地域において、就労・生活面の支援を一体的
に提供し、福祉の増進を図った。

　就労面の相談件数　延べ　7,459件
　生活面の相談件数　延べ　1,974件

セ ン タ ー 経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

都支出金

一般財源　

一般財源

国庫支出金

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源

国庫支出金

都支出金

一般財源

次代を担う児童の健全育成及び資質の向上を
図るため、中学校までの児童を養育している方
に手当を支給した。

　支給対象児童数　延べ　117,904人

国 民 健 康 保 険 国民健康保険事業特別会計の歳入に係る不足
分等を一般会計から繰り出すことにより、国民
健康保険事業の円滑な運営を図った。

　保険基盤安定繰出金
317,797,468円

　国民健康保険事業特別会計繰出金
322,658,000円

事 業 繰 出 金
（ ・ ・ ）

後 期 高 齢 者

（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）

等在宅レスパイト
事 業 経 費

後期高齢者医療特別会計における市負担分等
の繰出しを行い、事業の円滑な運営を図った。医 療 繰 出 金

の ぞ み 福 祉 園 知的障害者の就労継続支援事業を実施し、知
的障害者の自立と社会参加の援助に努めた。

　知的障害者就労継続支援事業施設
　定員　45人

経 費
（ ・ ・ ）

重症心身障害児 者

児童手当支給経費

（ ・ ・ ）

心 身 障 害 児 心身に障害のある幼児に対し、社会的適応能
力を養うため、日々の療育を通じ日常生活にお
ける基本的な生活習慣の指導及び専門の療法士
等による訓練を受けながら、心身の発達の支援
に努めた。

　年間訓練日数 232日
　年間延べ出席児童数 958人

通 所 訓 練
経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項

日常的に医療的ケアの必要な在宅の重症心身
障害児（者）等に対し、訪問看護事業者が自宅
に出向くことで、介護する家族等に係る負担軽
減を図った。

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

国庫支出金

一般財源

国庫支出金
※ うち引上げ分の地方消費税 　7,863千円

都支出金

分担金及び負担金

一般財源　※

① ひとり親家庭 都支出金
ホ ー ム
ヘ ル パ ー 一般財源
派 遣 委 託 料

② ファミリー・ 国庫支出金
サ ポ ー ト ・
セ ン タ ー 都支出金
事 業 委 託 料

一般財源　※

③ 子 ど も 国庫支出金
シ ョ ー ト
ス テ イ 事 業 都支出金
委 託 料

一般財源　※

育児の援助を受けたい人と行いたい人が会員
となり助け合う相互援助活動事業を行い、福祉
の向上を図った。

ファミリー会員　283人
サポート会員　　148人
両方会員 17人

※ うち引上げ分の地方消費税　 1,206千円

援 護 経 費
（ ・ ・ ）

児童育成手当支給 児童の心身の健やかな成長に寄与することを
目的に、ひとり親家庭等で 歳に達した日の属
する年度の末日以前の児童や 歳未満で重度の
障害を有する児童を養育している方に手当を支
給した。

　支給対象児童数　延べ　20,837人

ひとり親家庭等にホームヘルパーを派遣し、
家事等の援助を行うことにより、家庭生活の安
定と児童の健全育成を図った。

　派遣回数　延べ　4回

経 費
（ ・ ・ ）

児 童 扶 養 手 当 等 児童が育成される家庭の生活の安定と自立の
促進に寄与することを目的に、ひとり親家庭等
で 歳に達した日の属する年度の末日以前の児
童や 歳未満で重度の障害を有する児童を養育
している方に手当を支給した。

　支給対象児童数　延べ　15,518人

支 給 経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

母 子 ・ 父 子 福 祉

　疾病その他の事情により児童をその家庭にお
いて養育することが困難な保護者に代わって一
時的に当該児童を保護する事業を実施すること
により、児童及び児童を養育する家庭の福祉の
向上を図った。

　利用児童数　延べ　19人
　利用日数　　延べ　44日

※ うち引上げ分の地方消費税　　 692千円
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

④ 子どもカフェ 都支出金
運 営 事 業
委 託 料 一般財源

⑤ 絵 本 読 み 都支出金
聞 か せ 事 業
委 託 料 一般財源

⑥ 子 ど も 家 庭 国庫支出金
支援センター
管 理 運 営 都支出金
委 託 料

一般財源　※

⑦ 子 育 て 情 報 一般財源
サ イ ト 運 用
委 託 料

⑧ 母 子 緊 急 一般財源
一 時 保 護
施 設 補 助 金

就学前の乳幼児及びその保護者を対象とした
居場所づくりを目的として、絵本の読み聞かせ
や育児相談・保護者同士の情報交換等を行い、
もって児童福祉の向上及び子育て世代の負担軽
減を図った。

　開催場所
　　お伊勢の森児童館、山王森児童館等
　読み聞かせ回数 46回
　利用者数 延べ    1,037人
　相談件数 延べ 21件

スマートフォン普及率の高い子育て世代に対
し、利便性の高い情報を提供し住民サービスの
向上を図るため、子育て情報サイトを開設する
とともに、専用アプリを構築し運用を行った。

　総アクセス数 50,748件
　月平均アクセス数　　4,229件

配偶者等からの暴力の防止及び被害者の一時
保護を図るため、その活動を行う民間の団体の
連絡会に対して補助金を交付した。

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

乳幼児に安全な遊び場を提供するとともに、
保護者の子育てに対する不安感、負担感を緩和
し、もって児童福祉の向上及び子育て世帯の負
担軽減を図った。

　利用者数　　延べ　　2,400人
　開催数 145回
イベント数 73回
相談件数　　延べ 38件

子どもと家庭の支援に関する総合相談、在宅
サービス等の利用援助及び調整、地域の組織化
に関する事業等を行い、児童福祉の向上を図っ
た。

 　1　総合相談事業
新規相談件数 610件

   2  在宅福祉サービスの利用
援助及び調整 46件

   3　地域組織化活動
実施回数 461回
参加者数　延べ　11,267人

　 4　関係機関との連携、調整会議
開催回数　　　　　　43回

　 5　運営協議会
開催回数 2回

※ うち引上げ分の地方消費税　 5,965千円
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

⑨ 助 産 施 設 国庫支出金
助 産 費

都支出金

分担金及び負担金

一般財源

⑩ 母子生活支援 国庫支出金
施 設 保 護 費

都支出金

一般財源

⑪ 母 子 家 庭 等 国庫支出金
自 立 支 援
給 付 費 一般財源

⑫ 育 児 支 援 分担金及び負担金
ヘ ル パ ー
事 業 委 託 料 一般財源

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源

配偶者のいない女子等で、児童の充分な養育
をしかねる者及びその児童を母子生活支援施設
に保護し、福祉の向上を図った。

　保護世帯数　  1世帯
　保護人員 3人

助 成 事 業 経 費

産婦の出産後において育児等の支援を必要と
する家庭にホームヘルパーを派遣して保護者の
負担軽減を図った。

　派遣回数　延べ　23回

（ ・ ・ ）

母子家庭等の生活の安定に資する資格の取得
を促進するため訓練促進費を支給した。また、
就業に必要な教育訓練の講座を受講するための
訓練給付金を支給し、母子家庭等の自立を支援
した。

　支給人数　延べ　7人

ひ と り 親 家 庭 ひとり親家庭等に対して、保険診療に係る医
療費の自己負担分の全部又は一部を助成し、保
護者の負担軽減と保健の向上等を図った。

　助成件数　延べ　16,519件

医 療 費 助 成 事 業
経 費
（ ・ ・ ）

子 ど も の 医 療 費 乳幼児医療
義務教育就学前の乳幼児に対し、保険診療に

係る医療費の全部を助成し、保護者の負担軽減
と乳幼児の保健の向上等を図った。

　助成件数  延べ　69,224件
　都支出金　　69,214,000円

（医療費助成事業補助金）

義務教育就学児医療
義務教育就学中の児童に対して、保険診療に

係る医療費の一部を助成し、保護者の負担軽減
と児童の保健の向上等を図った。

　助成件数　延べ　64,939件
　都支出金　  80,458,000円

（医療費助成事業補助金）
     〃 80,458,000円

(市町村総合交付金)

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

分娩費用の支払いが困難な者を助産施設に措
置し、福祉の向上を図った。

　助産人員　2人
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

都支出金　※1

分担金及び負担金

一般財源　※2

① 巡 回 指 導 ・ 都支出金
相談事業経費

一般財源

② 子 育 て 国庫支出金
セ ン タ ー
運 営 委 託 料 都支出金

一般財源　※

③ 病児・病後児 国庫支出金
保育事業運営
委 託 料 都支出金

一般財源　※

④ 保 育 所 運 営 国庫支出金
委 託 料

都支出金

分担金及び負担金

一般財源　※

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

保 育 所 児 童 委 託
運 営 経 費
（ ・ ・ ）

保育所等に在籍する発達障害を有すると思わ
れる児童等の保育・教育を支援するため、相談
員が各施設での児童の状況等を観察の上、関係
職員に具体的な指導方針等について助言や相談
を行うなど専門的見地から支援した。

  実施施設数 14園
  延べ指導・相談回数 52回

※1　うち市町村総合交付金　　 32,906千円
※2　うち引上げ分の地方消費税

456,259千円

要保育児童に保育の実施を行った場合におけ
るその児童の保育に必要な最低基準を維持する
ために要する経費及び東京都で定めた保育内容
の充実に要する経費を支弁した。

  入所延べ児童数　　　　　 21,738人
  国基準運営委託料　1,760,146,170円
  市基準運営委託料　　753,402,550円

※ うち引上げ分の地方消費税
400,288千円

子育て家庭支援のため、市が指定した保育所
で子育て相談事業等を行い、児童福祉の向上を
図った。

　実施事業
   1　子育て相談
   2　子育て啓発活動
　 3　子育てサークルの育成、支援

指定保育所数　4園

※ うち引上げ分の地方消費税　 2,433千円

病中又は、病気の回復期にあって集団保育を
受けることが困難な期間にある児童を一時的に
預かり、児童の健全な育成及び資質の向上と、
保護者の子育てと就労の両立を支援した。

　実施施設数 1か所
　利用児童数　病　児　延べ　287人

病後児　延べ　　3人

※ うち引上げ分の地方消費税　   365千円
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

⑤ 施 設 型 国庫支出金
給 付 費 等
負 担 金 都支出金

一般財源　※

⑥ 民間保育所等 都支出金　※1
運営費補助金

一般財源　※2

⑦ 延 長 保 育 国庫支出金
事業費補助金

都支出金

一般財源　※

⑧ 一 時 預 か り 国庫支出金
事業費補助金

都支出金

一般財源　※

⑨ 認 証 保 育 所 都支出金
運営費補助金

一般財源　※

⑩ 民 間 保 育 所 一般財源
分 園 運 営 費
補 助 金

⑪ 認証保育所等 都支出金
利 用 者 負 担
軽 減 補 助 金 一般財源

民間保育所の設置者が賃借物件を用いて保育
所分園を設置する場合の運営費の一部を補助す
ることにより、保育所待機児童の解消を図っ
た。

認証保育所等を利用する児童の保育料の一部
を補助することにより、児童の保護者の負担軽
減を図った。

  児童数　　延べ   70人

民間保育所等に対し最低基準を超えて行う保
育内容の充実に要する経費の一部を助成し、保
育の内容の充実と児童及び職員の処遇向上を
図った。

※1　市町村総合交付金 32,906千円
※2　うち引上げ分の地方消費税 42,882千円

保護者の就労形態の多様化、通勤時間の増加
等に伴う保育需要に対応するため、延長保育を
実施し、児童福祉の向上を図った。

  実施施設数 10園
  2時間延長型 2園
  1時間延長型 7園
  30分延長型 1園

※ うち引上げ分の地方消費税　 2,982千円

保育認定の子供が入所する特定教育・保育施
設に対し、教育・保育に要する費用の額から利
用者負担額を除いた額を支給することにより、
教育・保育の確保及び施設の財政支援を図っ
た。

※ うち引上げ分の地方消費税   2,034千円

保護者の就労形態の多様化に伴う一時的な保
育や傷病等による緊急時の保育などの保育需要
に対応するため、一時預かり事業を実施し、児
童福祉の向上を図った。

　実施施設数 3園
　児童数　半日　延べ　 60人

1日　延べ　339人

※ うち引上げ分の地方消費税　　 598千円

認証保育所に対し運営費の一部を補助するこ
とにより、認証保育所における保育水準の維持
向上及び児童福祉の増進を図った。

　実施施設数 4園
　児童数　　延べ　210人

※ うち引上げ分の地方消費税　 4,677千円

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

⑫ 保育従事職員 都支出金
宿舎借上支援
事 業 補 助 金 一般財源

⑬ 保 育 士 等 都支出金
キ ャ リ ア
ア ッ プ 一般財源
補 助 金

⑭ 保 育 力 強 化 都支出金
事 業 補 助 金

⑮ 保 育 所 等 国庫支出金
に お け る
Ｉ Ｃ Ｔ 化 都支出金

　 推 進 事 業
補 助 金 一般財源

⑯ 森 と 自 然 を 都支出金
活 用 し た
保 育 推 進
事 業 費
補 助 金

⑰ 民 間 保 育 所 都支出金
ブ ロ ッ ク 塀
改 修 費 一般財源
補 助 金

　保育士等のキャリアアップに向けた取組を行
う認証保育所に対し、賃金改善に要する費用を
補助することにより、保育士の確保・定着を図
り、保育サービスの質の向上を図った。

　実施施設数        1園

震災時に倒壊の危険が予想されるブロック塀
を有する民間保育所に対し、改修費の一部を補
助することにより、施設の安全性の向上を図っ
た。
　
　実施施設数　      1園

保育士の業務負担の軽減を図るため、保育所
等が業務システムを導入する経費の一部を補助
することにより、保育士の負担軽減を図った。
　
　実施施設数　     10園

保育士の宿舎を借り上げるための経費の一部
を補助することにより、保育従事職員の確保を
図り、保育士が働きやすい環境を整備した。
　
　実施施設数　　 　11園
　対象職員数　　 　34人

地域の実情に応じた多様な保育ニーズに対応
する事業を実施する認証保育所に対し、事業に
要する経費を補助することにより、児童福祉の
増進を図った。
　
　実施施設数　      1園

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

自然環境を活用した園外活動に対し費用の一
部を補助することにより、保育の質的向上を
図った。
　
　実施施設数　      7園
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

ブロック設置

横 田 児 童 遊 園
フ ェ ン ス
張 替 え 工 事

馬 場 児 童 遊 園
フ ェ ン ス
改 修 工 事

大南四丁目
9番地の13

残堀四丁目
80番地の21

都 市 公 園 等
トイレ洋式化工事

大南四丁目児童遊
園 フ ェ ン ス
改 修 工 事

残堀四丁目児童
遊 園 ブ ロ ッ ク
設 置 工 事

フェンス改修

フェンス張替
本町四丁目
41番地の5

残堀二丁目
22番地の2
ほか4か所

本町二丁目
34番地の16

都市公園等園内灯
切 替 工 事

LEDライトへの切
替

神明二丁目
110番地の1
ほか40か所

フェンス改修

児 童 遊 園 児童遊園内の遊具等施設の新設、改修整備な
どを行うことにより、利用者の安全性の向上と
利便性を図った。

施 設 整 備 事 業
（ ・ ・ ）

和式から洋式への
トイレ改修

工　　　事　　　概　　　況

工事件名 工事内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

施工区域
竣工年月日

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

分担金及び負担金

諸収入

一般財源

都支出金

一般財源

決算額内訳

残 堀 ・
伊奈平地区

さ い か ち
地 区

中 藤 地 区

大 南 地 区

金額（円）児童館名

お伊勢の森

山 王 森

18歳未満の児童

（ ・ ・ ）

施設数 6児童館
対象

児童館
児童に健全な遊びを提供し、児童の健康増進

及び情操を豊かにするため各種行事を行い、児
童の健全育成に努めた。

利用人数

児 童 館 運 営 経 費

保 育 園 運 営 経 費 社会福祉法人の民間能力を活用し、乳幼児を
保育するとともに、当該保育事業の充実を図っ
た。

　入所児童数　延べ　1,662人
　障害児童数　延べ　　 12人

（ ・ ・ ）

延べ30,283人

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

都支出金

使用料及び手数料

一般財源

決算額内訳

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

西 大 南
（第一・第二）

中 藤

残堀・伊奈平
（第一・第二）

大 南

山 王 森

学 園

中 原

学童クラブ運営経費
（ ・ ・ ）

学童クラブ
小学校 年生から 年生までのうち、保護者が

労働又は疾病等により昼間家庭にいない児童に
対し、健全な遊び及び生活の場を提供し、その
健全育成に努めた。

本 町

三 ツ 木

雷 塚

施設数

延べ115,534人

13学童クラブ
定員

学童クラブ名 金額（円）

さ い か ち

710人
対象 小学1年生から6年生までの児童

利用人数
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金　※

一般財源

国庫支出金

都支出金

諸収入 　被保護世帯　延べ　14,651世帯
　被保護人数　延べ　20,546人

一般財源

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

工　　　事　　　概　　　況

児 童 館 施 設
整 備 事 業

山 王 森 児 童 館
遊 戯 室 等
床 改 修 工 事

遊戯室及び卓球室
の床張り替え工事

三ツ藤三丁目
6番地の10

お伊勢の森児童館
間仕切設置工事

相談室の間仕切設
置工事

工事件名 工事内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

施工区域

中央二丁目
117番地の1

　※　市町村総合交付金　　       3,100千円

（ ・ ・ ）

生 活 保 護
援 護 経 費
（ ・ ・ ）

竣工年月日

生活に困窮するすべての市民に対し、その困
窮の程度に応じ必要な保護を行い、最低限度の
生活を保障するとともに、自立を助長するよう
必要な援助を行った。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

① 昭 和 病 院 一般財源
企業団負担金

② 公 的 病 院 等 一般財源
運営費補助金

一般財源

都支出金

一般財源

　

歯 科 医 療 連 携 在宅要介護者等が、身近な地域で訪問歯科診
療等の歯科医療サービスが受けられるよう、か
かりつけ歯科医の定着を図るとともに、必要に
応じて専門歯科医療機関との連携が可能となる
よう協議会を設置し、協議・検討を行った。

　歯科医療連携推進協議会　　　2回
　研修会　　　　　　　　　　　3回
　　　　　　　　　　 （参加者86名）
　障害者、在宅及び施設訪問歯科診療
　歯科医師会受付分　　　　　174件
　協力歯科医院受付分　 　　　66件

推 進 事 業 経 費
（ ・ ・ ）

昭和病院企業団脱退に伴う財産処分に係る負
担金（第3回目分）を支払った。
　
　財産処分負担金　　　　55,700,080円

地域において必要な不採算医療等の機能を担
う公的病院等に対する運営費を補助した。

健 康 づ く り 第 回村山デエダラまつりにおいて、健康
コーナーを開設し、来場者に対して健康づくり
に関する啓発活動を行った。

　実施日　平成30年10月27日（土）
                  10月28日（日）

推 進 事 業 経 費
（ ・ ・ ）

4　 衛生費

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

保 健 衛 生
事 務 経 費
（ ・ ・ ）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源（ ・ ・ ）

健 康 教 室
経 費
（ ・ ・ ）

経 費

生活習慣病予防等に関する健康教室を実施
し、市民の健康管理等の意識の向上を図った。

・健康寿命をのばそう教室
実施回数　　　　　 2回

　　受講者数　　延べ　21人
・ヨガ体操教室
実施回数 4回
受講者数　　延べ  46人

・フットケア教室
実施回数 2回
受講者数 16人

・骨粗しょう症予防教室
　　実施回数 2回
　　受講者数　　延べ　54人
・ピラティス教室
実施回数 2回

　　受講者数 　 延べ　22人
・健康づくり生き活き運動塾

　　実施回数 2回
　　受講者数　　延べ　 9人
・ウォーキング教室
実施回数 3回

　　受講者数　　延べ　43人

健 康 相 談 健康や栄養に関する相談を実施し、市民の健
康管理について指導や助言を行った。

（相談者数）（実施回数）
・医師への相談 3人 4回
・保健師への相談 7人 4回
・栄養士への相談 5人 4回
・骨密度相談 123人 5回

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

自 殺 対 策 第 回福祉まつりにおいて、平成 年度自殺
対策パネル展を開催し、市民に対して自殺の現
状とその対策の重要性について啓発活動を行っ
た。
　実 施 日　　平成30年9月9日（日）

市民に対して命の大切さと自殺対策について
普及啓発を行うことを目的に講演会を開催し
た。
　実 施 日　　平成31年1月19日（土）
　参加者数　　34人

ゲートキーパーの育成と充実を図るため、市
民等を対象とした講演会を開催した。
　実 施 日　　平成31年1月31日（木）
  参加者数　　39人

事 業 経 費
（ ・ ・ ）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

都支出金

一般財源

都支出金

　 諸収入

一般財源

一般財源

繰入金

一般財源

妊 婦 健 康
診 査 経 費
（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）

歯 周 疾 患 健康増進法に基づき、生涯、自分の歯でおい
しく食事ができるよう歯と口腔の健康保持のた
め、検診と歯科保健指導を実施した。
　
　歯周疾患検診事業
　（市内指定歯科医療機関での個別検診）
　　受診者数　  　　　　　274人
　成人歯科保健対策事業
　（保健相談センターでの集団検診）
　　実施回数　  　　　　　 12回
　　受診者数　  　　　　　 99人

検 診 経 費
（ ・ ・ ）

食 育 推 進 第二次健康増進計画・食育推進計画に基づ
き、食育を推進するため、健康づくり推進協議
会等で取組事業の内容について検討・報告を
行った。

　健康づくり推進協議会　　　2回
　栄養連絡会　　　　　　　　2回
　関係者向け研修会　　　　　1回
　　　　　　　　 （参加者　10人）

事 業 経 費
（ ・ ・ ）

がん検診・特定健康
診 査 等 推 進

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

健康増進法に基づく各種がん検診等を実施
し、市民の健康管理に努めた。

　　　　　　　　　　　　（受診者数）
　・健康診査（無保険者）　　332人
  ・追加健康診査         11,235人
　・胃がん検診　　　　　  1,217人
　・肺がん検診　　　　　　1,443人
　・大腸がん検診　　 　 　1,418人
　・子宮がん検診　　 　　 　812人
　・乳がん検診　　　　　　　846人
　・前立腺がん検診　　　　　340人
　・骨粗しょう症検診 　　 　 87人
　・眼科検診　　　　 　　 1,244人
　・肝炎ウイルス検診　　　　285人

子宮頸がん検診は 歳、乳がん検診は 歳の
女性市民に対し無料クーポン券を配布し、ま
た、大腸がん検診は、 歳の市民に対し個別に
通知を送付し、受診勧奨を行った。

　　　　　　　　　　　　（受診者数）
　・子宮頸がん検診（20歳）　 42人
　・乳がん検診（40歳）　　　213人
　・大腸がん検診（40歳以上）240人

事 業 経 費
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

① 妊 婦 健 康 繰入金
診 査 経 費

一般財源

② 特定不妊治療 一般財源
助 成 費

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源

乳 幼 児 ～ か月児、 ～ か月児、 ～ か月児、 歳
か月児及び 歳児を対象に、発育・発達の確認

及び疾病・異常の早期発見のための健康診査を
実施した。

また、産後 か月以内の産婦を対象に健康診
査と保健指導を行った。

　受診者数
　　3～4か月児　　  　521人
　　6～7か月児　　  　499人
　　9～10か月児 　  　479人
  　1歳6か月児　　  　517人
　　3歳児　　　　　   570人
　　産婦　　　　　　  514人

健 康 診 査 経 費
（ ・ ・ ）

乳幼児経過観察・
発達健康診査経費
（ ・ ・ ）

妊婦の健康管理を助け、妊産婦及び乳幼児の
死亡率の低下、障害発生の予防等を図るため、
健康診査を実施した。
　
　　　　　　　　　（受診者数）
　妊婦健診（ 1回目）　467人
　妊婦健診（ 2回目）　471人
　妊婦健診（ 3回目）　471人
　妊婦健診（ 4回目）　474人
　妊婦健診（ 5回目）　482人
　妊婦健診（ 6回目）　471人
　妊婦健診（ 7回目）　456人
　妊婦健診（ 8回目）　449人
　妊婦健診（ 9回目）　419人
　妊婦健診（10回目）　397人
　妊婦健診（11回目）　353人
　妊婦健診（12回目）　283人
　妊婦健診（13回目）　205人
　妊婦健診（14回目）　119人
　子宮頸がん検診　　　462人
　超音波検査　　　　　462人

不妊治療に係る医療費の一部を助成すること
により、対象者の経済的負担の軽減を図り、
もって少子化対策に寄与することを目的に実施
した。
　
　申請者数　延べ　30人

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

乳幼児健康診査の結果から発育・発達の経過
を観察する必要性がある乳幼児に対して、健康
診査を行った。
　
　受診者数
　　経過観察健診　 　  　86人
　　発達健診　　　　　   90人
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源

一般財源

都支出金

一般財源

母 親 学 級 妊婦及び配偶者を対象に、母親学級と両親学
級を行った。

妊娠・出産・産褥期の特徴と健康管理及び新
生児期からの保育等についての講話と実習を行
うとともに、妊婦に対しては歯科健康診査を実
施した。
　
　参加者数
　　母親学級　延べ　150人
　　両親学級　延べ　 47人

経 費
（ ・ ・ ）

若年妊産婦のため 若年妊産婦に対して、妊娠・出産・育児期を
通じて、親になるプロセスを支援し、子育てに
伴う喜びを実感できるような母性の育成事業を
実施した。
　
　実施回数　       12回
　参加者数　延べ   30人

の 母 性 育 成
事 業 経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

乳 幼 児 歯 科 歳児から就学前までの乳幼児を対象に、 歳
か月児歯科、 歳児歯科、 歳児歯科健康診査

を踏まえ、口腔の健全な発育・発達を図るた
め、継続的な健康診査・指導・処置等を実施し
た。
　
　受診者数
　　健康診査  延べ　　892人
　　予防処置　延べ　1,236人

相 談 経 費
（ ・ ・ ）

心 理 経 過 観 察 ・ 保護者が子供の特性に気付き、一人ひとりに
あった関わり方や具体的な言葉掛けを知り、子
供のよりよい成長・発達を促すことができるよ
う支援した。

　個別相談受診者　　　延べ　253人
　グループ活動受診者　延べ　165人

心 理 相 談 経 費
（ ・ ・ ）

乳 幼 児 歯 科 歳 か月児、 歳児及び 歳児を対象に、歯の
疾病及び異常の有無を診査し、保健指導、予防
処置を行った。
　
　受診者数
　　1歳6か月児
　　歯科健康診査　   517人
　　2歳児
　　歯科健康診査　   465人
　　3歳児
　　歯科健康診査　　 570人

健 康 診 査 経 費
（ ・ ・ ）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

都支出金

国庫支出金

都支出金

分担金及び負担金

一般財源

一般財源

一般財源

国庫支出金

都支出金

一般財源

子 ど も の 栄 養 と 乳幼児を対象に離乳食の進め方や歯のみがき
方、むし歯予防等について相談を実施した。
　
　実施回数　　   12回
　計　　測　  　375人
　栄養相談　　   90人
　歯科相談　　   60人
  その他　　     24人

歯 科 相 談 経 費
（ ・ ・ ）

出 産 ・ 子 育 て 妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない支
援を行うために、母子健康手帳交付時に保健師
が妊婦全数面接を実施した。

また、面接や相談等を通して要支援者を早期
に発見し、支援プランを作成した。

　利用者数　　1,218人
　面接者数　　　521人
　要支援者数　　 39人

応 援 事 業 経 費
（ ・ ・ ）

離 乳 食 離乳食の作り方や進め方について試食を交え
て学び、子育てする親同士の仲間づくりができ
るよう支援した。

　5か月～6か月児頃　12回　110人
　7か月～8か月児頃　 8回　 60人

教 室 経 費

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

（ ・ ・ ）

妊産婦・新生児等 妊産婦・新生児等に対し、助産師等又は保健
師等を訪問させ、産婦の健康状態、新生児の発
育・疾病予防等について、指導・助言を行っ
た。

　訪問数
　　妊 　 婦  　　　延べ 　15人
　　産 　 婦 　　　 延べ  475人
　　新生児等　　　　延べ  521人

訪 問 指 導 経 費
（ ・ ・ ）

未 熟 児 低出生体重児の届出受理、保健師等の未熟児
訪問、窓口等での相談及び各種申請書類の受付
事務を実施した。
　
　養育医療受理件数   　 　 12件
　未熟児訪問　      延べ   60人

養 育 医 療 等
訪 問 ・ 相 談 経 費
（ ・ ・ ）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

① 四 種 混 合 都支出金
予防接種経費

一般財源

② 二種混合予防 都支出金
接 種 経 費

一般財源

③ ポ リ オ 予 防 都支出金
接 種 経 費

一般財源

④ 麻 し ん ・ 都支出金
風 し ん 混 合
予防接種経費 一般財源

⑤ 日本脳炎予防 都支出金
接 種 経 費

一般財源

⑥ 結 核 予 防 一般財源
経 費

⑦ イ ン フ ル 一般財源
エ ン ザ
予 防 接 種
経 費

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

日本脳炎

　接種者　延べ 2,800人
　対象者　1期　生後6か月以上7歳6か月未満
　　　　　2期　9歳以上13歳未満
　※　積極的勧奨の見合わせの影響により特
　　例接種あり

結核検診

　ＢＣＧ　　　　　　接種者　525人
　　　　　　　　　　対象者　生後1歳未満
　Ｘ線デジタル撮影　撮影者　112人
　　　　　　　　　　対象者　65歳以上

高齢者等インフルエンザ

　接種者　6,584人
　対象者  ・65歳以上
　　　　  ・60歳以上65歳未満の市民で心臓等
　　　　    に機能障害のある方

各 種 予 防
接 種 経 費
（ ・ ・ ）

四種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風・急
性灰白髄炎）

　接種者　延べ　2,138人
　対象者　生後3か月以上7歳6か月未満

二種混合(ジフテリア・破傷風）

　接種者　407人
　対象者　11歳以上13歳未満

不活化ポリオ（急性灰白髄炎）

　接種者　延べ　 24人
　対象者　生後3か月以上7歳6か月未満

麻しん風しん混合、麻しん（単）及び風しん
（単）

　接種者　延べ 1,118人
　対象者　1期　1歳以上2歳未満
　　　　　2期　5歳以上7歳未満

先天性風しん症候群対策事業

　麻しん風しん混合、風しん（単）
　接種者　　178人
　抗体検査　207人
　対象者　　19歳以上の妊娠を希望する女性及
　　　　　びその同居者、妊婦の同居者
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

⑧ 肺 炎 球 菌 一般財源
予防接種経費

⑨ 小児肺炎球菌 一般財源
予防接種経費

⑩ ヒブワクチン 一般財源
予防接種経費

⑪ 子 宮 頸 が ん 一般財源
予防接種経費

⑫ 水 痘 予 防 一般財源
接 種 経 費

⑬ Ｂ 型 肝 炎 一般財源
予防接種経費

都支出金

一般財源

諸収入

一般財源

そ 族 昆 虫 駆 除 スズメバチの危害から市民生活を守るため
に、スズメバチの巣を駆除する市民に対し、そ
の駆除費用の一部を補助した。

　スズメバチの巣の駆除に対する補助件数
                                      38件

東京都のアライグマ・ハクビシン防除実施計
画に基づき、アライグマ・ハクビシンを捕獲処
分した。

　アライグマ捕獲頭数　35頭
　ハクビシン捕獲頭数　 8頭

経 費
（ ・ ・ ）

ヒブ

　接種者　延べ　2,082人
　対象者　生後2か月以上5歳未満

子宮頸がん

　接種者　延べ　6人
　対象者　小学校6年生から高校1年生までの
　　　　女子

水痘

　接種者　延べ　1,052人
　対象者　1歳以上3歳未満

Ｂ型肝炎

　接種者　延べ　1,551人
　対象者　生後1歳未満

新型インフルエンザ （備蓄品）

　不織布マスク、消毒液等
経 費
（ ・ ・ ）

高齢者肺炎球菌

　接種者　1,154人
　対象者  ・65歳以上5歳刻みの年齢の方
　　　　  ・60歳以上65歳未満の市民で心臓等
　　　　    に機能障害のある方

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

小児肺炎球菌

　接種者　延べ　2,089人
　対象者　生後2か月以上5歳未満
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

使用料及び手数料

諸収入

一般財源

都支出金

一般財源

飼い主のいない 都支出金
猫の去勢・不妊

手 術 補 助 金 一般財源

一般財源

（ ・ ・ ）
負 担 金 ）

瑞穂町、福生市、羽村市、入間市及び本市で
構成される瑞穂斎場組合に負担金を支出した。

　・火葬件数　　　　674件
　・式場使用件数　　250件

そ の 他 環 境 衛 生
経 費
（ ・ ・ ）

飼い主のいない猫の増加の抑制及び近隣に対
する危害並びに迷惑の防止を図るため、飼い主
のいない猫の去勢・不妊手術を行う市民に対
し、当該手術に要する経費の一部を補助した。

　去勢手術補助件数　12件
　不妊手術補助件数　26件

葬 祭 事 業 経 費
（ 瑞 穂 斎 場 組 合

畜 犬 登 録 事 務 犬の登録による鑑札の交付及び狂犬病予防注
射済票の交付等の事務処理を行い、狂犬病の発
生の予防を図った。

　畜犬登録（鑑札交付） 　　　247件
　鑑札再交付　　　　　 　　　 30件
　狂犬病予防注射済票交付 　2,945件
　狂犬病予防注射済票再交付 　　5件
　死亡届　　　　　　　　　 　254件
　変更届　　　　　　　　　 　 34件
  無償交換　　　　　　　　 　 85件

経 費
（ ・ ・ ）

専 用 水 道 権限移譲により市に移管された専用水道事務
について、効率的な行政運営の継続及び都全体
の水質の衛生水準の均衡を維持するため、専用
水道施設工事の設計の確認、給水開始の届出受
理、給水停止命令及び立入検査等について、東
京都へ事務委託を行った。

事務等の事務委託
経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源

都支出金

一般財源

都支出金

使用料及び手数料

諸収入

施 設 整 備 事 業
保健相談センター

休日歯科急患診療 休日及び年末年始における歯科の急病患者の
診療を実施した。

　受診者　　200人
　実施場所　歯科医師会加入の医療機関

1か所持ち回りによる輪番制

事 業 経 費
（ ・ ・ ）

公 害 対 策 経 費
（ ・ ・ ）

工事内容

休日準夜急患診療 休日及び祝日の準夜における急病患者の診療
を実施した。

　受診者　　170人
　実施場所　保健相談センター

事 業 経 費
（ ・ ・ ）

金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

施工区域

休 日 急 患 診 療 休日、祝日及び年末年始における急病患者の
診療を実施した。

　受診者　　892人
　実施場所　保健相談センター

事 業 経 費
（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）

保健相談センター
電話機及び主装置
交 換 等 工 事

電話交換機の交換
及び電話機の工事

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

工 事 概 況

工事件名
竣工年月日

本町一丁目
23番地
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

① 公 害 対 策 都支出金
事 務 経 費

諸収入

公害防止や自然保護等の環境保全に対する市
民意識の啓発を図るため、主に環境月間中に次
の行事を実施した。

   1　地球環境保全に係る図画の募集
  　　（市立中学校、1・2年生を対象）
  　　応募数　705点
  　　　最優秀作品　　1点
  　　　優秀作品　　 21点

   2　地球環境保全に係る標語の募集
  　　（市立中学校、1・2年生を対象）
  　　応募数　698点
  　　　最優秀作品　　1点
  　　　優秀作品　　 21点

   3　地球環境保全に関するポスターの配布等

   4　親と子の環境教室

   5　環境副読本の配布

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

子供たちの環境保全への関心を高め、正
しく理解し認識するため、市立小学校 年生
を対象とし、環境副読本「みんなで考えよ
う！市内の環境について」を 部作成し、
配布した。

図画と標語の最優秀作品をポスターとし
て作成し、市内の事業所（ 事業所）及び
市立小・中学校へ配布するとともに、市施
設並びに市掲示板等に掲示した。
図画と標語の最優秀作品及び優秀作品を

市役所本庁舎 階ロビーにおいて展示した。
また、標語の最優秀作品を市役所本庁舎

北玄関横のガラス面に掲示した。

空堀川水環境確保対策会（清瀬市、東村
山市、東大和市及び本市の 市）関連事業で
「埼玉県立川の博物館」を見学した。
本市からの参加者は 人であった。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

② 工 場 公 害 都支出金
対 策 経 費

使用料及び手数料

⑴　都民の健康と安全を確保する環境に関する条例に基づく工場等
　  ア　工場及び指定作業場

区　分 市委任分（件） 都留保分（件）
工　　　場
指定作業場

計

　  イ　地下水揚水量報告対象工場等
　①　揚水機吐出口断面積（合計）が21㎠以上のもの

区　分 市委任分（件） 都留保分（件）
工　　　場
指定作業場
そ　の　他

計

　②　揚水機吐出口断面積（合計）が21㎠未満で揚水機出力が300Wを超えるもの

区　分 市委任分（件） 都留保分（件）
工　　　場
指定作業場
そ　の　他

計

　  ウ　燃料検査対象工場（1日当たり燃料300ℓ以上使用）

区　分 検査数（件）
工　　　場

　  エ　廃棄物焼却炉ダイオキシン類等調査

区　分 調査数（件） 調査日

⑵　騒音規制法及び振動規制法に基づく特定工場等及び特定施設

法　律　名 特定工場等（件） 特定施設（台）
騒音規制法
振動規制法

(検査日　平成31年3月1日）

　　 調査項目　　ダイオキシン類及びばいじん

工　　　場

（平成31年3月31日現在）

（平成30年12月31日現在）

なし

（平成30年12月31日現在）
計（件）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

工場及び指定作業場等に対する監視指導の徹
底を図り、公害の未然防止に努めるために、次
の事業を実施した。

　 1　事業場燃料検査（年1回）
　 2　廃棄物焼却炉ダイオキシン類等調査
　  （年1回）

また、苦情に対して適正かつ迅速な対応によ
り被害の防止と紛争の調整を図った。

（平成31年3月31日現在）
計（件）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

③ 一 般 公 害 都支出金
対 策 経 費

　全ての調査地点で要請限度以下であった。
　全ての調査地点で環境基準以下であった。
　全ての調査地点で環境基準以下であった。

　　水素イオン濃度（pH）は、年平均8.1であった。

調査結果

起　点　住　所 終　点　住　所 延長距離（㎞）

八王子武蔵村山線
（主要地方道第59号線）

伊奈平三丁目3番地の2 本町一丁目7番地

浮遊粒子状物質
⑵　自動車騒音常時監視調査

　　調査結果
　　　全戸数313戸のうち、基準値を超過していたのは1戸（夜のみ）であった。

　　市役所屋上で月1回、年11回雨水を採取し、水素イオン濃度（pH）の測定を行った。

江戸街道沿道（東京日産自動車販売㈱北付近） 30.11.29～11.30
市役所

30.11.27～11.30

騒 音 　武蔵村山郵便局付近、桃ノ木歩道橋付近で昼夜間環境基準を超過し、大南一丁目
バス停付近で夜間環境基準を超過した。
　また、桃ノ木歩道橋付近で昼夜間要請限度を超過した。

・二酸化窒素
・浮遊粒子状物質

三ツ木地区学習等供用施設
大南地区学習等供用施設
残堀・伊奈平地区学習等供用施設

評　価　対　象　路　線
路　線　名

振 動
二 酸 化 窒 素

　　市立第十小学校屋上に自動測定器を設置し常時測定を行った。
⑶　航空機騒音調査

⑷　酸性雨分析調査

　　調査結果
　　調査日数365日で、騒音発生回数2,226回を記録したが、全て環境基準以下であった。

青梅街道沿道（第一分団車庫付近）
30.11.27～11.28

・騒音
・振動
・交通量
・二酸化窒素
・浮遊粒子状物質

青梅街道沿道（第六分団車庫付近）
新青梅街道沿道（武蔵村山郵便局付近）
新青梅街道沿道（桃ノ木歩道橋付近）
主要地方道第55号線沿道（大南一丁目バス停付近）
主要地方道第59号線沿道（三ツ藤住宅東バス停付近）
主要地方道第59号線沿道（㈱文明堂東京武蔵村山工場東付近）

一般都道第162号線沿道（第七分団車庫付近）

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

環境基本法（平成 年法律第 号）に定めら
れている環境基準項目等の中から、本市の地域
状況等を考慮した調査を実施し、環境汚染等の
実態と経年変化の把握を行った。

空堀川及び残堀川については、流域市町合同
の調査を実施し、河川水量の把握と水質調査を
行った。

管理が適正でない空き地等については現地調
査を行い、所有者に対して雑草の刈取り要請及
び草刈機の貸出しを行い、住環境の保全を図っ
た。
　酸性雨の分析調査を実施した。
　市内55地点の環境騒音調査を行った。

⑴　自動車交通に伴う環境調査
調　査　地　点 調　査　日 調　査　事　項

事業又は事項

30.11.29～11.30

30.11.27～11.28
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

調　査　日
1回目

空堀川（神明三丁目92番地） 2回目
　〃　（神明四丁目30番地）
久保の川（三ツ木五丁目30番地）
谷戸川（中藤五丁目28番地） 3回目
入谷川（中藤五丁目20番地）
横丁川（三ツ木二丁目6番地）

4回目

1回目

2回目

3回目

4回目

　・　

諸収入

一般財源

　
都支出金

残堀川（三ツ藤三丁目42番地）
　〃　（榎一丁目21番地）

（一部欠測）

（欠測）

環 境 調 査 及 び 福島原子力発電所の事故の影響を調査するた
め、市役所敷地内において放射線量の測定を実
施した。

市民に対して保有する放射線量測定器の貸出
しを行った。

　貸出件数　3件

測 定 経 費
（ ・ ・ ）

　調査結果
　

地 球 温 暖 化 市民を対象にみどりのカーテンキットを配布
し、つる性植物を窓際で育成していただくこと
により、夏季におけるエアコンの利用を抑制
し、もって地球温暖化対策を推進した。

　みどりのカーテンキット
　プランター・有機培養土・種・園芸用ネット
　配布数　445セット

対 策 経 費
（ ・ ・ ）

（欠測）

（欠測）

（一部欠測）

⑸　河川の水質調査
調　査　地　点

　生活環境項目
　・　水素イオン濃度（pH）
　・　生物化学的酸素要求量（BOD）
　・　浮遊物質量（SS）
　・　溶存酸素量（DO）
　・　大腸菌群数
　　※　大腸菌群数は空堀川及び残堀川に適
　　　用

　健康項目等（空堀川、残堀川）
　・　カドミウム（Cd）
　・　鉛（Pb）

　・　六価クロム（Cr ）
　・　ひ素（As）
　・  全シアン（T-CN）
　・　総水銀（T-Hg）
　・　ポリ塩化ビフェニル（PCB）
　・　陰イオン界面活性剤（MBAS）
　・　全窒素（T-N）
　・　全リン（T-P）

（欠測）

調　査　項　目

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

生活環境項目の水素イオン濃度（ ）が空堀川の神明三丁目 番地（ 月）及び神明四丁目 番地（
月）で、溶存酸素量（ ）が残堀川の三ツ藤三丁目 番地（ 月）で環境基準を満たさなかった。
また、大腸菌群数が、空堀川及び残堀川の全ての調査地点（全ての測定時）で環境基準を超えていた。
なお、支流については、環境基準の水域類型指定を受けていないので、環境基準は適用されない。
健康項目等は、全ての調査地点で環境基準以下であった。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

諸収入

一般財源

① 資 源 回 収 一般財源
奨 励 金

② 災 害 廃 棄 物 諸収入
処 理 計 画
策 定 経 費 一般財源

③ 生ごみ資源化 一般財源
経 費

④ 発泡スチロー 諸収入
　 ル ト レ イ ・

ペットボトル 一般財源
・牛乳パック

　 拠点回収経費

中 原 地 区
合 計

市の施設・店舗・自治会集会所などに回収箱
を設置し、発泡スチロールトレイ・ペットボト
ル・牛乳パックの回収を行い、資源化を図っ
た。

拠点回収事業 (単位：ｔ)

残 堀 地 区
学 園 地 区
神 明 地 区

（ｔ）

生ごみ回収量 (単位：ｔ)
区　　　分 回　収　量

（ｔ）

備考　奨励金単価は1㎏・1ℓ当たり8円

大規模災害時における災害廃棄物等の処理を
適正かつ迅速に行うための応急対策、復旧・復
興対策を円滑に実施するため、災害廃棄物処理
計画を策定した。

ごみ減量と生ごみの資源化を目的に、平成
年 月から、市内 地区（残堀・学園）それぞ
れ 世帯をモデル地区に定め、生ごみ堆肥化モ
デル事業を実施した。

また、平成 年 月から、新たに 地区（神
明・中原）それぞれ約 世帯を追加（合計約
200世帯）し、事業を実施した。

内
　
　
　
訳

紙 類 （ｔ）

雑 品

び ん 類 （ｔ）

廃 食 用 油 （㎘）

布 類 （ｔ）
ペットボトル

鉄 類 （ｔ）
ア ル ミ 類 （ｔ）

資源回収奨励金
資源回収団体数（団体）
奨 励 金 交 付 額 （ 円 ）

資 源 物 回 収 量
（ 上 段 ｔ 、 下 段 ㎘ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

ご み 資 源 化
推 進 事 業 経 費
（ ・ ・ ）

ごみ減量と資源化に対する意識高揚を図るた
め、市民団体が資源として再利用できるものを
回収したことに対し、奨励金の交付を行った。

合　　　　　　　計

ペ ッ ト ボ ト ル
牛 乳 パ ッ ク

区　　分（拠　点　数）
(49か所)
(55か所)
(9か所)

回収量
発泡スチロールトレイ
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

⑤ 生 ご み 処 理 一般財源
機 器 購 入
補 助 金

都支出金　※

使用料及び手数料

一般財源

① 指 定 収 集 袋 使用料及び手数料
及 び 廃 棄 物
処 理 券 取 扱
事 務 管 理
委 託 料

② 廃 棄 物 処 理 使用料及び手数料
手数料収納等
委 託 料

③ 塵芥収集運搬 都支出金　※
経 費

使用料及び手数料

一般財源

※ 市町村総合交付金 197,534千円

また、動物の死体（犬・猫等）については、
市民の通報等により収集を行い、小平・村山・
大和衛生組合へ搬入し、処理した。

4週に1回

プ ラ ス チ ッ ク ・
ペ ッ ト ボ ト ル

4週に3回

缶 ・ 金 属 ・ び ん ・
有 害 物 ・ ラ イ タ ー

隔週1回

紙・布・枝・鞄・靴・
ベ ル ト ・ ぬ い ぐ る み

週1回

事業系の一般ごみは、指定収集袋により、ま
た、粗大ごみは、廃棄物処理券を貼付して排出
していることから、指定収集袋及び廃棄物処理
券の保管、取扱店への配送、その他一般廃棄物
処理手数料の取扱事務の管理を武蔵村山市商工
会に委託した。

指定収集袋及び廃棄物処理券の売上に伴う手
数料の収納事務を武蔵村山市商工会に委託し
た。

　一般家庭ごみの収集を次のとおり行った。
ごみの種類 収集日程

燃 や せ る ご み

燃 や せ な い ご み

週2回

合　計

ご み 収 集 経 費
※ 市町村総合交付金 200,956千円（ ・ ・ ）

家庭用

円 未 満
（価格の 補助）

円 以 上
（ 一 律 円）

事業用
価 格 の 補 助
（上限 円）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

ごみ減量化対策の一環として、生ごみ処理機
器購入費の補助を行い、ごみ減量・資源化に努
めた。

生ごみ処理機器

区　分
購 入 価 格

（ 補 助 額 ）
補助台数

(単位：台)
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

④ 粗 大 ご み 都支出金　※
資源分別処理
委 託 料 使用料及び手数料

一般財源

⑤ 小平・村山・ 一般財源
大 和 衛 生
組 合 負 担 金

⑥ 東 京 た ま 一般財源
広域資源循環
組 合 負 担 金

諸収入

一般財源

※ 市町村総合交付金 3,422千円

搬　入　量

資源物等回収量(ｔ) 処理残渣量(ｔ) 回収率(％)

廃 棄 物 資 源
分 別 事 業 経 費
（ ・ ・ ）

資源物分別処理状況

搬入量（ｔ）

分　　別　　内　　訳

焼却残渣 不燃処理物 合　計

一般廃棄物を広域的に最終処分している東京
たま広域資源循環組合に負担金を支出した。

最終処分状況 （単位：ｔ）

一般廃棄物を三市（小平市・東大和市・武蔵
村山市）で中間処理している小平・村山・大和
衛生組合に負担金を支出した。

塵芥処理状況 （単位：ｔ）
投　入　量

可燃物 不燃物 粗　大 合　計

収集した粗大ごみのうち、鉄製粗大及び布
団・カーペットを資源として分別処理を行っ
た。

分別量（ｔ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金　※
　　　 
使用料及び手数料

90  
一般財源

1 32

① し 尿 収 集 都支出金　※
運 搬 経 費

使用料及び手数料

一般財源

② 湖 南 衛 生 一般財源
組 合 負 担 金

※ 市町村総合交付金 5,600千円

し尿処理状況 （単位：㎘）

（ ・ ・ ）

し尿収集は、全地域を業者委託で行い、電話
受付により、くみ取りを実施した。収集したし
尿は、湖南衛生組合で処理した。

※ 市町村総合交付金 5,600千円

　し尿を五市（武蔵野市・小金井市・小平市・
東大和市・武蔵村山市）で共同処理している湖
南衛生組合に負担金を支出した。

収 集 量
生し尿

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

し 尿 収 集 経 費
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

① 都市農地保全 一般財源
推 進 自 治 体
協議会負担金

② 農 業 後 継 者 一般財源
育 成 奨 励
補 助 金

③ 農 業 生 産 一般財源
組 合 振 興
補 助 金

④ 農 業 経 営 者 一般財源
ク ラ ブ ふ れ
あ い 事 業
補 助 金

⑤ 農 業 ま つ り 一般財源
補 助 金

⑥ 環 境 に 配 慮 一般財源
し た 生 産 資
材 購 入 支 援
事 業 補 助 金

⑦ 認 定 農 業 者 一般財源
改 善 計 画
事 業 補 助 金

農業及び農地並びに地産地消について理解の
促進を図るため、武蔵村山市農業経営者クラブ
が行う、市民とのふれあい事業に要する経費の
一部を補助した。

認定農業者が農業改善計画で定めた目標を達
成するために必要な農業用資材の購入等に要す
る経費の一部を補助した。

　補助件数　14件

本市の農業について広く市民に紹介するとと
もに、市内の農産物の普及振興を図るため、武
蔵村山市農業まつり委員会が中心となって開催
する農業まつりの会場設営等に要する経費の一
部を補助した。

　第23回農業まつり
　期日　平成30年11月10日（土）、11日（日）
　場所　イオンモールむさし村山臨時駐車場
　来場者数　20,006人

安全で安心な環境負荷の少ない農産物の生産
の振興を図るため、環境に配慮した生産資材の
購入に要する経費の一部を補助した。

  補助件数　 7件

農 業 振 興 対 策
経 費
（ ・ ・ ）

都市農地保全を目指す取組を行っている都市
農地保全推進自治体協議会に負担金を支出し
た。

農業技術の向上、農業後継者相互の親睦及び
農業後継者の育成を図るため、武蔵村山市農友
会が行う農業後継者育成事業に要する経費の一
部を補助した。

都市農業に対応できる生産技術の習得等を図
るため、武蔵村山市農業生産組合が行う農業生
産振興事業に要する経費の一部を補助した。

5　 農業費

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

⑧ 新 規 就 農 一般財源
者 支 援 事
業 補 助 金

⑨ 体 験 型 市 民 一般財源
農 園 運 営
費 補 助 金

⑩ 都 市 農 業 都支出金

活 性 化 支 援
事 業 補 助 金 一般財源

⑪ 都 市 農 地 都支出金

保 全 支 援
プロジェクト 一般財源
事 業 補 助 金

⑫ 農 業 近 代 化 一般財源
資 金 利 子
補 給 金

一般財源

一般財源

市街化区域内にある農地について、良好な住
環境との共存や災害時の防災機能などの多面的
機能を発揮させるため、農業者が行う基盤整備
に要する経費の一部を補助した。

　補助件数　8件

体験型市民農園を経営する者に対し、その経
営に係る施設の整備及び必要な資材等の購入に
要する費用の一部を補助した。

　補助件数　2件

都市農地の有利性を活かした経営力を強化す
るとともに、新たな担い手の確保・定着を促進
するため、認定農業者等に対し、生産施設や加
工施設、農業用機械などの施設整備に要する経
費の一部を補助した。

　補助件数　1件

畜 産 振 興 対 策 　脱臭剤を配布し、畜舎等の環境改善を図った。
経 費
（ ・ ・ ４ ）

認定就農者が青年等就農計画で定めた目標を
達成するために必要な農業用資材、農業用機械
等の購入に要する経費の一部を補助した。

　補助件数　 2件

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

農 産 物 品 評 会 市内で行われている農業を広く紹介するとと
もに、品質の向上を図るため、市内産の高品質
な農産物を一堂に集めた品評会を開催した。

経 費
（ ・ ・ ）

　期日　平成30年11月10日（土）、11日（日）
　　 （農業まつりと同時開催）
　場所　イオンモールむさし村山臨時駐車場
　来場者数　1,902人

農業経営の安定化と近代化に資するため、農
業者等が融資を受けた資金に係る利子に対し
て、年1.5％分の利子補給を行った。

　利子補給件数　2件
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

① 地 域 人 材 都支出金
確 保 ・ 育 成
支 援 事 業
委 託 料

 　3　各種セミナーの開催【研修事業】
総事業費　1,416,000円

⑴ 経営者向けセミナー
① 第1回

日時　平成30年7月4日（水）
午後4時～午後7時

場所　緑が丘ふれあいセンター
多目的室1・2

定員　　　30人
参加者数　15人

 　2　各種情報交換会の開催【交流事業】
総事業費　　　　　324,000円

⑴ 経営者情報交換会
日時　平成30年7月4日（水）

午後7時～午後8時40分
場所　緑が丘ふれあいセンター

多目的室1・2
定員　　　30人
参加者数　14人

⑵ 従業員異業種交流会
日時　平成30年7月8日（日）

午後0時30分～午後2時30分
場所　シーズ立川　ルーム2・3
定員　　　30人
参加者数　11人

⑶ 経営者と従業員の情報交流会
日時　平成31年2月10日（日）

午後0時30分～午後2時30分
場所　緑が丘ふれあいセンター

多目的室1・2
定員　　　30人
参加者数　22人

事業又は事項

商 工 振 興 対 策

市内及び近隣市町の企業等の経営者と主に女
性在職者を対象に、啓発活動や交流会、セミ
ナー、インターシップを実施し、定着率の向
上、生産性向上による賃上げ、多様な働き方の
導入を図ることにより、女性の職場における活
躍と処遇改善（働き方改革）を推進した。

 　1　小冊子の発行【啓発事業】
総事業費 1,500,000円
発行部数 3,000部
配布先 市内企業等

6　 商工費

経 費
（ ・ ・ ）

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

市内及び近隣市町の企業等の経営者と主に女
性在職者を対象に、啓発活動や交流会、セミ
ナー、インターンシップを実施し、定着率の向
上、生産性向上による賃上げ、多様な働き方の
導入を図ることにより、女性の職場における活
躍と処遇改善（働き方改革）を推進した。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

　 4　インターンシップ事業の開催
【インターンシップ事業】
総事業費　2,311,200円

⑴ 事前説明会
日時　平成30年9月6日（木）

午前10時30分～午後0時30分
場所　シーズ立川　ルーム2・3
定員 20人
参加者数　 8人

⑵ インターンシップ事前研修
① 第1回

日時　平成30年10月2日（火）
午前10時30分～午後0時30分

場所　シーズ立川　ルーム2・3
定員 20人
参加者数　 6人

② 第2回
日時　平成30年10月9日（火）

午前10時30分～午後0時30分
場所　シーズ立川　ルーム2・3
定員 20人
参加者数　 6人

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

② 第2回
日時　平成30年10月18日（木）
午後6時～午後8時30分
場所　緑が丘ふれあいセンター

多目的室1・2
定員　　　30人
参加者数　10人

⑵ 従業員向けセミナー
① 第1回

日時　平成30年7月8日（日）
午前10時～午後0時30分

場所　シーズ立川　ルーム2・3
定員　　　30人
参加者数　14人

② 第2回
日時　平成30年10月14日（日）

午前10時～午後0時30分
場所　緑が丘ふれあいセンター

会議室1・2
定員　　　30人
参加者数　16人

③ 第3回
日時　平成31年2月10日（日）

午前10時～午後0時15分
場所　緑が丘ふれあいセンター

多目的室1・2
定員　　　30人
参加者数　16人

事業又は事項
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

② 伝統的工芸品 一般財源
産業振興協会
負 担 金

③ たま工業交流 一般財源
展事業負担金

④ 商 工 業 振 興 一般財源
奨 励 補 助 金

⑤ 商 工 会 商 業 一般財源
振 興 事 業
補 助 金

⑥ 村 山 大 島 紬 一般財源
振 興 奨 励
補 助 金

⑦ 商店街装飾灯 一般財源
電気料補助金

商店会が設置し維持管理する装飾灯の電気料
の一部を補助することにより、商店街の振興を
図った。

・村山アメ横通り商店会
　　装飾灯12基　補助額　23,753円
・武蔵村山市学園通り商店会

　　装飾灯26基　補助額　52,091円
・元町コロコロ商店会

　　装飾灯10基　補助額　20,035円
・村山中央ショッピングセンター商店会

　　装飾灯24基　補助額　47,507円

③ 第3回
日時　平成30年10月16日（火）

午前10時30分～午後0時30分
場所　シーズ立川　ルーム2・3
定員 20人
参加者数　 6人

⑶ インターンシップ
受入希望企業　　16社
受入実施企業　 　6社
参加者数　　延べ11人

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

商工会が実施する大型店との差別化を図る事
業の経費の一部を補助し、市内小規模商業者の
育成と地域社会全般の活性化を図った。

・「まいど～宅配」事業
　　宅配件数　　2,024件
　　送迎人数　　2,148人

伝統的工芸品である村山大島紬の宣伝活動事
業等の経費の一部を補助し、その振興を図っ
た。

多摩地域の中小企業が有する個性豊かな技術
や製品の展示、技術開発力の高さ等の紹介によ
り、受注拡大やビジネスマッチングの場を提供
するための「たま工業交流展」に負担金を支出
した。

商工会事業の経費の一部を補助し、商工業の
振興を図った。

伝統的工芸品である村山大島紬を支援するた
め、伝統的工芸品産業振興協会に負担金を支出
した。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

⑧ 商 店 街 都支出金
チ ャ レ ン ジ
戦 略 支 援 一般財源
事業費補助金

市内商業者で組織する商店会が実施するイベ
ント事業の経費の一部を補助し、商店街の活性
化と地域経済の発展を図った。

イベント事業
1　村山中央ショッピングセンター商店会

「中元福引き売り出し」
総事業費 1,535,300円
補助額 978,000円
実施期間　平成30年7月1日（日）～

平成30年7月16日（月）
実施場所　村山中央ショッピングセン

ター商店会内

　 2　村山中央ショッピングセンター商店会
「歳末福引き売り出し」
総事業費 1,575,500円
補助額 977,000円
実施期間　平成30年12月1日（土）～

平成30年12月16日（日）
実施場所　村山中央ショッピングセン

ター商店会内

　 3　村山団地中央商店会
「来てみてチャレンジ！中元大売り出
し」
総事業費 1,187,960円
補助額 724,000円
実施期間　平成30年7月5日（木）～

平成30年7月21日（土）
実施場所　村山団地中央商店会

（まいど～宅配センター内）

　 4　村山団地中央商店会
「来てみてチャレンジ！

歳末大売り出し」
総事業費 2,068,128円
補助額 1,227,000円
実施期間　平成30年11月26日（月）～

平成30年12月22日（土）
実施場所　村山団地中央商店会

（まいど～宅配センター内）

　 5　村山アメ横通り商店会
「中元お楽しみイベントセール」
総事業費 931,536円
補助額 621,000円
実施期間　平成30年7月1日（日）～

平成30年7月10日（火）
実施場所　村山アメ横通り商店会内

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要事業又は事項
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

⑨ 安 心 安 全 ・ 一般財源
エ コ 住 宅 等
改修助成事業
補 助 金

⑩ 武 蔵 村 山 一般財源
地域ブランド
創造活動事業
補 助 金

⑪ 小規模事業者 一般財源
振興資金利子
補 給 金

一般財源
融 資 経 費
（ ・ ・ ）

小 口 事 業 資 金

市民の住環境における防災対策を推進し、環
境負荷を軽減して安心安全なまちづくりを推進
するとともに、地域経済の活性化を図った。

　新エネルギー利用機器等設置費補助金
　　補助件数35件　補助額　　400,000円
　エコ住宅化助成事業補助金
　　補助件数81件　補助額　5,294,000円
　バリアフリー住宅化助成事業補助金
　　補助件数18件　補助額　1,348,000円

事業者に事業資金の融資あっせんを行うとと
もに、その融資に対する信用保証料を補助する
ことにより、事業者の負担を軽減し、経営の安
定化に寄与した。

　本年度実績
　申請　　　　　件数　　　　　 89件
　　　　　　　　金額　384,030,000円
　融資実行　　　件数　　　　　 74件
　　　　　　　　金額　301,430,000円
　
　信用保証料負担件数　　　　　 71件

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

武蔵村山市小口事業資金あっせん制度を利用
し、事業用資金の融資を受けた小規模事業者に
対し、支払利息の 分の （東京都制度融資や商
工会の制度融資、銀行等との直接融資について
は、最初の 年間に限り、 分の （最大 万
円））を利子補給し、小規模事業者の経営安定
化に寄与した。

　利子補給件数　　　　　　　151件

「武蔵村山地域ブランド」として認証した商
品の普及促進等に要する経費の一部を補助し、
市の活性化と魅力の向上を図った。

　普及促進事業補助金　1件　200,000円
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

諸収入

一般財源

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

創業支援事業計画（平成 年 月認定）に基
づく特定創業支援事業を実施し、市内での創業
を希望する者の支援を行った。

　 1　むらやま創業塾「ゆめ」
日時　平成30年7月29日（日）

8月 5日（日）
8月26日（日）
9月 2日（日）
9月 9日（日） 計5回

午後1時30分～午後5時30分
場所　中部地区会館405会議室
参加費　5,000円（5回分）
定員 10人
参加者数　  2人

　 2　むらやま創業セミナー「みらい」
日時　平成30年 9月27日（木）

10月 4日（木）
10月25日（木）
11月22日（木）計4回

午後5時～午後8時
場所　中部地区会館405会議室等
参加費　　無料
定員 各回10人
参加者数　延べ10人

　 3　むらやま創業者交流会
日時　平成31年3月15日（金）

午前10時～午後0時30分
場所　緑が丘ふれあいセンター会議室

1・2
参加費　　無料
定員 30人
参加者数　13人

　 4　個別相談
日時　毎週月～金曜日

（相談者の希望に合わせ調整）
午前9時～午後5時
1人1時間程度

場所　中部地区会館405会議室等
参加費　　無料
開催日数　 9日
参加者数　延べ10人

創業支援事業経費
（ ・ ・ ）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

都支出金

一般財源

一般財源消 費 生 活 展 消費者団体等が日ごろ活動しているテーマの
中から、日常生活に密着した問題を取り上げ、
パネル展示及び実験実演を通して、消費者意識
の向上を図った。

　開 催 日　平成30年10月13日（土）
14日（日）

　会　　場　ダイエー武蔵村山店1階
　参加団体　6団体
　来場者数　延べ　171人

開 催 経 費
（ ・ ・ ）

消 費 者 対 策 経 費 市民の消費生活の安定と向上を図るため、消
費生活相談を実施した。

また、市民の消費者意識の向上及び消費者の
自立支援を目的に、消費者講座を開催した。

　消費生活相談件数　399件
　消費者講座開催回数　6回
　消費者講座参加者人数　延べ　120人

（ ・ ・ ）

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

施工区域

都営村山団地後期計画事業第 期地区建替事
業の予定があることに伴い、既存の暫定駐車場
を撤去し、用途の決まっていない用地に暫定駐
車場を新設したことにより、都営村山団地及び
その周辺の来訪者に対して駐車環境の保持を
図った。

着工年月日

緑が丘
1460番地内

武 蔵 村 山 市 暫 定
駐 車 場 整 備 事 業

契約年月日

（ ・ ・ ）

工 事 概 況

工事件名 工事内容 金　　額（円）

事業又は事項

竣工年月日

武蔵村山市暫定
駐車場設置及び
撤 去 工 事

都営村山団地西通
りの駐車場の撤去
及び近隣への駐車
場新設工事
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

都支出金　※

諸収入

一般財源

   3　桜まつり事業

一般財源

委員会に対し交付金を交付し、
広域的な観光振興を図った。

商工会が主催する花火大会の経費の一部を補
助し、市の観光振興を図った。

　第40回記念武蔵村山市観光納涼花火大会
　　開催年月日　 平成30年8月25日（土）
　　大会会場　　 野山北公園運動場
　　総事業費　　 16,854,038円
    補 助 額 7,500,000円
　　観覧者数 約70,000人
　　打上げ花火数 4,000発

参加者数　33,981人

　 4  狭山丘陵観光連携事業
連携団体 7団体
実行委員会交付金額 4,978,800円
内　　容　狭山丘陵観光連携事業実行

開催期間　平成30年3月31日（土）から
平成30年4月 8日（日）まで

った。

桜まつりに要する経費の一部
を補助し、市の観光振興を図

540,000円

光振興を図るため観光大使を委

総事業費　4,340,996円
補 助 額　　800,000円

委 嘱 者　　　　 　　 薬丸　裕英　氏
等身大パネル作製委託料　 　194,400円
村山デエダラまつり出演委託料

嘱した。

内　　容　本市の魅力を広く発信し、観

内　　容　桜まつり実行委員会に対し

　本市の観光振興のため各種事業を実施した。

　 1　魅力づくり推進事業委託

力マイスター」制度を活用し

委 託 料　1,998,000円

参加者数　 50人

   2　観光大使事業

する「魅力教え隊」及び「魅

たツアー等を実施した。

事業又は事項

実 施 日　平成30年11月24日（土）
平成30年12月 8日（土）

内　　容　本市ならではの体験を提供
し、体験した人が情報を発信

観 光 振 興
対 策 経 費
（ ・ ・ ）

観光納涼花火大会

※ 市町村総合交付金 680千円

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

経 費
（ ・ ・ ）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

諸収入

一般財源

諸収入　※

一般財源

市民まつり実行委員会と協働で市民まつり
（村山デエダラまつり）を開催した。

　第13回村山デエダラまつり
　　開催年月日

平成30年10月27日（土）・28日（日）
　　来場者数　　　　　　約70,000人
　　実行委員会交付金　16,000,000円

温泉施設の維持管理上必要な経費を負担し、
温泉施設を活用した市民の健康づくり及び市民
福祉の増進を図った。

⑴ 開館日数　353日
⑵ 開館時間　午前10時から午後11時まで
⑶ 施設利用者数
ア 市内在住者　　54,071人
イ 市外在住者　 102,191人
ウ 障　害　者　 　2,696人

計 158,958人

※ うち平成29年度において、温泉施設リニ
ューアルに伴い生じた光熱水費負担金

3,198,707円

緑 が 丘 地 区 緑が丘地区（都営村山アパート事業区域内）
の用地（約 ）について、東京都と共同し
て暫定管理を行い、市民の憩いの場としてひま
わり畑等を整備した。

　愛　　称　ひまわりガーデン武蔵村山
　開園期間　平成30年7月21日（土）から

平成30年8月 6日（月）まで
　来場者数　22,265人

　愛　　称　菜の花ガーデン武蔵村山
　開園期間　平成31年2月20日（水）から

平成31年4月 5日（金）まで
　来場者数　9,342人

暫 定 管 理 経 費
（ ・ ・ ）

市 民 ま つ り
経 費
（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

温 泉 施 設
維 持 管 理 経 費
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

諸収入

一般財源

陶芸・水墨画展示

1月19日 56人

※
449人

※
1,230人

11月16日～

8月19日～

12月2日～

22人

※
1,271人11月30日

3月8日

※　展示については、来館者数を掲載

10月13日

内　容 開催日
来　館・
参加者数

市内の大規模商業施設内における市の情報発
信基地として、市の観光情報の提供、伝統工芸
の展示販売等を通して市の を行うとともに、
住民票の写し及び印鑑登録証明書の発行等を行
い、市民の利便性の向上を図った。

また、各種催しを開催し、情報館の利用促進
のためのPRを図った。

　名　　称　武蔵村山市情報館えのき
　所 在 地　武蔵村山市榎一丁目1番地の3
　面　　積　76.60㎡（23.17坪）
　開館時間　午前10時から午後8時まで
　休 館 日　年末年始（12月29日～1月3日）

3月1日～

市内風景写真展

16人

※
1,330人

四季歳時写真展

8月30日

※
559人

1月9日～
1月15日

12月17日

39人
8月20日

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

情 報 館
運 営 経 費
（ ・ ・ ）

※
1,059人

6月9日 65人

12月18日～
  12月24日

1月21日～
　　2月3日

村山大島紬 機織
り体験

夏にひゃ～“村
山の妖怪のおは
なし”

ひまわりガーデ
ン武蔵村山及び
村山デエダラま
つりフォトコン
テスト 入賞
作品展

ひなまつり吊るし
飾り展

「税に関する作
文」等受賞作品の

展示

マイナンバーカー
ドの申請に係る写
真無料サービス

マイナンバーカー
ドの申請に係る写
真無料サービス

マイナンバーカー
ドの申請に係る写
真無料サービス
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

都支出金

一般財源

　

榎二丁目
地区の一部

境 界 杭 等 埋 設
業 務 委 託

境界杭埋設
榎二丁目
地区の一部

地籍調査事業委託
地籍調査
（測量工程）
（調査工程）

榎二丁目
地区の一部

地 籍 調 査 事 業 費 国土調査法に基づく「都市再生地籍調査事
業」において、一筆ごとの土地の所有者、地
番、地目の調査並びに境界・地積を測量し、地
籍図及び地籍簿を作成することにより、地籍の
明確化を図る。

（ ・ ・ ）

委　　　託　　　概　　　況

委託件名 委託内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

施工区域

市内一円

市道測量点検委託
主要市道第12号線
区域測量

伊奈平一丁目
33番地先から
伊奈平二丁目
62番地先

竣工年月日

道 路 台 帳 整 備
（ 補 正 ） 委 託

道路台帳補正
・平面図補正
　　　　22,225㎡
・調書補正
　　 　  2,487ｍ
地下埋設物台帳
補正
・平面図及び調書
　補正
　　　   7,319ｍ

7 　土木費

事業又は事項

委　　　託　　　概　　　況

委託件名 委託内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

施工区域

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

道 路 台 帳 道路法第 条に基づき、道路に関する基本的
事項を統括して把握する必要があるので、道路
台帳及び地下埋設物台帳を補正した。

整 備 経 費
（ ・ ・ ）

竣工年月日

地 籍 調 査 図 面
作 成 委 託
（平成 年度分）

地籍調査図面作成
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金　※

　 一般財源

都支出金

繰入金

諸収入

一般財源

① 道 路 補 修 用 一般財源
原 材 料 費

② 道路ストック 一般財源
総 点 検 調 査
経 費

③ 道 路 雨 水 一般財源
吸 込 槽 等
浚 渫 委 託

道路雨水処理施設等の浚渫を行い生活環境の
向上を図った。

　道路排水施設浚渫委託　　　   6,681,775円
　道路雨水吸込槽浚渫委託      13,841,150円
　雨水排水処理施設浚渫委託     5,011,200円

道 路 維 持
管 理 経 費
（ ・ ・ ）

雨 水 対 策 工 事
（ そ の ）

管きょ工　82ｍ
Ｕ型側溝設置工
          18ｍ

施工区域
竣工年月日

中央二丁目
125番地先から
126番地先

主 号 線
ほ か 路 線
雨 水 対 策 工 事

Ｕ型側溝設置工
　　　　  15ｍ
集水ます設置工
　　　　　 4基

中央四丁目
12番地先から
中央三丁目
19番地先
ほか1か所

雨 水 対 策 事 業
（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

工　　　事　　　概　　　況

工事件名 工事内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

　※　市町村総合交付金　　      12,200千円

道路、道路附属物、排水施設及び交通安全施
設等の補修作業等を行い、道路の安全管理に努
めた。

　穴埋、路面補修作業
　　簡易舗装アスファルト使用量　 367袋
　　アスファルト混合物使用量　　　 9.5t
　砂利敷作業
　　砂利投入量　　　　　　　　　　20.3㎥

道路及び付属施設等の損傷状況を把握するこ
とを目的とし、近接目視や打音検査、触診等を
実施し、道路の安全管理に努めた。

　点検施設（道路橋梁、街路灯（単独柱））
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

繰入金

一般財源

主要市道第12号線騒音調査委託

都支出金

一般財源

都支出金

市債

一般財源

物 件 補 償 伊奈平六丁目23番地の1ほか2件

用　　地　　取　　得　　状　　況

利 子 補 給 金 公共用地先行取得に伴う利子補給金
調 査

用 地 取 得 伊奈平六丁目3番地の3ほか5件

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

主 要 市 道

（ 主 ） 号 線
整 備 工 事

舗装工　2,386㎡
区画線工　一式

三ツ藤一丁目
113番地先から
伊奈平一丁目
59番地先

工事件名 工事内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

施工区域
竣工年月日

主 要 市 道
第 号 線
整 備 事 業
（ ・ ・ ）

工　　　事　　　概　　　況

用 地 取 得 伊奈平六丁目23番地の1ほか3件

件　　名 内　　容 面積（㎡）

主 要 市 道 地域防災計画で緊急活動重要路線に指定され
ている当該道路を拡幅整備するため、用地の取
得等を実施した。
（平成29年度からの繰り越し分）

第 号 線
整 備 事 業
（ 繰 越 明 許 費 ）
（ ・ ・ ）

物 件 補 償 伊奈平六丁目3番地の3ほか3件

用 地 取 得
主要市道第12号線整備事業用地取得
に伴う不動産鑑定評価委託　2件

物 件 補 償

用　　地　　取　　得　　状　　況

件　　名 内　　容 面積（㎡） 金額（円）

主要市道第12号線整備事業に伴う物
件補償調査委託

第 号 線
整 備 事 業
（ ・ ・ ）

地域防災計画で緊急活動重要路線に指定され
ている当該道路を拡幅整備するため、用地の取
得等を実施した。

金額（円）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金　※

一般財源

一般財源

都支出金　※

一般財源

※ 市町村総合交付金 1,600千円

（ 主 ） 号 線
整 備 工 事

舗装工　　557㎡
側溝蓋設置工

148ｍ

主 要 市 道 車両交通の円滑化及び歩行者の安全性の向上
を図るため、拡幅整備するものであり、先行取
得に伴う利子補給を実施した。

第 号 線
拡 幅 整 備 事 業

三ツ木二丁目
47番地先から
6番地先

（ ・ ・ ）

工事件名 工事内容

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

主 要 市 道
第 号 線
整 備 事 業
（ ・ ・ ）

※ 市町村総合交付金 8,500千円

工 事 概 況

利子補給金 公共用地先行取得に伴う利子補給金

金　額（円）

市 街 化 調 整

件　　名 内　　容

着工年月日
施工区域

竣工年月日
金　　額（円） 契約年月日

用　　地　　取　　得　　状　　況

整 備 事 業
（ ・ ・ ）

区 域 内 道 路

金　　額（円） 契約年月日
着工年月日
竣工年月日

工 事 概 況

工事件名 施工区域工事内容

市街化調整区域内
道 路 整 備 工 事

路床入替工
54ｍ

砂利舗装工
198㎡

中原四丁目
25番地先
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金　※

繰入金

一般財源

一般財源

既設道路整備工事
（ そ の ）

舗装工  　113㎡
中央四丁目
21番地先から
36番地先

中央二丁目
125番地先から
126番地先

（ ・ ・ ）
　泥土等の堆積による悪臭の発生防止及び集中
豪雨時の氾濫防止のため河川浚渫等を行い、生
活環境の向上を図った。

　浚渫延長　　約218ｍ

河 川 管 理 経 費

既設道路整備工事
（ そ の ）

舗装工  　232㎡

学園三丁目
42番地先から
43番地先
ほか1か所

既設道路整備工事
（ そ の ）

舗装工  　877㎡

既設道路整備工事
（ そ の ）

舗装工    319㎡
管きょ工　 14ｍ

岸二丁目
21番地先から
岸三丁目
24番地先

工事件名 工事内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

施工区域
竣工年月日

既 設 道 路
　※　市町村総合交付金　　      23,300千円整 備 事 業

（ ・ ・ ）

工　　　事　　　概　　　況

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

既設道路整備工事
（ そ の ）

舗装工  　 71㎡
三ツ藤三丁目
53番地先から
51番地先

道路補修工事等 道路部分補修等 市内一円
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金　※

一般財源

国庫支出金　
　※　うち市町村総合交付金　　   2,190千円

都支出金　※

一般財源

① 生産緑地地区 一般財源
変更図書作成
及び台帳管理
シ ス テ ム
デ ー タ 補 正
経 費

② 榎 地 区 ま ち 都支出金　※
づ く り 事 業
経 費 一般財源

③ 特定緊急輸送 国庫支出金
道路沿道建築
物耐震化促進 都支出金
事 業 助 成 金

一般財源

推 進 経 費
（ ・ ・ ）

一 般 河 川
　※　市町村総合交付金　　      17,400千円

事業又は事項

竣工年月日
施工区域

着工年月日

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

都 市 計 画 事 業

工　　　事　　　概　　　況

契約年月日工事内容

特定緊急輸送道路沿道建築物の除却費用の一
部を助成し、耐震化の促進を図った。
　
  助成件数　1件

工事件名

交通・防災機能などを強化し、秩序ある市街
地の形成を図るため、地元説明会を開催するな
どし、まちづくりの整備手法等について検討し
た。
　
　※　市町村総合交付金　　       2,190千円

生産緑地地区の都市計画変更を行うため、都
市計画図書等を作成するとともに、生産緑地地
区台帳管理システムのデータ補正及び機能追加
等を行った。

河 川 改 修 工 事 河床入替工 33㎥

金　　額（円）

件　　名

改 修 事 業 経 費
（ ・ ・ ）

岸二丁目
21番地先から
岸三丁目
24番地先

空 堀 川 整 備 事 業 に 伴 う
神 明 橋 架 替 工 事 負 担 金

神明三丁目105番地先

場　所 金　額（円）

工　事　負　担　金　概　況
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

諸収入

一般財源

都支出金　※

一般財源

都支出金　※

一般財源

 　2　乗合タクシー乗降場所表示看板設置用地

                                   1,500円

事業又は事項

乗 合 タ ク シ ー

  ※　市町村総合交付金　　      12,000千円

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

地 域 公 共 交 通

　市民の日常生活における交通利便性の向
上を図るため、バス事業者に対し運行経費
の補助を行った。

（ ・ ・ ）

市内循環バスや乗合タクシーをはじめとする
市内公共交通の利便の増進を図るため、利用者
の代表者や交通事業者等で構成する「武蔵村山
市地域公共交通会議」において検討を行った。
（1回開催）

　  借上料

 　1　乗合タクシー運行業務委託料
　　　　　　　　　　　　　　　 7,646,400円

運 行 経 費
（ ・ ・ ）

市内循環バスの運行ルート再編に伴う市南西
地域における交通利便性を確保するため、デマ
ンド型の乗合タクシーの運行を行った。

　老朽化した車両を更新するために必要な
経費の補助を行った。

　 4　市内循環バスパンフレット印刷

維 持 経 費
（ ・ ・ ）

検 討 経 費

市 内 循 環 バ ス 　 1　市内循環バス運行経費補助金
運 行 経 費                              110,000,000円
（ ・ ・ ）

 　2　市内循環バスロケーションシステム運営
　　費補助金
                               2,631,618円

　スマートフォンやパソコン等からバスの
位置情報などが確認できるロケーションシ
ステムの運営に必要な経費の補助を行っ
た。

 　3　市内循環バス車両購入経費補助金

                                 148,759円

　路線図、時刻表等を掲載した市民向けの
パンフレットの印刷を行った。

　※　市町村総合交付金　　      36,000千円　　　　

都 営 バ ス 市民の日常生活における重要な交通機関であ
る都営バス（梅 系統）について、路線の存続
のための公共負担を行った。

                              20,283,827円
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

繰入金

諸収入

一般財源

① 海 道 緑 地 都支出金
保 全 地 域
管理委託経費

② 保 存 樹 木 等 繰入金
奨 励 金

都支出金　※

諸収入

一般財源

　下草刈り（5,292㎡）
　・1回目 実施日 平成30年 8月 1日
                        ～8月 2日
　・2回目 実施日 平成30年10月11日
                       ～10月12日

　落葉かき（6,993㎡）
　・1回目 実施日 平成30年12月13日
                       ～12月14日
　・2回目 実施日 平成31年 1月21日
                        ～1月22日
　・3回目 実施日 平成31年 2月25日
                       ～ 2月26日

　不法投棄物等のごみ回収等（全域)
　・1回目 実施日 平成30年 7月31日
　・2回目 実施日 平成31年 2月21日

　枯れ枝落し（全域）
　・1回目 実施日 平成30年 9月11日
　・2回目 実施日 平成30年12月18日

（ ・ ・ ）

　※　市町村総合交付金　　       4,490千円

市街化区域に存する樹木等を保護し、良好な
緑地の保全と住環境の向上を図った。

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

モ ノ レ ー ル
関 連 事 業 経 費

（ ・ ・ ）
市民が良好な自然環境の下で、健康で快適な

生活を営むための緑を守り、緑化事業の推進を
図った。

事業又は事項

緑 化 推 進 経 費

多 摩 都 市

項     目 対象者（人） 対象物件 金　額　(円)

1件
（1,117㎡）

120か所
（延べ4,232ｍ）

保 存 樹 林

保 存 樹 木 99本

保 存生 け垣
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

① フ ォ ト 都支出金　※
コ ン テ ス ト
開 催 経 費 一般財源

② 多 摩 都 市 都支出金　※
モ ノ レ ー ル
関連物品作製 一般財源
委 託 経 費

③ 多 摩 都 市 都支出金　※
モ ノ レ ー ル
関 連 調 査 一般財源
委 託 経 費

④ モノレール沿 一般財源
線まちづくり
構 想 パ ン フ
レ ッ ト 作 成
委 託 経 費

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

「モノレール沿線まちづくり構想」の案をよ
り読みやすくするためデザイン等を調整し、パ
ンフレットを作成した。

　作成部数
　　本編　　600部
　　概要版　600部

多摩都市モノレール箱根ケ崎方面延伸の早期
実現への思いを表現するとともに、わがまちの
魅力を再認識する機会として、フォトコンテス
トを開催した。

入賞作品については、市役所 階ロビーやデ
エダラまつり会場において写真展を開催し、
カレンダーに掲載した。

 　1　一般写真モノレール部門
応募数　34点
最優秀作品　1点
優秀作品　  4点

　 2　一般写真市内風景部門
応募数　48点
最優秀作品　1点
優秀作品　  3点

 　3　モバイル写真部門
応募数　 8点
最優秀作品　1点
優秀作品　　2点

※ 市町村総合交付金 47千円

多摩都市モノレール箱根ケ崎方面延伸の早期
実現を促進するための 活動の一環として、カ
レンダーを作製した。

　作製冊数　800冊

※ 市町村総合交付金 183千円

モノレール延伸後を見据えたまちづくりの方
向性を明らかにすることを目的とした「モノ
レール沿線まちづくり構想」の策定のため、関
連する事例やデータの収集・整理などを行い、
案を作成した。

また、開業区間の用途地域の推移などを調査
し、延伸区間における適切な用途地域の検討な
どを行った。

　成果品
　　報告書及び電子データ

※ 市町村総合交付金 3,238千円
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

⑤ モノレールを 都支出金　※
呼 ぼ う ！
市 民 の 会 一般財源
交 付 金

都支出金　※

繰入金

一般財源

都支出金

一般財源

一般財源

一般財源

一般財源民 間 遊 び 場

交通の円滑化や歩行者等の安全性の向上など
を図るため、第 次みちづくり・まちづくり
パートナー事業を活用して拡幅整備を行うもの
であり、交通量調査、道路予備設計等を行っ
た。

（ ・ ・ ）

都市の健全な発達、公衆衛生の向上及び公共
用水域の水質の保全に資するため効率的に下水
道の整備を図った。

繰 出 金
下 水 道 事 業

多摩都市モノレール延伸に向けた促進活動を
行う市民団体「モノレールを呼ぼう！市民の
会」に対して、交付金を交付した。

　交付額　1,312,417円

　※　市町村総合交付金　　       1,022千円

区 画 整 理 事 業

事業又は事項

道 路 ・ ・ 号

武 蔵 砂 川 駅 榎 線
整 備 事 業
（ ・ ・ ）

松 中 残 堀 線
整 備 事 業

都 市 核 地 区 土 地

（ ・ ・ ）

立 川 都 市 計 画
道 路 ・ ・ 号

立 川 都 市 計 画 立川都市計画道路 ・ ・ 号松中残堀線整備
事業用地の適正な維持管理のため、除草等を
行った。

多摩都市モノレールの延伸計画に先行し、市
の中心核となる計画的なまちづくりを行うた
め、都市核地区土地区画整理事業の推進を図っ
た。

　※　市町村総合交付金　　     195,713千円

繰 出 金
（ ・ ・ ）

民間遊び場の施設改善に要する費用の一部補
助及び砂の補充を行い自治会による施設管理の
適正化を支援することにより、児童等の健全な
育成を図った。

　・施設の改善 　 1か所（中藤団地自治会）
　・砂の補充　　　3か所（1.1㎥）
　　　　　　　（入り自治会ほか2自治会）

助 成 経 費
（ ・ ・ ）

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

都支出金

繰入金

市債

一般財源

委　　　託　　　概　　　況

野山公園土留擁壁
改修工事設計委託

野 山 公 園 円 形
ベンチ撤去工事

工　　　事　　　概　　　況

境界擁壁改修工事
の設計委託

本町五丁目
11番地

着工年月日
施工区域

竣工年月日

都市公園等トイレ
洋 式 化 工 事

伊奈平公園フェン
ス 改 修 工 事

フェンス改修

委託件名 委託内容 金　　額（円）

都市公園等園内灯
切 替 工 事

工事件名 工事内容 金　　額（円） 契約年月日 施工区域

都市公園法及び都市公園条例の規定に基づ
き、公園内の良好な環境づくりのための改良工
事等を行った。

竣工年月日

三 ツ 藤 南 公 園
フェンス改修工事

フェンス改修

三ツ藤三丁目
27番地
ほか5か所

着工年月日

三ツ藤三丁目
27番地
ほか10か所

伊奈平五丁目
84番地

本町五丁目
11番地の1

三ツ藤一丁目
77番地の1

公 園 整 備 事 業
（ ・ ・ ）

遊具等改修

円形ベンチ撤去

和式から洋式への
トイレ改修

契約年月日

三ツ藤三丁目
27番地
ほか8か所

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

山王森公園ほか
箇 所 遊 具 等

改 修 工 事

LEDライトへの切
替
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

財産収入

寄附金

繰入金

諸収入

一般財源

一般財源 市営本町住宅から新住居へ移転した者に対し
て、新住居の家賃助成及び移転補償を行った。
　
　家賃助成対象者　1人
　移転補償対象者　1人

居 住 者 移 転 経 費
（ ・ ・ ）

モ ノ レ ー ル
基 金 積 立 金
（ ・ ・ ）

市 営 住 宅

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

多 摩 都 市 多摩都市モノレールの延伸に備え、市の負担
金等に必要な資金を 年間で 億円を目標に積
み立てるために設置した多摩都市モノレール基
金に、年次計画による積立額及び基金利子を積
み立てるとともに、モノレール関連物品の売上
収入、多摩都市モノレール募金等を積み立て
た。

 

年 度
積立額
（円）

基金利子
（円）

現在高
（円）

平成 年度から
平成 年度まで

平成 年度

合 計
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金　※

一般財源

常 備 消 防 費 都支出金　※
都 委 託 金

一般財源

都支出金　※

諸収入

一般財源
　

① 消防教育訓練 一般財源
経 費

消 防 事 務

消防に関する知識技能の習得、体力気力の錬
成及び規律の保持等に関する各種訓練を実施し
た。

消 防 団 運 営 経 費

8　 消防費

　※　市町村総合交付金　　     473,700千円委 託 経 費

（ ・ ・ ）

事業又は事項

（ ・ ・ ）

　消防業務の東京都委託に係る経費

　※　市町村総合交付金　　     473,700千円

　※　市町村総合交付金　　　     8,216千円

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

消 防 訓 練 所 派 遣 訓 練

警防科・機関科・救急科・救助科・

上 級 幹 部 ・ 指 揮 幹 部 ・ 初 級 幹 部

応 急 救 護 訓 練

（ 応 援 手 当 指 導 員 講 習 ・

上 級 救 命 講 習 ・ 普 通 救 命 講 習 ）

出動人員　延べ　3,695人　出動回数　149回

延べ
　　　　16人

延べ
 　　　869人

延べ
 　　1,268人

訓練内容 出動人員 出動回数 場所

1回 真如MURAYAMAグラウンド駐車場

11回 北多摩西部消防署ほか

第十小学校1回

2回 真如苑プロジェクト用地ほか

野山北公園運動場23回

中部地区会館ほか

野山北公園運動場

野山北公園運動場

1回

1回

真如MURAYAMAグラウンド駐車場1回

 　　　141人

 　　　162人

延べ
 　　 　77人

野山北公園運動場ほか

東京都消防訓練所8回

46回

野山北公園運動場ほか52回

2回

出 初 式 操 法 訓 練

出 初 式 予 行 訓 練

出 初 式

各 種 研 修 ・ 講 習 会 ・ 視 察 等

延べ
 　　　 34人

 　　　126人

 　　　124人

 　　　147人

延べ
 　　　137人

延べ
　　　 594人

消 防 訓 練

市 操 法 大 会 に 伴 う 操 法 訓 練

水 防 訓 練

教 官 派 遣 訓 練

総 合 防 災 訓 練

消 防 署 と の 連 携 訓 練
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

② 消 防 団 員 都支出金　※
被 服 等 経 費

一般財源

③ 消 防 団 員 都支出金　※
定例表彰経費

一般財源

④ 消防団火災等 一般財源
出 動 経 費

⑤ 消 防 団 員 一般財源
福祉共済保険
加 入 経 費

⑥ 消防団員厚生 一般財源
事 業 交 付 金

火災 23回

消防団員互助会に交付金を交付し、消防団員
の福利厚生を図った。

延べ　1,110人

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

武蔵村山市消防団員等表彰規程 昭和 年村
山町規程第13号)に基づき表彰した。

　優良団員表彰 8人
　20年勤続表彰 10人
　15年勤続表彰 1人
　10年勤続表彰 12人

※ 市町村総合交付金 45千円

　出動回数 103回
　出動人員　延べ　2,091人

内訳

警戒 80回

消防団員福祉共済保険に加入し、消防団員の
不慮の事故に対し、万全を期した。

延べ　  981人

出動回数 出動人員

消防団員の災害活動における身体保護及び処
遇改善の一環として、必要な被服等 制服、制
帽、作業服、編上げ靴等)の貸与を行った。

※ 市町村総合交付金 428千円
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

国庫支出金　※

市債

一般財源

都支出金　※

一般財源

一般財源

金　　額（円）
竣工年月日

中央四丁目
25番地先

防火水槽設置工事
に伴う地質調査
委 託

地盤調査

防火水槽（27ｔ）
の撤去及び
防火水槽（40ｔ）
の設置工事

防 火 水 槽 撤 去
設 置 工 事

委　　　託　　　概　　　況

委託件名 委託内容 契約年月日
着工年月日

施工区域

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

竣工年月日

給水引込箇所変更

竣工年月日

可 搬 消 防 ポ ン プ

消火栓の適切な維持管理に努め、消防水利の
充実を図った。

購 入 事 業

工事件名 工事内容 金　　額（円） 契約年月日

消 防 水 利 等

着工年月日
施工区域

（ ・ ・ ）

工　　　事　　　概　　　況

整 備 事 業
（ ・ ・ ）

消防施設整備事業

事業又は事項

施工区域

第七分団車庫給水
引込箇所変更工事

着工年月日
工事件名 工事内容 金　　額（円） 契約年月日

中央四丁目
25番地先

残堀五丁目
8番地の1

（ ・ ・ ）

工　　　事　　　概　　　況

（ ・ ・ ）

消防団の資機材において、経年劣化により更
新の時期に来ている備品を整備した。

既設給水管の引込位置及び配管ルートの変更
を行った。

中央四丁目地内の 級防火水槽を 基撤去
し、40t級防火水槽を1基設置した。

　※　特定防衛施設周辺整備調整交付金
　　　　　　　　　　　　　　　　15,000千円

第 七 分 団 車 庫
施 設 整 備 事 業

　可搬消防ポンプ　8台

　※　市町村総合交付金　　　　　17,305千円
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

① 災 害 対 策 一般財源
備 蓄 物 資
購 入 事 業

② 防 災 士 養 成 一般財源
事 業 助 成 金

市債

一般財源

本町一丁目
1番地の1

自主防災組織を対象に防災士の資格を取得す
るため講習に係る経費を助成した。

　助成対象人数　4人

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

契約年月日

（ ・ ・ ）

委託件名

東京都防災無線、防災行政無線、地域防災無
線に係る運営及び設備の維持管理を行った。

委 託 概 況

施工区域
着工年月日
竣工年月日

全 国 瞬 時 警 報
システム受信機
更 新 委 託

受信機の更新

委託内容 金　　額（円）

防 災 行 政 無 線
経 費

防 災 対 策

（ ・ ・ ）

平成 年 月に修正した「武蔵村山市地域防
災計画」を踏まえ、備蓄物資を購入した。

経 費
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

都支出金

一般財源

一般財源

一般財源

一般財源

（ ・ ・ ）

学 童 見 守 り 事 業 学童交通擁護員を配置し、児童の登下校時の
交通安全の確保を図った。

　（学童交通擁護員の配置）
　　一小　都道5号線及び都道59号線（2人）
　　大南学園七小
 　     　主要市道第8号線（2人）
　　八小　都道162号線（3人）
　　九小　都道55号線 （2人）
　　十小　主要市道第2号線、主要市道第9号線
　　　　及び一般市道D第5号線（3人）

経 費

通 学 路 案 内 学校の通学路の電柱に通学路案内標示板等を
設置し、道路利用者に通学路の予告や注意を促
し、児童・生徒の登下校時の安全を確保した。

標 示 板 設 置
事 業 経 費

介 助 員 等 経 費 特別支援学級等に介助員・支援員を配置し、
特別支援教育の充実を図った。

　（介助員の配置）
　　一小　3人、雷塚小　6人、
　　一中　2人、村山学園二中　2人

　（特別支援教育支援員の配置）
　　一小　2人、三小　1人、十小　2人、
　　雷塚小　1人、村山学園二中　1人

事 務 事 業 点 検 ・ 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執
行の状況について、点検及び評価を行うため、
教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を
図った。
　（有識者3人）

評 価 事 業 経 費
（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）

スクールガード・ 各小学校の校舎、校庭、通学路を巡回し、危
険箇所等のポイントや改善点の指導助言を行
い、学校の安全管理の向上を図った。

また、子ども安全ボランティアや学校関係者
等を対象に学校安全講習会を開催し、地域ぐる
みの学校安全体制の充実を図った。

　スクールガード・リーダー　　2人

リ ー ダ ー 等 謝 礼
（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）

9　 教育費

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

繰入金

一般財源

繰入金

一般財源

一般財源

都支出金

一般財源

① 学 校 プ ー ル 一般財源
指 導 費

② 小 学 校 英 語 一般財源
活 動 支 援 員
配 置 事 業
経 費

③ 部 活 動 外 部 一般財源
指 導 員 費

（ ・ ・ ）

小学校の水泳指導に補助員を配置することに
より、児童の安全確保、水泳技術の習得及び体
力の向上を図った。

小学校に英語が堪能な人材を英語活動支援員
として配置し、外国語の音声や基本的な表現に
慣れ親しませながら、コミュニケーション能力
の素地の育成を図った。

中学校における部活動支援事業として、外部
指導者に対する補助を行った。

　　　　　一中　　1,911,000円
　村山学園二中　　1,911,000円
　　　　　三中　　1,862,900円
　大南学園四中　　1,708,850円
　　　　　五中　　1,530,100円

小 学 校 補 助 市内全小学校に補助教員を各校 名配置し、
児童一人一人に対するきめ細やかな指導の実現
に資するとともに、地域で学校を支える体制づ
くりを推進した。

教 員 派 遣 事 業
（ ・ ・ ）

教 育 指 導 管 理
経 費

学 校 司 書 等 市内全小・中学校に司書等を配置することに
より、市立学校における読書活動を推進し、児
童及び生徒の健全な育成に資した。

派 遣 事 業
（ ・ ・ ）

施工区域
竣工年月日

第三小学校ほか
校 通 学 路 防 犯

カメラ設置工事

通学路防犯カメラ
を合計20か所
（5か所×4校）
設置

整 備 事 業
（ ・ ・ ）

工　　　事　　　概　　　況

工事件名

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

武蔵村山市立
第三小学校
ほか3校通学路
20か所

通 学 路 防 犯 設 備 地域の見守り活動を補完し、犯罪、交通事故
等の起きにくい安心・安全な地域づくりを促進
した。

　　　　　第三小学校　5台
　村山学園第四小学校　5台
　　　　　第八小学校　5台
　　　　　第十小学校　5台

工事内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

④ 帰 国 子 女 等 一般財源
指 導 費

⑤ 英語検定事業 一般財源
経 費

繰入金

一般財源

① 各 種 研 修 会 一般財源
等 開 催 費

② 小 ・ 中 学 校 一般財源
教 育 研 究 会
奨 励 費
補 助 金

③ 小 ・ 中 学 校 一般財源
健 全 育 成
推 進 奨 励 費
補 助 金

④ 市 立 学 校 繰入金
教 員 研 修
助 成 金

一般財源

教職員の資質向上と、教育水準をより高める
ことを目的に、各種研修会を開催した。

小・中学校の教育振興と教員の資質向上を目
的として、全教員で組織された研究会が行う研
究活動を奨励するため補助金を交付した。

　小学校教育研究会　 981,851円
　中学校教育研究会　 258,805円

小・中学校における健全育成事業の推進を奨
励するため、補助金を交付した。

　小学校（9校）　268,774円
　中学校（5校）　299,965円

小・中学校の教員等が行う研修を奨励するこ
とにより、その資質の向上及び能力開発を図る
とともに、当該研修の成果を本市の学校教育に
反映させた。

市 立 学 校 教育の充実振興に資するため、校内の自主研
究活動を奨励するため、経費の助成を行った。

　小学校（9校） 906,096円
　中学校（5校） 532,683円

特色ある教育及び特色ある学校づくりの推進
を奨励するため、経費の助成を行った。

　村山学園四小　375,000円
八小　375,000円
九小　374,996円

　村山学園二中　375,000円

学習指導要領を踏まえた、新たに生じる教育
課題の研究に要する経費の補助を行った。

一小（幼・小との円滑な接続）
150,000円

十小（幼・小との円滑な接続）
150,000円

　大南学園七小（食育・学校園活用）
199,866円

三小（英語教育の推進）
150,000円

雷塚小（英語教育の推進）
145,439円

校 内 研 究 奨 励
事 業 経 費
（ ・ ・ ）

教 職 員 等 研 究
奨 励 経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

外国から帰国又は来日した児童が日本の社会
生活に速やかに適応できるよう、日本語の指
導、生活指導等を行った。

中学校 年生を対象に、生徒の学力向上及び高
校受験対策として、英語検定事業を実施した。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

都支出金

一般財源

教 育 支 援 都支出金
セ ン タ ー
（適応指導教 一般財源
室）機能強化
モデル事業費

繰入金

一般財源

一般財源

一般財源

各 種 大 会 派 遣
経 費
（ ・ ・ ）

鑑 賞 教 室 児童・生徒が日頃接することの少ないオーケ
ストラの生演奏を聴き、音楽の美しさを味わい
豊かな心情を育てるとともに、鑑賞態度を学ぶ
ことを目的に音楽鑑賞教室を実施した。また、
生の演劇等を鑑賞し情操教育に寄与することを
目的に、芸術鑑賞教室を各小学校で実施した。

　・音楽鑑賞教室
　　対象　小学校6年生及び中学校2年生
　・芸術鑑賞教室
　　対象　三小･大南七小･八小･十小･雷塚小の
　　　　　児童

経 費
（ ・ ・ ）

小・中学校における部活動等で、児童・生徒
が各種大会等に参加する際の交通費等の補助を
行った。

また、全国大会、関東大会等の大会に派遣す
る際の経費について、交通費、宿泊費等の補助
を行った。

教 育 相 談 経 費
（ ・ ・ ）

不登校児童・生徒一人一人の状況に応じて、
不登校児童・生徒が自らの進路を主体的に捉え
て、社会的自立に向けた学習活動等を支援する
ため、学習支援員、登校支援員による家庭訪問
を行い、学習指導及び進路等生活相談を実施
し、不登校児童・生徒及びその保護者への支援
を行った。

また、その教育的効果を検討・検証するた
め、不登校等支援対策連絡協議会を設置し、効
果的な事業運営を推進した。

　（家庭訪問実施数）
　　不登校児童・生徒宅訪問回数
　　　　　　　　　　　　　　延べ　190回
　（協議会の開催状況）
　　武蔵村山市不登校等支援対策連絡協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1回

公 立 中 学 校 生徒の体力向上及び豊かな人間形成を図るた
め、中学校総合体育大会を開催した。総 合 体 育 大 会

経 費
（ ・ ・ ）

中 学 校 特 進 市内全中学校に塾講師を派遣し、特に学習意
欲が高く、自ら進んで学習しようとしている生
徒に対し学習支援を行った。

指導学年及び教科については、第 学年の数
学科。

講 座 経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

・教育相談室
児童・生徒等の学業・発達等の諸問題につ

いて各種相談に応じ、カウンセリング等を
行った。

・適応指導教室
何らかの理由で学校に行けない児童・生徒

に対し学習指導等を行うなど、学校生活への
復帰を支援した。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

一般財源

一般財源

諸収入

一般財源

一般財源

① 武 蔵 村 山 市 一般財源
教育のつどい
経 費

② 中 学 校 区 一般財源
実 践 活 動
推 進 事 業
奨 励 費

各中学校区教育推進協議会が行う活動を推進
するため、奨励費を交付し、児童・生徒の心の
教育に寄与する活動の充実を図った。

　第一中学校区教育推進協議会　229,930円
　第二中学校区教育推進協議会　180,000円
　第三中学校区教育推進協議会　230,000円
　第四中学校区教育推進協議会　179,925円
　第五中学校区教育推進協議会　279,966円

（ ・ ・ ）

心 の 教 育 推 進
事 業 経 費
（ ・ ・ ）

児童・生徒が自らの体験の中で感じたり、考
えたりしたことを発表し合い、よりよい生き方
について学ぶとともに、教職員・保護者・地域
の人達が共に児童・生徒を育てる環境づくりに
ついて考える機会とするため、教育のつどいを
開催した。

野 山 北 公 園 内 小学校 年生全児童を対象に、自然体験・勤
労体験学習及び児童の健全育成の一環として、
野山北公園学習田において水稲栽培学習を実施
した。

水 稲 栽 培 経 費
（ ・ ・ ）

外 国 青 年 英語科の授業及び特別活動での英語教育を推
進するため、各中学校に教員補助として外国青
年を配置し、英語教育の充実を図った。また、
小学校における英語活動、英語能力・国際理解
教育を推進するため各小学校に派遣を行った。

　外国語指導助手5人（平成30年4月1日現在）
　（出身国　アメリカ3人、カナダ1人、フィリ
　　ピン1人）

英 語 教 育 推 進
事 業 経 費

部 活 動 支 援 心身ともに発育成長期にある生徒の人格形成
に大きな影響を及ぼす部活動の円滑な運営を図
るため、経費の補助を行った。

　　　　　一中　1,492,340円
　村山学園二中　　666,758円
　　　　　三中　1,008,000円
　大南学園四中　1,052,535円
　　　　　五中　1,742,430円

経 費
（ ・ ・ ）

連 合 行 事 各種展示会、講習会等を開催することで、児
童・生徒の学習意欲の向上を図った。

　管弦打楽器講習会
　小学校連合音楽会
　小・中学校書初め展
　小学校図画工作展
　小・中学校特別支援学級等図画工作展

運 営 経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

都支出金

一般財源

都支出金

都支出金

都支出金

都支出金

連 携 推 進 事 業

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ 全校がコミュニティ・スクールに指定されて
いることで、各校がより特色のある教育活動を
実施した。

また、平成 年 月に第 回コミュニティ・
スクール総会を開催した。

経 費
（ ・ ・ ）

学 校 と 家 庭 の 三小、村山学園四小、八小、九小、雷塚小、
一中、村山学園二中、三中及び大南学園四中を
指定校とし、各校にスーパーバイザー及び支援
員を配置し、生活指導上の課題に対して地域全
体で取り組む教育体制及び地域や学校の実態に
即した効果的な取組の実現を図った。

事 業 経 費
（ ・ ・ ）

人権尊重教育推進校
事 業 経 費
（ ・ ・ ）

オ リ ン ピ ッ ク ・ 児童・生徒がオリンピック・パラリンピック
の歴史や意義、国際的なスポーツ大会等が国際
親善や世界平和に果たす役割を正しく理解し、
スポーツを通じて、平和な社会の実現に貢献す
ることができるようオリンピック・パラリン
ピック教育の推進を図った。

パ ラ リ ン ピ ッ ク
教 育 推 進
事 業 経 費
（ ・ ・ ）

スーパーアクティブ 大南学園四中を指定校とし、体力調査の結果
から、課題を明確にし、生徒の体力向上、健全
育成を図った。

ス ク ー ル

推 進 経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項

ス ク ー ル

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

指定校の五中において、研究主題を「自尊感
情を高め、認め合う心をもち、主体的に取り組
む生徒の育成」とし、事業を実施した。

事 業 経 費
（ ・ ・ ）

道 徳 教 育 大南学園四中を指定校とし、体験的な学習を
はじめ、考える道徳・議論する道徳を取り入れ
るとともに、適正な評価の在り方について研究
を深めた。

推 進 拠 点 校
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

都支出金

都支出金

一般財源

繰入金

一般財源

一小を指定校とし、児童に「生命の尊さ」を
理解させ、「動物愛護」の心を培う教育の推進
を図った。

奨 学 資 金
支 給 経 費

（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）

推 進 校 事 業 経 費
（ ・ ・ ）

推 進 校 事 業 経 費

（平成31年3月31日現在、単位：人）

学力格差解消推進校
事 業 経 費

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

村山学園四小を指定校とし、コンピュータプ
ログラムを意図どおりに動かす体験を通じ、論
理的な思考力を育むとともに、幼いころからプ
ログラムの世界に触れ、 に強い人材の育成を
図った。

小 学 校 動 物 飼 育

プログラミング教育

（ ・ ・ ）

健 康 管 理 経 費

私立

合計

村山学園二中を指定校とし、学力格差解消加
配により配置された教員を中心に学力向上への
取組を活性化させ、他の教員の意識の向上を
図った。

区分 1学年 2学年 3学年

学校における保健管理及び安全管理等の保持
増進を行い、学校教育の円滑化を図った。

計

高等学校等に在学するものに対し、奨学金を
支給し、有能な人材の育成を図った。

（ ・ ・ ）

都立
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

一般財源

都支出金

一般財源

特 別 支 援 教 育
推 進 経 費

「第四次特別支援教育推進計画」に基づき、
就学支援委員会等を開催し、特別支援教育の充
実を図った。

　（委員会の開催状況）
　　武蔵村山市就学支援委員会

9回
〃　　難聴学級・言語障害学級・

　　情緒障害学級等入級支援委員会
7回

〃　　特別支援教育専門委員会
2回

〃　　特別支援教育連携協議会
2回

　（講演会の開催状況）
　　開催年月日　平成30年7月31日（火）
　　会 場　さくらホール（市民会館）
　　演 題　「発達障害と多様性の尊重」
　　講 師　椎木　俊秀　氏
　　対　象　者　市内及び近隣市町在住・

在勤者
　　参　加　者　230人
　　共 催　東京都立羽村特別支援学校

東大和市

就 学 相 談 経 費 就学前、就学後における就学相談及び特別支
援教育に関する相談に応じ、特別支援教育の充
実を図った。

　（相談件数）
　　相談総件数
　　646件（新規614件、前年度継続32件）

　 (就学支援相談員)
　　6人（うち臨床心理士2人）

（ ・ ・ ）

就 学 支 援 経 費 小学校入学予定の児童を対象に健康診断等を
実施し、適切な就学支援を行った。（ ・ ・ ）

（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

隣室との防音工事
を行い、手洗器を
設置した。

村 山 学 園
第 二 中 学 校
特 別 支 援 教 室
整 備 工 事

照明を埋め込み型
電灯に改修し、防
護網を設置した。

第 三 中 学 校
特 別 支 援 教 室
整 備 工 事

施工区域
竣工年月日

緑が丘1460番地

間仕切り用アルミ
パーテーションを
設置した。

特 別 支 援 教 室
施 設 整 備 事 業
（ ・ ・ ）

設置を予定する特別支援教室の教材等物品購
入費及び教室環境の整備を実施することによ
り、当該教室の円滑な導入、特別支援教育の充
実を図った。

　（物品購入費）
　　・村山学園第二中学校
　　　パーソナルコンピュータ等 　293,806円
　　・第三中学校
　　　パーソナルコンピュータ等　 262,252円
　　・大南学園第四中学校
　　　パーソナルコンピュータ等　 297,000円

　（消耗品費）
　　・村山学園第二中学校
　　　指導教材等　　　　　　　　  29,629円
　　・第三中学校
　　　指導教材等　　　　　　　　  27,233円
　　・大南学園第四中学校
　　　指導教材等　                29,629円
　

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

大南二丁目
79番地の1

工　　　事　　　概　　　況

神明四丁目
117番地の1

大 南 学 園
第 四 中 学 校
特 別 支 援 教 室
整 備 工 事

契約年月日
着工年月日

工事件名

間仕切り用アルミ
パーテーション及
びカーテンレール
を設置した。

金　　額（円）工事内容
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

一般財源

① 学 用 品 費 等 国庫支出金

一般財源

② 医 療 費 一般財源
（単位：人、円）

区分 支給児童数 総支給額
小学校

新中学校
年 生

計

新入学準備金 （単位：人、円）
区分 支給児童・生徒数 総支給額

新小学校
年 生

移動教室費 （単位：人、円）
区分 支給生徒数 総支給額

中学校

中学校
計

校外活動費 （単位：人、円）
区分 支給児童・生徒数 総支給額

小学校

中学校
計

修学旅行費 （単位：人、円）
区分 支給児童・生徒数 総支給額

小学校

中学校
計

新入学児童・生徒学用品費（単位：人、円）
区分 支給児童・生徒数 総支給額

小学校

中学校
計

学用品費等 （単位：人、円）
区分 支給児童・生徒数 総支給額

小学校

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

就 学 援 助 経 費 児童・生徒の保護者に対し、義務教育で必要
な経費について、経済的な援助を行うことによ
り、学校教育の円滑化を図った。

（ ・ ・ ）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

③ 学 校 給 食 費 一般財源

④ 特別支援教育 国庫支出金
就 学 奨 励 費

一般財源

一般財源 学校における児童・生徒等の健康診断を実施
し、学校教育の円滑化を図った。

（単位：人、円）
区分 支給児童・生徒数 総支給額

計

計

健康診断事業経費

中学校

（ ・ ・ ）

小学校
中学校

（単位：人、円）
区分 支給児童・生徒数 総支給額

小学校

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

1　児童・生徒

2　教職員等

備考　教職員等には学校給食課栄養士も含む。

消化器検診 小・中学校教職員等

子宮がん検診 小・中学校教職員等（30歳以上）

乳がん検診 小・中学校教職員等（30歳以上）

大腸がん検診

小・中学生全員

耳鼻科検診 小・中学生全員

小・中学生全員腎臓検診

循環器検診 小・中学校教職員等

貧血検査

小・中学校教職員等

脊柱検診 内科検診で必要とされた小・中学生

結核検診 小・中学校教職員等

小学校1年生・中学校1年生

対　　　象 人　員（人） 金　額（円）

小学校

レントゲン撮影

眼科検診

要精密と判断された小・中学生

要精密と判断された小・中学生

中学校

中学校

中学校

項 目

中学校

心臓検診

中学校

小学校

小学校

中学校

小学校

中学校2年生 中学校

中学校

小学校

小学校

小学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校
ツベルクリン接種

中学校

項 目 対　　　象 人　員（人） 金　額（円）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金　※

繰入金

一般財源

① 教 科 一般財源
研 究 費
等 講 師 謝 礼

② 学 校 管 理 者 一般財源
賠 償 責 任
保 険 料

第五中学校

村山学園第二中学校
第三中学校
大南学園第四中学校

雷塚小学校

中学校
学校名 金額(円）

第一中学校

第八小学校
第九小学校
第十小学校

第三小学校
村山学園第四小学校
大南学園第七小学校

小学校
学校名 金額(円）

第一小学校
第二小学校

学校名 金額(円）

第三中学校
大南学園第四中学校

学校管理運営上の瑕疵に起因する児童・生徒
の事故に対処するため、賠償責任保険に加入し
た。

第十小学校
雷塚小学校

中学校

小学校
学校名

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

第一中学校

金額(円）
第二小学校
第三小学校
第九小学校

事業又は事項

学 校 運 営 経 費
（ ・ ・ ）
（ ・ ・ ）

　※　うち市町村総合交付金      52,800千円

各種研究会において講師による講演を実施す
ることにより、教職員の資質の向上を図った。

また、各分野の専門家の指導を受けることに
より、児童・生徒の体験活動等の充実を図っ
た。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

③ 教 育 用 一般財源
コンピュータ
等 活 用 経 費

④ 修 学 旅 行 ・ 一般財源
移 動 教 室
経 費

修学旅行
村山学園第二中学校
第三中学校中学校3年生

第一中学校

移動教室

小学校6年生

雷塚小学校

第五中学校

第三中学校
中学校1年生
又は2年生

第一中学校

第五中学校
大南学園第四中学校

大南学園第七小学校

第十小学校

村山学園第二中学校

大南学園第四中学校

第一小学校
第二小学校
第三小学校
村山学園第四小学校

第八小学校

第五中学校

区分 対象者 学校名 人員（人）
一人当たりの額

（円）

学　　　校　　　別　　　内　　　訳

学校外に教育の場を求めて行われる修学旅行
等の教育活動に対し保護者の負担軽減を図っ
た。

村山学園第二中学校
第三中学校
大南学園第四中学校

雷塚小学校

中学校
学校名 金額(円）

第一中学校

第八小学校
第九小学校
第十小学校

第三小学校
村山学園第四小学校
大南学園第七小学校

学校名 金額(円）
第一小学校
第二小学校

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

情報化社会に対応した能力を身に付けさせる
ため、コンピュータを活用した情報教育の一層
の推進を図った。

小学校

第九小学校
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金　※

都支出金　

一般財源

小学校施設の整備を行い、良好な教育環境の
確保に努めた。また、第八小学校周辺の開発に
伴う、児童数の増による教室不足を解消するた
め、増築校舎を借入により設置した。（平成
年3月から令和2年2月まで）

※ うち国立感染症研究所施設周辺安全対策
等事業費補助金

137,956千円

（ ・ ・ ）

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

学園四丁目
6番地の1

雷 塚 小 学 校 校 舎
及 び 屋 内 運 動 場
窓 枠 等 建 具
改 修 工 事
（第二期工事）に
伴う工事監理委託

校舎及び屋内運動
場の窓枠、建具に
ついて、撤去、新
設を行う改修第二
期工事に伴う工事
監理委託

委 託 概 況

委託件名 委託内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

施工区域
竣工年月日

雷塚小学校消火栓
設備配管改修工事

屋内消火栓設備配
管の改修工事

（変更契約）

学園四丁目
6番地の1

雷塚小学校校舎
及び屋内運動場
窓 枠 等 建 具
改 修 工 事
（第二期工事）

校舎及び屋内運動
場の窓枠、建具に
ついて、撤去、新
設を行う改修第二
期工事

学園四丁目
6番地の1

村 山 学 園
第 四 小 学 校
目隠しフェンス
設 置 工 事

万年塀を撤去し、
目隠しフェンスを
新設する工事

緑が丘1460番地

第 三 小 学 校
受 変 電 設 備 等
改 修 工 事

受変電設備等の取
替を行う工事

中藤一丁目
36番地の1

第 一 小 学 校
防 犯 カ メ ラ
設 備 改 修 工 事

防犯カメラ設備を
改修する工事

本町一丁目
1番地の11

工 事 概 況

工事件名 工事内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

施工区域
竣工年月日

小 学 校
施 設 整 備 事 業

事業又は事項
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

都支出金

市債

一般財源

特別教室等に冷房
設備を設置する建
築・電気設備・機
械設備工事

第一小学校ほか 校
特別教室等冷房設備
設 置 工 事 に 伴 う
工 事 監 理 委 託

雷 塚 小 学 校 特 別
教 室 等 冷 房 設 備
設 置 工 事 に 伴 う
工 事 監 理 委 託

小学校施設の整備を行い、良好な教育環境の
確保に努めた。

第八小・第九小
学校特別教室等
冷 房 設 備
設 置 工 事

第八小及び第九小
について、特別教
室等に冷房設備を
設置する建築・電
気設備・機械設備
工事

委　　　託　　　概　　　況

委託件名 委託内容 契約年月日

三ツ藤二丁目
50番地の1
ほか1か所

第二小・第三小
学校特別教室等
冷 房 設 備
設 置 工 事

第二小及び第三小
について、特別教
室等に冷房設備を
設置する建築・電
気設備・機械設備
工事

三ツ木二丁目
12番地の2
ほか1か所

第一小学校特別
教室等冷房設備
設 置 工 事

特別教室等に冷房
設備を設置する建
築・電気設備・機
械設備工事

本町一丁目
1番地の11

工事件名 工事内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

施工区域
竣工年月日

小 学 校
施 設 整 備 事 業
（ 繰 越 明 許 費 ）
（ ・ ・ ）

工　　　事　　　概　　　況

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

学園四丁目
6番地の1

着工年月日

学園四丁目
6番地の1

施工区域
竣工年月日

雷塚小学校特別
教室等冷房設備
設 置 工 事

本町一丁目
1番地の11
ほか4か所

金　　額（円）

特別教室等に冷房
設備を設置する建
築・電気設備・機
械設備工事に伴う
工事監理委託

第一小、第二小、
第三小、第八小及
び第九小について、
特別教室等に冷房
設備を設置する建
築・電気設備・機
械設備工事に伴う
工事監理委託
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金※1・2　

都支出金

市債

繰入金

一般財源

大南学園第四中
学校プールろ過
設 備 改 修 工 事

第三中学校普通
教 室 整 備 工 事

第三中学校外壁
下地調整等工事
（第一期工事）

神明四丁目
117番地の1

既存外壁モルタル
の浮き及びクラッ
ク補修による外壁
下地調整等を行う
第一期工事

特別教室等に冷房
設備を設置する建
築・電気設備・機
械設備工事

神明四丁目
117番地の1

施工区域
竣工年月日

契約年月日

神明四丁目
117番地の1

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

工　　　事　　　概　　　況

施 設 整 備 事 業
（ ・ ・ ）

本町二丁目
76番地の1

中 学 校

金　　額（円）

門塀について、既
存ブロック塀を撤
去し、コンクリー
ト壁の新設を行う
改修工事

第三中学校校舎
窓枠等建具及び
外装等改修工事
（第一期工事）

校舎窓枠、建具に
ついて、撤去、新
設及び外装等の改
修を行う第一期工
事

中学校施設の整備を行い、良好な教育環境の
確保に努めた。

　※1　うち特定防衛施設周辺整備調整交付金
　　　　　　　　　　　　　　    18,000千円

　※2　うち国立感染症研究所施設周辺安全対
　　 策等事業費補助金
　　　　 　　　　　　 　　      96,031千円

工事内容工事件名

第一中学校門塀
改 修 工 事

プールろ過設備に
ついて、撤去、新
設を行う改修工事

普通教室に冷房設
備を設置及び内装
等の建築・電気設
備・機械設備工事

大南学園第四中
学校特別教室等
空調設備改修工事

大南二丁目
79番地の1

大南学園第四中
学校特別教室等
空調設備改修工事
に伴うアスベスト
処 理 工 事

特別教室等に冷房
設備を設置する建
築・電気設備・機
械設備工事に伴う
アスベスト処理工
事

大南二丁目
79番地の1

大南二丁目
79番地の1

着工年月日
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

大南学園第四中
学校特別教室等
空 調 設 備 改 修
工 事 に 伴 う
工 事 監 理 委 託

第五中学校放送
設備改修工事に
伴う工事監理委託

特別教室等に冷房
設備を設置する建
築・電気設備・機
械設備工事に伴う
工事監理委託

残堀五丁目
55番地

第五中学校音楽室
空調機改修工事

第一音楽室の空調
機を改修する建
築・電気設備・機
械設備工事

委託内容

神明四丁目
117番地の1

大南二丁目
79番地の1

委託件名

第五中学校第二
音楽室冷房設備
設 置 工 事

金　　額（円）

第二音楽室に冷房
設備を設置する建
築・電気設備・機
械設備工事

第三中学校校舎窓
枠等建具改修工事
（第一期工事）に
伴う工事監理委託

校舎窓枠、建具に
ついて、撤去、新
設及び外装等の改
修を行う第一期工
事に伴う工事監理
委託

放送室等の音声映
像調整卓及び非常
放送設備の更新、
スピーカー設置及
び配線改修等の工
事

大南学園第四中
学校太陽光発電用
パワーコンディ
ショナー移設工事

第五中学校放送
設 備 改 修 工 事

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

大南二丁目
79番地の1

残堀五丁目
55番地

太陽光発電用パ
ワーコンディショ
ナーを移設する工
事

工　　　事　　　概　　　況

残堀五丁目
55番地

施工区域
竣工年月日

委　　　託　　　概　　　況

放送室等の音声映
像調整卓及び非常
放送設備の更新、
スピーカー設置及
び配線改修等の工
事に伴う工事監理
委託

残堀五丁目
55番地

着工年月日
契約年月日
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

一般財源

学校名 金額（円）

日 本 語 学 級 経 費 帰国児童・生徒及び外国人児童・生徒で、日
本語教育の必要な者に対し、日本語等の習得の
実施を図った。

村山学園第二中学校
村山学園第四小学校

村山学園第二中学校

小学校

大南学園第七小学校

第三小学校

学校名
中学校

金額（円）

（ ・ ・ ）

事業又は事項

特別支援学級経費
（ ・ ・ ）

第三中学校

第一中学校

（ ・ ・ ）

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

（ ・ ・ ）

第十小学校
第九小学校

雷塚小学校

第二小学校

学校名 金額（円）
第一小学校

村山学園第四小学校

第八小学校

特別支援学級等の児童・生徒に対し、より充
実した教育の実施を図った。

　（固定学級）
　　第　一　小　　「杉の子学級」
　　雷　塚　小　　「ひまわり学級」
　　第　一　中　　「Ｉ組」
　　村山学園第二中「10組」
　（通級指導学級）
　　第　九　小　  「きこえとことばの教室」
　　第　三　中　　「7組」
　（特別支援教室）
　　村山学園第四小（拠点校）、大南学園第七
　小、雷塚小
　　第八小（拠点校）、第二小、第十小
　　第九小（拠点校）、第一小、第三小
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

国庫支出金

都支出金

一般財源

① 私 立 幼 稚 園 国庫支出金
就 園 奨 励 費
補 助 金 一般財源

　 1　市民税非課税世帯及び所得割非課税世帯
35人   9,782,600円

　 2　市民税所得割課税額77,100円以下の世帯
37人   8,170,100円

　 3　市民税所得割課税額
211,200円以下の世帯

298人  31,895,900円

　 4　市民税所得割課税額211,200円超の世帯
72人  11,330,400円

第五中学校

私 立 幼 稚 園 等
園 児 保 護 者 の

私立幼稚園に通園する園児の保護者に対し、
保育料等の負担軽減を図った。

援 助 経 費
（ ・ ・ ）

第八小学校

第三中学校
大南学園第四中学校

村山学園第二中学校

雷塚小学校

第一中学校

村山学園第四小学校
大南学園第七小学校

学校名 金額(円）

第三小学校

第九小学校
第十小学校

中学校

第二小学校

　入学・卒業を祝って記念品を贈った。

学校名 金額(円）
第一小学校

教 育 振 興 経 費
（ ・ ・ ）

小学校（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

② 私立幼稚園等 都支出金
園 児 保 護 者
負 担 軽 減 一般財源
補 助 金

国庫支出金

都支出金

一般財源

① 一 時 預 か り 国庫支出金
事 業 委 託 料

都支出金

一般財源

② 施設型給付費 国庫支出金
負 担 金

都支出金

一般財源

家庭において保育を受けることが一時的に困
難となった在籍園児の保育需要に対応するため
一時預かり事業を実施し、児童福祉の向上を
図った。

　実施施設数　　　　6園
　延べ児童数　　6,485人

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

私 立 幼 稚 園
子 ど も ・ 子 育 て
支 援 事 業 経 費
（ ・ ・ ）

教育標準時間認定の子供が入所する特定教
育・保育施設に対し、教育・保育に要する費用
の額から利用者負担額を除いた額を支給するこ
とにより、教育の確保及び施設の財政支援を
図った。

　実施施設数　　　　8園

私立幼稚園等に通園する園児の保護者に対
し、保育料等の負担軽減を図った。

　 1　市民税所得割非課税世帯
　　　　　　延べ　　488月　  　4,023,200円

　 2　市民税所得割課税額77,100円以下の世帯
　　　　　　延べ　　556月　  　4,605,000円

　 3　市民税所得割課税額
                211,200円以下の世帯
　　　　　　延べ　4,883月　   33,508,400円

　 4　市民税所得割課税額
                256,300円以下の世帯
　　　　　　延べ　1,119月　  　7,253,700円

　 5　市民税所得割課税額256,300円超の世帯
　　　　　　延べ　1,360月　　  4,343,600円
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

一般財源

一般財源

都支出金

一般財源（ ・ ・ ）

自 主 団 体
育 成 経 費
（ ・ ・ ）

学 校 週 日 制
対 応 事 業 経 費

生 涯 学 習
推 進 経 費

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

（ ・ ・ ）

成 人 式 経 費
（ ・ ・ ）

　開催年月日　平成31年1月14日（月・祝）
　会　　　場　さくらホール（市民会館）
　　　　　　　大ホール
　内　　　容　1　アトラクション
　　　　　　　 ⑴　ウィンドアンサンブル
                 と少年少女合唱団の演奏

　　　　　　　 ⑵　恩師からのビデオレター

　　 　　　 　2　式典
　対　象　者　740人
　　　　　　　（平成10年4月2日～
　　　　　　　　平成11年4月1日生）
　出　席　者　男性　253人
　　　　　　　女性　258人
　　　　　　　　計　511人
　記　念　品　印鑑ケース（村山大島紬製）

学校週 日制の実施に伴い、子供たちが土曜
日を有効に活用するための事業を推進した。

　・土曜日チャレンジ学校事業委託料
　　　　　　　　　　　　1,200,000円

地域における社会教育活動推進のために自主
団体の育成を図った。

　・社会教育関係団体補助金
　　　　　　　　　　　　3,020,000円
　・郷土芸能連絡協議会交付金
　　　　　　　　　　　　　288,000円

生涯学習推進体制の充実を図るとともに、市
民が自ら行う生涯学習活動を支援するため、
「出前講座」を開催した。

また、「生涯学習フェスティバル」を支援す
るため、市民が立ち上げた実行委員会に対し
て、交付金を支給した。

　・出前講座の開催回数　　　　　　　19回
　・生涯学習推進会議　　　　　　　　 4回
　・生涯学習フェスティバル　　　　　 1回
　　　平成31年3月3日（日）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金

一般財源

（内シルバー人材センター委託分 2人）

（内シルバー人材センター委託分33人）

都支出金

一般財源

国庫支出金

都支出金

一般財源

一般財源

文 化 財 調 査 経 費 　埋蔵文化財調査
　　市内遺跡発掘調査

・屋敷山遺跡
（中藤一丁目22番地の1）

（ ・ ・ ）

屋 外 体 験 学 習
広 場 運 営 経 費
（ ・ ・ ）

屋外体験学習広場で青少年が自然に親しみな
がら、キャンプや飯ごう炊さん等の屋外活動を
通じ、青少年の心身の健全な育成を図った。

・所在地　　三ツ木四丁目15番地の1
・総面積　　2,049.17㎡
・利用実績　40団体　879人

放 課 後 子 ど も
教 室 事 業 経 費
（ ・ ・ ）

293人 186日

実施
日数

第 一 小 214人

第 八 小

村 山 学 園 四 小 183人

186日

186日

188日

大 南 学 園 七 小 311人

187日

・コーディネーター　　　7人

登 録
児 童 数

雷 塚 小

事業又は事項

第 九 小 139人 183日

学　校　名

188日

第 二 小

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

210人

・安全管理員及び学習アドバイザー数 103人

文 化 財 保 護 経 費 　文化財の保護・保存及び活用に努めた。
　・文化財保護審議会委員　　　10人
　・文化財保護審議会　　　　　 3回

三本榎（乙幡榎）の樹木診断を行い、診断に
基づき樹木保存作業を行った。

（ ・ ・ ）

市内小学校で月曜日から金曜日までの放課後
を活用し、地域住民の協力・参加を得て子供た
ちの安全で健やかな居場所づくりを推進した。

246人



－ 172 －

歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

① 市 民 講 座 一般財源
経 費

② 家 庭 教 育 一般財源
　 講 座 経 費

③ シ ル バ ー 一般財源
　 教 室 経 費

④ 百 人 一 首 一般財源
大 会 経 費

人数回数

延べ
12人

2回

猫と楽しく暮らす方法

2回

講　座　名

正しい犬の飼育講座

老後のための断捨離講座

12人1回

延べ
31人

公 民 館 事 業
経 費
（ ・ ・ ）

一般成人を対象に、生活上の知識・技能や一
般教養について学習の機会を提供し、自己の充
実及び生活の向上に資するとともに、地域社会
への参加の促進や地域連帯意識の向上を図っ
た。

講　座　名 人数回数

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

延べ
43人

親子の為の非行防止教育講
座

1回 9人

延べ
12人

延べ
30人

3回

4回

講　座　名

正しいウォーキング講座

はじめての将棋

幅広い世代を対象に、基本的な生活習慣や生
活能力、社会的マナーなどの知識、技術の習得
を図った。

日本の伝統文化である百人一首の楽しさを伝
えるとともに、百人一首を通して、日本の良き
文化に触れることにより、子供たちの豊かな心
を育てた。

　開催日　平成30年12月1日（土）
　参加者　小学生　20チーム（60人）
　　　　　中学生　23人

専門家が指南！悪徳商法に
だまされないぞ

延べ
24人

スマホ・デジカメでもOK！
個性ある写真を撮りましょ
う

2回

事業又は事項

回数

高齢者が楽しく学習し、自らの生活に生きが
いを見出せるよう、その知識、技術等について
の学習の機会を提供し、高齢者の社会参加への
推進を図った。

人数

4回
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

⑤ 青 少 年 教 室 一般財源
経 費

繰入金

諸収入

一般財源

図 書 館 資 料 繰入金
購 入 費

一般財源

残 堀 ・
伊 奈 平 地 区

合　計

図書館名 枚数（枚） 金額（円）

中 藤 地 区

残 堀 ・
伊 奈 平 地 区

合　計

三 ツ 木 地 区

大 南 地 区

中 久 保

中 藤 地 区

図書館名 冊数（冊） 金額（円）

雷 塚

資料の充実を図り、市民の文化的教養の高揚
に寄与した。

ネイチャートレイルin野山
北公園

図書

みんなで楽しく焼き芋と豚
汁作りにチャレンジ！

1回 8人

秋の名物!?どんぐりクッ
キーをつくろう！

1回

青少年の健全育成を目的に、レクリエーショ
ンなどを通じて、地域のリーダーとしての基本
的な知識・技術・態度等を学習した。

人数

図 書 館 運 営 経 費
（ ・ ・ ）

9人

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

6人

講　座　名 回数

ホンギャー笛を作って音を
楽しもう♪

1回 8人

1回
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

諸収入

一般財源

 　2　講座・教室

 　3　刊行物

⑴「資料館だより」（第60号） 1,500部
⑵ 特別展解説書
「年中行事からみる村山のくらし」

700部

一般財源

（ ・ ・ ）

事業又は事項

歴 史 民 俗 資 料 館
運 営 経 費
（ ・ ・ ）

歴 史 民 俗 資 料 館
分 館 運 営 経 費

11回 延べ 96人

回数 参加人数

2回 延べ 28人

資料を収集、保存、展示するとともに教育普
及にかかる各種講座等を開催し、郷土の歴史と
文化の普及啓発に努めた。

 　1　展示
⑴ 常設展示

「丘陵と台地が育む生命のあゆみ
～人と自然との共生～」

期間：通年
⑵ 年中行事展

「端午の節供、七夕飾り」
期間：随時

⑶ 企画展
「狭山丘陵の自然」
期間：平成31年3月9日～

令和元年5月31日
「栄村に行こう!!!!」
期間：平成31年3月23日～

令和元年5月31日
⑷ 夏休み子供展示

「村山の伝承と妖怪」
期間：平成30年7月21日～

平成30年9月9日
⑸ 特別展

「年中行事からみる村山のくらし」
期間：平成30年11月3日～

平成31年3月3日

市内に軍事施設が存在したことを後世に伝え
るとともに、戦争の悲惨さ、平和の尊さについ
て普及啓発に努めた。

　展示
　 　1　常設展示

「戦時中の武蔵村山
～市内に残る戦争資料～」

期間：通年
　　 2　ミニ展示

「村山の明治－日清・日露戦争－」
期間：平成30年7月25日～

平成31年3月31日

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

延べ 68人9回

合　計

資 料 館 講 座
体 験 教 室

種　別
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源

一般財源

一般財源

一般財源

子 ど も 健 全 育 成
サ ポ ー ト 経 費
（ ・ ・ ）

市 民 会 館
運 営 経 費

事業又は事項

（ ・ ・ ）

青 少 年 補 導
連 絡 会 経 費
（ ・ ・ ）

青 少 年 対 策 地 区
活 動 経 費
（ ・ ・ ）

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

地域における地区委員会活動を支援すること
により、青少年の健全育成に努めた。

　・地区委員会活動推進事業補助金
　　9地区　　　　　　1,816,434円

街頭補導活動、広報啓発活動を通じて、青少
年の健全育成に努めた。

　・委員数　　　　28人
　・会議　　　　　 3回
　・街頭補導活動　 3回
　・広報啓発活動　 1回

さくらホール（市民会館）の指定管理者制度
による施設管理運営委託を行い、適正な施設管
理及び広く市民の文化活動に資する事業を推進
した。

　・受託事業
　　鑑賞事業　　　　　　　7事業
　　普及・奨励事業　　　　4事業
　　育成事業　　　　　　　8事業
　　その他事業　　　　　 10事業
　　合計29事業を実施
　　入場者数　　　　　　9,561人

　・自主事業
　　鑑賞事業　　　　　　　1事業
　　普及・奨励事業　　　　1事業
　　その他事業　　　　　　2事業
　　合計4事業を実施
　　入場者数　　　　　　　883人

子供の健全な成長と安定した人間形成をサ
ポートし、いじめや児童虐待、非行等を防止す
ることを目的として、保育園等において、講演
会を開催した。

　・実施回数　5回
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

諸収入

一般財源

一般財源

　委　員　14人
　定例会　12回

スポーツ推進委員
活 動 経 費
（ ・ ・ ）

本町一丁目
17番地の1

緞帳落下防止金具
取 付 工 事

大ホールの緞帳落
下防止に係る工事

本町一丁目
17番地の1

市 民 会 館
屋根スレート瓦
補 修 工 事

スレート瓦の補修
に伴う工事

工事内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

施工区域
竣工年月日

市 民 会 館 市民会館の補修工事等を行い、施設の安全性
を確保するとともに、施設の保全に努めた。施 設 整 備 事 業

（ ・ ・ ）

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要事業又は事項

工　　　事　　　概　　　況

工事件名

社会体育事業全般にわたり、企画立案、指
導、助言等を行い、地域のスポーツ・レクリ
エーションの普及活動に努めた。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金 　・開催年月日
　　平成30年12月9日（日）

諸収入 　・コース　
　　総合体育館前をスタート・ゴール地点とす

一般財源 　　る6区間、14.87㎞
　・参加チーム
　　一般の部　　　　　　　　48チーム
　　地域の部　　　　　　　　15チーム
　　女子の部　　　　　　　　10チーム
　　中学生男子の部　　　　　24チーム
　　中学生女子の部　　　　　12チーム
　　小学生の部　　　　　　　17チーム
　　特別参加（栄村）　　　　 2チーム
　　特別参加（横田基地）　　 4チーム
　　合計     　            132チーム

都支出金
に対する動機づけを図った。

一般財源
　 1　心身障害者・児スポーツ教室（10回）

会　　　場　市立第一小学校
参　加　者　延べ　129人

　 2　心身障害者（児）グラウンド・
　　　　　　　　　　　　ゴルフ教室
　 開催年月日　平成30年9月29日（土）

会　　　場　野山北公園運動場
参　加　者　19人
開催年月日　平成31年3月16日（土）
会　　　場　総合体育館第一体育室
参　加　者　11人

　 3　ニュースポーツ体験教室（10回）
会　　　場　総合体育館第一体育室
参　加　者　延べ　124人

　 4　ハンドボール教室（10回）
　　　　会　　　場　総合体育館第一体育室

参　加　者　延べ　137人

（ ・ ・ ）

ス ポ ー ツ 教 室
経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項

市 民 駅 伝 競 走
大 会 経 費

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

各種スポーツ教室を開催し、市民のスポーツ
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金  　1　～いきいきわくわく狭山丘陵ウォーク～
　　第41回歩け歩け大会

諸収入

一般財源

　 2　第13回地区ふれあいスポレク大会

　　　会　　　場　中藤地区　市立第一中学校

　 3　東京経済大学屋内プールの開放

　 4　社会体育団体補助金

　 5　地区スポーツ協力員連絡会交付金

　　興を図った。

（ ・ ・ ）

各 種 体 育 指 導
経 費

事業又は事項

体育協会の事業に対し補助を行い、市民
　　スポーツの振興を図った。

市内 地区のスポーツ協力員連絡会の事
業に対し補助を行い、草の根スポーツの振

　　　　　　　　　西部地区　総合運動公園運
　　　　　　　　　　　　　　動場（第2）
　　　　　　　　　　※時程を変更し実施

　　　　　　　　　までの日曜日及び祝日の

　　　　　　　　　北部地区　市立雷塚小学校

　　　開催年月日　平成30年5月6日（日）から

　　　　　　　　　南部地区　大南公園野球場

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

　　　　　　　　　野山北・六道山公園内

　　　　　　　　　平成30年10月28日（日）

　　　　　　　　　28日間
　　　参　加　者　大人　495人
　　　　　　　　　子供・高齢者等　733人

　　　距　　　離　約8.5ｋｍ

　　　　　　　　　　※雨天中止

　　　参　加　者　174人

　　　コ　ー　ス　野山北公園運動場～

　　　開催年月日　平成30年10月14日（日）

　　　開催年月日　平成30年5月20日（日）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金 少年・少女スポーツ大会の実施
 　1　第10回村山っ子相撲大会わんぱく場所

一般財源

　 2　第48回少年野球大会

 　3　少年・古希軟式野球チーム親善試合

 　4　第35回少年少女サッカー大会

 　5　第16回少年少女ドッジボール大会

一般財源 スポーツ少年団運営支援補助金

ポーツ等を通じた青少年の健全育成に努めた。

運営支援事業経費
（ ・ ・ ）

少 年 ・ 少 女
ス ポ ー ツ 大 会
経 費
（ ・ ・ ）

ス ポ ー ツ 少 年 団

事業又は事項

　　　開催年月日　平成31年1月26日（土)、
　　　　　　　　　27日（日）
　　　会　　　場　総合体育館第一体育室
　　　参加チーム　67チーム
　　　参　加　者　873人

　　　参　加　者　186人　

　　　開催年月日　平成30年11月10日（土）
　　　会　　　場　総合運動公園運動場
　　　　　　　　　（第1、第2）
　　　参加チーム　28チーム
　　　参　加　者　369人

　　　　　　　（雨天のため中止）
　　　⑵　元プロ野球選手（伊東勤氏、清水義
　　　　之氏）による野球教室、講演会を実施
　　　　した。
　　　講　演　会　私の野球人生
　　　　　　　　　～野球から学んだコト～

　　　参加チーム　19チーム
　　　参　加　者　239人

　　　開催年月日　平成30年9月15日（土）
　　　会　　　場　総合体育館第一、第二、
　　　　　　　　　第三体育室
　　　⑴　少年・古希チームの親善試合

　　　参　加　者　212人

　　　開催年月日　平成30年6月30日（土）、
　　　　　　　　　7月1日（日）、7日（土）、
　　　　　　　　　8日（日）
　　　会　　　場　総合運動公園運動場
　　　　　　　　　（第1、第3）

　　　開催年月日　平成30年5月12日（土）
　　　会　　　場　市立第十小学校

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

スポーツ少年団の事業に対し補助を行い、ス
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

都支出金
ポーツ講演会及びスポーツ教室

一般財源

した。

開催年月日　平成30年9月30日（日）
会　　　場　総合体育館第一体育室
参　加　者　講演会　　38人

　　　　　実技教室　41人
　　　　　延べ　　　79人

都支出金

一般財源

中央二丁目
85番地の1

和式から洋式への
トイレ改修

三ツ木三丁目
42番地

岸二丁目
13番地の4
ほか2か所

原山地域運動場
健康遊具設置工事

健康遊具設置

後ヶ谷戸運動広場
フェンス改修工事

フェンス改修

都市公園等園内灯
切 替 工 事

LEDライトへの切
替

岸二丁目
13番地の4
ほか4か所

工　　　事　　　概　　　況

工事件名 工事内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

施工区域
竣工年月日

事業又は事項

スポーツ都市宣言
事 業 経 費
（ ・ ・ ）

地域運動場等の体育施設を整備することによ
り、利用者の安全性の向上と利便性を図った。

事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

スポーツ都市宣言記念事業いきいきわくわくス

シドニー・パラリンピック車いすバスケット
元日本代表主将根木慎志氏による講演会「パラ
スポーツを知る、学ぶ！」及び実技教室「パラ
スポーツから見つけるスポーツの極意」を実施

都市公園等トイレ
洋 式 化 工 事

体育施設整備事業
（ ・ ・ ）
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

一般財源
主事業を指定管理者が実施。

　 1　総合体育館及び体育施設の利用状況
　　　総合体育館貸切利用状況　　6,686件
　　　総合体育館個人利用状況　 10,162人
　　　体育施設利用件数　　　　　8,280件　

　 2　自主事業の実施
　　　・自由参加教室「楽らクラブ」　 7事業
　　　　実施回数    　　　　　　　 　287回
　　　　延べ参加人数　　　　　　　15,138人
　　　・ステップアップ教室　　　　　46事業
　　　　実施回数　　　　　　　　 　1,573回
　　　　延べ参加人数　　　　　　　11,465人
　　　・イベント事業　　　　　　　　 8事業
　　　　実施回数　　　　　　　　　　　53回
　　　　延べ参加人数　　　　　　　 1,669人

都支出金　※

一般財源

　※　市町村総合交付金　　       1,700千円

一般財源中 学 校 学 校 給 食
調 理 等 事 業 経 費
（ ・ ・ ）

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

総 合 体 育 館
運 営 経 費
（ ・ ・ ）

中学校学校給食調理等業務を民設民営方式に
より委託し、調理、配送、配膳業務を実施する
ことにより、生徒及び教職員に対し効率的に安
全・安心な給食を提供した。

総合体育館及び体育施設の貸出業務や各種自

総 合 体 育 館
第 一 体 育 室
金属屋根補修工事

金属屋根補修
岸三丁目
45番地の6

工　　　事　　　概　　　況

工事件名 工事内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

施工区域
竣工年月日

総 合 体 育 館 施 設 総合体育館第一体育室の金属屋根を補修する
ことにより、利用者の安全性の向上と利便性を
図った。

整 備 事 業
（ ・ ・ ）





－ 183 －

2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国民健康保険事業特別会計 
  





－ 185 －

（単位：千円、％）

金 額 執 行 率 収 納 率

国 民 健 康
保 険 税

一部負担金 △ 2

国庫支出金 △ 1

療養給付費
等 交 付 金

都 支 出 金 △ 153,798

繰 入 金 △ 2

繰 越 金

諸 収 入

市 債 △ 1

△ 140,334

（単位：千円、％）

金 額 執 行 率

総 務 費

保険給付費

国民健康保険
事業費納付金

共 同 事 業
拠 出 金

保健事業費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

翌年度
繰越額

不用額

歳 入 歳 出 決 算 額 の 状 況

款 予算現額 調定額
収  入  済  額 不　　納

欠 損 額
収　　入
未 済 額

予 算 現 額
に　比　し
増　　　減

決算額
構成比

歳　入

歳　出

決算額
構成比

歳出合計

歳入合計

款 予算現額
支  出  済  額

歳入歳出決算額の状況



－ 186 －

歳 入 ・ 歳 出 の 対 前 年 度 比 較歳入・歳出の対前年度比較

年度 年度 年度 年度

億円

歳入・歳出の対前年度比較

国民健康

保険税

国民健康

保険税
国庫支出金

都支出金

療養給付費等

交付金

療養給付費等

交付金

都支出金

繰入金

その他

繰入金

その他

％

総務費

その他

％

介護納付金

保険給付費

保険給付費

後期高齢者

支援金等

歳 入 歳 出

千円

千円
千円

千円

総務費
その他

％

国民健康保

険事業費納

付金

前期高齢者

交付金
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単位 円
年　度

区　分

医療給付費分

後期高齢者支援金分

介護納付金分

医療給付費分

後期高齢者支援金分

介護納付金分

医療給付費分

後期高齢者支援金分

介護納付金分

備考 　平成27年度以後の繰入金は、保険基盤安定繰入金及び出産育児一時金繰入金のほか、職員給与費等
繰入金を含む。

国 民 健 康 保 険 事 業 費 納 付 金

共 同 事 業 交 付 金

総 務 費

保 険 給 付 費

後 期 高 齢 者 支 援 金

老 人 保 健 拠 出 金

そ の 他

計

療 養 給 付 費 等 交 付 金

前 期 高 齢 者 交 付 金

都 支 出 金

被
保
険
者
一
人
当
た
り

被 保 険 者 等 の 負 担 状 況

繰 入 金

一世帯当たりの国保税(調定額)

国
保
税

調 定 額

収 納 額

国
庫
支
出
金

療 養 給 付 費 等 負 担 金

高 額 医 療 費 共 同 事 業 負 担 金

調 整 交 付 金

被 保 険 者 等 の 負 担 状 況
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医療給付費分 (単位:千円)

年　度
区　分

後期高齢者支援金分 (単位:千円)

年　度
区　分

介護納付金分 (単位:千円)

年　度
区　分

備考　　収入済額は、還付未済額を除く。

国 民 健 康 保 険 税 収 入 状 況

現
年
課
税
分

調 定 額

収 入 済 額

不 納 欠 損 額

収 入 未 済 額

収 入 割 合

滞
納
繰
越
分

調 定 額

収 入 済 額

不 納 欠 損 額

収 入 未 済 額

収 入 割 合

収 入 割 合

滞
納
繰
越
分

調 定 額

収 入 済 額

不 納 欠 損 額

収 入 未 済 額

収 入 割 合

現
年
課
税
分

調 定 額

収 入 済 額

不 納 欠 損 額

収 入 未 済 額

収 入 割 合

滞
納
繰
越
分

調 定 額

収 入 済 額

不 納 欠 損 額

収 入 未 済 額

収 入 割 合

現
年
課
税
分

調 定 額

収 入 済 額

不 納 欠 損 額

収 入 未 済 額

国 民 健 康 保 険 税 収 入 状 況
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事業又は事項

　事業開始年月日

　　昭和33年11月1日

　一部負担金の割合

　　　 6歳未満 20％

　　　 6歳以上70歳未満 30％

　　　70歳以上 10％、20％又は30％

25,019,024

国民健康保険事業特別会計

国 民 健 康 保 険 の
各 種 保 険 給 付

被保険者の疾病、負傷等に対し、国
民健康保険法に基づき療養の給付並び
に療養費、高額療養費、高額介護合算
療養費、出産育児一時金、葬祭費、移
送費及び結核・精神医療給付金の支給
を実施した。

5,405,416,736

都支出金

5,355,871,712

出産育児一時金繰入金

24,526,000

一般財源

主 要 な 施 策 の 成 果

歳出決算額（円） 財源内訳（円） 事業内容及び効果の概要

主 要 な 施 策 の 成 果
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円 被保険者1人当たりの給付額 250,379 円

1人当たりの受診回数 9.4 回

給付件数 173,062 件

1件当たりの給付額 26,512 円

被保険者1人当たりの給付額 176,956 円

1人当たりの受診回数 11.6 回

給付件数 869 件

1件当たりの給付額 15,272 円

被保険者1人当たりの給付額 2,976 円

支給件数 7,344 件

1件当たりの給付額 7,427 円

被保険者1人当たりの給付額 4,937 円

支給件数 56 件

1件当たりの給付額 6,613 円

1件当たりの給付額 52,056 円

支給件数 13,059 件

1件当たりの給付額 83,078 円

支給件数 33 件

420,000 円

　
87 件

1件当たりの給付額 50,000 円

支給件数 110 件

1件当たりの給付額

　

支給件数（差額支給分を含む。）

一 般
被 保 険 者

54,541,091療
養
費
の
支
給

葬 祭 費 の 支 給 5,500,000

退 職
被 保 険 者 等

2,741,578

出産育児一時金
の 支 給

36,789,482

高
額
療
養
費
の
支
給

一 般
被 保 険 者

679,803,987

退 職
被 保 険 者 等

13,271,692

退 職
被 保 険 者 等

370,304

事 業 概 要

区　　　　　分 金 額 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

療
養
の
給
付
費
の
支
給

一 般
被 保 険 者

4,588,198,778

事業又は事項 歳出決算額（円） 財源内訳（円） 事業内容及び効果の概要
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円 1件当たりの給付額 21,319 円

支給件数 16 件

1件当たりの給付額 0 円

支給件数 0 件

1件当たりの給付額 0 円

支給件数 0 件

1件当たりの給付額 0 円

支給件数 0 件

1件当たりの給付額 1,084 円

支給件数 6,337 件

備考　　　1

2

　

2,381,845,452

医 療 分

後期支援金分

介護納付金分

国 民 健 康 保 険

事 業 費 納 付 金 112,000

国庫支出金

6,871,130

審査支払手数料（16,972,043円）及び出産育児一時金支払手数料（15,540
円）を除く。

療養の給付費の支給件数は、調剤支給(一般被保険者101,402件、退職被保
険者等494件)及び訪問看護支給(一般被保険者926件、退職被保険者等0件)
を除く。

118,173,336

都支出金

317,797,468

保険基盤安定繰入金

1,945,762,648

一般財源

1,704,113,521円

503,552,772円

174,179,159円

事業又は事項 歳出決算額（円） 財源内訳（円） 事業内容及び効果の概要

退 職
被 保 険 者 等

0

移
送
費
の
支
給

一 般
被 保 険 者

0

退 職
被 保 険 者 等

0

結 核 ・ 精 神
医 療 給 付 金
の 支 給

事 業 概 要

区　　　　　分 金 額 内　　　　　　　　　　　　　　　　容
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給

一 般
被 保 険 者

341,111

国民健康保険事業の財政運営主体と
なった東京都に対して、本市の医療費水
準及び所得水準を反映した医療給付費等
の見込み額を国保事業費納付金として東
京都に納めた。
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（単位：千円、％）

使 用 料 及 び

手 数 料

３ 国 庫 支 出 金

４ 都 支 出 金

５ 財 産 収 入

６ 繰 入 金

７ 繰 越 金

８ 諸 収 入

９ 市 債

（単位：千円、％）

１ 総 務 費

２ 事 業 費

３ 公 債 費

４ 予 備 費

構 成 比
金　 　額 執 行 率 収 納 率

額 に 比

欠 損 額 未 済 額 し 増 減

歳 入 歳 出 決 算 額 の 状 況
歳　　　入

款 予算現額 調 定 額

収　  入  　済  　額 不  　納 収　 　入 予 算 現 決 算 額

２

１
分 担 金 及 び
負 担 金

△ 166

△ 2

歳　　　出

款 予　算　現　額

支　 　出 　　済　 　 額

翌年度繰越額 不　　用　　額

歳 入 合 計

決　 算 　額

金　 　　　額 執 　行 　率
構　 成 　比

歳 出 合 計

歳 入 歳 出 決 算 額 の 状 況
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その他

その他

公債費

公債費

繰入金

繰入金

事業費

事業費

％

使用料

及び

手数料

使用料

及び

手数料

総務費

総務費

年度 年度 年度 年度

億円

歳入 歳出

歳入・歳出の対前年度比較

千円

千円千円千円千円千円千円千円千円千円千円千円千円千円千円千円千円千円千円千円千円

千円

千円

市債

市債

千円

分担金及び負担金 分担金及び負担金



－ 197 －

（１）現在高調書

千円 千円 千円 ％

流域下水道建設事業
平成

2・ 2・20
資金運用部

令和
元・ 9・25

公共下水道建設事業  2・ 4・26 資金運用部  2・ 3・25

流域下水道建設事業  3・ 4・25 資金運用部  3・ 3・25

公共下水道建設事業  3・ 4・30 簡易保険局  3・ 3・31

公共下水道建設事業  4・ 4・27 資金運用部  4・ 3・25

公共下水道建設事業  4・ 4・30
公 営 企 業
金 融 公 庫

 2・ 3・20

公共下水道建設事業  5・ 4・27 資金運用部  5・ 3・25

流域下水道建設事業  5・ 4・27 資金運用部  5・ 3・25

公共下水道建設事業  5・ 4・30
公 営 企 業
金 融 公 庫

 3・ 3・20

流域下水道建設事業  5・ 4・30
公 営 企 業
金 融 公 庫

 3・ 3・20

公共下水道建設事業  6・ 4・11
公 営 企 業
金 融 公 庫

 4・ 3・20

流域下水道建設事業  6・ 4・11
公 営 企 業
金 融 公 庫

 4・ 3・20

公共下水道建設事業  6・ 4・28 資金運用部  6・ 3・25

流域下水道建設事業  6・ 4・28 資金運用部  6・ 3・25

流域下水道建設事業  7・ 4・10 資金運用部  7・ 3・25

流域下水道建設事業  7・ 4・28
公 営 企 業
金 融 公 庫

 5・ 3・20

流域下水道建設事業  8・ 4・10
公 営 企 業
金 融 公 庫

 6・ 3・20

公共下水道建設事業  8・ 4・10
公 営 企 業
金 融 公 庫

 6・ 3・20

流域下水道建設事業  8・ 4・19 資金運用部  8・ 3・25

公共下水道建設事業  8・ 4・19 資金運用部  8・ 3・25

流域下水道建設事業  9・ 4・10
公 営 企 業
金 融 公 庫

 7・ 3・20

公共下水道建設事業  9・ 4・10
公 営 企 業
金 融 公 庫

 7・ 3・20

流域下水道建設事業  9・ 4・21 資金運用部  9・ 3・25

公共下水道建設事業  9・ 5・ 9 簡易保険局  9・ 3・31

流域下水道建設事業 10・ 4・10
公 営 企 業
金 融 公 庫

 8・ 3・20

公共下水道建設事業 10・ 4・10
公 営 企 業
金 融 公 庫

 8・ 3・20

流域下水道建設事業 10・ 4・30 資金運用部 10・ 3・25

公共下水道建設事業 10・ 4・30 資金運用部 10・ 3・25

流域下水道建設事業 10・ 3・31 東 京 都 10・ 2・ 1

平成

元

市　　債　  の　　状　　況

借入金額 償還済額 現　在　高 利率借入
年度

事　　業　　名 借  入  先 償還期限借 入 年 月 日

市 債 の 状 況
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千円 千円 千円 ％

借入金額 償還済額 現　在　高 利率借入
年度

事　　業　　名 借  入  先 償還期限借 入 年 月 日

流域下水道建設事業
平成
11・ 4・12

公 営 企 業
金 融 公 庫

令和
9・ 3・20

公共下水道建設事業 11・ 4・12
公 営 企 業
金 融 公 庫

 9・ 3・20

流域下水道建設事業 11・ 4・20 資金運用部 11・ 3・25

公共下水道建設事業 11・ 4・20 資金運用部 11・ 3・25

流域下水道建設事業 11・ 3・31 東 京 都 11・ 2・ 1

流域下水道建設事業 12・ 4・ 6
公 営 企 業
金 融 公 庫

10・ 3・20

公共下水道建設事業 12・ 4・ 6
公 営 企 業
金 融 公 庫

10・ 3・20

流域下水道建設事業 12・ 4・28 資金運用部 12・ 3・25

公共下水道建設事業 12・ 4・28 資金運用部 12・ 3・25

流域下水道建設事業 13・ 4・10
公 営 企 業
金 融 公 庫

11・ 3・20

公共下水道建設事業 13・ 4・10
公 営 企 業
金 融 公 庫

11・ 3・20

流域下水道建設事業 13・ 4・27
財 政 融 資
資 金

13・ 3・25

公共下水道建設事業 13・ 4・27
財 政 融 資
資 金

13・ 3・25

流域下水道建設事業 13・ 3・30 東 京 都 13・ 2・ 1

流域下水道建設事業 14・ 4・10
公 営 企 業
金 融 公 庫

12・ 3・20

公共下水道建設事業 14・ 4・10
公 営 企 業
金 融 公 庫

12・ 3・20

流域下水道建設事業 14・ 4・30
財 政 融 資
資 金

14・ 3・25

公共下水道建設事業 14・ 4・30
財 政 融 資
資 金

14・ 3・25

流域下水道建設事業 14・ 3・29 東 京 都 14・ 2・ 1

流域下水道建設事業 15・ 4・10
公 営 企 業
金 融 公 庫

13・ 3・20

公共下水道建設事業 15・ 4・10
公 営 企 業
金 融 公 庫

13・ 3・20

流域下水道建設事業 15・ 4・23
財 政 融 資
資 金

15・ 3・25

公共下水道建設事業 15・ 4・23
財 政 融 資
資 金

15・ 3・25

流域下水道建設事業 16・ 4・ 9
公 営 企 業
金 融 公 庫

14・ 3・20

公共下水道建設事業 16・ 4・ 9
公 営 企 業
金 融 公 庫

14・ 3・20

流域下水道建設事業 16・ 4・26
財 政 融 資
資 金

16・ 3・25

公共下水道建設事業 16・ 4・26
財 政 融 資
資 金

16・ 3・25

流域下水道建設事業 16・ 3・31 東 京 都 16・ 2・ 1

流域下水道建設事業 17・ 4・ 8
公 営 企 業
金 融 公 庫

15・ 3・20

公共下水道建設事業 17・ 4・ 8
公 営 企 業
金 融 公 庫

15・ 3・20

平成
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千円 千円 千円 ％

借入金額 償還済額 現　在　高 利率借入
年度

事　　業　　名 借  入  先 償還期限借 入 年 月 日

流域下水道建設事業
平成
17・ 4・22

財 政 融 資
資 金

令和
17・ 3・25

公共下水道建設事業 17・ 4・22
財 政 融 資
資 金

17・ 3・25

流域下水道建設事業 17・ 3・31 東 京 都 17・ 2・ 1

流域下水道建設事業 18・ 4・ 7
公 営 企 業
金 融 公 庫

16・ 3・20

流域下水道建設事業 18・ 4・26
財 政 融 資
資 金

18・ 3・25

公共下水道建設事業 18・ 4・26
財 政 融 資
資 金

18・ 3・25

流域下水道建設事業 18・ 3・31 東 京 都 18・ 2・ 1

流域下水道建設事業 19・ 4・10
公 営 企 業
金 融 公 庫

17・ 3・20

公共下水道建設事業 19・ 4・10
公 営 企 業
金 融 公 庫

17・ 3・20

流域下水道建設事業 19・ 3・30 東 京 都 19・ 2・ 1

流域下水道建設事業 20・ 4・ 4
公 営 企 業
金 融 公 庫

18・ 3・20

流域下水道建設事業 20・ 3・31 東 京 都 20・ 2・ 1

流域下水道建設事業 21・ 4・ 8
地方公共団体
金 融 機 構

19 ･ 3・20

公共下水道建設事業 21・ 4・ 8
地方公共団体
金 融 機 構

19 ･ 3・20

流域下水道建設事業 21・ 3・31 東 京 都 21 ･ 2・ 1

公共下水道建設事業 22・ 4・ 8
地方公共団体
金 融 機 構

22 ･ 3・20

流域下水道建設事業 22・ 4・ 8
地方公共団体
金 融 機 構

22 ･ 3・20

流域下水道建設事業 22・ 3・31 東 京 都 22 ･ 2・ 1

公共下水道建設事業 23・ 4・ 7
地方公共団体
金 融 機 構

23 ･ 3・20

流域下水道建設事業 23・ 4・ 7
地方公共団体
金 融 機 構

23 ･ 3・20

流域下水道建設事業 24・ 4・ 5
地方公共団体
金 融 機 構

24 ･ 3・20

流域下水道建設事業 24・ 3・30 東 京 都 24 ･ 2・ 1

公共下水道建設事業 25・ 4・ 4
地方公共団体
金 融 機 構

25 ･ 3・20

流域下水道建設事業 25・ 4・ 4
地方公共団体
金 融 機 構

25 ･ 3・20

流域下水道建設事業 25・ 3・29 東 京 都 25 ･ 2・ 1

公共下水道建設事業 26・ 4・ 3
地方公共団体
金 融 機 構

21 ･ 3・20

流域下水道建設事業 26・ 4・ 3
地方公共団体
金 融 機 構

21 ･ 3・20

流域下水道建設事業 26・ 3・31 東 京 都 26 ･ 2・ 1

流域下水道建設事業 27・ 4・ 2
地方公共団体
金 融 機 構

22 ･ 3・20

流域下水道建設事業 27・ 3・31 東 京 都 27 ･ 2・ 1

平成
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千円 千円 千円 ％

借入金額 償還済額 現　在　高 利率借入
年度

事　　業　　名 借  入  先 償還期限借 入 年 月 日

公共下水道建設事業
平成
28・ 4・ 5

地方公共団体
金 融 機 構

令和
23・ 3・20

流域下水道建設事業 28・ 4・ 5
地方公共団体
金 融 機 構

23 ･ 3・20

流域下水道建設事業 28・ 3・31 東 京 都 23 ･ 2・ 1

公共下水道建設事業 29・ 4・ 6
地方公共団体
金 融 機 構

24 ･ 3・20

流域下水道建設事業 29・ 4・ 6
地方公共団体
金 融 機 構

24 ･ 3・20

流域下水道建設事業 29・ 3・31 東 京 都 24 ･ 2・ 1

公 営 企 業 会 計
適 用 推 進 事 業

29・ 5・22
区 市 町 村
振 興 協 会

 9 ･ 3・24

公共下水道建設事業 30・ 3・26
地方公共団体
金 融 機 構

25 ･ 3・20

流域下水道建設事業 30・ 3・26
地方公共団体
金 融 機 構

25 ･ 3・20

流域下水道建設事業 30・ 3・30 東 京 都 25 ･ 2・ 1

公 営 企 業 会 計
適 用 推 進 事 業

30・ 5・21
区 市 町 村
振 興 協 会

10 ･ 3・24

公共下水道建設事業 31・ 3・28
地方公共団体
金 融 機 構

26 ･ 3・20

流域下水道建設事業 31・ 3・28
地方公共団体
金 融 機 構

26 ･ 3・20

流域下水道建設事業 31・ 3・29 東 京 都 26 ･ 2・ 1

公 営 企 業 会 計
適 用 推 進 事 業

令和
　 元・ 5・20

区 市 町 村
振 興 協 会

11 ･ 3・26

計

平成
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　　（３） 性質別現在高
（単位：千円、％）

区           分 現   在   高 構成比

流域下水道建設事業

公共下水道建設事業

公営企業会計適用事業

計

借　　　　入　　　　先

政 府 資 金 そ の 他
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

市債 　本市は、多摩川流域864ヘクタールと

荒川右岸東京流域658ヘクタールに二分

一般財源 されており、東京都との関連事業として

流域下水道建設のための水再生センター

建設費等を各々次のとおり負担した。

多摩川流域下水道建設事業負担金

荒川右岸東京流域下水道建設事業負担金

国庫支出金 　公共下水道は、都市における生活環境

の向上に欠くことのできない施設として

都支出金 位置づけられている。この施設整備拡充

のため、次の事業等を行った。

市債

公共汚水桝整備事業

分担金及び負担金 　　　設置箇所数　　　　　　 14か所

諸収入 マンホールトイレ設置事業

　　　設置箇所数　　　　　　  5か所

一般財源

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

流 域 下 水 道 建 設

事 業 負 担 経 費

下水道事業特別会計

　　　　　　　主　要　な　施　策　の　成　果

21,465,497 円

23,526,348 円

建 設 事 業

公 共 下 水 道
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歳出決算額  (円）財 源 内 訳 円）

一般財源

建　 設 　事 　業

（ 繰 越 明 許 費 ）

公　共　下　水　道

事 業 又 は 事 項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

工　　　事　　　概　　　況

主　要　な　施　策　の　成　果

工事件名 工事内容 金　　額（円） 施　工　区　域契約年月日
着工年月日

　

竣工年月日

　　桝　　14　か所

マンホールトイレ
設   置   工   事

汚 水 桝 設 置
工 事 （ 単 契 ）

市立第二小学校
市立第九小学校
市立第十小学校
市民総合センター

総合体育館

マンホールトイレ
　　　　　　 5　か所

市　内　一　円　

　近年頻発する浸水被害の軽減を目的とし、新青梅

街道の拡幅工事との整合が図られた効率的な雨水

全体計画の検討を行うもの。

武蔵村山市雨水全体計画（荒川右岸排水区）策定

新青梅街道の拡幅
工事との整合が図
られた効率的な雨
水全体計画の検討
を行う。

武蔵村山市雨水
全体計画（荒川
右岸排水区）策
定検討業務委託

検討業務委託　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　一式

委　　　託　　　概　　　況

委託件名 委託内容 金　　額（円） 契約年月日
着工年月日

対　象　区　域
竣工年月日

市　内　一　円

委 託 概 況
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4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

介護保険特別会計 
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（単位：千円、％）

歳出合計

予 備 費

諸 支 出 金

公 債 費

基 金 拠 出 金

地域支援事業費

財 政 安 定 化

基 金 積 立 金

保 険 給 付 費

総 務 費

款 予 算 現 額
支　出　済　額 翌 年 度

不 用 額
決 算 額

金 額 執 行 率 繰 越 額 構 成 比

△ 55,968

歳　出

歳入合計

△ 1－市 債

諸 収 入

△ 1

△ 4

繰 越 金

繰 入 金

△ 1

△ 6

寄 附 金

財 産 収 入

△ 8,521

交 付 金

都 支 出 金

△ 34,250

△ 14,788

支 払 基 金

国庫支出金

△ 1
手 数 料

使用料及び
－

介護保険料

歳入歳出決算額の状況
歳　入

款 予算現額 調 定 額
収 入 済 額 不 納 収 入 予 算 現額

に 比 し
増 減

（単位：千円、％）

決算額

金 額 欠 損 額 未済額 構成比執行率 収納率

歳入歳出決算額の状況
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金

一般財源

　市民サービスの向上を目的とし、介護保険に係
る事務処理の効率化を図るため、介護保険システ
ムの運用を行った。また、介護保険制度改正に伴
うシステム改修を行い、制度運営を適正かつ円滑
に実施した。

 1　介護保険システム改修委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　12,528,000円

 2　運用支援委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　 2,592,000円

 3　電子計算機器等保守委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　 2,246,220円
　　サーバ及びパーソナルコンピュータ等の保守
　点検を行った。

 4　ソフトウエア保守委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　 2,164,320円
　　システム不良対応や運用技術支援等により、
　ソフトウエアの保守を行った。

 5　電子計算機器等借上料
　　　　　　　　　　　　　　　　 6,391,872円
　　介護保険サーバ（2台）及びパーソナルコン
　ピュータ（23台）等を借り上げた。

 6　介護保険指定事業者等管理システム経費
　　　　　　　　　　　　　　　　　 372,276円
　　市に指定権限がある地域密着型サービス事業
  者等の指定業務等を管理するためのシステムを
  導入した。

シ ス テ ム
運 営 経 費

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

　介護保険特別会計

総務費

介 護 保 険

　　　　　　　主　要　な　施　策　の　成　果
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

　 国庫支出金

調整交付金

支払基金交付金

都支出金

介護保険料

繰入金

諸収入

一般財源

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

保 険 給 付 費 　加齢に伴って生ずる心身の変化に起因する疾病
等により要介護状態となり、介護、機能訓練並び
に看護及び療養上の管理その他の医療を要する者
等が自立した日常生活を営むことができるよう、
必要な保健医療サービス及び福祉サービスに係る
給付を行い、市民の保健医療の向上及び福祉の増
進を図った。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

保険給付費内訳

金 額

給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額
給付件数
1件当たり給付額

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

特 定 入 所 者 介 護
（予防）サービス費

審 査 支 払 手 数 料

福祉用具購入費

住 宅 改 修 費

介 護 予 防 支 援

居 宅 介 護 支 援

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

合 計

施 設 介 護 サ ー ビ ス

高 額 介 護 （ 予 防 ）
サ ー ビ ス 費
高 額 医 療 合 算 介 護
（予防）サービス費

その他のサービス

その他のサービス

福祉用具購入費

住 宅 改 修 費

訪問通所サービス

短期入所サービス

地 域 密 着 型
サ ー ビ ス

事　　　　業　　　　概　　　　要

（単位：件/円）

種 類 内 容

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

訪問通所サービス

短期入所サービス

地 域 密 着 型
サ ー ビ ス
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)

国庫支出金
　

　 支払基金交付金

都支出金
　

諸収入

介護保険料

繰入金

一般財源

① 第 １ 号 訪 問 国庫支出金
事 業 経 費

支払基金交付金

都支出金

諸収入

介護保険料

繰入金

一般財源
　

② 第 １ 号 通 所 国庫支出金
事 業 経 費

支払基金交付金

都支出金

介護保険料

繰入金

一般財源
　

③ 介 護 予 防 国庫支出金
ケ ア マ ネ ジ
メ ン ト 事 業 支払基金交付金
経 費

都支出金

介護保険料

繰入金

一般財源
　

　要支援者及び基本チェックリストにより総合
事業の事業対象者と判定された者に対し、介護
予防・日常生活支援総合事業の通所型サービス
を実施した。

　指定事業者分　3,959件

　要支援者及び基本チェックリストにより総合
事業の事業対象者と判定された者に対し、介護
予防・日常生活支援総合事業の介護予防ケアマ
ネジメントを実施した。

　ケアマネジメントＡ　3,479件
　ケアマネジメントＢ　  111件

　要支援者及び基本チェックリストにより総合
事業の事業対象者と判定された者に対し、介護
予防・日常生活支援総合事業の訪問型サービス
を実施した。

　指定事業者分　2,091件
　委託事業者分　  312件

事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

地域支援事業費
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

④ 地域リハビリ 国庫支出金
　 テ ー シ ョ ン
　 活動支援事業 支払基金交付金

経 費
都支出金

　
介護保険料

繰入金

一般財源

⑤ 介護予防普及 国庫支出金
啓発事業経費

支払基金交付金

都支出金

介護保険料

繰入金

一般財源

⑥ 地 域 介 護 予 国庫支出金
防 活 動 支 援
事 業 経 費 支払基金交付金

都支出金

介護保険料

繰入金

一般財源

⑦ 包 括 的 支 援 国庫支出金
事 業 経 費

都支出金

　 介護保険料

繰入金

一般財源

　介護支援ボランティア活動を通して、高齢者
自身の社会参加を促し、かつ地域貢献を奨励、
支援することで介護予防の促進を図った。

　登録者数　149人
　指定施設・事業所数　24か所

　介護予防リーダー養成講座
　　実施回数　延べ　 17回
　　実施人数　延べ　152人

　介護予防・日常生活支援総合事業に係るケア
マネジメント事業、地域の高齢者に対する総合
相談支援事業・権利擁護事業、主治医・ケアマ
ネジャーなどの多職種協働や地域の関係機関と
の連携を通じてケアマネジメントの後方支援を
行う包括的・継続的マネジメント事業を行い、
もって高齢者福祉の向上を図った。

　相談・支援件数　延べ　24,941件

　介護予防・日常生活支援総合事業における一
般介護予防事業の一つとして、地域で活動する
サロン等にリハビリ専門職を派遣し、介護予防
の取組を支援した。
　
　実施回数　延べ　36回
　実施人数　延べ 625人

　

　介護予防健康太極拳教室
　　実施回数　延べ　 40回
　　実施人数　延べ　362人

　輝く高齢者介護予防講座
　　実施回数　延べ　 15回
　　実施人数　延べ　281人

　膝痛予防教室
　　実施回数　延べ　 36回
　　実施人数　延べ　323人

一般高齢者を対象として介護予防事業を行い、
もって高齢者福祉の向上を図った。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

⑧ 権 利 擁 護 介護保険料
事 業 経 費

繰入金

一般財源

⑨ 地域ケア会議 国庫支出金
運営事業経費

都支出金

介護保険料

一般財源

⑩ 介 護 給 付 費 国庫支出金
適 正 化 事 業
経 費 都支出金

介護保険料

一般財源

⑪ 認知症高齢者 諸収入
見 守 り 事 業
経 費 介護保険料

繰入金

一般財源

⑫ 家族介護継続 国庫支出金
支援事業経費

都支出金

介護保険料

一般財源

　おむつ支給
　　紙普通型　　　延べ　    184枚
　　紙パンツ型　　延べ　 98,775枚
　　テープ止め型　延べ　 30,574枚
　　尿取りパッド　延べ　194,952枚

　家族介護慰労金支給件数　0件

　地域住民、民生委員、ケアマネジャーなどの
支援だけでは十分に問題解決できない、適切な
サービス等につながる方法が見つからない等の
困難な状態にある高齢者が、地域において尊厳
ある生活を維持し、安心して生活を行うことが
できるよう、専門的・継続的な視点から高齢者
の権利擁護のために必要な支援を行った。

　参加者数　20人

　介護給付費の内訳を利用者に通知し、利用者
自身による利用サービスの内容と利用状況の確
認を求め、介護給付費の適正化を行った。

　通知件数　延べ　4,838件

　徘徊する認知症高齢者と同居し介護する世帯
の方に対し、位置探索システムにより当該高齢
者の居場所情報を提供する事業を行い、もって
高齢者福祉の向上を図った。
　
　

行政職員及び地域の関係者（ケアマネジャー、
介護サービス事業者、保健医療関係者、民生委
員、住民組織等）を構成員とし、高齢者の実態
把握や課題解決のための地域包括支援ネットワー
クの構築等を目的とした会議を開催した。

在宅の高齢者等に対し、おむつを給付し、介護
者の負担軽減を図るとともに、介護保険のサービ
スを利用していない重度要介護（要介護 又は ）
高齢者を在宅で介護し、当該世帯の全員が市民
税非課税世帯家族に、家族介護慰労金を支給し、
もって高齢者福祉の向上を図った。
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歳出決算額(円) 財 源 内 訳(円)事業又は事項 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

⑬ 住 宅 改 修 支 国庫支出金
援 事 業 経 費

都支出金

介護保険料

一般財源

⑭ 認 知 症 総 合 国庫支出金
支 援 事 業
経 費 都支出金

介護保険料

一般財源

⑮ 在 宅 医 療 ・ 国庫支出金
介護連携推進
事 業 経 費 都支出金

介護保険料

一般財源

⑯ 審 査 支 払 国庫支出金
手 数 料

支払基金交付金

都支出金

介護保険料

繰入金

一般財源
　

　ケアマネジャー等が居宅介護（介護予防）住
宅改修費の支給申請に係る理由書を作成した場
合、これらの者に対して1件当たり2,000円を助
成した。

　支給件数　8件

　医療サービスと介護サービスを共に必要とす
る状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを続けることができるよう、包括的か
つ継続的な在宅医療・介護を提供することを目
的に、在宅医療・介護連携支援センターの運営
を委託し、地域における医療・介護の関係機関
等の連携を推進した。

　介護予防・日常生活支援総合事業に係る支払
審査事務について、東京都国民健康保険団体連
合会に委託し、事務処理の迅速化及び適正化を
図った。
　
　審査件数　6,049件

認知症の方及びその家族に対し医師、医療職
及び介護職により構成される認知症初期集中支
援チームを派遣し、認知症に関する正しい情報
提供、認知症の進行や介護における心理的負担
の軽減等を行い、もって高齢者福祉の向上を図っ
た。
また、認知症予防教室や認知症市民講演会を

開催するなど、認知症に係る知識の普及啓発に
努めた。



－ 215 －

5 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市核地区土地区画整理事業特別会計 
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（単位：千円、％）

使 用 料 及 び
手 数 料

都 支 出 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

（単位：千円、％）

総 務 費

事 業 費

公 債 費

予 備 費

（単位：千円、％）

借入
年度

借　入
年月日

借入
金額

償還
済額

現在高 利　率
償還
期限

平成 平成
り そ な 銀 行

令和

西武信用金庫

東京都区市町
村 振 興 協 会

東京都区市町
村 振 興 協 会

多摩信用金庫

東京都区市町
村 振 興 協 会

多摩信用金庫

令和

元
東京都区市町
村 振 興 協 会

都 市 核 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業

都 市 核 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業

平 成 年 度 都 市 核 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業 借 換 債

都 市 核 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業

市　債　の　状　況

事　業　名

都 市 核 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業

都 市 核 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業

平 成 年 度 都 市 核 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業 借 換 債

都 市 核 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業

借 入 先

歳 出 合 計

款 予 算 現 額
支 出 済 額

翌 年 度 繰 越 額 不 用 額
決 算 額
構 成 比

金 額 執 行 率

歳 入 合 計

   歳   出

国 庫 支 出 金

保留地処分金

金 額 執 行 率 収 納 率

歳入歳出決算額の状況

   歳   入

款 予算現額 調 定 額
収 入 済 額 不 納

欠損額
収 入
未済額

決算額
構成比

予 算 現 額 に
比 し 増 減

歳入歳出決算額の状況

市 債 の 状 況
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主 要 な 施 策 の 成 果

事業又は事項 歳出決算額 円 財源内訳 円 事 業 内 容 及 び 効 果 の 概 要

都市核地区土地区画整理事業特別会計

土 地 区 画

整 理 事 業

経 費

国庫支出金

都支出金

市債

一般財源

都市核地区土地区画整理事業について、都市計

画道路及び区画道路築造を 件、建物移転を 棟、

仮換地指定及び変更業務、測量作業、その他工事

等を（公財）東京都都市づくり公社に委託し実施

した。

委 託 概 況

委託件名 委託内容 金 額 円 契約年月日
着工年月日

竣工年月日
施 行 区 域

都市核地区土

地区画整理事

業業務委託

（その ）

計画業務、換地

業 務 、 補 償 業

務、調査設計、

工事等

（変更）

本町一丁目、

榎三丁目地内

都市核地区土

地区画整理事

業業務委託

（その ）

区画道路築造工

事、雨水流出抑

制対策工事、建

物移転補償等

．

（変更） ．
本町一丁目、

榎三丁目地内

主 要 な 施 策 の 成 果
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後期高齢者医療特別会計 
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（単位：千円、％）

金     額 執行率 収納率

後期高齢者

医療保険料

使用料及び

手 数 料

国庫支出金

繰 入 金 △ 1,306

繰 越 金

諸 収 入

（単位：千円、％）

広 域 連 合

負 担 金

保健事業費

葬 祭 諸 費

諸 支 出 金

予 備 費

決算額
構成比

歳入歳出決算額の状況

歳   入

収　入　済　額
款 予算現額 調定額

不  納
欠損額

収  入
未済額

予 算 現 額
に 比 し
増 減

歳入合計

歳   出

不　用　額
決算額
構成比

金　　　額 執 行 率

△ 1

総 務 費

款 予算現額

支　出　済　額

歳出合計

翌年度
繰越額

歳入歳出決算額の状況
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歳出決算額(円) 財源内訳(円)

療養給付費繰入金

保険基盤安定繰入金 に負担金を支出した。

事務費繰入金

保険料軽減措置繰入金

一般財源

諸収入

一般財源

人 人 ％

諸収入 1件当たりの給付額

支給件数

保 険 基 盤 安 定 負 担 金

広域連合事務費負担金

保 険 料 軽 減 策 負 担 金

保 険 料 等 負 担 金

女性

葬 祭 費

経 費

50,000円

442件

合計

男性

合計

受診率対象者数 受診者数

経 費

後期高齢者医療被保険者を対象に、東京

都後期高齢者医療広域連合より委託された

健康診査事業を行った。

健 康 診 査

円
療 養 給 付 費 負 担 金

　　　　　　　主　要　な　施　策　の　成　果

費として、東京都後期高齢者医療広域連合

事業又は事項

後期高齢者医療特別会計

後期高齢者医療制度を運営するための経広 域 連 合

負 担 金

事業内容及び効果の概要
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議 会 事 務 局
総務関係事務

⑴ 議会の構成
議 長 高 山 晃 一
副議長 髙 橋 弘 志

（平成 年 月 日現在）

議席番号 氏 名 所 属 常 任 委 員 会 会 派

比留間 朝 幸 総 務 文 教 委 員 会 新 政 会

加 園 一 成 ○建 設 環 境 委 員 会 新 政 会

宮 﨑 正 巳 ○総 務 文 教 委 員 会 新 政 会

田 口 和 弘 厚 生 産 業 委 員 会 新 政 会

天目石 要一郎 厚 生 産 業 委 員 会 清 流

須 藤 博 建 設 環 境 委 員 会 立 憲 村 山 党

鈴 木 明 総 務 文 教 委 員 会 立 憲 村 山 党

波多野 健 ◎厚 生 産 業 委 員 会 新 政 会

藤 野 茂 総 務 文 教 委 員 会 新 政 会

高 山 晃 一 建 設 環 境 委 員 会 新 政 会

木 村 祐 子 厚 生 産 業 委 員 会 市 民 の チ カ ラ

籾 山 敏 夫 厚 生 産 業 委 員 会 日 本 共 産 党

渡 邉 一 雄 総 務 文 教 委 員 会 日 本 共 産 党

内 野 直 樹 ◎建 設 環 境 委 員 会 日 本 共 産 党

吉 田 篤 建 設 環 境 委 員 会 公 明 党

石 黒 照 久 ○厚 生 産 業 委 員 会 公 明 党

濱 浦 雪 代 建 設 環 境 委 員 会 公 明 党

沖 野 清 子 ◎総 務 文 教 委 員 会 公 明 党

遠 藤 政 雄 総 務 文 教 委 員 会 公 明 党

髙 橋 弘 志 厚 生 産 業 委 員 会 公 明 党

備考 ◎印は委員長、○印は副委員長
議員定数 名、在籍数 名
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⑵ 研修会

年 月 日 種 別 内 容

平成

第 回

東京都市議会議員研修

会 

会場 府中の森芸術劇場 どりーむホール 
演題 東京の自治と市議会の役割 
講師 東京大学名誉教授 

地域活性化センター 全国地域リーダー養成塾塾長

全国町村会 道州制と町村に関する研究会座長

地域ケア政策ネットワーク代表理 事 
大 森 彌 氏 

⑶ 文書収発件数
（単位 件） 

収発別 件 数

収 受

発 議

⑷ 規則及び規程の制定状況
（平成 年 月～ 月 単位：件）

区 分 規 則 規 程

新 設

全 部 改 正

一 部 改 正

廃 止

合 計

⑸ 市議会だよりの発行

号 数 ペ ー ジ 数 発行年月日 発 行 部 数

ページ 平成 部
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⑹ 議会報編集委員会

名 称 開 催 回 数 会 議 日 数

議 会 報 編 集 委 員 会 回 日

⑺ 市議会情報公開審査会

名 称 開 催 回 数 会 議 日 数

情 報 公 開 審 査 会 回 日

⑻ 市議会個人情報保護審査会

名 称 開 催 回 数 会 議 日 数

個 人 情 報 保 護 審 査 会 回 日

⑼ 他市町村等からの行政視察

視 察 者 視 察 内 容 人 員 視 察 日

香川県・三豊市議会

教育民生常任委員会
小学校の英語教育について 人 平成 ．

高知県・土佐市議会

教育厚生常任委員会

小中一貫教育及びコミュニティ・スクールについ

て

東京都・あきる野市議会

自由民主党 志清会
地域公共交通について

大分県・別府市議会

公 明 党
学校事務の共同実施について

山口県・下関市議会

志 誠 会
小中一貫教育の取り組みについて
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議事関係事務

⑴ 本会議

種 別 開 催 回 数 会 期 日 数 会 議 日 数 傍 聴 者 数

定 例 会 回 日 日 人

臨 時 会

合 計

⑵ 常任委員会及び議会運営委員会

名 称 開 催 回 数 会 議 日 数 傍 聴 者 数

総 務 文 教 委 員 会 回 日 人

厚 生 産 業 委 員 会

建 設 環 境 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

合 計

⑶ 特別委員会

名 称 開 催 回 数 会 議 日 数 傍 聴 者 数

予 算 特 別 委 員 会 回 日 人

決 算 特 別 委 員 会

交 通 対 策 特 別 委 員 会

横 田 基 地 の 民 間 機 利 用 促 進 等

に 関 す る 調 査 特 別 委 員 会

合 計
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⑷ 定例会における議決事件等

議会名 番 号 件 名 付託委員会 議決年月日 結 果

第

一

回

定

例

会

議案第 号 平成 年度武蔵村山市一般会計予算 予算特別
平成

原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市国民健康保険

事業特別会計予算
予算特別 原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市下水道事業特

別会計予算
予算特別 原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市介護保険特別

会計予算
予算特別 原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市都市核地区土

地区画整理事業特別会計予算
予算特別 原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市後期高齢者医

療特別会計予算
予算特別 原案可決

議案第 号

武蔵村山市指定居宅介護支援等の事業

の人員及び運営に関する基準を定める

条例

厚生産業 原案可決

議案第 号
武蔵村山市中学校教育用コンピュータ

等活用基金条例を廃止する条例
原案可決

議案第 号

武蔵村山市非常勤の特別職の職員の報

酬及び費用弁償に関する条例等の一部

を改正する条例

原案可決

議案第 号

武蔵村山市常勤の特別職の職員の給与

及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例

原案可決

議案第 号
武蔵村山市職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例
原案可決

議案第 号

武蔵村山市特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第 号
武蔵村山市後期高齢者医療に関する条

例の一部を改正する条例
原案可決

議案第 号
武蔵村山市営住宅条例の一部を改正す

る条例
原案可決

議案第 号
武蔵村山市国民健康保険税賦課徴収条

例の一部を改正する条例
原案可決

議案第 号
武蔵村山市介護保険条例の一部を改正

する条例
原案可決

議案第 号

武蔵村山市指定地域密着型サービスの

事業の人員、設備及び運営に関する基

準等を定める条例の一部を改正する条

例

原案可決
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議会名 番 号 件 名 付託委員会 議決年月日 結 果

第

一

回

定

例

会

議案第 号
武蔵村山市小口事業資金融資条例の一

部を改正する条例

平成
原案可決

議案第 号

武蔵村山市地区計画区域内の建築物の

制限に関する条例の一部を改正する条

例

原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市一般会計補正

予算（第 号）
原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市国民健康保険事

業特別会計補正予算（第 号）
原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市下水道事業特別

会計補正予算（第 号）
原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市介護保険特別

会計補正予算（第 号）
原案可決

議案第 号

平成 年度武蔵村山市都市核地区土

地区画整理事業特別会計補正予算（第

号）

原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市後期高齢者医

療特別会計補正予算（第 号）
原案可決

議案第 号
東京都後期高齢者医療広域連合規約の

変更について
原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市一般会計補正

予算（第 号）
原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市一般会計補正

予算（第 号）
原案可決

議案第 号 教育委員会教育長の任命について 同 意

議案第 号
固定資産評価審査委員会委員の選任に

ついて
同 意

委提第 号 予算特別委員会の設置について 原案可決

議提第 号
子どもの医療費等の負担軽減に関する

意見書
否 決

報告第 号
武蔵村山市国民保護計画の修正につい

て
報 告

選任第 号 予算特別委員会委員の選任 選 任

諮問第 号
人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについて
同 意
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議会名 番 号 件 名 付託委員会 議決年月日 結 果

第
一
回
定
例
会

諮問第 号
人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについて

平成
同 意

陳情 第 号

市町村民税・都民税特別徴収税額の決

定・変更通知書への個人番号記載中止

を求める陳情

総 務 文 教 不 採 択

第

二

回

定

例

会

議案第 号
専決処分の承認を求めることについ

て
承 認

議案第 号
専決処分の承認を求めることについ

て
承 認

議案第 号
専決処分の承認を求めることについ

て
承 認

議案第 号
専決処分の承認を求めることについ

て
承 認

議案第 号
専決処分の承認を求めることについ

て
承 認

議案第 号
武蔵村山市職員の旅費に関する条例

等の一部を改正する条例
原案可決

議案第 号
武蔵村山市税賦課徴収条例等の一部

を改正する条例
原案可決

議案第 号
武蔵村山市都市計画税条例の一部を

改正する条例
原案可決

議案第 号

武蔵村山市指定地域密着型サービス

の事業の人員、設備及び運営に関する

基準等を定める条例の一部を改正す

る条例

原案可決

議案第 号

武蔵村山市指定地域密着型介護予防

サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準等を定め

る条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第 号

武蔵村山市指定介護予防支援等の事

業の人員及び運営並びに指定介護予

防支援等に係る介護予防のための効

果的な支援の方法に関する基準等を

定める条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市一般会計補正

予算（第 号）
原案可決

議案第 号
大南学園第四中学校特別教室等空調

設備改修工事の請負契約について
原案可決

議案第 号 副市長の選任について 同 意
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議会名 番 号 件 名 付託委員会 議決年月日 結 果

第

二

回

定

例

会

議提第 号
森友学園疑惑の徹底調査を求める意見

書

平成
否 決

報告第 号 繰越明許費繰越計算書について 報 告

報告第 号 繰越明許費繰越計算書について 報 告

報告第 号

武蔵村山市第四次障害者計画・第五期

障害福祉計画・第一期障害児福祉計画

について

報 告

提出第 号
武蔵村山市土地開発公社の経営状況を

説明する書類の提出について
提 出

諮問第 号
人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについて
同 意

第

三

回

定

例

会

議案第 号
平成 年度武蔵村山市一般会計歳入

歳出決算認定について
決算特別 認 定 

議案第 号

平成 年度武蔵村山市国民健康保険

事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て

決算特別  認 定 

議案第 号
平成 年度武蔵村山市下水道事業特

別会計歳入歳出決算認定について
決算特別  認 定 

議案第 号
平成 年度武蔵村山市介護保険特別

会計歳入歳出決算認定について
決算特別  認 定 

議案第 号

平成 年度武蔵村山市都市核地区土

地区画整理事業特別会計歳入歳出決算

認定について

決算特別 認 定

議案第 号
平成 年度武蔵村山市後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算認定について
決算特別  認 定 

議案第 号

武蔵村山市議会議員及び武蔵村山市長

の選挙における選挙運動の公費負担に

関する条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第 号

武蔵村山市子どものための教育・保育

給付に係る利用者負担金に関する条例

の一部を改正する条例

原案可決

議案第 号

武蔵村山市放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例

原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市一般会計補正

予算（第 号）
原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市国民健康保険

事業特別会計補正予算（第 号）
原案可決
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議会名 番 号 件 名 付託委員会 議決年月日 結 果

第

三

回

定

例

会

議案第 号
平成 年度武蔵村山市下水道事業特

別会計補正予算（第 号）

平成
原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市介護保険特別

会計補正予算（第 号）
原案可決

議案第 号

平成 年度武蔵村山市都市核地区土

地区画整理事業特別会計補正予算（第

号）

原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市後期高齢者医

療特別会計補正予算（第 号）
原案可決

議案第 号 教育委員会委員の任命について 同 意

委提第 号 決算特別委員会の設置について  原案可決

委提第 号 臓器移植の環境整備を求める意見書  原案可決

議提第 号

学校施設及び民間ブロック塀の調査及

び改修に関する財政支援を求める意見

書

否 決

議提第 号
学校トイレ洋式化の補助拡充を求める

意見書
否 決

議提第 号
ＣＶ－ オスプレイの横田基地配備の

撤回を求める意見書
否 決

報告第 号 平成 年度武蔵村山市の健全化判断

比率及び資金不足比率について
 報 告

選任第 号 決算特別委員会委員の選任  選 任 

諮問第 号
人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについて
同 意

陳情 第 号
ライドシェアを容認しない意見書の提

出を求める陳情
建設環境  趣旨採択 

陳情 第 号
臓器移植の環境整備を求める意見書の

採択を求める陳情
厚生産業  採 択 

第

四

回

定

例

会

議案第 号 専決処分の承認を求めることについて  承 認

議案第 号 武蔵村山市職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例
 原案可決

議案第 号 
武蔵村山市常勤の特別職の職員の給与

及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例

 原案可決

議案第 号
武蔵村山市民総合センター設置条例の

一部を改正する条例
 原案可決
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議会名 番 号 件 名 付託委員会 議決年月日 結 果

第

四

回

定

例

会

議案第 号
武蔵村山市児童育成手当条例等の一部

を改正する条例

平成

 原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市一般会計補正

予算（第 号）
  原案可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市介護保険特別

会計補正予算（第 号）
  原案可決

議案第 号 平成 年度武蔵村山市後期高齢者医

療特別会計補正予算（第 号）
  原案可決

議案第 号 
武蔵村山市民総合センター地域包括支

援センターの指定管理者の指定につい

て

  原案可決

議案第 号 
武蔵村山市民総合センター身体障害者

福祉センターの指定管理者の指定につ

いて

 原案可決

議案第 号 
武蔵村山市民総合センター障害者地域

自立生活支援センターの指定管理者の

指定について

 原案可決

議案第 号

武蔵村山市民総合センター訪問看護ス

テーションの指定管理者の指定につい

て

 原案可決

議案第 号

武蔵村山市民総合センターボランティ

ア・市民活動センターの指定管理者の

指定について

 原案可決

議案第 号
武蔵村山市立緑が丘ふれあいセンタ

ーの指定管理者の指定について
 原案可決

議案第 号

武蔵村山市立緑が丘高齢者サービスセ

ンター高齢者在宅サービスセンターの

指定管理者の指定について

原案可決 

議案第 号

武蔵村山市立緑が丘高齢者サービスセ

ンター地域包括支援センターの指定管

理者の指定について

 原案可決

議案第 号 市道路線の認定について 建 設 環 境  原案可決

議案第 号 市道路線の廃止について 建 設 環 境  原案可決

委提第 号
学校体育館エアコン設置への財政支援

拡充を求める意見書
 原案可決

議提第 号
住民票の除票及び戸籍の附票の除票の

保存期間の延長を求める意見書
 原案可決

議提第 号 森林環境税の活用に関する意見書  原案可決
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議会名 番 号 件 名 付託委員会 議決年月日 結 果

第
四
回
定
例
会

議提第 号
島返還だけで日露平和条約を締結し

ないよう求める意見書

平成

 否 決

議提第 号
来年 月からの消費税増税の中止を

求める意見書
 否 決

議提第 号
国民健康保険制度への公費負担拡大を

求める意見書
 否 決

（議会事務局 終わり） 
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企 画 財 務 部

秘 書 広 報 課

企 画 政 策 課

財 政 課
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秘 書 広 報 課

秘書及び広報関係事務

⑴ 自治功労等表彰状況
ア 自治功労表彰者

イ 一般表彰者

氏 名 備 考 氏 名 備 考

高 橋 正 治
前 個 人 情 報 保 護

審 議 会 委 員

ト ヨ タ 西 東 京

カローラ株式会社
物 品 寄 附

福 本 菊 江 〃 比 留 間 市 郎 現 金 寄 附

松 本 喜 久 江 前民生委員・児童委員 比 留 間 茂 雄 〃

石 原 尚 斉 現 金 寄 附 武 蔵 村 山 市

ゴ ル フ 連 盟
〃

一 般 社 団 法 人

バリアフリー推進

協 会 代 表 理 事

柏 木 太 郎

物 品 寄 附 武蔵村山自動車

整 備 組 合
〃

青 梅 信 用 金 庫 現 金 寄 附 
有限会社ワールド

シート代表取締役

大 橋 伸 夫

物 品 寄 附

株式会社ノジマ 物 品 寄 附 読 売 セ ン タ ー

武 蔵 村 山 西 部
〃

神 崎 隆 夫 現 金 寄 附 川 島 晴 夫 事 故 防 止

窪 田 大 祐 〃 堀 上 み ち 子 青 少 年 指 導

小 嶋 整 〃 株 式 会 社

石 原 製 作 所
防 火

宗教法人真如苑 〃 伊 藤 美 香 子 人 命 救 助

高 橋 保 子 〃 野 﨑 幸 利 農 業

備考 一般表彰者の 人は、本人の意向により公表せず。 

氏 名 備 考 氏 名 備 考

持 田 浩 志 前教育委員会教育長 島 田 妙 美 前教育委員会委員

𠮷𠮷 川 久 よ
前 固 定 資 産 評 価

審 査 委 員 会 委 員
髙 橋 勇 治 前 消 防 団 団 長
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⑵ 市報発行状況

発 行 区 分 回数 配布対象 ページ当たり単価 発行部数

タブロイド版 ページ 回

全世帯 円
回当たり

～ 部

タブロイド版

タブロイド版

タブロイド版

タブロイド版

タブロイド版

⑶ 市政クイズ応募件数
（単位：件） 

年
月

平成 平成
合計 月平均

件
数

⑷ ひろば欄掲載件数
（単位：件） 

年月

区分

平成 平成
合計 月平均

催しもの

会員募集

合 計

⑸ ホームページ利用状況

年間利用数

平成 年 月～平成 年 月

件

日平均 件
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広聴関係事務

⑴ 市長への手紙、市民の声
ア 月別受付件数

（単位：件）

年月

方法
平成 平成

合 計

来 訪

電 話

書 状

Ｅメール

合 計

イ 受付状況
単位：件

内訳

区分
苦 情 要 望 意 見 問 合 せ そ の 他 合 計

都 市 基 盤

生 活 環 境

健 康 福 祉

産 業 経 済

学 校 教 育

生 涯 学 習

そ の 他

合 計

ウ 処理状況
単位：件

内訳

区分

文 書 に よ り

回答したもの

口頭 電話・訪問

により回答したもの

直接指導及び他の

機関へ依頼したもの

匿名等のた

め回答不要
合 計

都 市 基 盤

生 活 環 境

健 康 福 祉

産 業 経 済

学 校 教 育

生 涯 学 習

そ の 他

合 計

備考 月別受付件数（アの表）の合計と受付・処理状況（イ及びウの表）の合計件数とが一致しな

いのは、 枚のはがき等に複数の要望事項等が記載されているため。
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エ ホームページからの問合せメール月別受付件数
単位：件

年月

回答の要否

平成 平成
合計

回 答 必 要

回 答 不 要

受 付 総 数

備考 ホームページから各課（係）にあった問合せメールの合計件数。回答等の対応は各課（係）

から行った。

⑵ 市民と市長のタウンミーティング開催状況

日 時 場 所 参加者 備 考

第 回 平成 年 月 日（土） 三ツ木地区会館 人

第 回 〃 月 日（土） 緑が丘ふれあいセンター

第 回 〃 月 日（日） 湖南地区集会所

第 回 〃 月 日（日） 中原地区集会所

第 回 〃 月 日（日） 中藤地区会館

第 回 〃 月 日（月） 中部地区会館 自治会長対象

第 回 〃 月 日（水） 緑が丘ふれあいセンター 自治会長対象

合計
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⑶ 各種相談業務
ア 実績

区分

相談名
開 催 日 時 間 相談件数 場 所

法 律 相 談 毎月第 ・ ・ 水曜日
午後 時 分～
午後 時 分

件

中部地区会館
（市役所内）
会議室ほか

税 務 相 談 毎 月 第 水 曜 日

午後 時 分～
午後 時 分

登記・成 年 後見 相談 毎 月 第 水 曜 日

建 築 相 談 毎 月 第 水 曜 日

表 示 登 記 相 談 毎 月 第 水 曜 日

交 通 事 故 相 談 毎 月 第 水 曜 日

相続遺言・成年後見・

許 認 可 等 相 談
毎 月 第 水 曜 日

不 動 産 取 引 相 談 毎 月 第 水 曜 日

人 権 相 談 毎 月 第 ・ 水 曜 日

行 政 相 談 毎 月 第 水 曜 日

特 設 行 政 相 談
平成 年 月 日 土）、

日（日）
午前 時 分～
午後 時 分

村山デエダラ
まつり会場

合 計

イ 相談員

相 談 名 相 談 員 等

法 律 相 談 弁護士

税 務 相 談 東京税理士会立川支部

登 記 ・ 成 年 後 見 相 談 東京司法書士会立川支部

建 築 相 談 東京都建築士事務所協会たちかわ支部

表 示 登 記 相 談 東京土地家屋調査士会立川支部

交 通 事 故 相 談 日弁連交通事故相談センター

相続遺言・成年後見・許認可等相談 東京都行政書士会立川支部

不 動 産 取 引 相 談 東京都宅地建物取引業協会立川支部

人 権 相 談 人権擁護委員

行 政 相 談 行政相談員
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⑷ 市政情報コーナー運用状況
ア 利用状況

項目

年月

稼働
日数

日

案内者数

（人）

資料等閲
覧 者 数

（人）

パソコン
利用者数

（人）

コ ピ ー
利用者数

（人）

コ ピ ー
枚 数

（枚）

コ ピ ー
料 金

（円）

有 償
刊行物販
売 件 数
（件）

有 償
刊行物販
売 金 額
（円）

平成

合 計

備考 有償刊行物の販売件数及び販売金額については、情報館えのきの売上げを含む。

イ 主な業務内容

ア 総合案内業務に関すること。

イ 刊行物の閲覧に関すること。

ウ 東京都及び他区市町村の刊行物の閲覧に関すること。

エ コピーサービスに関すること。

オ 市の発行する有償刊行物の売り払いに関すること。

ウ 有償刊行物販売件数上位状況

有償刊行物名称 数量

都市計画図（ ） 枚

市全図（ ） 枚

特別展解説書「年中行事からみる村山のくらし」 冊

（秘書広報課 終わり）
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企 画 政 策 課

企画政策事務

⑴ 武蔵村山市第四次長期総合計画㉛実施計画
この計画は、武蔵村山市第四次長期総合計画の一環として基本構想及び基本計画を受け、

これを具体的に実現するための か年計画であり、ローリング方式により毎年度所要の修正

補完を行い、作成するものである。

（単位：百万円）

区 分 元年度 年度 年度 合 計

市民が自ら考え行動するまちづくり

コミュニティ

パートナーシップ

安心していきいきと暮らせるまちづくり

安全・安心

健康・医療

福祉

暮らし

誰もが自分らしく成長できるまちづくり

人権

教育

快適で暮らしやすいまちづくり

都市基盤

環境

地域の資源を生かした特色あるまちづくり

産業

景観

文化

計画の推進に向けて

行政運営

財政運営

広域行政

合 計

備考 事業計画がない場合や事業計画があっても特段の事業費が見込まれない場合は、斜線で表示

した。

⑵ 庁議等開催状況
（単位：回）

区 分 庁 議 調 整 会 議 部長連絡会議 部 課 長 会 議

開 催 回 数

－ 247 －



－ －

⑶ 武蔵村山市第五次長期総合計画策定に向けた市民ワークショップ

年 月 日 開 催 場 所 参加人数 テ ー マ

第 回 平成 残堀・伊奈平地区会館 人
〇 年後に期待する生活像・まちの姿

〇 そのために誰かにして欲しいこと

〇 自分で・みんなで取り組みたいこと

第 回 大 南 地 区 会 館

第 回 中 部 地 区 会 館
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行政管理事務

⑴ 行政組織（平成 年 月 日現在）
 
 
 
 
 
 
 

エクセルから入れる
  

２　行政管理事務
　⑴　行政組織（平成31年3月31日現在）

企 画財務部 秘書広報課 秘 書 係
広 報 広 聴 係 都市整 備部 都 市計画課 計 画 係

開 発 指 導 係
企画政策課 企 画 政 策 係 用地・住宅係

行 政 管 理 係
公共施設活用係 交 通 企 画 ・ 交 通 企 画 ・

モノレール推進課 モノレール推進係

財 政 課 財政・検査係
区 画整理課 区 画 整 理 係

総 務 部 総務契約課 総 務 係
契 約 係 道路下水道課 管 理 係

工 事 係
文書情報課 文 書 係 維 持 補 修 係

法 規 係 下 水 道 係
情報システム係

施 設 課 施 設 係
職 員 課 人 事 給 与 係

採用・制度改正係

研 修 厚 生 係
会計管 理者 会 計 課 会 計 係

防災安全課 消 防 係
災 害 対 策 係
交 通 防 犯 係

議 会事務局 総 務 係
市 民 部 市 民 課 窓 口 係 議 事 係

記 録 係
出 張 所

教 育 部 教 育総務課 教 育 政 策 係
保険年金課 国民健康保険係 学 事 係

医療費適正化係 教 育 施 設 係
後期・年金係

教 育指導課 指 導 係
課 税 課 諸 税 係 教 育 支 援 係

市 民 税 係 教 職 員 係
土 地 係
家 屋 係

学 校給食課 学校給食センター

収 納 課 管 理 係
収 納 係 文 化振興課 生 涯 学 習 係

資 料 館 係
協 働推進部 協働推進課 協 働 推 進 係

スポーツ振興課 スポーツ振興係

産業振興課 商 工 係
農 政 係

図 書 館
観 光 課 観 光 係

環 境 課 環 境 保 全 係
公 園 緑 地 係

選挙管理委員会事務局

ごみ対策課 ご み 対 策 係
減 量 推 進 係

健 康福祉部 地域福祉課 地 域 福 祉 係 監 査事務局
福祉事務所 市民なやみごと相談係

地 域 支 援 係
福 祉 会 館

農業委員会事務局

高齢福祉課 管 理 係
介 護 認 定 係
介 護 給 付 係
高 齢 福 祉 係

障害福祉課 業 務 係
援 護 第 一 係
援 護 第 二 係

子育て支援課 手当・医療係
相談・援護係

子ども育成課 保 育 係
児 童 館

生活福祉課 経理・医療係
保 護 第 一 係
保 護 第 二 係

健康推進課 健 康 係
成 人 保 健 係
母 子 保 健 係

固定資産評価審査委員会

選挙管理委員会

農業委員会

監 査 委 員

議 会

教

育

委

員

会

教

　
育

　
長

市

長

副

市

長
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⑵ 主要事業の進行管理
ア 市制 周年記念事業（検討委員会の開催）

イ ホストタウン推進事業（交流事業覚書の締結、交流事業の実施等）

ウ 公共施設マネジメント事業（市民向け講演会の開催等）

エ 医療費適正化事業（医療費分析に基づく事業の実施等）

オ （仮称）武蔵村山市観光協会設立事業（検討委員会の開催等）

カ 多摩都市モノレール関連事業（啓発事業の実施、啓発物品の販売等）

キ 都市核地区土地区画整理事業（仮換地指定、建物移転等）

ク 新青梅街道沿道まちづくり推進事業（都市計画変更に向けた協議、調整等）

ケ 主要市道整備事業

ア 主要市道第 号線拡幅整備（用地・物件取得等）

イ 主要市道第 号線整備（工事の施工）

コ 学校施設整備事業（特別教室等冷房設備設置工事の施工等）

⑶ 行政改革推進事務事業の進行管理
ア 管理職への昇任意欲向上策の検討

イ 人材育成基本方針の改訂

ウ 基幹的地域包括支援センターの運営方法の検討

エ つみき保育園の在り方の検討

オ 心身障害児通所訓練事業の法定事業への移行

カ 各種窓口業務委託の検討

キ 子どもの貧困対応プランの策定

ク 市内学校での新たな選挙啓発活動の実施

ケ 遊休市有地の利活用の検討

コ 下水道ストックマネジメント計画の策定

⑷ 行政改革の推進
ア 武蔵村山市行政改革本部

ア 武蔵村山市行政改革本部構成員

構成員 市長、副市長、教育長ほか部長職 人

イ 審議経過

年 月 日 主 な 審 議 内 容

第 回 平成

○ 第六次行政改革大綱推進項目の検討結果について
○ 武蔵村山市第六次行政改革大綱推進計画《平成 年度～平成 年

度》の策定について
○ 平成 年度に進行管理を行う行政改革推進事務事業について

第 回 ○ 平成 年度末における第六次行政改革大綱の推進状況について

第 回

○ 平成 年度上半期における第六次行政改革大綱の推進状況につい

て

○ 第六次行政改革大綱推進項目の検討結果について
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イ 武蔵村山市行政改革推進委員会

ア 武蔵村山市行政改革推進委員会委員

（平成 年 月 日現在）

氏 名 備 考

高 橋 茂 明 委員長

宮 﨑 和 雄 副委員長

小 林 ミ サ 子

指 田 登 美 子

欠員

備考 委員 名が平成 年 月 日付で辞職

イ 審議経過

年 月 日 主 な 審 議 内 容

第 回 平成 ○ 平成 年度末における第六次行政改革大綱の推進状況について

第 回

○ 委員長及び副委員長の互選について
○ 平成 年度上半期における第六次行政改革大綱の推進状況につい

て

⑸ 行政評価の実施
ア 武蔵村山市行政評価会議

ア 武蔵村山市行政評価会議構成員

構成員 副市長ほか部長職 人

イ 審議経過

年 月 日 主 な 審 議 内 容

第 回 平成 ○ 行政評価の対象事案の選定について

第 回
○ 二次評価の実施方法について

○ 事務事業の二次評価について

第 回 ○ 事務事業の二次評価について

第 回 ○ 施策の二次評価について

第 回 ○ 事務事業の二次評価について

第 回 ○ 事務事業の二次評価について
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イ 武蔵村山市行政評価委員会

ア 武蔵村山市行政評価委員会委員

（平成 年 月 日現在）

氏 名 選 出 区 分 備 考

坂 野 達 郎 学識経験者 委員長

斎 藤 良 昭 企業経営分野等に関し識見を有する者 副委員長

阿 部 慶 一 〃

栗 原 誠 〃

内 野 喜 行 公募による市民

原 田 裕 一 〃

イ 審議経過

年 月 日 主 な 審 議 内 容

第 回 平成
○ 副委員長の互選について
○ 行政評価の評価結果の審議について

第 回
○ 行政評価の評価結果の審議について

○ 審議対象事案の検討について

第 回 ○ 行政評価の評価結果の審議について

第 回 ○ 行政評価の評価結果の審議について
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管財事務

⑴ 普通財産貸付状況
（平成 年 月 日現在）

土 地 の 表 示 面積（㎡） 貸 付 期 間 貸付金 利用目的

武蔵村山市三ツ木二丁目 番
平成元 ～

令和元
無 償

三 ツ 木
派出所用地

〃 伊奈平六丁目 番
平成 ～

令和
無 償

残 堀
駐在所用地

〃 学園四丁目 番
ほか 筆 建物

平成 ～
令和

無 償
高 齢 者
作 業 所

〃 榎一丁目 番
ほか 筆

平成 ～
令和

有 償 病 院 用 地

〃 榎一丁目 番
平成 ～

令和
有 償 病 院 用 地

合 計
建物

⑵ 財産異動状況
ア 土地

ｱ 行政財産

（単位：㎡）

名 称 面 積 異 動 の 内 容

雨 水 処 理 施 設 寄 附

防 火 水 槽 △ 錯 誤

第 二 小 学 校 △ 錯 誤

第 三 小 学 校 △ 錯 誤

第 一 中 学 校 △ 錯 誤

合 計 △

ｲ 普通財産

（単位：㎡）

名 称 面 積 異 動 の 内 容

廃 道 敷 （ 主 要 市 道 第 号 線 ） △ 売 却

廃 道 敷 （一 般 市 道 第 号 線 ） 道路用地からの移行

〃 △ 売 却

廃 道 敷 （一 般 市 道 第 号 線 ） △ 道 路 用 地 へ 移 行

合 計 △
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イ 建物

行政財産

単位：㎡）

名 称 用途名 構 造 床面積 異動の内容

第 三 中 学 校 倉 庫 軽量鉄骨造平屋建 新築による増

合 計

⑶ 建物総合損害共済加入状況
（平成 年 月 日現在）

件 数 共 済 責 任 額 共 済 基 金 分 担 金

建 物 総 合 損 害 共 済 件 円 円

（企画政策課 終わり） 
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１　財政関係事務

  ⑴　平成30年度一般会計予算執行状況

　　 ア　歳　入

第 1 号 第 2 号 第 3 号 第 4 号 第 5 号 第 6 号

市 税 △ 9,812

地 方 譲 与 税 △ 10,905

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割
交 付 金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

国有提供施設等所在

市町村助成交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別

交 付 金

分担金及び負担金 △ 1,810

使用料及び手数料

財 産 収 入

寄 附 金

財     政     課

補　正　予　算　額
（補正回数及び日付）

△ 5,608

款 当初予算額

国 庫 支 出 金 △ 34,030 △ 19,021

都 支 出 金 △ 19,385 △ 35,709

繰 入 金 △ 35,297 △ 322,032 △ 67,792

繰 越 金

諸 収 入

市 債 △ 98,000

歳 入 合 計 △ 186,712
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(単位：千円、％)

繰 越 事 業 費

繰 越 財 源

充 当 額

8

予 算 現 額
決算額
構成比

収入済額
収入
割合

3

(単位：千円、％)

繰 越 事 業 費

繰 越 財 源

充 当 額

予 算 現 額
決算額
構成比

収入済額
収入
割合
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イ 歳　出

第 1 号 第 2 号 第 3 号 第 4 号 第 5 号 第 6 号

議 会 費

総 務 費

民 生 費 △ 388,303 △ 31,575

衛 生 費 △ 581

農 業 費 △ 3,678

商 工 費 △ 1,507

土 木 費 △ 37,908

消 防 費 △ 11,852

教 育 費 △ 186,712 △ 15,438

公 債 費 △ 5,028

予 備 費

△ 186,712歳 出 合 計

款 当初予算額

補　正　予　算　額
（補正回数及び日付）
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        39

        80

△ 15,441

繰 越 事 業 費
繰 越 額

(単位：千円、％)

決算額
構成比

支出済額
支出
割合

予 備 費
充 当 額

予算現額

△ 15,441

繰 越 事 業 費
繰 越 額

(単位：千円、％)

決算額
構成比

支出済額
支出
割合

予 備 費
充 当 額

予算現額
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⑵　平成30年度国民健康保険事業特別会計予算執行状況

　 ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

国 民 健 康 保 険 税

一 部 負 担 金

国 庫 支 出 金

療養給付費等交付金

都 支 出 金

繰 入 金 △ 388,640

繰 越 金

諸 収 入

市 債

決 算 額
構 成 比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補　正　予　算　額

（補正回数及び日付）
予 算 現 額 収 入 済 額

⑵　平成30年度国民健康保険事業特別会計予算執行状況

ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

国 民 健 康 保 険 税

一 部 負 担 金

国 庫 支 出 金

療養給付費等交付金

都 支 出 金

繰 入 金 △ 388,640

繰 越 金

諸 収 入

市 債

決 算 額
構 成 比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付）
予 算 現 額 収 入 済 額

⑵　平成30年度国民健康保険事業特別会計予算執行状況

ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

国 民 健 康 保 険 税

一 部 負 担 金

国 庫 支 出 金

療養給付費等交付金

都 支 出 金

繰 入 金 △ 388,640

繰 越 金

諸 収 入

市 債

決 算 額
構 成 比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付）
予 算 現 額 収 入 済 額
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 イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 2,445

保 険 給 付 費

国民健康保険
事業費納付金

共 同 事 業
拠 出 金

保 健 事 業 費 △ 16,874

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

当初予算額 予算現額
予 備 費
充 当 額

(単位：千円、％)
補　正　予　算　額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

決 算 額
構 成 比

支出済額
支 出
割 合

款

 イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 2,445

保 険 給 付 費

国民健康保険
事業費納付金

共 同 事 業
拠 出 金

保 健 事 業 費 △ 16,874

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

当初予算額 予算現額
予 備 費
充 当 額

(単位：千円、％)
補　正　予　算　額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

決 算 額
構 成 比

支出済額
支 出
割 合

款

 イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 2,445

保 険 給 付 費

国民健康保険
事業費納付金

共 同 事 業
拠 出 金

保 健 事 業 費 △ 16,874

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

当初予算額 予算現額
予 備 費
充 当 額

(単位：千円、％)
補　正　予　算　額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

決 算 額
構 成 比

支出済額
支 出
割 合

款
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⑶　平成30年度下水道事業特別会計予算執行状況

　 ア 歳　入

第 1 号 第 2 号

分担金及び負担金 △ 1,289

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金 △ 235

都 支 出 金

財 産 収 入 △ 35

繰 入 金 △ 22,291

繰 越 金 △ 3,262

諸 収 入

市 債 △ 63,300

△ 3,262 △ 51,512

　 イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 3,262

事 業 費 △ 132,753

公 債 費 △ 1,237

予 備 費

△ 3,262 △ 51,512

決算額
構成比

決算額
構成比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付） 繰越事業費
繰 越 財 源
充 当 費

予 算 現 額 収 入 済 額

繰越事業費
繰 越 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合

⑶ 平成30年度下水道事業特別会計予算執行状況

ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

分担金及び負担金 △ 1,289

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金 △ 235

都 支 出 金

財 産 収 入 △ 35

繰 入 金 △ 22,291

繰 越 金 △ 3,262

諸 収 入

市 債 △ 63,300

△ 3,262 △ 51,512

イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 3,262

事 業 費 △ 132,753

公 債 費 △ 1,237

予 備 費

△ 3,262 △ 51,512

決算額
構成比

決算額
構成比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付） 繰越事業費
繰 越 財 源
充 当 費

予 算 現 額 収 入 済 額

繰越事業費
繰 越 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合

⑶　平成30年度下水道事業特別会計予算執行状況

ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

分担金及び負担金 △ 1,289

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金 △ 235

都 支 出 金

財 産 収 入 △ 35

繰 入 金 △ 22,291

繰 越 金 △ 3,262

諸 収 入

市 債 △ 63,300

△ 3,262 △ 51,512

イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 3,262

事 業 費 △ 132,753

公 債 費 △ 1,237

予 備 費

△ 3,262 △ 51,512

決算額
構成比

決算額
構成比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付） 繰越事業費
繰 越 財 源
充 当 費

予 算 現 額 収 入 済 額

繰越事業費
繰 越 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合

⑶　平成30年度下水道事業特別会計予算執行状況

ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

分担金及び負担金 △ 1,289

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金 △ 235

都 支 出 金

財 産 収 入 △ 35

繰 入 金 △ 22,291

繰 越 金 △ 3,262

諸 収 入

市 債 △ 63,300

△ 3,262 △ 51,512

イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 3,262

事 業 費 △ 132,753

公 債 費 △ 1,237

予 備 費

△ 3,262 △ 51,512

決算額
構成比

決算額
構成比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付） 繰越事業費
繰 越 財 源
充 当 費

予 算 現 額 収 入 済 額

繰越事業費
繰 越 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合

⑶　平成30年度下水道事業特別会計予算執行状況

ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

分担金及び負担金 △ 1,289

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金 △ 235

都 支 出 金

財 産 収 入 △ 35

繰 入 金 △ 22,291

繰 越 金 △ 3,262

諸 収 入

市 債 △ 63,300

△ 3,262 △ 51,512

イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 3,262

事 業 費 △ 132,753

公 債 費 △ 1,237

予 備 費

△ 3,262 △ 51,512

決算額
構成比

決算額
構成比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付） 繰越事業費
繰 越 財 源
充 当 費

予 算 現 額 収 入 済 額

繰越事業費
繰 越 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合
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⑷　平成30年度介護保険特別会計予算執行状況

ア　歳　入

第 1 号 第 2 号 第 3 号

介 護 保 険 料

使 用 料 及 び
手 数 料

国 庫 支 出 金 △ 3,684

支 払 基 金 交 付 金 △ 19,482

都 支 出 金 △ 6,746

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金 △ 41,530

繰 越 金

諸 収 入

市 債

△ 41,509

(単位：千円、％)

款 当初予算額

歳 入 合 計

収入
割合

収入済額
決算額
構成比

予算現額

補　正　予　算　額
（補正回数及び日付）

イ　歳　出

第 1 号 第 2 号 第 3 号

総 務 費 △ 19,215

保 険 給 付 費

財 政 安 定 化
基 金 拠 出 金

地 域 支 援 事 業 費 △ 74,596

基 金 積 立 金

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

△ 41,509歳 出 合 計

予備費
充当額

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補　正　予　算　額
（補正回数及び日付）

予算現額 支出済額
支出
割合

決算額
構成比

⑷　平成30年度介護保険特別会計予算執行状況

ア　歳　入

第 1 号 第 2 号 第 3 号

介 護 保 険 料

使 用 料 及 び
手 数 料

国 庫 支 出 金 △ 3,684

支 払 基 金 交 付 金 △ 19,482

都 支 出 金 △ 6,746

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金 △ 41,530

繰 越 金

諸 収 入

市 債

△ 41,509

(単位：千円、％)

款 当初予算額

歳 入 合 計

収入
割合

収入済額
決算額
構成比

予算現額

補　正　予　算　額
（補正回数及び日付）

⑶　平成30年度下水道事業特別会計予算執行状況

　 ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

分担金及び負担金 △ 1,289

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金 △ 235

都 支 出 金

財 産 収 入 △ 35

繰 入 金 △ 22,291

繰 越 金 △ 3,262

諸 収 入

市 債 △ 63,300

△ 3,262 △ 51,512

　 イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 3,262

事 業 費 △ 132,753

公 債 費 △ 1,237

予 備 費

△ 3,262 △ 51,512

決算額
構成比

決算額
構成比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付） 繰越事業費
繰 越 財 源
充 当 費

予 算 現 額 収 入 済 額

繰越事業費
繰 越 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合

⑶　平成30年度下水道事業特別会計予算執行状況

　 ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

分担金及び負担金 △ 1,289

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金 △ 235

都 支 出 金

財 産 収 入 △ 35

繰 入 金 △ 22,291

繰 越 金 △ 3,262

諸 収 入

市 債 △ 63,300

△ 3,262 △ 51,512

　 イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 3,262

事 業 費 △ 132,753

公 債 費 △ 1,237

予 備 費

△ 3,262 △ 51,512

決算額
構成比

決算額
構成比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付） 繰越事業費
繰 越 財 源
充 当 費

予 算 現 額 収 入 済 額

繰越事業費
繰 越 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合

イ　歳　出

第 1 号 第 2 号 第 3 号

総 務 費 △ 19,215

保 険 給 付 費

財 政 安 定 化
基 金 拠 出 金

地 域 支 援 事 業 費 △ 74,596

基 金 積 立 金

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

△ 41,509歳 出 合 計

予備費
充当額

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補　正　予　算　額
（補正回数及び日付）

予算現額 支出済額
支出
割合

決算額
構成比
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⑸　平成30年度都市核地区土地区画整理事業特別会計予算執行状況　

　ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

使 用 料 及 び
手 数 料

保 留 地 処 分 金 △ 60,911

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

繰 入 金 △ 715

繰 越 金

諸 収 入

市 債

　イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 490

事 業 費

公 債 費 △ 4,472

予 備 費

決 算 額
構 成 比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付）
予 算 現 額 収 入 済 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合

決 算 額
構 成 比

⑸　平成30年度都市核地区土地区画整理事業特別会計予算執行状況　

　ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

使 用 料 及 び
手 数 料

保 留 地 処 分 金 △ 60,911

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

繰 入 金 △ 715

繰 越 金

諸 収 入

市 債

　イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 490

事 業 費

公 債 費 △ 4,472

予 備 費

決 算 額
構 成 比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付）
予 算 現 額 収 入 済 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合

決 算 額
構 成 比

⑸　平成30年度都市核地区土地区画整理事業特別会計予算執行状況　

　ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

使 用 料 及 び
手 数 料

保 留 地 処 分 金 △ 60,911

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

繰 入 金 △ 715

繰 越 金

諸 収 入

市 債

　イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 490

事 業 費

公 債 費 △ 4,472

予 備 費

決 算 額
構 成 比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付）
予 算 現 額 収 入 済 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合

決 算 額
構 成 比

⑸　平成30年度都市核地区土地区画整理事業特別会計予算執行状況　

　ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

使 用 料 及 び
手 数 料

保 留 地 処 分 金 △ 60,911

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

繰 入 金 △ 715

繰 越 金

諸 収 入

市 債

　イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 490

事 業 費

公 債 費 △ 4,472

予 備 費

決 算 額
構 成 比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付）
予 算 現 額 収 入 済 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合

決 算 額
構 成 比

⑶　平成30年度下水道事業特別会計予算執行状況

　 ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

分担金及び負担金 △ 1,289

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金 △ 235

都 支 出 金

財 産 収 入 △ 35

繰 入 金 △ 22,291

繰 越 金 △ 3,262

諸 収 入

市 債 △ 63,300

△ 3,262 △ 51,512

　 イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 3,262

事 業 費 △ 132,753

公 債 費 △ 1,237

予 備 費

△ 3,262 △ 51,512

決算額
構成比

決算額
構成比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付） 繰越事業費
繰 越 財 源
充 当 費

予 算 現 額 収 入 済 額

繰越事業費
繰 越 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合

⑶　平成30年度下水道事業特別会計予算執行状況

　 ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

分担金及び負担金 △ 1,289

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金 △ 235

都 支 出 金

財 産 収 入 △ 35

繰 入 金 △ 22,291

繰 越 金 △ 3,262

諸 収 入

市 債 △ 63,300

△ 3,262 △ 51,512

　 イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 3,262

事 業 費 △ 132,753

公 債 費 △ 1,237

予 備 費

△ 3,262 △ 51,512

決算額
構成比

決算額
構成比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付） 繰越事業費
繰 越 財 源
充 当 費

予 算 現 額 収 入 済 額

繰越事業費
繰 越 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合
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⑹　平成30年度後期高齢者医療特別会計予算執行状況

　ア　歳　入

第 1 号 第 2 号 第 3 号

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

使 用 料 及 び
手 数 料

国 庫 支 出 金

繰 入 金 △ 7,677 △ 12,034

繰 越 金

諸 収 入 △ 7,154

△ 19,188

(単位：千円、％)

決算額
構成比

歳 入 合 計

収入
割合

収入済額予算現額

補　正　予　算　額
（補正回数及び日付）

款 当初予算額

　イ　歳　出

第 1 号 第 2 号 第 3 号

総 務 費

広域連合負担金 △ 7,671

保 健 事 業 費 △ 11,960

葬 祭 諸 費

諸 支 出 金

予 備 費

△ 19,188歳 出 合 計

予備費
充当額

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補　正　予　算　額
（補正回数及び日付）

予算現額 支出済額
支出
割合

決算額
構成比

⑹　平成30年度後期高齢者医療特別会計予算執行状況

　ア　歳　入

第 1 号 第 2 号 第 3 号

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

使 用 料 及 び
手 数 料

国 庫 支 出 金

繰 入 金 △ 7,677 △ 12,034

繰 越 金

諸 収 入 △ 7,154

△ 19,188

(単位：千円、％)

決算額
構成比

歳 入 合 計

収入
割合

収入済額予算現額

補 正 予 算 額
（補正回数及び日付）

款 当初予算額

　イ　歳　出

第 1 号 第 2 号 第 3 号

総 務 費

広域連合負担金 △ 7,671

保 健 事 業 費 △ 11,960

葬 祭 諸 費

諸 支 出 金

予 備 費

△ 19,188歳 出 合 計

予備費
充当額

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額
（補正回数及び日付）

予算現額 支出済額
支出
割合

決算額
構成比

⑶　平成30年度下水道事業特別会計予算執行状況

ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

分担金及び負担金 △ 1,289

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金 △ 235

都 支 出 金

財 産 収 入 △ 35

繰 入 金 △ 22,291

繰 越 金 △ 3,262

諸 収 入

市 債 △ 63,300

△ 3,262 △ 51,512

イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 3,262

事 業 費 △ 132,753

公 債 費 △ 1,237

予 備 費

△ 3,262 △ 51,512

決算額
構成比

決算額
構成比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付） 繰越事業費
繰 越 財 源
充 当 費

予 算 現 額 収 入 済 額

繰越事業費
繰 越 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合

⑶　平成30年度下水道事業特別会計予算執行状況

ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

分担金及び負担金 △ 1,289

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金 △ 235

都 支 出 金

財 産 収 入 △ 35

繰 入 金 △ 22,291

繰 越 金 △ 3,262

諸 収 入

市 債 △ 63,300

△ 3,262 △ 51,512

イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 3,262

事 業 費 △ 132,753

公 債 費 △ 1,237

予 備 費

△ 3,262 △ 51,512

決算額
構成比

決算額
構成比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付） 繰越事業費
繰 越 財 源
充 当 費

予 算 現 額 収 入 済 額

繰越事業費
繰 越 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合

⑶　平成30年度下水道事業特別会計予算執行状況

ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

分担金及び負担金 △ 1,289

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金 △ 235

都 支 出 金

財 産 収 入 △ 35

繰 入 金 △ 22,291

繰 越 金 △ 3,262

諸 収 入

市 債 △ 63,300

△ 3,262 △ 51,512

イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 3,262

事 業 費 △ 132,753

公 債 費 △ 1,237

予 備 費

△ 3,262 △ 51,512

決算額
構成比

決算額
構成比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付） 繰越事業費
繰 越 財 源
充 当 費

予 算 現 額 収 入 済 額

繰越事業費
繰 越 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合

⑶　平成30年度下水道事業特別会計予算執行状況

ア　歳　入

第 1 号 第 2 号

分担金及び負担金 △ 1,289

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金 △ 235

都 支 出 金

財 産 収 入 △ 35

繰 入 金 △ 22,291

繰 越 金 △ 3,262

諸 収 入

市 債 △ 63,300

△ 3,262 △ 51,512

イ　歳　出

第 1 号 第 2 号

総 務 費 △ 3,262

事 業 費 △ 132,753

公 債 費 △ 1,237

予 備 費

△ 3,262 △ 51,512

決算額
構成比

決算額
構成比

(単位：千円、％)

歳 入 合 計

収 入
割 合

款 当初予算額

補 正 予 算 額

（補正回数及び日付） 繰越事業費
繰 越 財 源
充 当 費

予 算 現 額 収 入 済 額

繰越事業費
繰 越 額

（補正回数及び日付）

歳 出 合 計

(単位：千円、％)

款 当初予算額

補 正 予 算 額

予 算 現 額 支 出 済 額
支 出
割 合
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⑺ ふるさと寄附金

（単位：件、円）

区 分 件 数 金 額

市 内

個 人

法 人 等

小 計

市 外

個 人

法 人 等

小 計

合 計

検査事務

平成 年度検査件数

（単位：件）

年 月 工事請負 備 品 消耗品 印 刷 原材料 委 託 修 繕 合 計

平成

計

（財政課 終わり）
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－ －

総 務 部

総 務 契 約 課

文 書 情 報 課

職 員 課

防 災 安 全 課
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－ －

総 務 契 約 課

庁用自動車管理事務

⑴ 庁用自動車損害共済加入状況
（平成 年 月 日現在）

所 管 課
台

数

車 両 共 済 対 物 共 済 対 人 共 済

共 済 額 分 担 金 共 済 額 分 担 金 共 済 額 分 担 金

秘 書 広 報 課
台 円 円 円 円

無制限
円

総 務 契 約 課 〃

防 災 安 全 課 〃

市 民 課 〃

課 税 課 〃

収 納 課 〃

環 境 課 〃

ご み 対 策 課 〃

地 域 福 祉 課 〃

高 齢 福 祉 課 〃

障 害 福 祉 課 〃

子 ど も 育 成 課 〃

生 活 福 祉 課 〃

健 康 推 進 課 〃

道 路 下 水 道 課 〃

教 育 総 務 課 〃

施 設 課 〃

教 育 指 導 課 〃

学 校 給 食 課 〃

文 化 振 興 課 〃

スポーツ振興課 〃

図 書 館 〃

合 計 〃

備考 スポーツ振興課所管のスポーツトラクターを含む。
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⑵ 自動車損害共済金受領状況
ア 車両共済

所 管 課 件 数 共 済 金

総 務 契 約 課 件 円

子 ど も 育 成 課

合 計

イ 損害賠償共済（対物・対人共済）

所 管 課 件 数 保 険 金

件 円

⑶ 自動車損害賠償責任保険受領状況

所 管 課 件 数 保 険 金

件 円

⑷ 職員安全運転講習会開催状況

開 催 年 月 日 開 催 場 所 参 加 人 数

平成 武蔵村山市民会館 人

庁舎管理事務

市役所総合震災訓練実施状況

実 施 年 月 日 実 施 場 所 訓 練 状 況

平成
市役所庁舎及び

市民会館東側駐車場

消防署の協力の下、地震発生に
伴い 階湯沸室から火災が発生し
たという想定で通報、消火、避難、
防護措置、搬出及び救護訓練を実
施した。

統計事務

統計法（平成 年法律第 号）の規定に基づく基幹統計調査等の実施

ア 統計調査員確保対策事業

ア 目 的 各種統計調査を円滑に実施するため統計調査員を確保し、その資質の向上を

図る。

イ 登録者数 平成 年 月 日現在 人

イ 学校基本調査（基幹統計調査） 文部科学省 毎年実施

ア 目 的 学校に関する基本的事項を調査し、学校教育行政上の基礎資料とする。

イ 期 日 平成 年 月 日

ウ 対 象 公立小・中学校及び私立幼稚園

エ 調 査 数 件
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ウ 建設工事統計調査（基幹統計調査） 国土交通省 毎年実施

ア 目 的 建設工事及び建設業の実態を明らかにする。

イ 期 日 建設工事受注動態統計調査 毎月末日

建設工事施工統計調査 平成 年 月 日

ウ 対 象

ａ 建設工事受注動態統計調査

建設工事施工統計調査において、前々年度の完成工事高が 億円以上の事業所で国土交

通大臣が指定した事業所… 事業所

ｂ 建設工事施工統計調査

資本金階層別・層化業種別等により国土交通大臣が指定した事業所… 事業所

エ 調査区数 調査区

エ 経済センサス調査区管理 総務省 毎年実施

ア 目 的 平成 年経済センサス基礎調査において設定した調査区を今後の経済センサ

ス調査区として管理し、必要な修正を行うことにより、事業所又は企業を対象

とする各種統計調査実施の基礎資料としての利用に供する。

また、経済センサスをはじめ事業所又は企業を対象とする各種統計調査実施

に当たり、調査区管理により調査区が変更になった事業所、登記簿等の行政記

録から追加された事業所等について、「調査区台帳」を用いた効率的な調査区

同定を行う。

イ 期 日 平成 年 月 日

ウ 対 象 事業所

エ 調査区数 調査区

オ 工業統計調査（基幹統計調査） 経済産業省 毎年実施

ア 目 的 工業の実態を明らかにし、工業に関する施策の基礎資料とする。

イ 期 日 平成 年 月 日

ウ 対 象 日本標準産業分類に掲げる「大分類 －製造業」に属する事業所

エ 調査の種類

甲調査 従業者数 人以上の事業所

乙調査 従業者数 人以下の事業所

オ 調査区数 調査区

カ 調 査 数 件

キ 調査員数 人

カ 平成 年住宅・土地統計調査（基幹統計調査） 総務省 年ごとに実施

ア 目 的 住戸に関する実態並びに現住所以外の住宅及び土地の保有状況、その他の

住宅等に居住している世帯に関する実態を明らかにし、住生活関連諸施策の

基礎資料とする。

イ 期 日 平成 年 月 日

ウ 対 象 住宅及び住宅以外で人が居住する建物並びにこれらに居住している世帯

エ 調査区数 調査区

オ 調査員数 人
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契約事務

⑴ 契約実績
方法

種別

一 般 競 争 入 札 指 名 競 争 入 札 随 意 契 約 合 計

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

工 事
件 円 件 円 件 円 件 円

委 託

借 入

物 品

合 計

備考 事前準備行為による年度当初契約を除く集計結果を表した。

⑵ 事前準備行為による年度当初契約

種 別 件 数

工 事 件

委 託

借 入

物 品

合 計

武蔵村山市行政不服審査会

⑴ 委員
平成 年 月 日現在

氏 名 備 考 氏 名 備 考

加 園 多 大 会 長 原 田 友 則

比留間 茂 雄 高 橋 正 治

備考 職務代理者は平成 年 月 日付で辞職

⑵ 会議開催状況

開 催 年 月 日 主 な 審 議 内 容

平成
武蔵村山市行政不服審査会会長の互選及び職務代理者の指名

について

（総務契約課 終わり）
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文 書 情 報 課

文書事務及び法規事務

⑴ 文書処理状況
ア 文書取扱状況

（単位：件） 
区 分 収 受 発 議 合 計

登 録 文 書

登 録 外 文 書

合 計 

イ 郵便等による文書、資料等収受状況

（単位：件）

郵 便 フ ァ ク シ ミ リ 合 計

ウ 告示の状況

（平成 年 月〜 月、単位：件）

告 示 件 数

エ 平成 年度分保管文書引継状況

単位：件

年保存文書 年保存文書 年保存文書 永久保存文書 合 計

オ 廃棄文書処理状況

廃 棄 文 書 処 理 量
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⑵ 事務機器の設置状況
事務機器の設置、利用状況

区 分 設 置 数 利 用 状 況

印

刷
電 動 輪 転 機

原 稿 枚 数 枚

印 刷 枚 数 枚

複

写

等

一 般 文 書 用 乾 式 複 写 機 複 写 枚 数 枚

図 面 用 乾 式 複 写 機 複 写 量
カウ

ント

複写・ファクシミリ複合機 使 用 枚 数 枚

高 速 カ ラ ー プ リ ン タ 複 写 枚 数 枚

そ

の

他

フ ァ ク シ ミ リ

丁 合 機

紙 折 機

裁 断 機

シ ュ レ ッ ダ ー

⑶ 例規集
ア 例規集集録状況

（追録第 号現在、単位：件）

条 例 規 則 規 程 訓 令 規 約 協 定 そ の 他 

イ 追録発行状況

追 録 番 号 内 容 現 在 日

平成
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⑷ 条例、規則、規程及び訓令の制定状況
ア 制定状況

（平成 年 月～ 月、単位：件）

区 分 条 例 規 則 規 程 訓令（甲） 訓令（乙）

新 設

全 部 改 正

一 部 改 正

廃 止

合 計

備考 行政委員会は、含まない。

イ 公布した条例及び規則の件名一覧

ア 条例

（平成 年 月～ 月）

区分 件数 番号 公布年月日 件 名

新
設

件
平成 武蔵村山市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関す

る基準を定める条例

一

部

改

正

武蔵村山市非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関す
る条例等の一部を改正する条例

武蔵村山市常勤の特別職の職員の給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例

武蔵村山市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

武蔵村山市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

武蔵村山市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条
例

武蔵村山市営住宅条例の一部を改正する条例

武蔵村山市国民健康保険税賦課徴収条例の一部を改正する条
例

武蔵村山市介護保険条例の一部を改正する条例

武蔵村山市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

武蔵村山市小口事業資金融資条例の一部を改正する条例

武蔵村山市地区計画区域内の建築物の制限に関する条例の一
部を改正する条例

武蔵村山市税賦課徴収条例の一部を改正する条例

武蔵村山市都市計画税条例の一部を改正する条例
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イ 規則

平成 年 月～ 月

                           

区分 件数 番号 公布年月日 件 名

一

部

改

正

平成 武蔵村山市国民健康保険税賦課徴収条例の一部を改正する条
例

武蔵村山市子どものための教育・保育給付に係る利用者負担
金に関する条例の一部を改正する条例

武蔵村山市職員の旅費に関する条例等の一部を改正する条例

武蔵村山市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例

武蔵村山市都市計画税条例の一部を改正する条例

武蔵村山市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

武蔵村山市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定め
る条例の一部を改正する条例

武蔵村山市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに
指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

武蔵村山市議会議員及び武蔵村山市長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

武蔵村山市子どものための教育・保育給付に係る利用者負担
金に関する条例の一部を改正する条例

武蔵村山市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例

武蔵村山市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

武蔵村山市常勤の特別職の職員の給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例

武蔵村山市民総合センター設置条例の一部を改正する条例

武蔵村山市児童育成手当条例等の一部を改正する条例

廃
止

武蔵村山市中学校教育用コンピュータ等活用基金条例を廃止
する条例

区分 件数 番号 公布年月日 件 名

新

設

件
    

平成 武蔵村山市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関す
る基準を定める条例施行規則

武蔵村山市規則で定める様式における「グループ」及び「主
査」の取扱いに関する規則
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区分 件数 番号 公布年月日 件 名

一

部

改

正

平成 武蔵村山市嘱託員に関する規則の一部を改正する規則の一部
を改正する規則

武蔵村山市組織規則の一部を改正する規則

武蔵村山市予算事務規則の一部を改正する規則

武蔵村山市立緑が丘ふれあいセンター設置条例施行規則の一
部を改正する規則

武蔵村山市営住宅条例施行規則の一部を改正する規則

武蔵村山市福祉事務所長委任規則の一部を改正する規則

武蔵村山市職員の特殊勤務手当に関する規則の一部を改正す
る規則

武蔵村山市小口事業資金融資条例施行規則の一部を改正する
規則

武蔵村山市嘱託員に関する規則の一部を改正する規則

武蔵村山市職員の給与に関する条例施行規則の一部を改正す
る規則

武蔵村山市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則
の一部を改正する規則

武蔵村山市職員の旅費に関する条例施行規則の一部を改正す
る規則

武蔵村山市組織規則の一部を改正する規則

武蔵村山市会計事務規則の一部を改正する規則

武蔵村山市の行政組織の見直しに伴う関係規則の整理に関す
る規則

武蔵村山市民会館設置条例施行規則の一部を改正する規則

武蔵村山市立学習等供用施設設置条例施行規則の一部を改正
する規則

武蔵村山市子どものための教育・保育給付の支給認定に関す
る規則の一部を改正する規則

武蔵村山市保育の実施に関する事務取扱細則の一部を改正す
る規則

武蔵村山市組織規則の一部を改正する規則

武蔵村山市国民健康保険税賦課徴収条例施行規則の一部を改
正する規則

武蔵村山市公印規則の一部を改正する規則
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区分 件数 番号 公布年月日 件 名

一

部

改

正

平成 武蔵村山市地域生活支援事業費支給規則の一部を改正する規
則

武蔵村山市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例施行規則
の一部を改正する規則

武蔵村山市児童育成手当条例施行規則の一部を改正する規則

武蔵村山市介護保険法に基づく保険給付の制限に関する規則
の一部を改正する規則

立川都市計画事業武蔵村山都市核土地区画整理事業の保留地
処分に関する規則の一部を改正する規則

武蔵村山市子どもの医療費の助成に関する条例施行規則の一
部を改正する規則

武蔵村山市福祉事務所長委任規則の一部を改正する規則

武蔵村山市生活保護法施行細則の一部を改正する規則

武蔵村山市職員の旅費に関する条例施行規則の一部を改正す
る規則

武蔵村山市印鑑条例施行規則の一部を改正する規則

武蔵村山市非常勤職員の公務災害補償等に関する条例施行規
則の一部を改正する規則

武蔵村山市指名業者選定委員会規則の一部を改正する規則

武蔵村山市個人情報保護審議会規則の一部を改正する規則

武蔵村山市電子計算組織の管理運営に関する規則の一部を改
正する規則

武蔵村山市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行
規則の一部を改正する規則

武蔵村山市児童育成手当条例施行規則の一部を改正する規則

武蔵村山市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例施行規則
の一部を改正する規則

武蔵村山市子どもの医療費の助成に関する条例施行規則の一
部を改正する規則

武蔵村山市児童手当事務取扱規則の一部を改正する規則

武蔵村山市職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則
の一部を改正する規則の一部を改正する規則

武蔵村山市嘱託員に関する規則の一部を改正する規則
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情報公開及び個人情報保護等関係事務

⑴ 情報公開制度
ア 公文書の開示請求及び開示請求に対する決定の状況

単位：件

区 分
開 示
請求件数

開 示
決定件数

一部開示
決定件数

非 開 示
決定件数

却 下

件 数非開示 不存在
存否応答
拒 否

閲 覧

視聴又は聴取

写しの交付

合 計

イ 実施機関別公文書の開示請求の状況

単位：件

区 分
開 示 請 求 件 数

閲 覧 視聴又は聴取 写しの交付 合 計

市 長

教 育 委 員 会

選 挙 管 理 委 員 会

監 査 委 員

農 業 委 員 会

固定資産評価審査委員会

議 長

合 計

ウ 公文書の開示請求者の状況

ア 開示請求者の区分別の請求件数

単位：件

区 分
開 示 請 求 件 数

閲 覧 視聴又は聴取 写しの交付 合 計

市内に住所を有する個人

市外に住所を有する個人

市内に事務所又は事業所を
有する法人その他の団体

市外に事務所又は事業所を
有する法人その他の団体

合 計
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イ 開示請求者の実人数等

区 分 実 人 数 開示請求件数

閲 覧 人 件

視 聴 又 は 聴 取

写 し の 交 付

合 計

エ 情報公表の実績

単位：件

区 分 公 表 件 数

長期総合計画その他重要な基本計画

附 属 機 関 等 の 報 告 書

⑵ 個人情報保護制度
ア 個人情報を取り扱う業務に関する届出の状況

単位：件

実 施 機 関 届出数 実 施 機 関 届出数

市 長 農 業 委 員 会

教 育 委 員 会 固定資産評価審査委員会

選 挙 管 理 委 員 会 議 長

監 査 委 員

イ 保有個人情報の利用の状況

単位：件

実 施 機 関 届出数 実 施 機 関 届出数

市 長 農 業 委 員 会

教 育 委 員 会 固定資産評価審査委員会

選 挙 管 理 委 員 会 議 長

監 査 委 員

ウ 保有個人情報の目的外利用等の届出の状況

単位：件

実 施 機 関 届出数 実 施 機 関 届出数

市 長 農 業 委 員 会

教 育 委 員 会 固定資産評価審査委員会

選 挙 管 理 委 員 会 議 長

監 査 委 員
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エ 保有個人情報の開示請求等及び開示請求等に対する決定の状況

ア 保有個人情報の開示請求及び開示請求に対する決定の状況

単位：件

区 分
開 示
請求件数

開 示
決定件数

一部開示
決定件数

非 開 示
決定件数

却 下

件 数非 開 示 不 存 在
存 否 応
答 拒 否

閲 覧

視聴又は聴取

写 し の 交 付

合 計

イ 保有個人情報の訂正請求及び訂正請求に対する決定の状況

単位：件

区 分
訂 正
請 求 件 数

訂 正
決 定 件 数

一 部 訂 正
決 定 件 数

非 訂 正
決 定 件 数

却 下
件 数

件 数

ウ 保有個人情報の利用停止請求及び利用停止請求に対する決定の状況

単位：件

区 分
利 用 停 止
請 求 件 数

利 用 停 止
決 定 件 数

一部利用停止
決 定 件 数

非利用停止
決 定 件 数

却 下
件 数

利 用 の 停 止

消 去

外部提供の停止

合 計

オ 武蔵村山市個人情報保護審議会

ア 委員

平成 年 月 日現在

氏 名 備 考 氏 名 備 考

佐 々 木 哲 会 長 乃 一 祐 太

森 本 秀 子 副 会 長 原 田 妙 子

加 園 和 也 比 留 間 多 一

加 園 多 大 福 澤 祐 子

中 村 政 義 森 林 育 代

イ 会議開催状況

開催年月日 主 な 審 議 内 容

平成 ○ 児童手当支給事務における保有個人情報の外部提供について

○ 武蔵村山市個人情報保護審議会会長及び副会長の互選について
○ 児童虐待通報及びＤＶ相談に関する事務等における本人以外のものから

の個人情報の収集等及び保有個人情報の外部提供等について 
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⑶ 情報公開制度・個人情報保護制度における審査請求等
ア 情報公開制度における審査請求の状況

公文書の開示請求に対する決定についての行政不服審査法 平成 年法律第 号 第 条

の規定に基づく審査請求は、 件である｡

イ 個人情報保護制度における苦情の申出及び審査請求の状況

ア 個人情報の取扱いについての苦情の申出は、 件である。

イ 保有個人情報の開示請求等に対する決定についての行政不服審査法第 条の規定に基づ

く審査請求は、 件である。

ウ 武蔵村山市情報公開・個人情報保護審査会

ア 委員

平成 年 月 日現在

氏 名 備 考 氏 名 備 考

石 井 常 男 会 長 波多野 暢 洋

榎 本 昭 職務代理者 比留間 茂 雄

小 峯 喜美恵

イ 会議開催状況

開催年月日 主 な 審 議 内 容

平成 ． ．
○ 武蔵村山市情報公開・個人情報保護審査会会長の互選及び職務代理者の

指名について

⑷ 行政不服審査制度における審査請求
行政不服審査制度における審査請求の状況

公文書及び保有個人情報の開示請求等に対する決定以外の市が行った決定等についての行

政不服審査法第 条の規定に基づく審査請求は、 件である｡
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情報管理事務

⑴ 端末装置（パーソナルコンピュータ）設置状況
（平成 年 月 日現在 文書情報課設置分、単位：台）

課 名 台 数 課 名 台 数 課 名 台 数

秘 書 広 報 課 観 光 課 道 路 下 水 道 課

企 画 政 策 課 環 境 課 施 設 課

財 政 課 ご み 対 策 課 会 計 課

総 務 契 約 課 地 域 福 祉 課 議 会 事 務 局

文 書 情 報 課 高 齢 福 祉 課 教 育 総 務 課

職 員 課 障 害 福 祉 課 教 育 指 導 課

防 災 安 全 課 子 育 て 支 援 課 学 校 給 食 課

市 民 課 子 ど も 育 成 課 文 化 振 興 課

保 険 年 金 課 生 活 福 祉 課 スポーツ振興課

課 税 課 健 康 推 進 課 図 書 館

収 納 課 都 市 計 画 課
選 挙 管 理 委
員 会 事 務 局

協 働 推 進 課 交通企画・モノレール推進課 監 査 事 務 局

産 業 振 興 課 区 画 整 理 課 計

備考 （ ）内は、基幹ネットワークに接続されている端末装置の台数で内数

⑵ サーバ設置状況
（平成 年 月 日現在 文書情報課設置分、単位：台）

課 名 台 数 備 考

文 書 情 報 課

システムサーバ（住基・税務・国保・年金等）

保健福祉サーバ

生体認証サーバ（手のひら静脈）

住民情報システム用 サーバ

財務会計サーバ（財務・グループウェア等）

仮想環境サーバ（情報ネットワーク強靭化用仮想基盤）

ファイルサーバ

計
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⑶ 各種申請等受付件数
単位：件

区 分 件 数 区 分 件 数

端 末 操 作 員 指 名 等 通 知 シ ス テ ム 開 発 計 画 申 請

端 末 装 置 時 間 外 使 用 申 請 電 子 計 算 処 理 申 請

中央 電子計算処 理実施 計画 デ ー タ 削 除 申 請

中央 電子計算処 理変更 計画 外 字 作 成 申 請

中央 電子計算処 理変更 申請 操 作 者 識別 カ ード貸 与 申 請

中央 電子計算処 理変更 届出 計

⑷ システムの稼働状況（平成 年 月 日現在 文書情報課設置分）
ア 住民情報システム

住民基本台帳システム 収納管理システム

宛名管理システム 滞納管理システム

印鑑登録システム 選挙システム

国民健康保険システム 姉妹都市宿泊施設利用券発行システム

国民年金システム 保健福祉総合システム

税務情報システム

イ 庁内情報システム

システム名 処 理 業 務 内 容

財務会計システム
実施計画、予算編成、予算執行、決算管理、決算統計、業者契約管

理、備品管理、公有財産管理、起債管理、地方公会計 

グループウェアシステム 電子メール、掲示板、スケジュール等 

（文書情報課 終わり）
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－ －

職 員 課
職員の人事及び給与関係事務

⑴ 課別職員構成
平成 年 月 日現在、単位：人

部 課 名

職

員

総

数

職 名 別 内 訳 性別内訳

担

当

部

長

部
長
・
参
事

担

当

課

長

課
長
・
主
幹

副

主

幹

課

長

補

佐

係

長

主

査

主

任

技

師

主

事

技

能

主

任

技

能

主

事

事

務

助

手

男

性

女

性

企 画

財務部

秘 書 広 報 課

企 画 政 策 課

財 政 課

総務部

総 務 契 約 課

文 書 情 報 課

職 員 課

防 災 安 全 課

市民部

市 民 課

保 険 年 金 課

課 税 課

収 納 課

協 働

推進部

協 働 推 進 課

産 業 振 興 課

観 光 課

環 境 課

ご み 対 策 課

健 康

福祉部

地 域 福 祉 課

高 齢 福 祉 課

障 害 福 祉 課

子 育 て 支 援 課

子 ど も 育 成 課

生 活 福 祉 課

健 康 推 進 課

都 市

整備部

都 市 計 画 課

交通企画・モノレール推進課

区 画 整 理 課

道 路 下 水 道 課

施 設 課

会 計 課

議 会 事 務 局

教
育
委
員
会

教育部

教 育 総 務 課

教 育 指 導 課

学 校 給 食 課

文 化 振 興 課

スポーツ振興課

図 書 館

選挙管理委員会事務局

監 査 事 務 局

農 業 委 員 会 事 務 局

合 計

備考 派遣職員（ 人）は含まない。
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－ －

⑵ 発令

区 分 発 令 年 月 日 人 員

採 用 ・ 再 任 用
平成 人

昇 任 ・ 昇 格

降 任 ・ 降 格

異 動

派 遣 受 入

退 職

派 遣 解 除

⑶ 職員募集

職 種 資格要件 応募者
筆記試験 体力測定、集団討論 面接試験

実施年月日 受験者 実施年月日 受験者 実施年月日 受験者

一般事務
昭和 年 月 日から平
成 年 月 日までに生
まれた者

人
平成

人
平成

人
平成

人

一般事務

身体障害者

昭和 年 月 日から平
成 年 月 日までに生
まれた者で、自力による
通勤ができ、介護者なし
に職務の遂行が可能で、
身体障害者福祉法第
条に定める身体障害者
手帳の交付を受けてい
る者

－ － － －

技術
土木

昭和 年 月 日から平
成 年 月 日までに生
まれた者で、土木に関す
る科目を履修した者（履
修見込者を含む。）又は
級土木施工管理技士、
級土木施工管理技士、測
量士若しくは測量士補
の資格を有する者（資格
取得見込者を含む。）

－ － － －
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⑷ 武蔵村山市特別職報酬等審議会
会議開催なし

職員の研修及び福利厚生関係事務

⑴ 職員研修
ア 庁内研修

研 修 名 実施年月日 対 象 受講者数

新 任 職 員 研 修 平成 ～ 平成 年 月 日採用職員 人

一 般 職 員 研 修 一般職員

主 任 研 修 ① 主任

主 任 研 修 ② 主任

係 長 研 修 ① 係長

係 長 研 修 ② 係長

管 理 者 研 修 ① 部長・課長

管 理 者 研 修 ② 部長・課長

課 題 別 職 員 研 修 ① ～ 主任昇格者

課 題 別 職 員 研 修 ②
（ 社 会 福 祉 施 設 研 修 ）

～
（サンシャインホーム）

平成 年 月 日採用職員

～
（サンシャインホーム）

平成 年 月 日採用職員

～
（伊奈平苑）

平成 年 月 日採用職員

～
（伊奈平苑）

平成 年 月 日採用職員

管 理 職 候 補 者 研 修 管理職候補者

係 長 職 候 補 者 研 修 係長職候補者

普 通 救 命 講 習 会 ① （ 回） 全職員

普 通 救 命 講 習 会 ② 全職員

運 転 者 講 習 会 （ 回） 全職員

接 客 マ ナ ー 研 修 全職員

男 女 共 同 参 画 研 修 全職員

嘱 託 員 研 修 嘱託員

マ イ ナ ン バ ー 研 修
（ 一 般 職 員 向 け ）

一般職員・嘱託員

マ イ ナ ン バ ー 研 修
（ 管 理 者 向 け ）

部長・課長

審 理 員 研 修 係長・課長

コ ン プ ラ イ ア ン ス 研 修 主事
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イ 派遣研修

区 分 研 修 名 受講者数

東京都市町村
職 員 研 修 所

必 須 研 修

新任研修・転職者研修（Ⅰ期） 人

新任研修・転職者研修（Ⅱ期）

現任研修（問題解決）

現任研修（中堅職員の役割）

政策プレゼンテーション

係長新任（公務員倫理・メンタルヘルス）

係長新任（仕事と人のマネジメント）

係長現任（政策形成）

課長新任（公務員倫理・ハラスメントの防止・メンタルヘルス）

課長新任（管理者の役割）

課長現任（管理職リスクマネジメント）

部長研修

講師養成研修 基礎科

問題解決・政策
形 成

登壇研修

法 務 研 修

行政法Ⅰ

地方自治法

地方公務員法

民法Ⅰ

自 治 体
経 営 研 修

政策法務（基礎）

政策課題

地方財政

能力開発研修

アサーティブコミュニケーション
（主任・主事向け）

ＣＳクレーム対応（主任・主事向け）

ロジカルトレーニング

要約力～まとめる力～

係長コーチング

ファシリテーション

アサーティブコミュニケーション
（管理・監督職向け）

ＣＳクレーム対応
（管理・監督職向け）

情報処理研修

エクセル初級

エクセル中級

エクセル中級（関数編）

エクセル中級（データ分析編）

エクセルＶＢＡマクロ

ワード（実践レイアウトテクニック編）

専 門 職 研 修 保健師研修
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区 分 研 修 名 受講者数

東京都市町村
職 員 研 修 所

技 術 職 研 修

工事監理科 人

工事検査科

ＡｕｔｏＣＡＤ初級

実 務 研 修
総務・一般

例規作成実務科

広報科

情報システム調達導入科

会計科

実 務 研 修
税 務 部 門

徴収科（初級）

固定（初級）償却

固定（初級）土地

固定（初級）家屋

固定（中級）土地

固定（中級）家屋

住民（初級）個人

住民（初級）法人

住民（中級）法人

廃棄物対策科

子育て支援科

特 別 研 修

メンタルヘルス

人権啓発

男女共同参画

調整力・交渉力（主任・主事向け）

調整力・交渉力（管理・監督職向け）

登壇講師派遣 問題解決・政策形成

講 演 会 ・
ス ポ ッ ト
研 修 等

第 回講演会「清宮克幸氏」

第 回講演会「小島慶子氏」

スポット研修「防災講演会」

スポット研修「レジリエンス研修」

スポット研修「インバスケット研修」

スポット研修「内部統制研修」

スポット研修「事業スクラップ研修」

スポット研修「図解表現力養成研修」
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区 分 研 修 名 受講者数

特 別 区 職 員
研 修 所

第 回講演会「伊吹晶夫氏」 人

第 回講演会「福田正博氏」

ライフプラ
ンセミナー

退職準備プログラム

退職直前プログラム

そ の 他

東京都「 多言語対応推進セミナー」

（公財）東京市町村自治調査会調査研究結果発表シンポジウム

（公財）東京都福祉保健財団福祉用具サービス業務従事者講習会

国土交通大学校街路・都市交通施設研修

全国市長会ブロック別徴収事務研修

志木市後見ネットワークセンター記念講演会・シンポジウム

第 ブロック合同研修「政策形成研修」

東京消防庁防火・防災管理新規講習

⑵ 東京都市町村職員共済組合関係事務
ア 組合員数及び被扶養者数

単位：人

区 分
組 合 員 数

被扶養者数
男 性 女 性 計

前 年 度 末

加 入

脱 退

本 年 度 末
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イ 短期給付

区 分 給付件数 件 給付金額 円

法

定

給

付

療 養 費

家 族 療 養 費

高 額 療 養 費

埋 葬 料

家 族 埋 葬 料

出 産 費

家 族 出 産 費

育 児 休 業 手 当 金

傷 病 手 当 金

介 護 休 業 手 当 金

附

加

給

付

家 族 療 養 費 附 加 金

出 産 費 附 加 金

家 族 出 産 費 附 加 金

埋 葬 料 附 加 金

家 族 埋 葬 料 附 加 金

一 部 負 担 金 払 戻 金

ウ 保健事業

ア 人間ドック イ 婦人科検診

単位：人 単位：人

組 合 員 被 扶 養 者 種 別 受 診 者 数

乳 が ん

子 宮 が ん

ウ 契約旅館、保養所等割引利用券利用状況
（単位：枚）

区 分 利 用 枚 数

契 約 宿 泊 施 設 利 用 券

オ ー ト キ ャ ン プ 場 利 用 券

パ ッ ケ ー ジ 旅 行 券
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⑶ 地方公務員災害補償基金関係事務
公務・通勤災害発生状況

（単位：件）

発 生 件 数

認 定 件 数

⑷ 東京都市町村職員退職手当組合関係事務
退職手当支給状況

単位：件

退職事由 普通退職 定年・勧奨退職 死亡退職 任期満了

請求件数

⑸ 職員の健康管理

項 目 実施年月日 対 象 対 象 者 受診人数 受 診 率

職 員 定 期
健 康 診 断

平成 ． ．
～

全 職 員 人 人 ％

結核レントゲン撮影
平成 ． ．

～
全 職 員

項 目 対 象 受診人数

胃 検 診

一 次 検 診 希 望 す る 職 員 人

精密検査

内 視 鏡 希望する職員・要精検職員

病理組織及び生検 要 精 検 職 員

ピ ロ リ 菌 検 査 〃

腰痛・頸肩腕検診
一 次 希 望 す る 職 員

二 次 要 精 検 職 員

検 診 作 業 職 員

生 活 習 慣 病 検 診 歳 以 上 の 職 員

大 腸 が ん 検 診 希 望 す る 職 員

臨 床 心 理 士 に よ る こ こ ろ の 健 康 相 談 希 望 す る 職 員

産 業 医 に よ る こ こ ろ と か ら だ の 健 康 相 談 希 望 す る 職 員

項 目 実施年月日 対 象 対 象 者 受検人数 受 検 率

ストレスチェック
平成 ．

～ ．
全 職 員 人 人 ％

（職員課 終わり）
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防 災 安 全 課

防災関係事務

⑴ 消防
ア 消防団組織及び配置車両

定数 人 実数 人

平成 年 月 日現在

分 団 名 人員 人 配 置 車 両 初度登録年月

本 部 消 防 団 指 揮 広 報 車 平成 年 月

第 一 分 団 普 通 消 防 ポ ン プ 自 動 車 年 月

第 二 分 団 水 槽 付 消 防 ポ ン プ 自 動 車 年 月

第 三 分 団 普 通 消 防 ポ ン プ 自 動 車 年 月

第 四 分 団 水 槽 付 消 防 ポ ン プ 自 動 車 年 月

第 五 分 団 普 通 消 防 ポ ン プ 自 動 車 年 月

第 六 分 団 水 槽 付 消 防 ポ ン プ 自 動 車 年 月

第 七 分 団 普 通 消 防 ポ ン プ 自 動 車 年 月

第 八 分 団 普 通 消 防 ポ ン プ 自 動 車 年 月

女 性 部 消 防 団 広 報 車 年 月

合 計 台

イ 消防水利

平成 年 月 日現在

種 別 設置数（基）

防 火 水 槽 等

消 火 栓

受 水 槽

貯 水 池

プ ー ル

池

合 計

ウ 災害周知用サイレン

中部地区会館（市役所） 馬力 基
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エ 人 事

ア 入団者 人

イ 退団者 人

ウ 表 彰

年 月 日 表 彰 者 表彰の種類 階 級 受 章 者

平成

武 蔵 村 山 市 長 優 良 団 員 部長ほか 川島健ほか 名

武蔵村山市消防団長

年 勤 続 分団長ほか 久保田義典ほか 名

年 勤 続 副分団長 野崎太郎

年 勤 続 副分団長ほか 下田智道ほか 名

東京消防庁消防総監
消 防 活 動
功 労 表 彰

消防団本部
ほか 個分団

北多摩西部消防署長

消 防 活 動
功 労 表 彰

消防団本部
ほか 個分団

優 良 分 団 第一分団・第八分団

東京消防庁消防総監 功 労 表 彰 団員 本間美由紀

東 京 消 防 庁
第 八 方 面 本 部 長

功 労 表 彰 団員 堀上みち子

北多摩西部消防署長 功 労 表 彰 団員 大山紀子

北多摩地区消防団
連 絡 協 議 会 長

功 績 章 分団長 山田耕司

優 良 章 分団長 久保田義典ほか 名

優 良 分 団 第二分団・第七分団

東 京 都 知 事 消 防 褒 賞 副団長・分団長 藤村穂崇・土田雅一

東京都消防協会長 優良消防団 武蔵村山市消防団

武 蔵 村 山 市 長 優 良 分 団 第二分団・第七分団

三 多 摩 消 防 団
連 絡 協 議 会 長

優 良 分 団 第七分団

功 績 分 団 第五分団ほか 個分団

日 本 消 防 協 会 長 功 績 章 分団長 山田耕司

東京都消防協会長
功 労 章 分団長 栁下秀夫・比留間眞介

優 良 章 分団長ほか 佐藤広規ほか 名
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エ 年齢別団員構成

平成 年 月 日現在

年齢別

団員

歳
未満

歳～
歳

歳～
歳

歳～
歳

歳～
歳

歳～
歳

歳～
歳

歳
以上

合 計

団員数
（人）

比率
（％）

備考 団員平均年齢 歳

オ 在職年数別団員構成

平成 年 月 日現在

在職
年数別

団員

年未満
年以上
年未満

年以上
年未満

年以上
年未満

年以上
年未満

年以上
年未満

年以上 合 計

団員数
（人）

比率
（％）

カ 消防団員の職業従事状況

平成 年 月 日現在

職業別

従事
農業

建設・製造・
造園業

電気ガス・熱
供給・水道業

運輸・通信業
卸売・小売
業・飲食店

従事人数
（人）

比率
（％）

金融・保険・
不 動 産 業

サービス業 公務員 主婦・学生 その他 合 計
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⑵ 災害対策
ア 防災訓練

ｱ 総合防災訓練 
実施年月日 会 場 参 加 機 関 等 

平成 日 市 立 第 十 小 学 校 

警視庁東大和警察署 
東京消防庁北多摩西部消防署 
北多摩西部災害時支援ボランティア

北多摩西部防火女性の会 
北多摩西部消防少年団 
武蔵村山市消防団

一般社団法人武蔵村山市医師会 
一般社団法人東京都武蔵村山市歯科医師会

公益社団法人東京都柔道整復師会北多摩支部 
一般社団法人武蔵村山市薬剤師会 
東大和地区交通安全協会武蔵村山支部 
武蔵村山市防犯協会 
陸上自衛隊第 後方支援連隊

防衛省自衛隊東京地方協力本部立川出張所

東京都水道局立川給水管理事務所 
埼玉県桶川市 
長野県栄村 
株式会社ドコモ 多摩支店 
国立感染症研究所 
都立武蔵村山高校 
市立第五中学校レスキュー隊 
市立第十小学校 
社会福祉法人武蔵村山市社会福祉協議会 
給水援助ボランティア村山 
社会医療法人財団大和会武蔵村山病院 
社会福祉法人村山福祉会伊奈平苑 
武蔵村山市総合体育館 
武陽ガス株式会社武蔵村山営業所 
株式会社 東日本東京西支店 
株式会社レンタルのニッケン西東京営業所 
武蔵村山市建設業協会 
武蔵村山市エルピーガス組合 
日本郵便株式会社武蔵村山郵便局 
東京土建一般労働組合村山大和支部 
エフエムラジオ立川株式会社 
イオンリテール株式会社イオンむさし村山店 
株式会社アクティオ立川営業所 
特定非営利活動法人クライシスマッパーズ・ジャパン 
武蔵村山市内各自主防災会 
訓練実施区域内の各自治会（峰、岸、中原、残堀、宿、

山王森、伊奈平自治会） 
武蔵村山市防災拠点初動隊（二小・十小・五中初動隊） 
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主な訓練実施項目 内 容

避難訓練 
煙体験訓練 
初期消火訓練 
救出救助訓練 
応急救護訓練 
医療救護訓練 
避難所開設訓練 
地震体験訓練 
地域防災無線通信訓練 
災害対策本部図上訓練 
消防団災害対応訓練 
応援要請通信訓練 
特設公衆電話設置訓練 
応急給水訓練 
非常炊き出し訓練 
破壊器具等取扱訓練 

「武蔵村山市地域防災計画」に基づき、大規模な地震災害に

備えるため、市職員と、防災関係機関及び市民が一体となって、

市民の防災意識と災害対応力の向上や、災害対策本部の運営力

及び防災関係機関等の相互連携体制の強化を目的に、ポイント

を絞った実践的かつ効果的な訓練を実施した。 
 
訓練参加人員 人

(ｲ) 避難所体験訓練 
実施年月日 会 場 参 加 機 関 等

平成 日 市立小中一貫校村山学園

東京消防庁北多摩西部消防署

北多摩西部災害時支援ボランティア

武蔵村山市消防団

株式会社 東日本東京西支店

東京都獣医師会多摩西支部

フコク物産株式会社

武蔵村山市内各自主防災会

訓練実施区域内の各自治会（大南五丁目、上水台、

マイホームランド玉川上水、村山団地内の自治会）

武蔵村山市防災拠点初動隊（村山学園、七小初動隊）

主な訓練実施項目 内 容

避難訓練

避難所設営訓練

非常炊き出し訓練

応急救護訓練

地震体験訓練

特設公衆電話設置訓練

避難動物受付訓練

防災講演

「武蔵村山市地域防災計画」に基づき、大規模地震の発生を

想定し、市民を対象に防災意識と防災行動力の向上を目的とし

て、避難生活に係る実践的な訓練や、防災講演などを実施した。

訓練参加人員 人
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ウ 自主防災会体験訓練

実施年月日 実施場所 実施団体 参加人員（人）

平成 立 川 防 災 館 緑 が 丘 第 自 治 会 自 主 防 災 会

池 袋 防 災 館 上 水 台 自 治 会 自 主 防 災 会

立 川 防 災 館 三 ツ 藤 自 治 会 自 主 防 災 会

〃 鍛 冶 ヶ 谷 戸 地 区 自 主 防 災 会

そ な エ リ ア 東 京 中 原 自 治 会 自 主 防 火 防 災 会

イ 震災対策用消火器の設置状況

ア 設置状況

（平成 年 月 日現在）

品 名 設 置 箇 所

粉 末 消 火 器 か所

イ 使用状況

単位：本

区 分 火 災 訓 練 そ の 他

使 用 本 数

ウ 消火器及び格納箱事故等状況

単位：件

区 分
消 火 器 格 納 箱

悪 戯 盗 難 そ の 他 新 設 破 損 撤 去

件 数

ウ 災害対策用資器材備蓄状況

ア 応急対策用資器材

（平成 年 月 日現在）

品 名 数 量 品 名 数 量 品 名 数 量 品 名 数 量

土のう袋 袋 つるはし 丁 掛矢 丁 のこぎり 丁

なた 丁 金づち 丁 ペンチ 丁 バール 丁

ロープ 巻 木杭 本 波形トタン 枚 スコップ 丁

土のうパイル 本

イ 救助物資

品 名 数 量 品 名 数 量 品 名 数 量 品 名 数 量

毛布 枚 ござ 枚 ポリバケツ 個 給水用ポリ缶 個

給水用ポリ袋 枚圧縮タオル 本 ローソク 本 保存パン 食

寝具 組炊飯袋 枚 アルファ米 食 クラッカー 食

カーペット 枚 日用品セット 個 バスタオル 枚 三角巾 枚

トイレット
ペーパー

個 乾燥粥 食
サバイバル
ブランケット

枚
備蓄飲料水
(2ℓ×6本

箱
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品 名 数 量 品 名 数 量 品 名 数 量 品名 数 量

粉ミルク 缶 紙おむつ 枚 生理用
ナプキン

枚 栄養調整食品 食

寝袋 枚 哺乳瓶 個 筆談用ボード 個

ウ 被服類

品 名 数 量 品 名 数 量 品 名 数 量 品 名 数 量

災害対策用作業服
夏・冬用

着 略帽 個 ヘルメット 個 長靴 足

レインコート 着 腕章 本
白衣
医療救護班員用

着 白衣 着

軍手 双 皮手袋 双
ヘルメット・腕章

（応急危険度判定用）
組

感染症防
護マスク

枚

エ 装備品

品 名 数 量 品 名 数 量 品 名 数 量 品 名 数 量

懐中電灯 本 救急セット 個
災害対策本部
テント 大

張
日赤テント
大

張

日赤テント
小

張 日本地図黒板 枚
トランジスタ
メガホン

台
発動発電機
相用

台

濾過装置 基
防水シート

×
枚

間仕切
ユニット

組
応急路上
給水器

基

災害医療
点セット

組 釜 台
パーテー
ション

個 雑巾 枚

応急給水用
水槽

台 担架 台 簡易トイレ 基
簡易トイレ用
テント

張

仮設マンホー
ルトイレ

基
折りたたみ
寝台

台 コードリール 個
折りたたみ
リヤカー

台

車イス用マン
ホールトイレ

基 台車 台 アルミマット 枚 サークルライト 基

避難所用
テント

張
下げ振り・クラックスケ
ール（応急危険度判定用）

組
ガソリン用
携行缶

缶
災害多人数用
救急箱

個

エ 防災行政無線放送回数

単位：回

年月
種類

平成 平成
合計

チ
ャ
イ
ム
放
送

愛の鐘

家 路

一般放送

緊急放送

オ 計測震度計観測記録

№ 観 測 日 時 震 度 震 央 地 名 最大震度

平成 山 梨 県 東 部

千 葉 県 東 方 沖

群 馬 県 南 部 弱
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№ 観 測 日 時 震 度 震 央 地 名 最大震度

平成 千 葉 県 東 方 沖 弱

茨 城 県 南 部

千 葉 県 北 東 部

茨 城 県 南 部

茨 城 県 南 部

千 葉 県 北 東 部

交通安全対策関係事務

⑴ 交通安全対策
ア 交通防犯映画会

単位：人

開催年月日 場 所 参加人数

平成 金 伊 奈 平 自 治 会 館

土 新 海 道 地 区 集 会 所

土 赤 堀 公 会 堂

土 馬 場 自 治 会 （ 仮 ） 集 会 所

土 原 山 公 会 堂

日 市 立 第 十 小 学 校

金 三 ツ 藤 自 治 会 館

金 残 堀 自 治 会 館

土 後 ヶ 谷 戸 自 治 会 館

土 峰 自 治 会 館

日 岸 自 治 会 館

合 計

イ 春の全国交通安全運動

期 間 平成 ． ． ～ ．

重点目標 ⑴ 子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止

⑵ 自転車の安全利用の推進

⑶ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

⑷ 飲酒運転の根絶

⑸ 二輪車の交通事故防止

ウ 秋の全国交通安全運動

期 間 平成 ． ． ～ ．

重点目標 ⑴ 子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止

⑵ 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止

⑶ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

⑷ 飲酒運転の根絶
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⑸ 二輪車の交通事故防止

エ 交通安全日

毎月 日を交通安全日として、市内全域に懸垂幕、小旗を掲出し、交通安全意識の高揚を

呼びかけた。

⑵ 東京都市町村民交通災害共済事業
ア 加入状況

人口：平成 年 月 日現在

区 分 人 口
会 員 数

会 費 加入率
見舞金
支払率

会員 万人
当たりの
事故件数コース コース 合 計

武蔵村山市
人 人 人 人 円 件

組合全体

備考 組合全体とは、 市 町 村

（ 内は、公費負担分で内数

イ 平成 年度中における見舞金支払状況

ア 加入年度ごとの対象別見舞金受付件数・支払額

ａ 平成 年度加入分

区 分 未就学児 小学生 中学生 一 般 歳以上 合 計

受付件数 件

支払額 円

ｂ 平成 年度加入分

区 分 未就学児 小学生 中学生 一 般 歳以上 合 計

受付件数 件

支払額 円

ｃ 平成 年度加入分

区 分 未就学児 小学生 中学生 一 般 歳以上 合 計

受付件数 件

支払額 円
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イ 加入年度ごとの等級別見舞金支払状況

ａ 平成 年度加入者請求分

見 舞 金 支 払 決 定 人 員

見舞金

支払額

等 級
死亡 後遺症 傷 害

合

計

等級 等級 等級 等級 等級 等級

見
舞
金
額

コ
ー
ス

万円 万円 万円 万円 万円 万円

コ
ー
ス

万円 万円 万円 万円 万円 万円

コース 人 人 人 人 人 人 人 円

コース 人 人 人 人 人 人 人 円

計 人 人 人 人 人 人 人 円

ｂ 平成 年度加入者請求分

見 舞 金 支 払 決 定 人 員

見舞金

支払額

等 級
死亡 後遺症 傷 害

合

計

等級 等級 等級 等級 等級 等級

見
舞
金
額

コ
ー
ス

万円 万円 万円 万円 万円 万円

コ
ー
ス

万円 万円 万円 万円 万円 万円

コース 人 人 人 人 人 人 人 円

コース 人 人 人 人 人 人 人 円

計 人 人 人 人 人 人 人 円
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ｃ 平成 年度加入者請求分

見 舞 金 支 払 決 定 人 員

見舞金

支払額

等 級
死亡 後遺症 傷 害

合

計

等級 等級 等級 等級 等級 等級

見
舞
金
額

コ
ー
ス

万円 万円 万円 万円 万円 万円

コ
ー
ス

万円 万円 万円 万円 万円 万円

コース 人 人 人 人 人 人 人 円

コース 人 人 人 人 人 人 人 円

計 人 人 人 人 人 人 人 円

（防災安全課 終わり）
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市 民 部

市 民 課

保 険 年 金 課

課 税 課

収 納 課
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市 民 課

⑴ 戸 籍
ア 本籍数及び本籍人口 イ 本籍増減状況

平成 年 月 日現在 単位：件

本 籍 数 件 新 戸 籍 編 製

本 籍 人 口 人 除 籍

増 △ 減

ウ 戸籍事件届出取扱件数
単位：件

区分
件名

届 出
他市町村
から送付

合 計本籍人
届 出

非本籍人
届 出

小 計

出 生

国 籍 留 保

認 知

養 子 縁 組

養 子 離 縁

特 別 養 子 縁 組

法 条 の ・ 法 条 の

婚 姻

離 婚

法 条 の ・ 法 条 の

親権・後見・後見監督・保佐

死 亡

失 踪

取 消 事 件 の 内 数

復 氏

姻 族 関 係 終 了

相 続 人 廃 除

入 籍

分 籍

国 籍 取 得

帰 化

国 籍 喪 失

国 籍 選 択

外 国 国 籍 喪 失

氏 の 変 更

名 の 変 更

転 籍

就 籍

訂

正

・

更

正

市 長 職 権

法 条 項

法 ・ 条

法 条

続柄の記載更正（嘱託）

続柄の記載更正（申出）

小 計

追 完

不 受 理 申 出

そ の 他

合 計

（ 取 消 事 件 の 内 数 ）
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エ その他の取扱件数
単位：件

件 名 件 数
戸 籍 届 出 期 間 経 過 通 知
相 続 税 法 第 条 通 知
身 上 調 査 通 知
犯 罪 通 知

合 計

オ 戸籍関係証明通数
単位：通

区 分 戸 籍 除 籍 証 明 合 計
市 民 課
出 張 所
コ ン ビ ニ 等
合 計

備考 （ ）内は、無料通数を別掲した。

カ 戸籍の届出による人口動態報告件数
単位：件

区分
出 生 死 亡

婚姻 離婚 死産 合計
男 女 小計 男 女 小計

件数

⑵ 住民基本台帳
ア 住民基本台帳世帯及び人口

平成 年 月 日現在

世 帯 数 世帯

人 口
男 人
女  

合 計  

イ 町名別人口及び世帯数 
（平成 年 月 日現在） 

地 区 名 総 数 男 女 世 帯 数

中 藤 人 人 人 世帯

神 明

中 央

本 町

三 ツ 木

岸

中 原

残 堀

伊 奈 平

横 田 基 地 内

三 ツ 藤

榎

学 園

大 南

緑 が 丘

合 計
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ウ 年齢別人口
平成 年 月 日現在、単位：人

年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女 年 齢 総 数 男 女

総 数

歳～ 歳 歳～ 歳 歳～ 歳

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ 歳以上

不詳者
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エ 国籍別外国人人員
平成 年 月 日現在、単位：人

国 籍 人 員 国 籍 人 員 国 籍 人 員

中 国 ブ ラ ジ ル 台 湾

フ ィ リ ピ ン 米 国 ペ ル ー

ベ ト ナ ム ネ パ ー ル そ の 他

韓国又は朝鮮 タ イ 合 計

備考 本市に在住する外国人の国籍上位 か国を掲載した。
上記人数は、住民基本台帳人口に含まれる。

オ 人口の月別増減状況
単位：人

区分 
年月 

増 加 減 少 比 較
増△減 社 会 自 然 合 計 社 会 自 然 合 計 

平成

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

合 計 △

カ 住民異動届出件数
単位：件

区 分 市 民 課 出 張 所 合 計

転 入 届

転 出 届

転 居 届

世 帯 変 更 届

申 出 届

合 計

キ 住民票及び戸籍附票の通知収発件数

単位：件

区 分 収 受 発 送 合 計

転 入 通 知

本 籍 通 知

そ の 他 の 通 知

合 計
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ク 戸籍の届出及び通知による住民票処理件数
単位：件

区 分
市 民 課 出 張 所 合 計

届 出 通 知 届 出 通 知 届 出 通 知

出 生

死 亡

婚 姻

転 籍

そ の 他

合 計

備考 その他には、入籍、離婚、戸籍照合を含む。

ケ その他の取扱件数

単位：件

区 分 市 民 課 出 張 所 合 計

住 民 票 職 権 消 除

住 民 票 職 権 回 復

住 民 基 本 台 帳 届 出 期 間 経 過 通 知

合 計

⑶ 個人番号カード
平成 年 月 日現在、単位：件

区 分 件 数

申 請 件 数

交 付 件 数

⑷ 印 鑑
ア 印鑑登録者数

平成 年 月 日現在、単位：人

区 分 市 民 課 出 張 所 合 計

登 録 者

イ 印鑑登録・廃止件数

単位：件

区分

届出
市 民 課 出 張 所 合 計

新 規 登 録

廃 止
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⑸ 死体（胎）埋火葬許可等取扱件数
単位：件

区 分 市 民 課 出 張 所 合 計

死 体
埋 葬

火 葬

死 胎
埋 葬

火 葬

解 剖 用 死 体 交 付 証 明 書

改 葬

合 計

⑹ 姉妹都市宿泊施設利用券発行状況
単位：人

区 分 市 民 課 出 張 所 合 計

栄 村 旅 館
（ 件）

大 人

小 人

小 計

栄 村 保 養 所
（ 件）

大 人

小 人

小 計

合 計（ 件）

備考 小人とは、満 歳以上中学生未満である。

⑺ 市民ゆっ旅施設事業
ア ゆっ旅カード交付状況

単位：件

市 民 課 出 張 所 合 計

イ 施設等の協定及び利用状況

平成 年 月 日現在、単位：件

区 分 協定件数 利用状況

日 帰 り 施 設
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⑻ 窓口事務の取扱件数
ア 証明書等金銭取扱数

区分

種類

取扱数（件） 金額（円）

市民課 出張所 合 計 市民課 出張所 合 計

課 税 証 明 書
）

＊
（ ）（ ）

住
民
票
の
写
し
等

窓 口 ・ 郵 送

情 報 館

コ ン ビ ニ 交 付

住 民 票 閲 覧

印
鑑
登
録
証
明
書

窓 口

情 報 館

コ ン ビ ニ 交 付

印 鑑 登 録 証 再 交 付

戸
籍
謄
抄
本
等

窓 口 ・ 郵 送

コ ン ビ ニ 交 付

自 動 車 臨 時 運 行

個人番号カード再交付手数料

通知カード再交付手数料

諸

証

明

身 分 証 明 書 

不在住・不在籍証明

そ の 他 の 証 明  

他

課

諸

証

明

農 業 委 員 会

都 市 計 画 関 係

道 路 関 係

そ の 他 の 証 明

合 計

備考 （ ）内は、無料取扱数を別掲した。

＊は、コンビニ交付の取扱数である。

－ 313 －



－ －

イ 各種届出、申請等取扱件数

単位：件

事 務 の 名 称 市 民 課 出 張 所 合 計

国 民 年 金 資格取得・喪失・種別変更

国 民 健 康 保 険

資 格 取 得

資 格 喪 失

変 更 等

そ の 他 児童・生徒転入学通知交付

⑼ 市民葬儀
（平成 年 月 日現在）

協定事業者数 社

利 用 件 数 件

⑽ その他の緑が丘出張所事務取扱状況
ア 収納取扱件数等

区 分 件 数（件） 金 額（円）

市 ・ 都 民 税 （ 個 人 ）

市 民 税 （ 法 人 ）

固 定 資 産 税 ・ 都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税

保 育 料

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料

介 護 保 険 料

そ の 他 の 収 入

合 計

イ 会議室使用状況

区 分 市役所関係 一 般 合 計

使 用 回 数（回）

使 用 人 数（人）

市民課 終わり）
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保 険 年 金 課

国民健康保険事務

⑴ 国民健康保険運営協議会
ア 協議会委員

平成 年 月 日現在

氏 名 選 出 区 分 備 考

岡 本 皓 夫 被 保 険 者 代 表

田 中 洋 子 〃

濱 浦 雪 代 〃

宮 﨑 正 巳 〃

齊 藤 直 人 保 険 医 代 表

指 田 登 生 〃

三 條 治 〃

山 内 立 行 〃

沖 野 清 子 公 益 代 表

田 代 久 〃 会 長 代 理

宮 﨑 文 永 〃 会 長

籾 山 敏 夫 〃

榎 本 浩 幸 被 用 者 保 険 等 保 険 者 代 表

イ 協議会開催の状況

開催回数 開催年月日 内 容

第 回 平成

議 題
⑴ 諮問事項の検討について「平成 年度国民健康保険税率等
及び多子世帯に対する国民健康保険税の減免について」

⑵ その他

第 回

議 題
⑴ 諮問事項の検討について「平成 年度国民健康保険税率等
及び多子世帯に対する国民健康保険税の減免について」

⑵ その他

第 回

議 題
⑴ 諮問事項に対する答申について「平成 年度国民健康保険
税率等及び多子世帯に対する国民健康保険税の減免について
（答申）」 

⑵ その他
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⑵ 被保険者
ア 国民健康保険加入世帯と被保険者数の推移

単位：世帯、人

区分

年月
世 帯

一般被保険者対象者 退職被保険者等

対 象 者
合 計

歳未満 歳以上

平成

平 均

備考 退職被保険者等対象者は、 歳未満

イ 資格取得及び喪失状況

単位：人

資 格 取 得

転 入 社 保 離 脱 生 保 廃 止 出 生 後期高齢者
医 療 離 脱

そ の 他 合 計

備考 「その他」欄は、主に国民健康保険組合からの加入等による件数である。

単位：人

資 格 喪 失

転 出 社 保 加 入 生 保 開 始 死 亡
後期高齢者
医 療 加 入 そ の 他 合 計

備考 「その他」欄は、主に国民健康保険組合への加入等による件数である。
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⑶ 保険給付費 
ア 医療費の受診率対前年度比較 

受診率

備考 調剤支給を除く。

療養給付費の負担区分年度に合わせて 月～ 月ベースで記載

（単位：％）

月
年度

比較 △ △

％

月
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－

イ
給

付
費

の
月
別
推
移

ア
一

般
被
保
険
者

年
月

区
分

平
成

平
成

合
計

入 院

費
用

額
（

円
）

受
診
件
数

（
件

）

入 院 外

費
用

額
（

円
）

受
診
件
数

（
件

）

歯 科

費
用

額
（

円
）

受
診
件
数

（
件

）

合 計

費
用

額
（

円
）

受
診
件
数

（
件

）
備

考
調
剤

支
給
を
除
く
。

イ
退

職
被
保
険
者
等

年
月

区
分

平
成

平
成

合
計

入 院

費
用

額
（

円
）

△

受
診
件
数

（
件

）

入 院 外

費
用

額
（

円
）

受
診
件
数

（
件

）

歯 科

費
用

額
（

円
）

受
診
件
数

（
件

）

合 計

費
用

額
（

円
）

受
診
件
数

（
件

）
備

考
調
剤

支
給
を
除
く
。
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ウ 給付費及び受診件数の年度別推移

備

考

給

付

備考 給付費及び受診件数は、「イ 給付費の月別推移」の一般被保険者及び退職被

保険者等の合計値である。

エ 不当利得、不正利得及び第三者行為の状況

単位：件、円

項目

区分

調 定 収 入 不納欠損 収入未済

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額

不当利得
現年度分

過年度分

不 正 利 得 徴 収 金

第三者行為賠償金

合 計

備考 件数は、レセプト枚数である。

年度 年度 年度 年度 年度

給付費 受診件数

 

 

 

千円 件
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⑷ 退職被保険者等
ア 収入状況

単位：円

区 分 金 額

国 民 健 康 保 険 税 収 納 額

療 養 給 付 費 等 交 付 金

合 計

イ 医療給付状況

区 分 件 数 保険者負担額

医 療 の 給 付 件 円

療 養 費 等 円

高 額 療 養 費 円

合 計 円

円
件当たりの保険者負担額 円

⑸ 日雇労働者健康保険事務
単位：件

件 名 件 数

被 保 険 者 手 帳 の 交 付

被 保 険 者 手 帳 の 返 納

受 給 資 格 者 票 の 交 付

受 給 資 格 の 確 認

被 扶 養 者 届 の 受 理

合 計
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⑹ 特定健康診査・特定保健指導事務
ア 特定健康診査

特定健康診査対象者数、受診者数及び受診率

年 齢
総 計 男 性 女 性

対象者数
（人）

受診者数
（人）

受診率
（％）

対象者数
（人）

受診者数
（人）

受診率
（％）

対象者数
（人）

受診者数
（人）

受診率
（％）

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

合 計

イ 特定保健指導
ア 特定保健指導対象者数、実施者数及び実施率

年 齢
総 計 男 性 女 性

対象者数
（人）

実施者数
（人）

実施率
（％）

対象者数
（人）

実施者数
（人）

実施率
（％）

対象者数
（人）

実施者数
（人）

実施率
（％）

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

合 計

イ 特定保健指導区分別件数

区 分
総 計

対象者数
人

実施者数
人

実施率
％

動機付け支援

積 極 的 支 援

合 計
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国民年金事務

⑴ 適用関係
ア 国民年金被保険者種別状況

平成 年 月 日現在、単位：人

第 号 被 保 険 者
第 号 被 保 険 者 合 計

強 制 加 入 者 任 意 加 入 者

イ 国民年金被保険者異動状況

単位：人

平 成
年度末

現 在

取 得

転 入 喪 失 転 出
平 成

年 度 末
現 在

第 号 被 保 険 者
第 号
被 保 険 者

強 制 任 意

⑵ 検認関係
国民年金保険料免除等の申請の処理状況

単位：件

区 分 受 理 承 認 却 下 そ の 他

申 請 免 除

学 生 納 付 特 例

備考 「その他」欄は、書類不備・重複申請など、審査不能分を示す。
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後期高齢者医療事務

⑴ 被保険者数
単位：人

年 月 被保険者数

平成

平 均

⑵ 広域連合への負担金
単位：円

区 分 負 担 額

療 養 給 付 費 負 担 金

保 険 基 盤 安 定 負 担 金

広 域 連 合 事 務 費 負 担 金

保 険 料 軽 減 策 負 担 金

保険料未収金補填分負担金

審 査 支 払 手 数 料 負 担 金

財 政 安 定 化 基 金 拠 出 金

保険料所得割減額分負担金

葬 祭 費 負 担 金

保 険 料 等 負 担 金

合 計

備考 保険料等負担金については、全額が保険料徴収金である。
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⑶ 健康診査事務
健康診査対象者数、受診者数及び受診率

年 齢
総 計 男 性 女 性

対象者数
（人）

受診者数
（人）

受診率
（％）

対象者数
（人）

受診者数
（人）

受診率
（％）

対象者数
（人）

受診者数
（人）

受診率
（％）

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳～

小 計

～ 歳
（障害認定）

合 計

⑷ 葬祭費支給事務

件当たりの支給額 支給件数 支給総額

円 件 円

（保険年金課 終わり）
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課 税 課

⑴ 調定状況
ア 税目別調定状況

令和元年 月 日現在

税 目 調 定 額 構成比
内 訳 納税義務

者等の数区 分 調 定 額

市 民 税

円 ％
個 人 均 等 割

円

人

個 人 所 得 割

法 人 均 等 割
社

法 人 税 割

固 定 資 産 税

土 地

人家 屋

償 却 資 産

交 付 金 件

軽 自 動 車 税

原

動

機

付

自

転

車

第 一 種

台

第 二 種 （ 乙 ）

第 二 種 （ 甲 ）

輪
以
上

ミ ニ カ ー

屋根付 輪

軽

自

動

車

輪

輪

輪

乗 用

貨 物 用

小 型

特 殊

自動車

農耕作業用

そ の 他

輪の小型自動車

市 た ば こ 税 社

都 市 計 画 税
土 地

人
家 屋

入 湯 税 人

合 計

備考 滞納繰越分は、除く。
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イ 税目別調定状況の前年度比較

令和元年 月 日現在

税 目

平 成 年 度 平 成 年 度 前 年 比 較

調 定 額

納 税

義務者

数 等

調 定 額

納 税

義務者

数 等

調 定 額 納税義務者等の数

増(△)減 増減率 増(△)減 増減率

市民税
個人

円 人 円 人 円 ％ 人 ％

市民税
法人

社 社
△ △

社

固 定
資産税

人 人
△ △

人

交付金
件 件

△ △
件

軽自動
車 税

台 台 台
△ △

市たば
こ 税

社 社 社

都 市
計画税

人 人
△ △

人

入湯税
人 人

△ 皆減
人

△ 皆減

合 計 △ △

備考 滞納繰越分は、除く。

ウ 調定総額及び人口 人当たりの前年度比較

令和元年 月 日現在

区分
年度別

調 定 総 額
人 口

（各年度末現在）

人口 人当たりの

調 定 額

平 成 年 度 円 人 円

平 成 年 度

増 △ 減 △ △ △

備考 滞納繰越分を含む。
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⑵ 軽自動車等登録台数
単位：台

種 別
平 成 年 月 日
現 在 登 録 台 数

年 間
登録台数

年 間
廃車台数

平 成 年 月 日
現 在 登 録 台 数

原動機付
自 転 車

第 一 種

第 二 種 乙 ）

第 二 種 甲 ）

輪
以
上

ミ ニ カー

屋根付 輪

軽

自

動

車

輪

輪

輪

乗

用

営 業 用

自 家 用

貨

物

営 業 用

自 家 用

小型特殊
自 動 車

農 耕 作 業 用

その他のもの

輪 の 小 型 自 動 車

合 計

⑶ 税務関係諸証明の交付件数
単位：枚

土地評価 家屋評価
住宅用
家 屋

法人所在 課 税・非課税 納 税 その他 合 計

本 庁

出 張 所

情 報 館

コンビニ

合 計
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⑷ 市民税（個人）
ア 所得区分別課税状況

平成 年 月課税状況調べ

区 分 納税義務者数 均 等 割 額 所 得 割 額 税 額 合 計 構 成 比

給 与 所 得 者
人 千円 千円 千円 ％

営 業 等 所 得 者

農 業 所 得 者

そ の 他 の 所 得 者

家 屋 敷 等 の み

合 計

イ 課税事務処理状況

単位：件

区 分 件 数

平成 年度市民税申告書発送数

平成 年度市民税申告書受付数

平成 年分所得税確定申告書提出者数

税務署閲覧数（確定・修正・更正等）

市民税所得調査対象者数

特別徴収義務者に指定した事業所数

⑸ 市民税（法人）
ア 業種区分別課税状況

令和元年 月 日現在

区 分 納税義務者数 均 等 割 額 法 人 税 割 額 税 額 合 計 構 成 比

建 設 業
社 円 円 円 ％

製 造 業

電気・ガス業

運輸・通信業

卸 ・ 小 売 業

金融・保険業

不 動 産 業

サ ー ビ ス 業

合 計
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イ 申告書受付件数

単位：件

現 年 度 分 過 年 度 分 合 計

⑹ 土地資産税
ア 固定資産評価の概要

平成 年度概要調書による。

区分

地目
筆 数 地 積 評 価 額

㎡当たりの

評 価 額

田
筆 ㎡ 千円 円

畑

宅 地

山 林

原 野

雑 種 地

合 計

イ 土地登記済通知書（表示）処理状況 ウ 土地登記済通知書（権利）処理状況

（平成 年 月 日～平成 年 月 日、単位：件） （平成 年 月 日～平成 年 月 日、単位：件）

種 類 件 数  種 類 件 数 

分 筆  売 買

合 筆  贈 与

地 目 変 更  相 続

地 積 更 正  買 収

地 図 訂 正  錯 誤 誤 謬 等

そ の 他  そ の 他

合 計  合 計 
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⑺ 家屋資産税
ア 固定資産評価の概要

ア 家屋

平成 年度概要調書による。

区分
種類

棟 数 床 面 積 評 価 額
㎡当たりの

評 価 額

木

造

専 用 住 宅
棟 ㎡ 千円 円

共 同 住 宅

併 用 住 宅

旅館・料亭・ホテル

事務所・銀行・店舗

病 院

工 場 ・ 倉 庫

土 蔵

附 属 家

小 計

非

木

造

住 宅 ・ ア パ ー ト

そ の 他

小 計

合 計

イ 償却資産

区分
種類

決 定 価 格 課 税 標 準 額 納 税 義 務 者 数

構 築 物
千円 千円

法 人 社
個 人 人

計  

機 械 及 び 装 置

車 両 及 び 運 搬 具

工具、器具及び備品

合 計
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イ 家屋登記済通知書（表示）処理状況 ウ 家屋登記済通知書（権利）処理状況

（平成 年 月 日～平成 年 月 日、単位：件） （平成 年 月 日～平成 年 月 日、単位：件）

種 類 件 数  種 類 件 数 

新 築  売 買

滅 失  贈 与

種 類 変 更  相 続

所 在 地 変 更  そ の 他

表 示 変 更  合 計

床 面 積 変 更  

そ の 他  

合 計   

（課税課 終わり）
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収 納 課

⑴ 督促状発送状況

税 目 件 数

市 ・ 都 民 税 （ 普 徴 ） 件

市 ・ 都 民 税 （ 特 徴 ）

市 民 税 法 人 ）

固 定 資 産 税 ・ 都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 普 徴 ）

保 育 利 用 者 負 担 金 保 育 料

合 計

⑵ 差押等状況

区 分 件 数 金 額

差 押 通 知 件 円

差 押 解 除 通 知

交 付 要 求 通 知

交 付 要 求 解 除 通 知

参 加 差 押 通 知

参 加 差 押 解 除 通 知

備考 差押通知に係る取立件数及び取立額は、 件、 円である。

⑶ 還付状況

税 目 件 数 金 額

市 ・ 都 民 税 （ 普 徴 ） 件 円

市 ・ 都 民 税 （ 給 与 特 徴 ）

市 ・ 都 民 税 （ 年 金 特 徴 ）

市 民 税 法 人 ）

固 定 資 産 税 ・ 都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 普 徴 ）

国 民 健 康 保 険 税 特 徴 ）

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 普 徴 ）

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 特 徴 ）

保 育 利 用 者 負 担 金 （ 保 育 料 ）

合 計
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⑷ 口座振替利用状況

税 目 件 数 金 額

市 ・ 都 民 税 普 徴 ） 件 円

固 定 資 産 税 ・ 都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 普 徴 ）

保 育 利 用 者 負 担 金 （ 保 育 料 ）

合 計

⑸ 郵便振替利用状況

税 目 件 数 金 額

市 ・ 都 民 税 個 人 ） 件 円

市 民 税 法 人 ）

固 定 資 産 税 ・ 都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 普 徴 ）

保 育 利 用 者 負 担 金 （ 保 育 料 ）

合 計

⑹ コンビニエンスストア納付利用状況

税 目 件 数 金 額

市 ・ 都 民 税 普 徴 ） 件 円

固 定 資 産 税 ・ 都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税

合 計
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⑺ ＭＭスタンプ満点カードによる納付状況

税 目 件 数 金 額

市 ・ 都 民 税 個 人 ） 件 円

固 定 資 産 税 ・ 都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 普 徴 ）

保 育 利 用 者 負 担 金 （ 保 育 料 ）

合 計

⑻ ペイジー口座振替受付サービスの利用状況

税 目 件 数

市 ・ 都 民 税 個 人 ） 件

固 定 資 産 税 ・ 都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 普 徴 ）

保 育 利 用 者 負 担 金 （ 保 育 料 ）

合 計

（収納課 終わり） 
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協 働 推 進 部

協 働 推 進 課

産 業 振 興 課

観 光 課

環 境 課

ご み 対 策 課
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協 働 推 進 課

市民協働関係事務

武蔵村山市市民協働推進会議

⑴ 武蔵村山市市民協働推進会議

区 分 氏 名 区 分 氏 名

座 長 田 中 敬 文 委 員 藤 崎 由美子

副座長 瀬 口 圭 志 〃 一 色 健 次

委 員 村 野 哲 也 〃 金 澤 知 子

〃 清 野 智 美 〃 高 尾 典 之

〃 山 田 行 雄 〃 山 田 義 高

⑵ 審議内容等

年 月 日 主 な 審 議 内 容

第 回 平成

協働事業提案制度実施事業報告会及び事業評価について
（平成 年度実施分）
協働事業提案制度実施事業募集要項について
（平成 年度募集分）

第 回 協働事業提案制度実施事業報告会及び事業評価等について
（平成 年度実施分）

第 回 協働事業提案制度提案事業の審査要領について
（平成 年度募集分）

第 回 協働事業提案制度実施事業プレゼンテーション
（平成 年度募集分）

第 回 

協働事業提案制度実施要綱の改正について
協働事業提案制度実施事業報告会実施要領について
（平成 年度実施分）
協働事業提案制度実施事業募集要項について
（平成 年度募集分）
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男女共同参画関係事務

武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会

⑴ 武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会

区 分 氏 名 区 分 氏 名

委 員 長 峰 岸 喬 委 員 南 葉 子

副委員長 諸 橋 泰 樹 〃 高 橋 幸 子

委 員 安 島 てつや 〃 小 島 晴 幸

〃 大 槻 千 聡 〃 百 瀬 佑 子

〃 建 部 直 哉 〃 深 松 加 絵

⑵ 審議内容等

年 月 日 主 な 審 議 内 容

第 回 平成
委員長及び副委員長の選任について
会議の公開に関する運営要領の制定について
私の考える男女共同参画とは

第 回 事業所アンケート調査について

第 回 市民意識調査の結果について 
事業所アンケート調査の結果について 

第 回 勉強会（性の多様性について）

第 回 基本理念（案）、サブタイトル（案）、基本目標（案）について

第 回 基本目標（案）について

第 回 提言書及び今後のスケジュールについて 

地域コミュニティ関係事務

一般コミュニティ助成事業補助金交付状況

補 助 件 数 補 助 額

件 円

－ 338 －



－ －

自治会関係事務

⑴ 自治会活動費補助金交付状況

補 助 件 数 補 助 額

件 円

⑵ 自治会集会所建設費等補助金交付状況

補 助 件 数 補 助 額

件 円

消費者対策関係事務

⑴ 消費者講座

回
数

開催日 場 所 テーマ 講 師
参加
人員

第

回

平成 中部地区会館
大集会室

足と靴のお悩み解消！
「正しい靴の選び方」

アキレス株式会社
堀 渕 茂 氏

人

第

回

中部地区会館
大集会室

しょうゆの魅力発見！
～しょうゆ その香りの
世界～

キッコーマン食品株式会
社

和 田 洋 樹 氏

第

回

村山団地高齢者
みまもり相談室

悪質商法お断り！～消
費生活センター利用術
～

武蔵村山市消費生活セン
ター相談員

第

回

さくらホール 市
民会館）実習室

お野菜まるごといただ
きます！～食材を無駄
なく使い切るための「エ
コクッキング」～

栄養士
平 野 靖 子 氏

第

回

介護老人保健施
設アルカディア

出前寄席 お互いさま
サロン三ツ藤「笑いで悪
質商法撃退！」

出前寄席 会（漫才）
回路亭しん劇（落語）

第

回

中部地区会館
大集会室

幸せなセカンドライフ
のために～年金、保険、
相続のお話し～

公益財団法人生命保険文
化センター

山 口 良 司 氏

⑵ 消費生活相談実施状況
ア 開設場所

消費生活センター（本庁・緑が丘出張所）

イ 相談時間

毎週月・火・水・金曜日

午前 時 分～午後 時 分（ただし、昼休みを除く。受付は午後 時まで）
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ウ 相談件数（高齢者被害特別相談を含む）

単位：件

年月 平成 平成 合計

件数

エ 販売購入形態別相談件数の内訳

単位：件

店 舗 購 入

訪 問 販 売

通 信 販 売

マ ル チ ・ マ ル チ ま が い

電 話 勧 誘

そ の 他 無 店 舗

ネ ガ テ ィ ブ ・ オ プ シ ョ ン

訪 問 購 入

不 明

合 計

備考 不明とは、購入前などでどのような販売購入形態で購入するかまだ分からない場合や、贈答

品など入手経路が不明なもの等の相談である。

オ 高齢者被害特別相談

ア 開設場所

消費生活センター（本庁・緑が丘出張所）

イ 相談日時

平成 年 月 日 月 ～ 日 水

午前 時 分～午後 時 分（ただし、昼休みを除く。受付は午後 時まで）

ウ 相談件数

件

⑶ 消費生活展
武蔵村山市みんなのくらしフェスタ

ア 開催年月日

平成 年 月 日（土）、 日（日）

イ 開催場所

ダイエー武蔵村山店 階

ウ メインテーマ

くらしの安全

エ 各団体テーマ

・ ～体も環境も食べて元気に～

・生ごみを資源に

・種子法廃止でどうなる私たちの食

・地域の助け合いの輪を広げよう

・私たちの活動
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・消費生活センターより

オ 参加団体及び協力団体

・環境を考える市民の会・むさし村山

・生活クラブ生協 まち・武蔵村山

・新日本婦人の会 武蔵村山支部

・助け愛の会

・武蔵村山市消費者団体連絡会

・武蔵村山市消費生活センター

（協働推進課 終わり） 
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産 業 振 興 課

農政関係事務

⑴ 農業近代化資金利用状況

資金の使途 貸 付 額 件 数

千円 件

合 計

⑵ 農業近代化資金利子補給状況
単位：円

期 間 利子補給額

上 期 （平成 ～平成 ）

下 期 （平成 ～平成 ）

合 計

⑶ 貯水池林落葉採集状況

採 集 農 家 採 集 面 積

戸 アール

⑷ 農業団体育成事業
ア 農業後継者育成事業

事 業 名 対 象 摘 要

視察研修会 農業後継者団体
豊洲市場

販路拡大のための情報収集及び農産物の流通の
現況について学ぶ。

イ 農業生産組合育成事業

事 業 名 対 象 摘 要

共 同 購 入

そ 菜 生 産 部 肥料、段ボール箱、生産資材、農薬

畜 産 部 生産資材

果 実 生 産 部 肥料、果実袋、段ボール箱、生産資材

花卉・植木生産部 肥料、段ボール箱、土壌改良剤、農薬

視 察 研 修 会

そ 菜 生 産 部
朝日工業㈱埼玉事業所、サイボクハム（農産物直売
所）

畜 産 部 なし

果 実 生 産 部 なし

即 売 会 そ 菜 生 産 部 朝市

農 業 ま つ り 全 体 第 回武蔵村山市農業まつり

廃棄ビニール処理 全 体 回（平成 ・平成 ）
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⑸ 環境に配慮した生産資材購入支援事業

対象資材 実施戸数 総事業費

生 分 解 性 フ ィ ル ム

戸 円
光 分 解 性 テ ー プ

性 フ ェ ロ モ ン 剤 及 び 捕 獲 機

減 農 薬 栽 培 用 ネ ッ ト 等

⑹ 農業教育講座

実施年月日 場 所 テ ー マ

平成 北興化学工業開発研究所 安全で安心な農薬について

⑺ 家畜飼養頭数調査結果
平成 年 月 日現在

酪 農

搾乳牛 育成牛 飼育戸数

頭 頭 戸

⑻ 畜舎清掃推進状況

品 名 容 量 数 量 配布戸数

天 然 脱 臭 剤 ㎏ 袋 戸
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商工業振興対策

⑴ 小口事業資金融資状況
平成 年 月 日現在

金融機関
申 請 決 定 取下げ 却 下 減 額 あっせん中

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

り そ な 銀 行
村 山 支 店

件 千円 件 千円 件 千円 件 千円 件 千円 件 千円

山梨中央銀行
立 川 支 店

西武信用金庫
村 山 支 店

青梅信用金庫
武蔵村山支店

青梅信用金庫
松 中 支 店

多摩信用金庫
村 山 支 店

多摩信用金庫
残 堀 支 店

飯能信用金庫
東 大 和 支 店

み ず ほ 銀 行
所 沢 支 店

み ず ほ 銀 行
八 坂 支 店

み ず ほ 銀 行
立 川 支 店

合 計

⑵ 小口事業資金融資残高状況
平成 年 月 日現在

金融機関
融資状況

融資残高 件数

り そ な 銀 行 村 山 支 店
円 件

山 梨 中 央 銀 行 立 川 支 店

西 武 信 用 金 庫 村 山 支 店

青 梅 信 用 金 庫 武 蔵 村 山 支 店

青 梅 信 用 金 庫 松 中 支 店

多 摩 信 用 金 庫 村 山 支 店

－ 344 －



－ －

金融機関
融資状況

融資残高 件数

多 摩 信 用 金 庫 残 堀 支 店
円 件

飯 能 信 用 金 庫 東 大 和 支 店

み ず ほ 銀 行 所 沢 支 店

み ず ほ 銀 行 八 坂 支 店

み ず ほ 銀 行 立 川 支 店

合 計

⑶ 小規模事業者振興資金利子補給状況
平成 年 月 日現在 

金融機関 件数 利子補給金額

り そ な 銀 行 村 山 支 店
件 円

東 京 み ど り 農 業 協 同 組 合 村 山 支 店

山 梨 中 央 銀 行 立 川 支 店

西 武 信 用 金 庫 村 山 支 店

青 梅 信 用 金 庫 武 蔵 村 山 支 店

多 摩 信 用 金 庫 村 山 支 店

多 摩 信 用 金 庫 残 堀 支 店

日 本 政 策 金 融 公 庫 立 川 支 店

合 計

⑷ 家屋等修築工事あっせん状況
平成 年 月 日現在

取扱団体 あっせん件数 成立件数
調整中又は施工中

件数
工事額

組合 件 件 件 円

（産業振興課 終わり） 
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観 光 課

温泉施設（村山温泉「かたくりの湯」）利用状況

⑴ 村山温泉「かたくりの湯」入場者数
単位：人

区分
年月

入場者数
市 内 市 外 障 害 者

大 人 小 人 高齢者 大 人 小 人 大 人 小 人

平成

合 計
（市内計） （市外計） （障害者計）

構 成 比 ％ ％ ％ ％

○ 営業日数 日（平日 日 土日祝日 日） ○ 日当たり平均入場者数 人

備考 入場者の区分は、料金の区分による。

⑵ 温泉スタンド使用状況
単位：

年 月 使用量

平成

合 計
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情報館月別売上実績
単位：円

区分

年月
住 民 票
の 写 し

印 鑑
証 明 書

市 の
刊行物

姉 妹 都 市
栄 村
特 産 品

村 山
大 島 紬
小 物

市 民
会 館
チケット

市 内
観 光
情報誌

廃 棄 物
処 理 券

税 関 係
証 明 書

合 計

平成

合 計

（観光課 終わり）
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環 境 課

環境保全関係事務

⑴ 公害・苦情受付及び処理結果
ア 発生源別件数

（単位：件）

現象別 件 数
発 生 源

工 場 指定作業場 建設作業 一 般

ば い 煙

粉 じ ん

悪 臭

騒 音

振 動

汚 水

そ の 他

合 計

備考 現象別分類については、東京都へ報告する分類である。
また、現象別の項目、騒音の中にはカラオケが、その他の中には雑草及び害虫が含まれ

る。
発生源の分類方法についても、東京都へ報告する分類である。
また、発生源の項目、一般の中には、資材置き場、商店・飲食店、一般住宅、空地及び

その他が含まれる。

イ 区域別件数

（単位：件）

現象別 件数

区 域

三
ツ
木

岸
緑
が
丘

大

南

学

園
榎

伊
奈
平

残

堀

三
ツ
藤

神

明

中

藤

中

央

本

町

中

原

不

明

ば い 煙

粉 じ ん

悪 臭

騒 音

振 動

汚 水

そ の 他

合 計

備考 現象別分類については、東京都へ報告する分類である。
また、現象別の項目、騒音の中にはカラオケが、その他の中には雑草及び害虫が含まれる。
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⑵ 発生源対策関係
ア 都民の健康と安全を確保する環境に関する条例に基づく事務処理状況

ア 工場関係

（単位：件）

項 目 件 数

設 置

受 理

認 可

認 定

変 更

受 理

認 可

認 定

そ の 他

完 成 届

氏 名 等 変 更 届

承 継 届

認 可 申 請 取 下 げ 願

事 故 届

廃 止 届

合 計

イ 工場認可申請

（単位：件）

種 類 件 数

申

請

設
置
認
可

作 業 場 床 面 積 が ㎡ 以 下 の も の

作業場床面積が ㎡を超え ㎡以下のもの

作 業 場 床 面 積 が ㎡ を 超 え る も の

工 場 変 更 認 可 申 請

ウ 指定作業場関係

（単位：件）

項 目 件 数

設 置 届 出 受 理

変 更 届 出 受 理

氏 名 等 変 更 届 出 受 理

廃 止 届 出 受 理

承 継 届 出 受 理

合 計
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エ 地下水揚水量報告状況

調査期間 平成 年 月 日から 月 日まで

井 戸 の 種 類 事業場数（件） 揚水量（㎥）

吐出口断面積（合計） ㎠以上

吐出口断面積（合計） ㎠未満で揚水機出力 超

オ その他

（単位：件）

項 目 件 数

地 下 水 揚 水 量 報 告 書 受 理

電 気 供 給 に 関 す る 通 知 書 発 行

電 気 供 給 に 関 す る 証 明 書 発 行

そ の 他 公 害 関 係 証 明 書 発 行

改 善 報 告 書 受 理

イ 騒音規制法及び振動規制法に基づく事務処理状況

ア 特定施設

（単位：件）

項 目 騒音規制法 振動規制法

設 置 届 出 受 理

数 変 更 届 出 受 理

使 用 の 方 法 変 更 届 出 受 理

防 止 の 方 法 変 更 届 出 受 理

氏 名 等 変 更 届 出 受 理

使 用 全 廃 届 出 受 理

承 継 届 出 受 理

イ 特定建設作業

（単位：件）

項 目 騒音規制法 振動規制法

実 施 届 出 受 理

 
  

－ 350 －



－ －

⑶ 環境調査関係
ア 主要幹線道路環境調査

ア 道路沿道調査結果

調 査 項 目
騒音（等価騒音レベル）

単位（ ）
振動（上端値）
単位（ ）

二酸化窒素
（ ）

浮遊粒子状物質
㎎ ㎥

交通量
（台）

道 路
調 査 地 点

調査日 区分
昼
時～
時

夜
時～

時

昼
時～

時

夜
時～
時

青梅街道

第 一 分 団
車 庫 付 近
平成

～

調査結果

環境基準 以下 以下 ― ― 以下 以下 ―

要請限度 以下 以下 以下 以下 ― ― ―

第 六 分 団
車 庫 付 近
平成

～

調査結果

環境基準 以下 以下 ― ― 以下 以下 ―

要請限度 以下 以下 以下 以下 ― ― ―

新青梅街道

武 蔵 村 山
郵便局付 近
平成

～

調査結果

環境基準 以下 以下 ― ― 以下 以下 ―

要請限度 以下 以下 以下 以下 ― ― ―

桃 ノ 木
歩道橋付 近
平成

～

調査結果

環境基準 以下 以下 ― ― 以下 以下 ―

要請限度 以下 以下 以下 以下 ― ― ―

主要地方道
第 号線

大南一丁 目
バス停付 近
平成

～

調査結果

環境基準 以下 以下 ― ― 以下 以下 ―

要請限度 以下 以下 以下 以下 ― ― ―

主要地方道
第 号線

三ツ藤住宅東
バス停付 近
平成

～

調査結果

環境基準 以下 以下 ― ― 以下 以下 ―

要請限度 以下 以下 以下 以下 ― ― ―

㈱文明堂東京武蔵
村山工場東付近
平成

～

調査結果

環境基準 以下 以下 ― ― 以下 以下 ―

要請限度 以下 以下 以下 以下 ― ― ―

一 般 都 道
第 号線

第 七 分 団
車 庫 付 近
平成

～

調査結果

環境基準 以下 以下 ― ― 以下 以下 ―

要請限度 以下 以下 以下 以下 ― ― ―

江戸街道

東 京 日 産
自 動 車 販 売
㈱ 北 付 近
平成

～

調査結果

環境基準 以下 以下 ― ― 以下 以下 ―

要請限度 以下 以下 以下 以下 ― ― ―
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イ 道路沿道調査に伴う一般大気調査結果

調 査 地 点 調 査 日
調査項目

二酸化窒素 浮遊粒子状物質 ㎎ ㎥

市 役 所

平成 ～

～

～

三 ツ 木 地 区 学 習

等 供 用 施 設

～

～

～

大 南 地 区 学 習

等 供 用 施 設

～

～

～

残 堀 ･ 伊 奈 平 地 区

学 習 等 供 用 施 設

～

～

～

環 境 基 準 以下 以下

備考 二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の数値は、環境基本法（平成 年法律第 号）第 条第

項に基づく 時間値の 日平均値である｡

備考 「環境基準」とは、環境基本法第 条第 項に基づく環境基準である。

備考 「要請限度」とは、騒音規制法（昭和 年法律第 号）第 条第 項に基づく自動車騒音

及び振動規制法（昭和 年法律第 号）第 条第 項に基づく道路交通振動に係る要請限度

である。

イ 道路沿道調査に伴う一般大気調査結果の各調査地点の調査日が重複しているが、これ

は上段が午前 時から、下段が午前 時から調査を開始したことを表している。

ウ 調査方法

ａ 騒音の測定は、 に定める方法で正時毎に 分間 時間測定した。

ｂ 振動の測定は、 に定める方法で正時毎に 分間 時間測定した。

ｃ 二酸化窒素の測定は、 に定める方法の吸光光度法で 時間連続測定し

た。

ｄ 浮遊粒子状物質の測定は、 に定める方法のベータ線吸収法で 時間連

続測定した。

ｅ 交通量の測定は、ハンドカウンターにより正時毎に 分間 時間測定し、 時間値

に換算して 時間の交通量とした。

イ 自動車騒音常時監視調査結果

ア 調査結果

ａ 騒音測定地点 武蔵村山市三ツ藤一丁目 番地

ｂ 評価対象路線 八王子武蔵村山線（主要地方道第 号線）

伊奈平三丁目 番地の から本町一丁目 番地まで

ｃ 調 査 日 平成 年 月 日から 月 日まで
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昼 夜 と も
基 準 値 以 下

昼 の み
基 準 値 以 下

夜 の み
基 準 値 以 下

昼 夜 と も
基 準 値 超 過

戸数 戸 割合 戸数 戸 割合 戸数 戸 割合 戸数 戸 割合

全 戸 数
（ 戸）

近 接 空 間
（ 戸）

非 近 接 空 間
（ 戸）

備考 騒音規制法第 条第 項の規定に基づき、武蔵村山市内の主要幹線道路を対象とし、自動車
騒音の状況の常時監視を実施した。

イ 調査方法
ａ 騒音の測定は、 に定める仕様に適合する測定器を用いて測定した。
ｂ 面的評価は、評価区間毎に、評価区間内に存在する住居等の属性、地域の残留騒音
について調査した。

ウ 環境基準
昼間 以下、夜間 以下

ウ 横田基地航空機騒音年間の調査

ア 調査結果（ ）

測定年月

時間別航空機騒音発生回数（回）
最大値

調 査
日 数
日時～ 時 時～ 時 時～ 時 合計回数

平成

測定中の
評 価

備考 「航空機騒音に係る環境基準について（昭和 年 月環境庁告示第 号）」の環境基準

（エルデン）対応の航空機騒音測定器で、常時測定を行った。

なお、 （エルデン）及び最大値については、参考数値である。
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イ 調査方法
対象とする騒音は、「航空機騒音に係る環境基準について」に基づき、騒音レベルの最

大値が暗騒音より ㏈以上大きい航空機騒音について、単発騒音暴露レベル（ ）を計測
する。

ウ 環境基準（ ） 以下

エ 環境騒音調査

ア 調査結果 （単位： ）

調 査 地 点

朝 昼 夕

測定年月日時

～

時

時

～

時

時

～

時

武蔵村山市伊奈平四丁目 番地（海道緑地保全地域南付近） 平成

〃 伊奈平五丁目 番地（伊奈平公園付近） 〃

〃 伊奈平四丁目 番地（海道緑地保全地域東付近） 〃

〃 伊奈平三丁目 番地（ダイエー武蔵村山店東付近） 〃

〃 伊奈平二丁目 番地（伊奈平自治会館付近） 〃

〃 伊奈平二丁目 番地（資源リサイクルセンター付近） 〃

〃 大南一丁目 番地（西大南樹林公園西付近） 平成

〃 大南一丁目 番地（市立第四中学校西付近） 〃

〃 大南五丁目 番地の （大南地区学習等供用施設付近） 〃

〃 大南五丁目 番地（都立上水高校北付近） 〃

〃 中原四丁目 番地の （経塚向公園東付近） 平成

〃 残堀三丁目 番地（横田基地北付近） 〃

〃 残堀一丁目 番地の （残堀・伊奈平地区学習等供用施設付近） 〃

〃 残堀五丁目 番地（市立第五中学校南付近） 〃

〃 残堀五丁目 番地（残堀自治会館付近） 〃

〃 伊奈平一丁目 番地（バンテック物流センター南付近） 〃

〃 三ツ藤一丁目 番地（三ツ藤南公園付近） 〃

〃 榎三丁目 番地の （中久保歩道橋南付近） 平成

〃 榎二丁目 番地の （新海道児童遊園付近） 〃

〃 学園五丁目 番地（東京経済大学付近） 〃

〃 学園一丁目 番地（市立第九小学校北付近） 〃

〃 学園一丁目 番地の （学園児童遊園付近） 〃

〃 大南二丁目 番地の （市立第四中学校付近） 〃

〃 緑が丘 番地（市立小中一貫校村山学園北付近） 〃

〃 学園四丁目 番地の （市立雷塚小学校付近） 〃

〃 緑が丘 番地（オカネ塚公園付近） 〃

〃 大南五丁目 番地の （大南公園付近） 〃

〃 中原二丁目 番地（中原地区集会所北付近） 平成

〃 中原二丁目 番地の （中原公園付近） 〃

〃 岸一丁目 番地の （大道児童遊園付近） 〃
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調 査 地 点

朝 昼 夕

測定年月日時

～

時

時

～

時

時

～

時

武蔵村山市三ツ藤三丁目 番地（山王森公園付近） 平成

〃 三ツ木一丁目 番地（電話交換局北付近） 〃

〃 三ツ木三丁目 番地（宿薬師堂境内付近） 〃

〃 三ツ木一丁目 番地（峰自治会館付近） 〃

〃 本町二丁目 番地の （中久保図書館付近） 〃

〃 本町一丁目 番地の （市民会館東付近） 平成

〃 本町二丁目 番地の （第五分団車庫付近） 平成

〃 本町四丁目 番地（市立第三老人福祉館付近） 平成

〃 中央二丁目 番地（お伊勢の森神明社西付近） 〃

〃 神明一丁目 番地（中砂橋付近） 〃

〃 中央三丁目 番地（萩の尾薬師堂北付近） 〃

〃 中藤二丁目 番地（真福寺付近） 〃

〃 神明四丁目 番地の （市立第三中学校東付近） 〃

〃 神明二丁目 番地（神明社境内付近） 〃

〃 神明二丁目 番地の （大橋南付近） 〃

〃 岸二丁目 番地の （須賀神社境内付近） 平成

〃 岸三丁目 番地の （市立第四老人福祉館付近） 〃

〃 本町五丁目 番地（野山北公園冒険コース西付近） 〃

〃 本町五丁目 番地の （野山北公園プール付近） 〃

〃 本町五丁目 番地の （かたくりの湯付近） 〃

〃 中藤二丁目 番地（番太池付近） 平成

〃 中藤三丁目 番地の （防火水槽付近） 〃

〃 中藤四丁目 番地の （第一分団車庫付近） 〃

〃 中藤五丁目 番地（大橋北付近） 〃

〃 榎一丁目 番地（武蔵村山病院北付近） 〃

備考 調査結果については参考数値である。

イ 調査方法

市内を メッシュに区切り、用途地域別に時間帯毎に 回調査した。

ウ 使用機器

普通騒音計
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オ 酸性雨分析調査

ア 調査結果

調査日 水素イオン濃度（ ）

平成

－

備考 「－」については、降雨なしのため欠測となった。

イ 調査方法

市役所屋上に雨水採取装置を設置し、採取した雨水の水素イオン濃度（ ）を 測定器

で測定した。
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カ
河

川
の
水
質
調
査

ア
①

調
査

結
果

地
点

項
目

空
堀

川
（

類
型
）

残
堀

川
（

類
型
）

環
境
基
準

神
明

三
丁

目
番

地

（
砂

野
橋

）

神
明

四
丁

目
番

地

（
念

仏
塚

橋
）

三
ツ

藤
三

丁
目

番
地

（
富

士
塚

橋
）

榎
一

丁
目

番
地

（
立

川
市

境
）

調
査
年
月
日

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

生 活 環 境 項 目

水
素

イ
オ

ン
濃

度

（
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

～

生
物

化
学

的
酸

素

要
求

量
（

ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

以
下

浮
遊

物
質

量

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

以
下

溶
存

酸
素

量

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

以
上

大
腸

菌
群

数

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

以
下

健 康 項 目

カ
ド

ミ
ウ

ム

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

以
下

全
シ

ア
ン

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

不
検
出

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

不
検
出

鉛

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

以
下

六
価

ク
ロ

ム

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

以
下

ひ
素

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

以
下

総
水

銀

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

以
下

そ の 他

全
窒

素

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

全
リ

ン

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

陰
イ
オ
ン

界
面
活

性
剤

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

備
考

「
－

」
に
つ
い
て
は
、
水
量
不
足
に
よ
り

欠
測
と
な

っ
た

。
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ア
②

調
査
結
果

地
点

項
目

久
保

の
川

谷
戸

川
入

谷
川

横
丁

川

三
ツ

木
五

丁
目

番
地

（
後

ヶ
谷

戸
通

り
終

点
）

中
藤

五
丁

目
番

地

（
田

島
橋

）

中
藤

五
丁

目
番

地

（
鍛

冶
ヶ

谷
戸

橋
）

三
ツ

木
二

丁
目

番
地

（
三

ツ
木

交
番

下
流

）

調
査

年
月
日

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

生 活 環 境 項 目

水
素

イ
オ

ン
濃

度

（
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

生
物

化
学

的
酸

素

要
求

量
（

ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

浮
遊

物
質

量

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

溶
存

酸
素

量

（
ℓ
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

備
考

「
－

」
に
つ
い
て
は
、
水
量
不
足
に
よ
り

欠
測
と
な

っ
た

。

イ
調

査
方
法

各
調

査
地
点
で
委
託
業
者
が
河
川

水
を
ポ

リ
容
器

に
採
水
し

、
分

析
を

行
っ
た

。

ウ
環

境
基
準

生
活

環
境
項
目
に
つ
い
て
は
、
空

堀
川
及

び
残
堀

川
が

類
型

に
指
定

さ
れ
て

い
る
。

健
康

項
目
に
つ
い
て
は
、
類
型
の
区

別
は

な
い
。

な
お
、
支
流
（
久
保
の
川
、
谷
戸
川
、
入
谷
川
及
び
横
丁
川
）
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
準
の
水
域
類
型
指
定
を
受
け
て
い
な
い
の
で
、
環
境
基
準
は
適
用
さ
れ
な
い
。
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⑷ 光化学スモッグ予報等発令状況
（単位：日）

予報発令日数 学校情報発令日数 注意報発令日数 警報発令日数

⑸ 環境衛生事業
ア 薬剤の販売状況

区 分 容 量（mℓ） 数 量（本）

ハチ駆除用

ス プ レ ー

備考 ハチ駆除用スプレーは、 本当たり 円である。

イ スズメバチの巣駆除費補助金交付状況

（単位：件）

補 助 件 数

ウ 外来生物等防除状況 
捕獲器設置

（件）

捕獲頭数（頭）

アライグマ ハクビシン 合 計

エ 飼い主のいない猫の去勢・不妊手術補助金交付状況

（単位：件）

去 勢 手 術 不 妊 手 術 合 計

オ 空地の管理の適正化に関する指導等の状況

雑草等の除去要請地主数（人）

雑草等の除去要請筆数（筆）

雑草等の除去要請対象面積（㎡）

草刈機貸出件数（件）

⑹ 狂犬病予防事業
（単位：頭）

新 規 登 録 数 鑑 札 再 交 付 死 亡 届 変 更 届
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公園緑地関係事務

⑴ 海道緑地保全地域管理委託

区 域 内 容 実 施 日

武蔵村山市

伊奈平四丁目 番地ほか

下草刈り 回目 ㎡ 平成 ～

下草刈り 回目 ㎡ ～

落葉かき 回目 ㎡ ～

落葉かき 回目 ㎡ ～

落葉かき 回目 ㎡ ～

ごみ回収等 回目（全域）

ごみ回収等 回目（全域）

枯れ枝落し 回目（全域）

枯れ枝落し 回目（全域）

⑵ 都市公園、児童遊園、地域運動場、運動広場、親水緑地広場
ア 都市公園等使用許可申請状況

件 数

施設種類
申 請 許 可

都 市 公 園 件 件

児 童 遊 園  

地 域 運 動 場  

運 動 広 場  

合 計

イ 都市公園等占用料及び使用料徴収状況

種 類 数 量 金 額

電柱 本柱･支柱又は支線 本 円

公 衆 電 話 所 か所

電 線 ｍ

地 下 電 線 ｍ

鉄 塔 ㎡

写 真 撮 影 （ 臨 時 ） 日

そ の 他 占 用 日

合 計
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ウ 都市公園の現況

（平成 年 月 日現在）

施 設 名 所 在 地 面 積 摘 要

山 王 森 公 園 武蔵村山市三ツ藤三丁目 番地 ㎡

雷 塚 公 園 〃 学園四丁目 番地  野球場・庭球場

オ カ ネ 塚 公 園 〃 緑が丘 番地  

大 南 公 園 〃 緑が丘 番地  野球場・庭球場
広場・地区集会所

十二所神社公園 〃 三ツ木五丁目 番地の  
野 山 公 園 〃 本町五丁目 番地の  

向 山 公 園 〃 神明二丁目 番地の  
伊 奈 平 公 園 〃 伊奈平五丁目 番地  
野 山 北 公 園 〃 本町五丁目 番地の プール・釣り池・運動場

経 塚 向 公 園 〃 中原二丁目 番地の  
中 原 公 園 〃 中原二丁目 番地の  

三本榎史跡公園
〃 学園一丁目 番地の

 
〃 榎三丁目 番地の

大 南 東 公 園 〃 大南五丁目 番地の  
三 ツ 藤 南 公 園 〃 三ツ藤一丁目 番地の  

総 合 運 動 公 園 〃 岸三丁目 番地の
野球場・ジョギング
コース・陸上競技場・
体育館

プリンスの丘公園 〃 榎一丁目 番地の  

さ い か ち 公 園 〃 学園四丁目 番地の  地区集会所

西大南樹林公園 〃 大南一丁目 番地の  

合 計  
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エ 児童遊園の現況

平成 年 月 日現在

施 設 名 所 在 地 面 積

順 礼 塚 児 童 遊 園 武蔵村山市三ツ藤一丁目 番地の ㎡

向 山 児 童 遊 園 〃 神明二丁目 番地の  

西 大 南 児 童 遊 園 〃 大南三丁目 番地の  

ア タ ゴ 松 児 童 遊 園 〃 三ツ藤一丁目 番地の  

東 大 南 児 童 遊 園 〃 大南四丁目 番地  

新 海 道 児 童 遊 園 〃 榎二丁目 番地の  

残 堀 児 童 遊 園 〃 残堀二丁目 番地の  

大 道 児 童 遊 園 〃 岸一丁目 番地の  

大 南 四 丁 目 児 童 遊 園 〃 大南四丁目 番地の  

学 園 児 童 遊 園 〃 学園一丁目 番地の  

馬 場 児 童 遊 園 〃 本町二丁目 番地の  

残 堀 二 丁 目 児 童 遊 園 〃 残堀二丁目 番地の  

八 ケ 下 児 童 遊 園 〃 三ツ藤三丁目 番地の  

三 ツ 藤 児 童 遊 園 〃 三ツ藤一丁目 番地の  

大 南 一 丁 目 児 童 遊 園 〃 大南一丁目 番地の  

大 南 三 丁 目 児 童 遊 園 〃 大南三丁目 番地の  

伊 奈 平 五 丁 目 児 童 遊 園 〃 伊奈平五丁目 番地の  

中 原 児 童 遊 園 〃 中原二丁目 番地の  

岸 三 丁 目 児 童 遊 園 〃 岸三丁目 番地の  

三 ツ 木 一 丁 目 児 童 遊 園 〃 三ツ木一丁目 番地の  

伊 奈 平 五 丁 目 南 児 童 遊 園 〃 伊奈平五丁目 番地の  

伊 奈 平 五 丁 目 東 児 童 遊 園 〃 伊奈平五丁目 番地の  

学 園 四 丁 目 児 童 遊 園 〃 学園四丁目 番地の  

残 堀 四 丁 目 児 童 遊 園 〃 残堀四丁目 番地の  

残 堀 五 丁 目 児 童 遊 園 〃 残堀五丁目 番地の  

大 南 一 丁 目 南 児 童 遊 園 〃 大南一丁目 番地の  

学 園 一 丁 目 児 童 遊 園 〃 学園一丁目 番地の  

大 南 五 丁 目 児 童 遊 園 〃 大南五丁目 番地の  

学 園 四 丁 目 東 児 童 遊 園 〃 学園四丁目 番地の  

宿 児 童 遊 園 〃 三ツ木二丁目 番地の  

横 田 児 童 遊 園 〃 本町四丁目 番地の  
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施 設 名 所 在 地 面 積

神 明 児 童 遊 園 武蔵村山市神明二丁目 番地の ㎡

三 ツ 藤 三 丁 目 東 児 童 遊 園 〃 三ツ藤三丁目 番地の

三 ツ 藤 三 丁 目 児 童 遊 園 〃 三ツ藤三丁目 番地の

中 原 一 丁 目 児 童 遊 園 〃 中原一丁目 番地の

中 原 三 丁 目 北 児 童 遊 園 〃 中原三丁目 番地の

中 原 三 丁 目 中 央 児 童 遊 園 〃 中原三丁目 番地の

中 原 三 丁 目 南 児 童 遊 園 〃 中原三丁目 番地の

大 南 一 丁 目 中 央 児 童 遊 園 〃 大南一丁目 番地の

大南一丁目中央北児童遊園 〃 大南一丁目 番地の

中 原 経 塚 向 児 童 遊 園 〃 中原三丁目 番地の

学 園 四 丁 目 西 児 童 遊 園 〃 学園四丁目 番地の

伊 奈 平 四 丁 目 児 童 遊 園 〃 伊奈平四丁目 番地の

中 藤 一 丁 目 児 童 遊 園 〃 中藤一丁目 番地の

伊 奈 平 三 丁 目 児 童 遊 園 〃 伊奈平三丁目 番地の

榎 児 童 遊 園 〃 榎三丁目 番地の

大 南 三 丁 目 西 児 童 遊 園 〃 大南三丁目 番地の

湖 南 児 童 遊 園 〃 大南五丁目 番地の

合 計

オ 地域運動場の現況

平成 年 月 日現在

施 設 名 所 在 地 面 積

三 ツ 木 地 域 運 動 場 武蔵村山市三ツ木一丁目 番地の ㎡

原 山 地 域 運 動 場 〃 中央二丁目 番地の

残 堀 ・ 伊 奈 平 地 域 運 動 場 〃 残堀四丁目 番地の

合 計
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カ 運動広場の現況

平成 年 月 日現在

施 設 名 所 在 地 面 積

後 ヶ 谷 戸 運 動 広 場 武蔵村山市三ツ木三丁目 番地 ㎡

入 り 運 動 広 場 〃 中藤三丁目 番地の

小 山 内 運 動 広 場 〃 岸二丁目 番地の

赤 堀 運 動 広 場 〃 中央四丁目 番地の

シ ド メ 久 保 運 動 広 場 〃 残堀二丁目 番地の

シ ド メ 久 保 第 二 運 動 広 場 〃 伊奈平五丁目 番地の

新 大 南 運 動 広 場 〃 大南三丁目 番地の

中 藤 五 丁 目 運 動 広 場 〃 中藤五丁目 番地の

中 村 運 動 広 場 〃 本町二丁目 番地の

合 計

キ 残堀川親水緑地広場の現況

平成 年 月 日現在

施 設 名 所 在 地 面 積

富 士 見 親 水 広 場 武蔵村山市中原一丁目 番地の ㎡

富 士 塚 親 水 広 場 〃 三ツ藤三丁目 番地の

残 堀 親 水 広 場 〃 残堀五丁目 番地の

山 王 森 緑 地 広 場 〃 三ツ藤三丁目 番地の

な か よ し 緑 地 広 場 〃 三ツ藤二丁目 番地の

三 ツ 藤 緑 地 広 場 〃 三ツ藤一丁目 番地の

伊 奈 平 緑 地 広 場 〃 伊奈平一丁目 番地の

合 計

（環境課 終わり） 
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ご み 対 策 課

ごみ対策関係事務

⑴ 塵芥処理
ア 収集世帯数及び収集人口

平成 年 月 日現在

区 分 総 数 対 象 数 実 施 数 収 集 率

世 帯 数 世帯 世帯 世帯

人 口 人 人 人

イ 収集及び処理・処分

ご み の 種 類 収集日程 搬 入 先

燃やせるごみ 週 回
小平・村山・大和衛生組合

燃やせないごみ 週に 回

プラスチック・ペットボトル 週に 回

武蔵村山市清掃事業協同組合缶・金属・びん・有害物・ライター 隔週 回

紙・布・枝・鞄・靴・ベルト・ぬいぐるみ 週 回

備考 灰は、東京たま広域資源循環組合で処分した。

ウ 委託業者

平成 年 月 日現在

委託業者名 所 在 地

武蔵村山市清掃事業協同組合 武蔵村山市伊奈平二丁目 番地の
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エ 一般廃棄物収集運搬許可業者一覧表

平成 年 月 日現在

許可業者名 所 在 地

㈲ 村 山 清 掃 武蔵村山市中央二丁目 番地の

高 杉 商 事 ㈱ 小平市上水本町四丁目 番 号

比 留 間 運 送 ㈱ 武蔵村山市中央二丁目 番地の

㈲ 荒 幡 商 事 武蔵村山市本町四丁目 番地の

相 模 原 紙 業 ㈱ 神奈川県相模原市中央区南橋本一丁目 番 号

㈱ エ ス ・ イ ー テ ィ 埼玉県所沢市東所沢和田二丁目 番地

㈱ 遠 藤 商 会 埼玉県川越市大字下赤坂 番地

斎 藤 商 事 ㈱ 西東京市東伏見四丁目 番 号

丸 順 商 事 ㈲ 羽村市富士見平二丁目 番地の

太 誠 産 業 ㈱ 豊島区南池袋三丁目 番 号中町ビル

㈱ 表 養 樹 園 武蔵村山市三ツ木一丁目 番地の

㈲ 常 盤 組 小平市天神町一丁目 番 号

㈲ 小 作 物 産 羽村市羽加美三丁目 番 号

㈱ ア ユ ミ ・ プ ラ ン 埼玉県所沢市三ヶ島一丁目 番地の

松 浦 商 事 ㈱ 立川市幸町三丁目 番地の

藤 谷 産 業 ㈱ 西多摩郡日の出町大字平井 番地

㈲ 古 川 新 興 府中市是政三丁目 番地の

㈱ 小 川 工 営 小平市学園西町一丁目 番 号

武 蔵 村 山 資 源 ㈲ 武蔵村山市伊奈平二丁目 番地の

㈱ サ ン ・ エ キ ス プ レ ス 国分寺市並木町三丁目 番地

太 田 商 事 ㈱ 府中市四谷五丁目 番 号

千 葉 企 業 ㈱ 東村山市廻田町一丁目 番 号

㈲ 富 商 武蔵村山市伊奈平二丁目 番地の

㈱ 光 翔 武蔵村山市伊奈平一丁目 番地の

㈱ 古 畑 総 合 建 装 西東京市ひばりが丘二丁目 番 号

エ コ 丸 信 ㈱ 武蔵村山市伊奈平二丁目 番地の

㈱ ティーエムプランニング 武蔵村山市残堀一丁目 番地の

㈱ 五 美 清 掃 西東京市北町五丁目 番 号

㈱ ア ク ト ・ エ ア 神奈川県愛甲郡愛川町角田 番地

㈲ ミ ヤ マ 商 店 羽村市羽東三丁目 番

㈱ ・ 武蔵村山市中央二丁目 番地の

㈱ 日 野 衛 生 公 社 日野市万願寺四丁目 番地の

㈲ 中 川 産 業 立川市富士見町一丁目 番 号

福 田 商 会 小金井市桜町二丁目 番 の 号（小金井市市営住宅）

オ 一般廃棄物処分業許可業者一覧表

平成 年 月 日現在

許可業者名 所 在 地

比 留 間 運 送 ㈱ 武蔵村山市中央二丁目 番地の

武 蔵 村 山 資 源 ㈲ 武蔵村山市伊奈平二丁目 番地の
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カ
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収
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（
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）
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（
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収
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（
）
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）
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ご
み

量
（
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）
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平
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キ
塵

芥
排

出
・
収
集
量
一
覧
表

（
単
位
：

）

年 度

総
排

出
量

①
＋

②
＋
③

市
収

集

燃
や

せ
る

も
の

燃
や

せ
な

い
も

の
粗

大
合

計
①

ご
み

資
源

小
計

ご
み

資
源

有
害

小
計

ご
み

小
計

（
）

（
）

（
）

（
）

持
込

み
拠

点
回

収
（

資
源

・
市

収
集

の
内

数
）

集
団

回
収

資
源

）

燃
や

せ
る

ご
み

燃
や

せ
な

い
ご

み
粗

大
ご

み
合

計
②

発
泡

ト
レ

イ
牛

乳
パ

ッ
ク

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

小
型

電
子

機
器

合
計

紙
・

布
び

ん
・
缶
等

合
計

③

※ ※ ※

備
考

内
の
数
値
は
、
鉄
製
粗
大
と
し

て
収
集
し

た
量

を
再

掲
し
た

。
た
だ
し

、
平

成
年

度
か

ら
布
団
・
カ
ー
ペ
ッ
ト

の
収
集
量
を
追
加
し
た
。

※
印

の
数
値
は
、
四
捨
五
入
で

ｔ
に

満
た
な

い
こ

と
か

ら
表
示

と
す
る

。

集
団

回
収
（
資
源
）
の
び
ん
・
缶
等
に

は
、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
・
廃

食
用
油
を

含
む

。

ク
市

民
人
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
等
実

績
表

年 度

人
口

人

ご
み

総
排

出
量

人
日

当
た

り
の

ご
み

総
排

出
量

小
平

・
村

山
・

大
和

衛
生

組
合

ご
み

投
入

量

人
日

当
た

り
の

小
平

・
村

山
・

大
和

衛
生

組
合

ご
み

投
入

量

資
源

物
資

源
化

量
人

日
当

た
り

の
資

源
物

資
源

化
量

備
考

人
口
は
、
各
年
度
末
現
在

小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合
及
び

東
京
た
ま

広
域

資
源

循
環
組

合
で
資
源

化
し

た
量

は
、
資

源
物
総
排
出
量
に
含
ま
な
い
。

資
源
物
資
源
化
量
は
、
資
源
物
総
排
出

量
か
ら

残
渣

量
を

除
い
た

も
の
で
あ

る
。
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ケ 小平・村山・大和衛生組合ごみ投入量等一覧表

単位：

年度 燃やせるごみ 燃やせないごみ 粗 大 ご み 合 計 資 源 化 量

コ 東京たま広域資源循環組合搬入量一覧表

年度 焼 却 残 渣 不 燃 処 理 物 合 計

ｔ ㎥ ｔ ㎥ ｔ ㎥

備考 表中の数値については、東京たま広域資源循環組合から示された数値をそのまま掲載し

ている。

不燃処理物については、平成 年度から埋立処理を行わず、民間委託により資源化処理

を行っている。

サ 粗大ごみ処理状況

年度 受付件数 処理点数
内 訳

自転車 家電製品 家具類 寝具類 その他

件 点 点 点 点 点 点

備考 内訳については、平成 年度から、これまで一定の大きさ以外のものはその他としていたも

のを、家電製品、家具類に再分類している。

シ 動物の死体処理

単位：頭

年度 犬 猫 その他 合 計
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⑵ リサイクル・減量化事業
ア 武蔵村山市清掃事業協同組合の資源物回収状況

搬 入 量（ｔ） 資源物等回収量（ｔ） 処理残渣量 ｔ 回 収 率（％）

ア 資源物の回収状況

区 分 回 収 量 （ｔ） 売 却 金 額 （円）

鉄 類

ア ル ミ 類

び ん 類

紙 類

布 類

そ の 他 金 属 類

ペ ッ ト ボ ト ル

プ ラ ス チ ッ ク

剪 定 枝

雑 品

鉄 製 粗 大

ペ ッ ト ボ ト ル の 蓋

布 団 ・ カ ー ペ ッ ト

合 計

イ 有害ごみの回収状況

単位：

区 分 回 収 量

乾 電 池

蛍 光 管

合 計

ウ その他の物の回収状況

単位：

区 分 回 収 量

ラ イ タ ー
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イ 拠点による資源回収状況

単位：

区 分 回 収 量

発 泡 ス チ ロ ー ル ト レ イ

ペ ッ ト ボ ト ル

牛 乳 パ ッ ク

小 型 電 子 機 器

合 計

ウ 資源回収団体の資源回収状況

資 源 回 収 団 体 数 （団体）

奨 励 金 交 付 額 （円）

資 源 物 回 収 量
（ｔ）

（ ℓ）

内

訳

紙 類 （ｔ）

鉄 類 （ｔ）

ア ル ミ 類 （ｔ）

び ん 類 （ｔ）

布 類 （ｔ）

ペ ッ ト ボ ト ル （ｔ）

雑 品 （ｔ）

廃 食 用 油 （ ℓ）

備考 奨励金単価 ・ℓ当たり 円

エ 生ごみ処理機器補助状況

単位：台

電気式
業務用

その他

（コンポスト等）
合 計

乾燥式 バイオ式 その他

オ ごみ分別アプリダウンロード状況（累計）

単位：件

合 計

備考 ごみ分別アプリの配信は、平成 年 月から運用を開始した。

カ 小型電子機器の宅配回収状況

回 収 件 数 合 計 重 量

件 ㎏
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⑶ し尿処理
ア 収集世帯数及び収集人口

平成 年 月 日現在

区 分
総 数

世帯
対象数（登録数）

世帯
実 施 数

世帯
収 集 率

％

世 帯 数

備考 対象数は、合併処理浄化槽又はし尿浄化槽設置世帯を除く。

イ 収集及び処理

収集の申込は、電話受付により行い、湖南衛生組合に搬入し、処理を行った。

ウ 委託業者

委託業者名 所 在 地

㈲ 村 山 清 掃 武蔵村山市中央二丁目 番地の
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⑷
し
尿

等
収

集
実

績
ア

月
別
し

尿
等
収
集
状
況
表

年
月

総
収

集
量 ℓ

一
般

世
帯

事
業

所

収
集

世
帯

数

世
帯

収
集

量 ℓ

作
業

日
数

日

日
平

均
収

集
量 ℓ

世
帯

日
当

た
り

排
出

量 ℓ

件
数

件

収
集

量 ℓ

平
成

合
計

平
均

イ
年

度
別

し
尿
等

収
集
実
績

区
分

年
度

総
収

集
量 ℓ

一
般

世
帯

事
業

所
平

成
年

度
を

と
し

た
総

収
集

量
の

指
数

件
数

件

収
集

量 ℓ

件
数

件

収
集

量 ℓ

（
ご
み
対
策
課

終
わ
り
）
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健 康 福 祉 部

地 域 福 祉 課

高 齢 福 祉 課

障 害 福 祉 課

子 育 て 支 援 課

子 ど も 育 成 課

生 活 福 祉 課

健 康 推 進 課
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地 域 福 祉 課

福祉管理関係事務

⑴ 民生委員推薦会
民生委員推薦会委員（任期 平成 年 月 日～令和元年 月 日）

（平成 年 月 日現在）

氏 名 選 出 区 分 氏 名 選 出 区 分

天目石 要一郎
市議会議員 
平成 年 月 日～

池 谷 光 二 教育関係者

大 谷 恵美子
民生・児童委員
平成 年 月 日～

山 﨑 泰 大 関係行政機関職員

栗 原 康 明 社会福祉事業関係者 𠮷𠮷 澤 幹 郎 学識経験者

高 橋 保 子 社会福祉関係団体の代表者

⑵ 民生・児童委員
ア 民生・児童委員（任期 平成 年 月 日～令和元年 月 日）

ア 東部地区

（平成 年 月 日現在）

氏 名 担 当 地 区 委嘱年月日

安 島 イツ子 緑が丘 ～ 号館・ ～ 号棟 平成

窪 田 弘 美 緑が丘 ～ 号館 〃

佐 藤 哲 子 緑が丘 号棟 〃

後 藤 多美子 緑が丘 ～ ・ ・ ・ ・ 号館 〃

長谷川 啓 子 緑が丘 ～ ・ ・ 号館 〃

後 藤 久美子 緑が丘 ～ 号棟 〃

半仁田 宜 子 緑が丘 ・ 号棟 平成

宮 澤 ひとみ 緑が丘 ・ 号棟 平成

小 林 隆 江 緑が丘 ～ ・ ～ ・ ・ 号館 〃

金 澤 知 子 緑が丘 ・ ・ 号棟 〃

欠 員 緑が丘 ～ 号棟

諌 原 則 子 緑が丘 ・ 号棟 平成

佐々木 紀 子 緑が丘 ・ 号棟 〃

秦 洋 子 緑が丘 ～ 号棟 〃

鈴 木 正 悦 緑が丘 ・ 号棟 〃
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氏 名 担 当 地 区 委嘱年月日

原 有 子 緑が丘 ・ 号棟 平成

池 亀 美代子 学園三丁目 平成

春 木 正 子 学園二丁目 〃

伊 藤 直 学園四丁目 〃

大 谷 恵美子 大南四丁目・エステート大南公園 ～ 号棟 〃

荒 澤 みや子 大南五丁目・エステート大南公園 ～ 号棟 〃

榎 本 茂 子 大南二丁目 ～ ・ ～ ・ ～ 番地 〃

野 村 シゲ子 大南二丁目 ～ ・ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ 番地 〃

石 橋 洋 子 大南三丁目 ～ 番地 〃

市 川 真 子 大南三丁目 ～ 番地 〃

丸 山 敏 雄 学園一丁目 ～ ・ ～ 番地 〃

吉 野 正 治 学園一丁目 ～ 番地・五丁目 〃

熊 坂 清 美 大南一丁目 ～ ・ ～ ・ ～ 番地 〃

乃 一 雅 代 大南一丁目 ～ ・ ～ ・ ～ 番地 〃

イ 西部地区

（平成 年 月 日現在）

氏 名 担 当 地 区 委嘱年月日

清 水 和 美 中藤四・五丁目 平成

峰 岸 美 穂 神明二・三丁目 〃

番 場 清 貴 神明一・四丁目 〃

内 野 登志子 中藤一～三丁目 〃

原 田 美智子 中央二丁目 〃

古 川 博 中央三～五丁目 〃

髙 橋 悦 子 中央一丁目 〃

波多野 正 史 本町三～六丁目 〃

豊 泉 一 雄 本町一丁目 〃

森 田 陽 美 本町二丁目 〃

高 橋 陽 子 榎一・三丁目 〃
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氏 名 担 当 地 区 委嘱年月日

乙 幡 はるみ 榎二丁目 平成

櫻 井 悦 子
三ツ藤一丁目 ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・

・ 番地 平成

疋 田 美登里
三ツ藤一丁目 ～ ・ ～ ・ ・ ・ ～ ・ ～
番地・二丁目 〃

齊 藤 和 佳 残堀一丁目・伊奈平一丁目 〃

鈴 木 陽 子 伊奈平二～四丁目 〃

永 井 ひとみ 伊奈平五丁目 〃

豊 泉 國 雄 伊奈平六丁目 〃

栗 原 惠 子 残堀二丁目 〃

石 川 有佐子 残堀三・四丁目 平成

福 本 安 廣 残堀五丁目 平成

比留間 秀 久 三ツ木五丁目 〃

木 下 千惠子 三ツ木一丁目 〃

金 井 昌 一 三ツ木三・四丁目 〃

岡 本 信 治 三ツ木二丁目・三ツ藤三丁目 〃

宮 﨑 城 司 岸二～五丁目 〃

小 川 育 男 岸一丁目・中原一丁目 〃

遊 佐 光 子 中原二丁目 〃

宮 﨑 栄 治 中原三～五丁目 〃

イ 主任児童委員（任期 平成 年 月 日～令和元年 月 日）

（平成 年 月 日現在）

氏 名 担 当 地 区 委嘱年月日

山 本 祐 子
東部地区
（学園・大南・緑が丘）

平成

小 松 宏 子 〃

矢 田 由紀子 西部地区
中藤・神明・中央・本町・三ツ藤・
伊奈平・榎・残堀・三ツ木・岸・中原

〃

荒 田 晴 夫 〃

⑶ 旧軍人・遺族等の援護事務
武蔵村山市遺族会 会員数 人 （平成 年 月 日現在）
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⑷ 北多摩西地区保護司会武蔵村山分区
武蔵村山分区所属保護司 人 （平成 年 月 日現在）

⑸ 日本赤十字社活動資金募集運動
活動資金納入状況

（平成 年 月 日現在、単位：円）

区 分 金 額

自 治 会

市 職 員

個 人

合 計

市民なやみごと相談窓口事業の状況

⑴ 相談人数
単位：人）

実 人 数

延 べ 人 数

⑵ 相談内容内訳
単位：件）

病気や健康、障害のこと 地域との関係について

住まいについて 家族との関係について

収入・生活費のこと 子育てのこと

家賃やローンの支払のこと 介護のこと

税金や公共料金等の支払について ひきこもり・不登校

債務について ・虐待

仕事探し、就職について 食べるものがない

仕事上の不安やトラブル その他

備考 相談内容内訳数は複数の困難を抱える方がいること、また、継続して対応する事例があるこ

とから、相談延べ人数を超過する。 

⑶ 生活困窮者自立相談支援事業の状況
単位：件）

新 規 相 談 受 付

プ ラ ン 作 成
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社会福祉法人指導監査事務

指導監査の実施状況 
区 分 実施年月日 対 象 

一般指導監査

平成 社会福祉法人 三宝会

社会福祉法人 村山福祉会

社会福祉法人 ひなた和楽会

特別指導監査 なし

備考 武蔵村山市が所轄する社会福祉法人は 法人（平成 年 月 日現在）

避難行動要支援者支援事務

名簿登録状況
ア 町名別

（平成 年 月 日現在、単位：人）

町 名 登録者 うち同意者 町 名 登録者 うち同意者

中 藤 （ ） 残 堀 （ ）

神 明 （ ） 伊奈平 （ ）

中 央 （ ） 三ツ藤 （ ）

本 町 （ ） 榎 （ ）

三ツ木 （ ） 学 園 （ ）

岸 （ ） 大 南 （ ）

中 原 （ ） 緑が丘 （ ）

合 計 （ ）

イ 登録区分別

（平成 年 月 日現在、単位：人）

区 分 登録者 うち同意者

在宅で人工呼吸器を使用している方 （ ）

身体障害者手帳をお持ちで障害等級が 級又は 級の方 （ ）

身体障害者手帳をお持ちで視覚障害者の方 （ ）

身体障害者手帳をお持ちで聴覚障害者の方 （ ）

療育手帳（愛の手帳）をお持ちで障害区分が 度又は 度の方 （ ）

精神障害者保健福祉手帳をお持ちで単身世帯の方 （ ）

介護保険法に規定される要介護 から要介護 までの方 （ ）

介護保険法に規定される要介護 及び要介護 で単身世帯の方 （ ）

歳以上の一人暮らしの方で名簿登録を希望する方 （ ）

から までのいずれかに準ずる方で名簿登録を希望する方 （ ）

備考 複数の登録区分に該当する方がいることから、実人数とは一致しない。
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福祉会館

⑴ 福祉会館、老人福祉館利用状況
（単位：人）

年 月 福 祉 会 館
第 一 老 人
福 祉 館

第 二 老 人
福 祉 館

第 三 老 人
福 祉 館

第 四 老 人
福 祉 館

第 五 老 人
福 祉 館

平成

合 計

開館日数（日）

日 平 均
利用者数（人）

⑵ 健康管理機器利用状況
（単位：人）

設置施設 福 祉 会 館
第 一 老 人
福 祉 館

第 二 老 人
福 祉 館

第 三 老 人
福 祉 館

第 四 老 人
福 祉 館

第 五 老 人
福 祉 館

延べ利用者数

⑶ 専用マイクロバス利用状況
（単位：人）

延べ利用者数
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⑷ お風呂の利用状況

区分

年月

実 施 日 数

日）

延べ利用者数 （人）

男 性 女 性 合 計

平成

合 計

か 月 平 均

日 平 均

⑸ 行 事

行 事 名 回数 回
延べ参加

者数 人
備 考

華 道 教 室 毎月 回開催

水 墨 画 教 室 毎月 回開催（平成 年 月 日（水）台風のため中止）

書 道 教 室 毎月 回開催

舞 踊 教 室 毎月 回開催

卓 球 教 室 毎月 回開催

作 品 展 作品展（華道、水墨画、書道）、書初め展、水墨画展

演 芸 大 会 平成 年 月 日（木） 平成 年 月 日（木）

ビ デ オ 観 賞 平成 年 月 日（水） 平成 年 月 日（水）

そ の 他 ゆず湯を実施 平成 年 月 日（金）

（地域福祉課 終わり）
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高 齢 福 祉 課

介護保険運営協議会

⑴ 協議会委員
平成 年 月 日現在

氏 名 選 出 区 分 備 考

渡 邉 浩 文 学 識 経 験 者 会長

柳 澤 智 仁 〃

奥 住 一 雄 〃

吉 野 正 治 〃 副会長

井 上 明 子 〃

清 水 孝 二 介 護 サー ビス 事業者

松 園 節 子 〃

髙 橋 康 雄 被保険者又は公募市民

三 宮 克 弘 〃

比留間 多 一 〃

富 塚 邦 彦 〃

⑵ 協議会開催の状況

開催回数 開催年月日 内 容

第 回 平成

議題 ⑴ 地域密着型サービス事業所の指定について
⑵ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護運営事業者の公募につ
いて

⑶ その他

第 回

議題 ⑴ 介護保険運営協議会会長の選任について
⑵ 介護保険運営協議会副会長の指名について
⑶ 平成 年度地域包括支援センター活動実績について
⑷ その他

第 回

議題 ⑴ 第八期介護保険事業計画策定に伴うアンケート調査につ
いて

⑵ 地域包括支援センターの活動実績及び評価について
⑶ その他

第 回
議題 ⑴ 低所得者の保険料軽減強化について

⑵ その他

第 回
議題 ⑴ 介護保険料の市独自減免制度の見直しについて

⑵ その他
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介護保険資格・保険料関係事務

⑴ 被保険者の状況
平成 年 月 日現在、単位：人

区分
男女別

第 号 被 保 険 者 第 号
被 保 険 者

合 計
住民登録者 住所地特例 小 計

男 性

女 性

合 計

備考 第 号被保険者については、要介護認定を受けた者の人数を記載

⑵ 介護保険料 第 号被保険者 の状況
ア 所得段階別人数

平成 年 月 日現在、単位：人

所得段階 対 象 者
徴 収 方 法 人 構成比

（％）特別徴収 普通徴収 併用徴収 合計

第 段階

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で
市民税が世帯非課税者、市民税が世帯非
課税で課税年金収入額と合計所得金額
の合計が 万円 年以下の者

第 段階
市民税が世帯非課税で課税年金収入額
と合計所得金額の合計が 万円 年以
下の者

第 段階 市民税が世帯非課税で第 段階以外の者

第 段階
市民税が本人非課税で課税年金収入額
と合計所得金額の合計が 万円 年以下
の者

第 段階 市民税が本人非課税で第 段階以外の者

第 段階
市民税本人課税者（合計所得金額が
万円 年未満）

第 段階
市民税本人課税者（合計所得金額が
万円 年以上 万円 年未満）

第 段階
市民税本人課税者（合計所得金額が
万円 年以上 万円 年未満）

第 段階
市民税本人課税者（合計所得金額が
万円 年以上 万円 年未満）

第 段階
市民税本人課税者（合計所得金額が
万円 年以上 万円 年未満）

第 段階
市民税本人課税者（合計所得金額が
万円 年以上 万円 年未満）

第 段階
市民税本人課税者（合計所得金額が
万円 年以上 万円 年未満）

第 段階
市民税本人課税者（合計所得金額が
万円 年以上 万円 年未満）

第 段階
市民税本人課税者（合計所得金額が

万円 年以上）

合 計

備考 人数には転出者、死亡者等を含む。
過年度分は除く。

－ 385 －



－
－

イ
保
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納
状
況

項
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予
算

現
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済

額
還

付
未

済
額

不
納
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額
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未

済
額
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納

率

現 年 賦 課 分

特 別 徴 収

第
期

－
円

円
円

円
円

円
％

第
期

－

第
期

－

第
期

－
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期

－

第
期

－

計

普 通 徴 収

第
期

－

第
期

－

第
期

－

第
期

－

第
期

－

第
期

－

第
期

－

第
期

－
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年

随
期

－

過
年

随
期

－

計

計

滞
納

繰
越

分

合
計
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給付関係事務

⑴ 給付状況

（単位：件／円）

サービスの種類 延べ件数 給付額

居

宅

サ

ー

ビ

ス

訪 問 通 所

サ ー ビ ス

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護

通所リハビリテーション

福祉用具貸与

短 期 入 所

サ ー ビ ス

短期入所生活介護

短期入所療養介護（老人保健施設）

短期入所療養介護（介護療養型医療施設等）

地域密着型

サ ー ビ ス

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

介護老人福祉施設入所者生活介護

地域密着型通所介護

そ の 他

居宅療養管理指導

特定施設入居者生活介護

福祉用具購入費

住宅改修費

居宅介護支援・介護予防支援

居宅サービス合計

施
設
サ
ー
ビ
ス

指定介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

介護老人保健施設（老人保健施設）

指定介護療養型医療施設（介護療養病床）

施設サービス合計

高額介護（予防）サービス費

高額医療合算介護（予防）サービス費

特定入所者介護（予防）サービス費

審査支払手数料

合 計   
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介護認定関係事務

⑴ 要介護認定申請者数

備考 申請者数は、認定有効期間（ ～ か月）が異なるため延べ申請件数

⑵ 主治医意見書の作成件数
ア 在宅

（単位：件）

市内医療機関 市外医療機関 合 計

イ 施設

単位：件

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

介護老人保健施設
（老人保健施設）

介護療養型医療施設
（介護療養病床）

そ の 他
（一般病院等）

合 計

  

区分
年月

申 請 者
合 計

第 号 被 保 険 者 第 号 被 保 険 者

在 宅 施 設 計 在 宅 施 設 計

平成

合 計

（単位：人）
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⑶ 訪問調査件数
（単位：件）

区 分 件 数

委 託 調 査

市 職 員 等 調 査

合 計

⑷ 認定結果件数

区分
項目

認 定 結 果 左の件数の内訳

件 数 構 成 比 在 宅 施 設 等

非 該 当 件 ％ 件 件

要 支 援

要 支 援

要 介 護

要 介 護

要 介 護

要 介 護

要 介 護

合 計

備考 認定件数は、認定有効期間（ ～ か月）が異なるため延べ認定件数

⑸ 武蔵村山市介護認定審査会
ア 委員

（平成 年 月 日現在）

氏 名 選出区分 摘 要 氏 名 選出区分 摘 要

齊 藤 直 人 医療関係者 第 審査部会 倉 片 治 郎 医療関係者 第 審査部会

小 杉 眞紗人 保健関係者 〃 飯 島 みつえ 保健関係者 〃

栗 原 隆 寛 福祉関係者 〃 鈴 木 篤 福祉関係者 〃

◎ 笹 本 悦 弘 〃 〃 平 井 伸 幸 〃 〃

清 水 孝 二 〃 〃 廣 渡 美 保 〃 〃

千 學 医療関係者 第 審査部会 吉 野 保 江 医療関係者 第 審査部会

三 條 治 〃 〃 武 藤 淳 〃 〃

佐 藤 むつみ 〃 〃 ○ 佐 藤 航 〃 〃

佐 野 則 子 保健関係者 〃 梅 澤 ぬ ゑ 保健関係者 〃

田 中 育 夫 福祉関係者 〃 芳賀沼 大 輔 福祉関係者 〃

髙 橋 毅 医療関係者 第 審査部会 山 内 立 行 医療関係者 第 審査部会

伊 東 良 之 〃 〃 乙 幡 和 利 〃 〃

仲 田 秀 子 保健関係者 〃 佐々木 智 子 福祉関係者 〃

大 槻 満 福祉関係者 〃 末 田 健 士 〃 〃

武 内 修 〃 〃 高 橋 良 生 〃 〃

備考 ◎印は会長、○印は副会長
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イ 審査会開催状況

（単位：回）

区 分 開催回数

第 審 査 部 会

第 審 査 部 会

第 審 査 部 会

第 審 査 部 会

第 審 査 部 会

第 審 査 部 会

全 体 会

部 会 長 会

備考 開催期間…平成 年 月 日～平成 年 月 日

地域支援事業関係事務

⑴ 在宅高齢者等に対するおむつの給付状況

区 分 延べ利用人員 延べ利用枚数

紙 普 通 型 人 枚

紙 パ ン ツ 型

テ ー プ 止 め 型

尿 取 り パ ッ ド

合 計

⑵ 地域包括支援センター事業の状況
ア 相談件数

（単位：人）

緑 が 丘 北 部 南 部 西 部 計

実 人 数

延 べ 人 数

イ 相談形態

（単位：件）

緑 が 丘 北 部 南 部 西 部 計

訪 問

電 話

来 所

そ の 他

計
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⑶ 筋力向上トレーニング事業の利用状況

延 べ 利 用 人 員 延 べ 利 用 日 数

人 日

⑷ 口腔機能向上事業の利用状況

延 べ 利 用 人 員 延 べ 利 用 日 数

人 日

⑸ 認知症予防教室の利用状況

延 べ 利 用 人 員 延 べ 利 用 日 数

人 日

高齢福祉関係事務

⑴ 老人クラブ
（平成 年 月 日現在、単位：人）

ク ラ ブ 名 会 員 数 ク ラ ブ 名 会 員 数

峰 こ と ぶ き 会 萩 ノ 尾 こ と ぶ き 会

三 ツ 藤 む つ み 会 大 南 寿 会

し の の め 地 区 福 寿 会 ひ ま わ り の 会

や さ か 寿 会 平和台いきいきクラブ

内 中 藤 こ と ぶ き 会 学 園 松 の 会

春 秋 ク ラ ブ 緑 が 丘 松 の 会

神 明 こ と ぶ き 会 緑 が 丘 第 二 梅 の 会

入 り 寿 会 緑 が 丘 宝 生 会

扶 桑 寿 会 緑 丘 会

中 村 寿 会 緑 が 丘 こ と ぶ き 会

馬 場 長 寿 会 日 の 出 ふ じ み 会

横 田 高 砂 会 学 園 た ん ぽ ぽ の 会

宿 長 寿 会 雷 塚 シ ニ ア ク ラ ブ

岸 長 寿 会 緑 が 丘 曙 会

中 原 寿 会 緑 が 丘第 さ くら会

残 堀 寿 会 第二ブロック熟年クラブ

上 水 台 桜 会

む さ し の 寿 会 合 計 クラブ
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⑵ 友愛訪問事業
（単位：人）

年 月 訪問対象高齢者数 友愛訪問員数 年 月 訪問対象高齢者数 友愛訪問員数

平成 平成

⑶ 高齢者日常生活用具等の給付状況
（単位：件）

用 具 の 名 称 件 数

シルバーカー

入浴補助用具

歩行器

歩行支援用具

腰掛便座

合 計

⑷ 高齢者自立支援住宅改修の給付状況
（単位：件）

⑸ 養護老人ホーム等の措置状況
（平成 年 月 日現在、単位：人）

施 設 名 措置人員

万 世 敬 老 園

東 京 老 人 ホ ー ム

多 摩 の 里 む さ し の 園

サ ン シ ャ イ ン ホ ー ム

塩 船 園

合 計

  

住 宅 改 修 の 内 訳 件 数 住 宅 改 修 の 内 訳 件 数

生活の質を確保する改修 便器の洋式化及び給湯設備の改修

浴槽及び給湯設備の改修 合 計

流し、洗面台及び給湯設備の改修
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⑹ 高齢者生活支援ヘルパーの派遣状況

援助内容 延べ利用人員 延べ派遣回数 延べ派遣時間

家 事 援 助 人 回 時間

⑺ 高齢者生活支援ショートステイの利用状況

利用人員 延べ利用日数

人 日

⑻ 高齢者食事サービス事業の利用状況
（単位：食）

延べ配食数

普 通 食

低 カ ロ リ ー 食

ソ フ ト 食

合 計

⑼ 高齢者生きがい活動支援通所事業の利用状況

延べ利用人員 延べ利用日数

人 日

⑽ 老人性白内障用特殊眼鏡等購入費の助成状況

助 成 件 数 件

（高齢福祉課 終わり）
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障 害 福 祉 課

心身障害者（児）福祉

⑴ 重度脳性麻痺者介護人派遣事業

区 分 派遣世帯 延べ派遣回数 介 護 人

滞 在 型 世帯 回 人

⑵ 心身障害者 児 医療費助成
ア 市制度

ア 対象者（ 歳未満の心身障害児）

対 象 者 受給者証交付枚数

身体障害児 〜 級（内部障害の 級を除く。） 枚

知的障害児 〜 度

イ 助成の状況

延 べ 支 給 件 数 支 給 額

件 円

イ 都制度

対 象 者 受給者証交付枚数

身体障害者（児） 〜 級（内部障害の 級を含む。） 枚

知的障害者（児） 〜 度

精神障害者（児） 級

⑶ 特別障害者手当等の支給状況
ア 特別障害者手当

延 べ 支 給 件 数 支 給 額

件 円

イ 障害児福祉手当

延 べ 支 給 件 数 支 給 額

件 円

ウ 福祉手当

延 べ 支 給 件 数 支 給 額

件 円
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⑷ 心身障害者（児）福祉手当の支給状況
ア 障害児童（市制度）

区 分 延べ支給件数 支 給 額

身 体 障 害
級 件 円

級

知 的 障 害 度

合 計

イ 障害者 都制度

区 分 延べ支給件数 支 給 額

身 体 障 害

級 件 円

級

脳性麻痺及び

進行性筋萎縮症

知 的 障 害

度

度

度

合 計

ウ 障害者（市制度）

区 分 延べ支給件数 支 給 額

身 体 障 害
級 件 円

級

知 的 障 害 度

合 計

⑸ 特殊疾病患者福祉手当

延 べ 支 給 件 数 支 給 額

件 円
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⑹ おむつの給付

区 分 延 べ 利 用 人 員 延 べ 利 用 枚 数

紙 普 通 型 人 枚

紙 パ ン ツ 型

フ ラ ッ ト 型

尿 取 り パ ッ ド

合 計

⑺ 重度身体障害者（児）住宅設備改善費助成

延 べ 支 給 件 数 支 給 額

件 円

⑻ 心身障害者ガソリン費等助成
ア 対象者

身 体 障 害 知 的 障 害

障 害 程 度 対 象 者 障 害 程 度 対 象 者

級 人 度 人

級 度

級 度

級 度

合 計 合 計

イ 助成の状況

延べ助成件数 助 成 量 支 給 額

件 ㍑ 円
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⑼ 福祉タクシー
ア 対象者

身 体 障 害 知 的 障 害

障 害 程 度 対 象 者 障 害 程 度 対 象 者

級 人 度 人

級 度

級 合 計

合 計

イ 助成の状況

延 べ 助 成 件 数 支 給 額

件 円

⑽ 訪問入浴サービス

利用人員 延べ利用回数

人 回

⑾ 心身障害者（児）の助成対象団体

（平成 年 月 日現在）

団 体 名 会 員 数

身 体 障 害 者 福 祉 協 会 人

手 を つ な ぐ 親 の 会

聴 覚 障 害 者 協 会

心身障がい者（児）親子の会フレンズ

障 が い 者 （ 児 ） 連 絡 協 議 会
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⑿ 障害者支援施設の利用状況
（平成 年 月 日現在）

区 分 利 用 人 員

施 設 入 所 支 援 人

⒀ 障害者就労支援センター相談実績

区 分 延 べ 件 数

就 労 面 の 支 援 件

生 活 面 の 支 援

合 計

⒁ 受付事務取扱件数

区 分 件 数 区 分 件 数

移 送 サ ー ビ ス 利 用 申 請 件 重度身体障害者用自動車改造費助成 件

更 生 医 療 給 付 心身障害者自動車運転免許取得費助成

補 装 具 交 付 ･ 修 理 障 害 者 児 日 常 生 活 用 具 給 付

手 話 通 訳 者 派 遣 申 請

障害支援区分認定関係事務

⑴ 障害支援区分認定結果件数
（単位：件）

年 月 平成

認定件数

年 月 平成 合計

認定件数

⑵ 認定結果件数

項 目 区分 区分 区分 区分 区分 区分 合計

件 数

構成比 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
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⑶ 武蔵村山市介護給付費等の支給に関する審査会
ア 委員

（平成 年 月 日現在）

氏 名 選出区分 摘 要 氏 名 選出区分 摘 要

◎塩 入 祐 世 医療関係者 第 審査部会 高 田 真由美 福祉関係者 第 審査部会

藤 田 仁 〃 第 審査部会 茂 木 正 義 〃 〃

鳥 谷 ツグヨ 保健関係者 〃 大 蔵 謙 〃 〃

諏 訪 潤 福祉関係者 〃 飯 島 みつえ 保健関係者 第 審査部会

遠 藤 至 子 〃 〃 尾 崎 勉 福祉関係者 〃

乙 幡 正 雄 障害当事者 〃 古 川 総 子 〃 〃

椎 木 俊 秀 医療関係者 第 審査部会 永 井 眞 〃 〃

〇小 杉 眞紗人 保健関係者 〃

備考 ◎印は会長、○印は副会長

イ 審査会開催状況

区 分 第 審査部会 第 審査部会 第 審査部会 合 計

開催回数 回 回 回 回

備考 開催期間…平成 年 月 日〜平成 年 月 日

武蔵村山市自立支援協議会

⑴ 委員
（平成 年 月 日現在）

氏 名 選出区分 氏 名 選出区分

椎 木 俊 秀
保健医療関係者

田野倉 英 樹

指定障害福祉サービス

事業者

栗 原 玲 子 髙 橋 毅

大 沼 眞 弓 教育関係者 佐々木 久 子

宮 澤 ひとみ 民生（児童）委員 山 本 頼 子

陰 山 行 弘

障害者団体の代表者

茂 木 正 義

柳 清 美 鮫 嶋 由美子

須 永 美智子 来 栖 眞理子
雇用関係者

岩 瀬 香 世 利根川 正

千 田 祐 子 諏 訪 潤
公募による市民

押 田 友紀子 榎 本 勝

佐 藤 達 也
指定相談支援事業者 
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⑵ 協議会の開催状況

回数 開 催 日

平成 ．

（障害福祉課 終わり）

－ 400 －



－ －

子 育 て 支 援 課

児童福祉関係事務

⑴ 母子生活支援施設保護状況
（平成 年 月 日現在）

施 設 数 保 護 世 帯 保 護 人 員

施設 世帯 人

⑵ 都費取扱状況 東京都母子及び父子・女性福祉資金貸付金会計）
ア 歳入

単位：円

款 調 定 額 収 入 額 不納欠損額 収入未済額

事 業 収 入

イ 歳出

単位：円

款 貸 付 金 額 支 出 額 残 高

貸 付 費
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－ － 

⑶ 子どもの医療費
ア 乳幼児医療

ア 医療証交付状況

（平成 年 月 日現在）

区 分 一般対象者数
市単独事業
対象者数

計

国民健康保険 人 人 人

社 会 保 険

計

イ 医療費の助成状況

区 分 延 べ 助 成 件 数 助 成 額

東
京
都
補
助
対
象
分

国 民 健 康 保 険 分 件 円

社 会 保 険 分

柔 道 整 復 師 分

現 金 給 付 分

小 計

市
町
村
単
独
事
業
分

国 民 健 康 保 険 分

社 会 保 険 分

柔 道 整 復 師 分

現 金 給 付 分

小 計

合 計
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－ － 

イ 義務教育就学児医療

ア 医療証交付状況

（平成 年 月 日現在）

区 分 対象者数

国 民 健 康 保 険 人

社 会 保 険

計

イ 医療費の助成状況

区 分 延 べ 助 成 件 数 助 成 額

東
京
都
補
助
対
象
分

国 民 健 康 保 険 分 件 円

社 会 保 険 分

柔 道 整 復 師 分

現 金 給 付 分

計

 
⑷ ひとり親家庭医療費

ア 医療証交付状況

（平成 年 月 日現在）

区 分 母子家庭 父子家庭 養育者家庭 計

国 民 健 康 保 険 世帯 世帯 世帯 世帯

社 会 保 険

後期高齢者医療

計

イ 医療費の助成状況

区 分 延 べ 助 成 件 数 助 成 額

国 民 健 康 保 険 分 件 円

社 会 保 険 分

後 期 高 齢 者 医 療 分

柔 道 整 復 師 分

現 金 給 付 分

計

  

－ 403 －



－ － 

⑸ 児童手当
手当の支給状況

（平成 年 月 日現在）

区 分 一人当たり月額 延べ支給件数 支給総額

児

童

手

当

歳 未 満

被 用 者 分

第 子 円 件 円

第 子

第 子 以 降

非被用者分

第 子

第 子

第 子 以 降

歳 以 上
小学校修了前

被 用 者 分

第 子

第 子

第 子 以 降

非被用者分

第 子

第 子

第 子 以 降

小学校修了後
中学校修了前

被 用 者 分

第 子

第 子

第 子 以 降

非被用者分

第 子

第 子

第 子 以 降

特 例 給 付

合 計
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－ － 

⑹ 児童扶養手当
手当の支給状況

（平成 年 月 日現在）

区 分 月 額 延べ支給人員 支給総額

全 部 支 給 者

円
平成 年 月分まで

平成 年 月分から

人 円

一 部 支 給 者

～
平成 年 月分まで

～
平成 年 月分から

加

算

額

第 子 加 算 （ 全 部 支 給 者 ）
平成 年 月分まで

平成 年 月分から

第 子 加 算 （ 一 部 支 給 者 ）

～
平成 年 月分まで

～
平成 年 月分から

第 子 加 算 （ 全 部 支 給 者 ）
平成 年 月分まで

平成 年 月分から

第 子 加 算 （ 一 部 支 給 者 ）

～
平成 年 月分まで

～
平成 年 月分から

合 計

⑺ 児童育成手当
手当の支給状況

（平成 年 月 日現在）

区 分 月 額 延べ支給人員 支給総額

児
童
育
成
手
当

育成手当
平成 年 月

〜平成 年 月分
円 人 円

障害手当
平成 年 月

〜平成 年 月分

合 計

⑻ 特別児童扶養手当
ア 手当の認定状況

（平成 年 月 日現在）

受 給 者 数 支給停止者数 合 計

人 人 人

イ 手当の額（月額）

区 分 月 額

級障害児童 人につき 円

級障害児童 人につき 
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－ － 

私立幼稚園関係事務

⑴ 私立幼稚園就園奨励費補助金交付状況

年齢
対象児童数

交付額
区分 区分 区分 区分 計

満 歳児
人 人 人 人 人 円

歳 児

歳 児

歳 児

計

備考 区分 …市民税非課税世帯及び所得割非課税世帯

区分 …市民税所得割課税額 円以下の世帯

区分 …市民税所得割課税額 円以下の世帯

区分 …市民税所得割課税額 円を超える世帯

⑵ 私立幼稚園等園児保護者負担軽減補助金交付状況

年齢
延べ月数

交付額
区分 区分 区分 区分 区分 計

満 歳児
月 月 月 月 月 月 円

歳 児

歳 児

歳 児

計

備考 区分 …市民税所得割非課税世帯

区分 …市民税所得割課税額 円以下の世帯

区分 …市民税所得割課税額 円以下の世帯

区分 …市民税所得割課税額 円以下の世帯

区分 …市民税所得割課税額 円を超える世帯

（子育て支援課 終わり）
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－ －

子 ど も 育 成 課

保育の実施

⑴ 入所児童数の状況
（単位：人）

年月
保育所名

平成 平成
合計

聖 光 三 ツ 藤
保 育 園

れ ん げ 武 蔵
保 育 園

聖 光 緑 が 丘
保 育 園

村 山 中 藤
保育園「櫻」

育成会ひまわり
保 育 園

あ ゆ み
保 育 園

き し
保 育 園

み ら い
保 育 園

育成会めぐみ
保 育 園

ま ど か
保 育 園

村 山 中 藤
保育園「白樺」

つ む ぎ
保 育 園

管 外 委 託
保 育 園

合 計

備考 （ ）内は、管外受託人員を別掲した。

管外委託保育園には、公立分を含む。
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－ －

⑵ 運営費等支払状況
ア 保育所児童委託運営経費

（単位：円）

区 分
児 童 運 営 委 託 料 等 市単独加算分

（補助金）
合 計

国基準分 市基準分

保 育 所 運 営 委 託 料
管 内 （ 私 立 ） 分

保 育 所 運 営 委 託 料
管 外 分

小 計

施 設 型 給 付 費 等
負 担 金

延 長 保 育 事 業 費
補 助 金

一 時 預 か り 事 業 費
補 助 金

認 証 保 育 所 運 営 費
補 助 金

民 間 保 育 所 分 園
運 営 費 補 助 金

認 証 保 育 所 等 利 用 者
負 担 軽 減 補 助 金

保育従事職員宿舎借上
支 援 事 業 補 助 金

保 育 従 事 職 員 資 格
取 得 支 援 事 業 補 助 金

保育士等キャリアアップ
補 助 金

保 育 力 強 化 事 業
補 助 金

保育所等における
化 推 進 事 業 補 助 金

森と自然を活用した保育
推 進 事 業 費 補 助 金

民間保育所ブロック塀
改 修 費 補 助 金

合 計

イ 私立幼稚園子ども・子育て支援事業経費

（単位：円）

区 分
施設型給付費負担金等 市単独加算分

（補助金）
合 計

国基準分 市基準分

一時預かり事業
委 託 料

施 設 型 給 付 費
負 担 金

合 計
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－ －

⑶ 保育利用者負担金（保育料）収納状況

区 分 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 収納率 備考

現
年
度
分

市 立 分
円 円 円 円

私立・管外分
収入済額に含む還付
未済額 円

計
収入済額に含む還付
未済額 円

滞 納 繰 越 分
収入済額に含む還付
未済額 円

合 計
収入済額に含む還付

未済額 円

⑷ 保育所入所状況等
ア 管内

（平成 年 月 日現在、単位：人）

保育所名
年齢

区分
歳 歳 歳 歳 歳 歳 合計

つ み き

保 育 園

定 員

入所児数
［ ］ ［ ］

定 員 残

待機児数

聖光三ツ藤

保 育 園

定 員

入所児数
［ ］ ［ ］

定 員 残 △ △ △ △

待機児数

れんげ武蔵

保 育 園

定 員

入所児数
［ ］ ［ ］

定 員 残 △

待機児数

聖光緑が丘

保 育 園

定 員

入所児数
［ ］ ［ ］

定 員 残 △ △

待機児数

村山中藤

保育園「櫻」

定 員

入所児数
［ ］ ［ ］ ［ ］

定 員 残 △ △

待機児数

育 成 会

ひまわり

保 育 園

定 員

入所児数
［ ］ ［ ］

定 員 残 △ △ △ △ △ △

待機児数
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－ －

保育所名
年齢

区分
歳 歳 歳 歳 歳 歳 合計

あ ゆ み

保 育 園

定 員

入所児数

定 員 残 △

待機児数

き し

保 育 園

定 員

入所児数

定 員 残 △ △ △

待機児数

み ら い

保 育 園

定 員

入所児数
［ ］ ［ ］

定 員 残 △ △

待機児数

育 成 会

め ぐ み

保 育 園

定 員

入所児数

定 員 残 △ △ △ △

待機児数

ま ど か

保 育 園

定 員

入所児数

定 員 残 △ △ △

待機児数

村山中藤

保 育 園

「 白 樺 」

定 員

入所児数
［ ］ ［ ］ ［ ］

定 員 残 △

待機児数

つ む ぎ

保 育 園

定 員

入所児数
［ ］ ［ ］

定 員 残 △ △ △ △

待機児数

合 計

定 員

入所児数
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］

定 員 残 △ △ △

待機児数

備考 ［ ］内は、障害児数を再掲した。

（ ）内は、管外受託数を再掲した。
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－ －

イ 管外

（平成 年 月 日現在、単位：人）

委託区市町村 歳 歳 歳 歳 歳 歳 合計

八 王 子 市

立 川 市

三 鷹 市

昭 島 市

小 平 市

東 村 山 市

福 生 市

東 大 和 市

瑞 穂 町

檜 原 村

狭 山 市

酒 田 市

合 計

待 機 児 数

－ 411 －



－ － 

つみき保育園

⑴ 保育
ア 行事

年 月 行 事 内 容 

平成  

〇入園、進級式

〇幼児クラス体操教室

〇年長クラス工作教室

〇避難訓練 

 

〇こどもの日の集い

〇春季健康診断（全園児）

〇クラス懇談会（ ・ 歳児クラス）

〇歯科衛生士による歯磨き指導

〇幼児クラス体操教室

〇年長クラス工作教室

〇年長クラス生け花教室

〇避難訓練

 

〇クラス懇談会

（ 歳～ 歳児クラス）

〇歯科検診

〇幼児クラス体操教室

〇避難訓練

 

〇プール開き

〇夕涼み会

〇年長クラスお泊り保育

〇幼児クラス体操教室

〇年長クラス工作教室

〇年長クラス生け花教室

〇避難訓練

 〇幼児クラス体操教室

〇避難訓練

 

〇引き渡し訓練

〇さよならプール

〇幼児クラス体操教室

〇避難訓練

 

〇運動会

〇秋季健康診断（全園児）

〇幼児クラス遠足

〇乳幼児クラス芋ほり

〇幼児クラス体操教室

〇年長クラス工作教室

〇避難訓練

 

年 月 行 事 内 容 

平成

〇みのりの秋（収穫祭）

〇人形劇観劇（保護者会主催）

〇幼児クラス体操教室

〇年長クラス工作教室

〇避難訓練

〇クリスマスランチ

〇クリスマス会

〇幼児クラス体操教室

〇年長クラス生け花教室

〇年長クラス工作教室

〇避難訓練

〇お店屋さんごっこ

〇クラス懇談会（ ・ 歳児クラス）

〇幼児クラス体操教室

〇避難訓練

〇クラス懇談会

（ 歳～ 歳児クラス）

〇節分（豆まき）

〇年長ムッレ教室（三園）

〇幼児クラス体操教室

〇年長クラス工作教室

〇避難訓練

〇卒園遠足

〇卒園式

〇幼児クラス体操教室

〇年長クラス工作教室

〇年長クラス生け花教室

〇避難訓練

お誕生日会は毎月各クラスで行っている。
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イ 朝夕・延長保育の利用状況

（単位：人）

年 月
平成 平成

合計

児

童

数

朝

夕

延長

備考 朝とは午前 時から午前 時 分まで、夕とは午後 時から午後 時までをいう。

延長とは午後 時から午後 時までをいう。

ウ 一時保育の利用状況

年 月
平成 平成

合計

利用人数 人

延べ利用回数

（回）
備考 一時保育料 時間以内 ・ 歳児 円 歳以上児 円

時間超 ・ 歳児 円 歳以上児 円

一人の利用者が複数回利用しているため延べ利用回数を記載している。

⑵ 在籍児童数の状況
初日在籍児童数

（単位：人）

年月

年齢別

平成 平成
合計

歳児

歳児

歳児

歳児

歳児

歳児

合 計

備考 （ ）内は、障害児数を再掲した。
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⑶ 給食の状況

区分 給食日数 給食延べ人員
一日平均摂取量

熱量 蛋白質

歳 未 満 児
日

人 人

歳 以 上 児 人 人

備考 ）内は、一時保育児数を再掲した。

⑷ 健康の状況

年 月 項 目 内 容

平成

春 季 健 康 診 断
受診人員 人
指摘事項あり 人

視力検査（人）

クラス 以上 未満

歳児

歳児

合計

歯科検診（人）

クラス 受診数 無う歯児数 有う歯児数 治療を要するう歯数 本

歳児

歳児

歳児

歳児

歳児

歳児

合計

秋 季 健 康 診 断
受診人員 人
指摘事項あり 人

平 成 年 度
新 入 園 児 健 診

受診人員 人
指摘事項あり 人

平成
～

身長・体重測定 実施回数 年間 回

平成
～

細 菌 検 査
職員 年間 回（Ｏ 検査を含む。）

延べ検査人員 人

 
  

－ 414 －



－ － 

心身障害児通所訓練事業（ちいろば教室）

⑴ 訓練事業

年月
区分

平成 平成
合計

実 施 日 数
（日）

延べ出席児童数
（人）

延 べ 訓 練 時 間
（時間）

月 末 児 童 数
（人）

理
学
療
法

日 数
（日）

延 べ 人 数
（人）

言
語
療
法

日 数
（日）

延 べ 人 数
（人）

音
楽
療
法

日 数
（日）

延 べ 人 数
（人）

作
業
療
法

日 数
（日）

延 べ 人 数
（人）

⑵ 児童の状況
ア 障害別児童状況

（平成 年 月 日現在、単位：人）

障 害 名 人 数

染色体異常

広汎性発達障害（自閉症、知的障害等）

言葉の遅れ

ミトコンドリアリー脳症

計
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イ 年齢別児童数

（平成 年 月 日現在、単位：人）

年齢 歳 歳 歳 歳 歳 合計

人数

ウ 退所児童の状況

（平成 年 月 日現在、単位：人）

入 学 （ 園 ） 先 等 人 数

公 立 保 育 園

私 立 保 育 園

私 立 幼 稚 園

特 別 支 援 学 校

特 別 支 援 学 級

そ の 他 （ 転 出

計

⑶ 行事

年 月 行 事 内 容 年 月 行 事 内 容

平成
〇始業式 〇避難訓練

〇身長・体重測定

〇内科検診

平成
〇運動会（つみき保育園交流）

〇芋掘り 〇避難訓練

〇内科検診 〇誕生会

〇こどもの日の集い 〇内科検診

〇ミニミニ遠足 〇避難訓練

〇就学に伴う学習会 〇誕生会

〇みかん狩り 〇避難訓練

〇懇談会

〇内科検診

〇療育参加・懇談会 〇避難訓練

〇身長・体重測定 〇誕生会

〇内科検診

〇クリスマス会 〇内科検診

〇身長・体重測定 〇避難訓練

〇七夕まつり 〇内科検診

〇水遊び開始 〇避難訓練

〇夕涼み会（つみき保育園交流）

〇個人面談 〇避難訓練

〇内科検診 〇誕生会

〇お店屋さんごっこ（つみき保育園交流）

〇家庭訪問及び個人面談

〇避難訓練

〇豆まき

〇卒園児保護者による勉強会

〇作品展 〇避難訓練

〇内科検診 〇誕生会

〇避難訓練（引渡し訓練）

〇懇談会

〇秋の遠足

〇身長・体重測定

〇内科検診

〇ひなまつり 〇内科検診

〇修了式・お祝いの集い

〇個人面談 〇避難訓練

〇懇談会 〇誕生会

〇身長・体重測定
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児童館

⑴ 行事
 
  年月

児童館

平成 ．

お伊勢の森
児 童 館

春休み映画上映会

何ができるかな？

ドッジボール大会

答えはいくつ？

何ができるかな？

ミニ運動会

みんなで遊ぼう

何ができるかな？

お絵かきビンゴ

みんなで遊ぼう

何ができるかな？

すいか割り大会

なわとび大会

何ができるかな？

いくつとれるか

な？

こわ～い話

何ができるかな？

球技大会

山 王 森
児 童 館

なわとび大会

しゃぼん玉で遊ぼう

きおくりょくゲーム

なわとび大会

ダーツゲーム

つり大会

なわとび大会

まちがいさがしゲ

ーム

七夕飾りを作ろう

なわとび大会

七夕飾りを飾ろう

すいか割り大会

なわとび大会

ビンゴ大会

マジックナイン

なわとび大会

スーパーボールすくい

ターゲットプレイ

さ い か ち
地区児童館

なわとび大会

ぬり絵大会

ビデオシアター

なわとび大会

きおくりょくゲーム

作って遊ぼう

なわとび大会

ビンゴ大会

七夕飾りを作ろう

なわとび大会

作って遊ぼう う

ちわ

すいか割り大会

なわとび大会

わなげ大会

スーパーボールすくい

なわとび大会

ストラックアウト

ビデオシアター

中 藤 地 区
児 童 館

なわとび大会

カウンターゲーム

ストラックアウト

なわとび大会

ぬりえコンテスト

ビンゴ大会

なわとび大会

スーパーボールすくい

七夕飾りを作ろう

なわとび大会

七夕飾りを飾ろう

すいか割り大会

なわとび大会

わなげ大会

ビデオシアター

なわとび大会

ダーツゲーム

にがお絵をかこう

大 南 地 区
児 童 館

なわとび大会

ビデオシアター

ストラックアウト

なわとび大会

ビデオシアター

チョークで絵をか

こう

なわとび大会

ビンゴ大会

七夕飾りを作ろう

なわとび大会

作って遊ぼう う

ちわ

すいか割り大会

なわとび大会

スーパーボールすくい

ビデオシアター

なわとび大会

わなげ大会

チョークで絵をか

こう

残堀・伊奈平
地区児童館

歓迎パーティー

児童館の遊び！

ジェスチャークイ

ズ

えいがの日

ぬりえで遊ぼう

なわとび大会

えいがの日

ジャンプきろく会

七夕飾りを作ろう

ジャンケンゲーム

レッツダンス

すいか割り大会

けん玉大会

しんぶんはりつけ

ゲーム！

えいがの日

なわとび大会

ボーリング大会

えいがの日
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  年月

児童館

平成 ． 平成 ．

お伊勢の森
児 童 館

卓球世界選手権

何ができるかな？

ハロウィンパーテ

ィー

秋のミニ運動会

何ができるかな？

みんなで理科実

験！

謎解きトレジャー

ハンター

何ができるかな？

クリスマス会

新春球技大会

何ができるかな？

鬼に勝てるかな？

卓球世界選手権

何ができるかな？

ミニバレーボール

大会

トランプ王決定戦

何ができるかな？

やってみようろく

むし！

山 王 森
児 童 館

なわとび大会

ダーツゲーム

つり大会

なわとび大会

カップを作ろう

まちがいさがしゲ

ーム

なわとび大会

マジックナイン

ビンゴ大会

なわとび大会

わなげ大会

つり大会

なわとび大会

ターゲットプレイ

まちがいさがしゲ

ーム

なわとび大会

ビンゴ大会

マジックナイン

さ い か ち
地区児童館

なわとび大会

カウンターゲーム

ダーツゲーム

なわとび大会

おえかき大会

プラバン工作

なわとび大会

射的ゲーム

ビンゴ大会

なわとび大会

新春かるた大会

作って遊ぼう 絵馬

なわとび大会

ビデオシアター

ストラックアウト

なわとび大会

つな引き大会

ビンゴ大会

中 藤 地 区
児 童 館

なわとび大会

カウンターゲーム

ストラックアウト

なわとび大会

わなげゲーム

つな引き大会

なわとび大会

ビデオシアター

ビンゴ大会

なわとび大会

わなげゲーム

新春かるた大会

なわとび大会

わなげゲーム

ダーツゲーム

なわとび大会

ビデオシアター

じゃんけんゲーム

大 南 地 区
児 童 館

なわとび大会

カウンターゲーム

きおくりょくゲーム

なわとび大会

ビデオシアター

ぬり絵大会

なわとび大会

ダーツゲーム

ビンゴ大会

なわとび大会

作って遊ぼう 絵馬

グラス早積み大会

なわとび大会

ビデオシアター

ボーリング大会

なわとび大会

チョークで絵をか

こう

ビンゴ大会

残堀・伊奈平
地区児童館

風船バトミントン

大会

ダンス・ダンス

紙しばい＆本読み

ジェスチャーゲー

ム

ふうせんわり競争

えいがの日

しんぶんやぶいち

ゃうぞゲーム

まちがいさがしゲ

ーム

クリスマス会

えいがの日

空き缶積みゲーム

なわとび大会

えいがの日

ジャンプきろく会

ウルトラクイズ

思い出製作

思い出製作

えいがの日
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⑵ 児童館別利用状況
ア お伊勢の森児童館

（単位：人）

年月
対象

平成 平成
合計

小 学 生

中 学 生

幼 児

そ の 他

合 計

イ 山王森児童館

（単位：人）

年月
対象

平成 平成
合計

小 学 生

中 学 生

幼 児

学 童
ク ラ ブ

そ の 他

合 計

ウ さいかち地区児童館

（単位：人）

年月
対象

平成 平成
合計

小 学 生

中 学 生

幼 児

学 童
ク ラ ブ

そ の 他

合 計
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エ 中藤地区児童館

（単位：人）

年月
対象

平成 平成
合計

小 学 生

中 学 生

幼 児

学 童
ク ラ ブ

そ の 他

合 計

オ 大南地区児童館

（単位：人）

年月
対象

平成 平成
合計

小 学 生

中 学 生

幼 児

学 童
ク ラ ブ

そ の 他

合 計

カ 残堀・伊奈平地区児童館

（単位：人）

年月
対象

平成 平成
合計

小 学 生

中 学 生

幼 児

学 童
ク ラ ブ

そ の 他

合 計
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⑶ 学校別利用状況
（単位：人）

児童館

学校名

お伊勢の森

児 童 館

山 王 森 
児 童 館 

さ い か ち 
地区児童館 

中 藤 地 区 
児 童 館 

大 南 地 区 
児 童 館 

残堀・伊奈平 
地区児童館 合 計 

一 小

二 小

三 小

村山学園四小

大南学園七小

八 小

九 小

十 小

雷 塚 小

その他の小学校
（私立等）
ランドセル
来 館

小 計

一 中

村山学園二中

三 中

大南学園四中

五 中

その他の中学校
（私立等）

小 計

合 計
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⑷ 学童クラブ
ア 行事

年 月 行 事 内 容 年 月 行 事 内 容

平成 歓迎会 平成
誕生日会
なわとび大会
ハロウィン工作

誕生日会
なわとび大会
作って遊ぼう

誕生日会
なわとび大会
マフラー作り

誕生日会
なわとび大会
ぬりえ大会

誕生日会
なわとび大会
クリスマス会

誕生日会
なわとび大会
すいか割り大会

誕生日会
なわとび大会
お正月遊び

誕生日会
なわとび大会
お楽しみ会

誕生日会
なわとび大会
豆まき

誕生日会
なわとび大会
ビンゴ大会

誕生日会
なわとび大会
おたのしみ会

イ 学童クラブ利用状況

施 設 名 定員 延べ出席人数 保育日数 日平均人数

さ い か ち 学 童 ク ラ ブ
人 人 日 人

雷 塚 学 童 ク ラ ブ

大 南 学 童 ク ラ ブ

山 王 森 学 童 ク ラ ブ

中 藤 学 童 ク ラ ブ

残堀・伊奈平学童クラブ第一

残堀・伊奈平学童クラブ第二

三 ツ 木 学 童 ク ラ ブ

西 大 南 学 童 ク ラ ブ 第 一

西 大 南 学 童 ク ラ ブ 第 二

中 原 学 童 ク ラ ブ

学 園 学 童 ク ラ ブ

本 町 学 童 ク ラ ブ

計 （ ）

備考 （ ）内は、 学童クラブ当たりの 日平均人数

（子ども育成課 終わり）
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生 活 福 祉 課

⑴ 生活保護
ア 保護受給世帯数と人員数

（平成 年 月 日現在）

世帯数 人 員

世帯 人

イ 保護取扱状況

（単位：件）

相 談 申 請 受 理 保 護 開 始 取 下 げ 却 下 保 護 廃 止

備考 相談は当該日、申請受理、保護開始、取下げ、却下及び保護廃止は決定日による集計

ウ 保護開始・廃止状況（月別）

（単位：世帯）

年 月
保 護 開 始

保 護 廃 止
世 帯 数 転入継続 再掲

平成

計
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エ 医療扶助等取扱数

（単位：件）

要否意見書
医 療 券

調 剤 券 歯 科 施 術

治 療

材料等

看護 介護券
入院

外 来

窓口分 継続 窓口分 継続 窓口分 継続 窓口分 継続

オ 被保護世帯の状況

（平成 年 月 日現在）

区 分 世帯数（世帯） 人 員（人）

被 保 護 者

生 活 扶 助

住 宅 扶 助

教 育 扶 助

介 護 扶 助

医 療 扶 助

出 産 扶 助

生 業 扶 助

葬 祭 扶 助

備考 出産扶助、生業扶助及び葬祭扶助は、延べ件数である。

カ 世帯類型別被保護世帯数

（平成 年 月 日現在、単位：世帯）

母子世帯 高齢者世帯 障害者世帯 傷病者世帯 その他世帯 合 計

キ 入院患者数（年間延べ人員）

（単位：人）

精神疾患 そ の 他 合 計

ク 就労支援の状況（年間延べ人員）

（単位：人）

相 談 支援要請 ハローワーク 就 職

（生活福祉課 終わり） 
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健 康 推 進 課

⑴ 予防衛生事業
ア 予防接種

備考 対象人員は、平成 年度に通知を送付した数（高齢者インフルエンザは除く。）

種別
区分

種類
対象人員
（人）

予診人員
（人）

接種人員
（人）

接種率
（ ）

備 考

定

期

接

種

ジ フ テ リ ア
百 日 せ き
破 傷 風
ポ リ オ

期

回

（四種混合）
回
回

追 加
計

ジ フ テ リ ア
破 傷 風

期 （二種混合）

不活化ポリオ
期

回 － －

四種混合に移行しているため、対象人
員は未記入とする。

回 － －
回 － －

追 加 － －
計 － －

水 痘
回
回

計
麻しん・風しん
混 合

期
期

麻しん（単） － －
風しん（単） － －

計

日 本 脳 炎
期

初
回

回

勧奨差し控え期間の特例措置があるた
め、接種率が を超えている。

回
追 加

期
計

ヒブワクチン

回
回
回

追 加
計

小児肺炎球菌

回
回
回

追 加
計

Ｂ 型 肝 炎

回
回
回

計

子 宮 頸 が ん
予防ワクチン

回 － －
対象人員は、平成 年 月から積極的勧
奨を控えているため、未記入とする。

回 － －
回 － －

計 － －

高齢者肺炎球菌
歳以上 歳刻みの高齢者の方。 歳以上

歳未満の市民で心臓等に機能障害のある方

高 齢 者
インフルエンザ

歳以上の高齢者の方。 歳以上 歳未満

の市民で心臓等に機能障害のある方

任
意
接
種

先天性風しん症候群対策予防接種 － －
風しん抗体価が十分ではないとされた 歳
以上の妊娠を希望する女性及びその同居
者、妊婦の同居者の方
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イ 結核検診

 
 
 
 
 
 
 
 

ウ 感染症発生状況（一類・二類・三類感染症）

（単位：人）

病 名 患者数 病 名 患者数 病 名 患者数

エ ボ ラ 出 血 熱
ク リ ミ ア ・

コ ン ゴ 出 血 熱
痘 そ う

南 米 出 血 熱 ペ ス ト マールブルグ病

ラ ッ サ 熱 急 性 灰 白 髄 炎 結 核

ジ フ テ リ ア

鳥インフルエンザ コ レ ラ 細 菌 性 赤 痢

腸 管 出 血 性

大 腸 菌 感 染 症
腸 チ フ ス パ ラ チ フ ス

⑵ 献血事業
（単位：人）

区 分 献血 献血 合 計

採 血 者 数

⑶ 休日急患診療事業
受診者の内訳等

区分

種別

受診人員の内訳 居住地の内訳 実施
日数

日当たり
平均受診
人 員歳 率 〜 歳 率 〜 歳 率 歳以上 率 市内 率 市外 率

昼
間

人 人 人 人 人 人 人 日 人

準
夜

区分

種別

受診人員の内訳 居住地の内訳 実施
日数

日当たり
平 均 受 診
人 員乳幼児 率 小・中学生 率 高校生以上 率 市内 率 市外 率

歯
科

人 人 人 人 人 人 日 人

⑷ 熱中症対策事業

クールスポット設置箇所 か所

区分
種別

対象人員 予診人員 接種人員 接種率 実施日数 実施会場数

Ｂ Ｃ Ｇ
人 人 人

対象人員 受診者 受診率

Ⅹ線デジタル
人 人

日 延べ か所
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⑸ 歯科医療連携推進事業
≪歯科医師会受付分≫ ≪協力歯科医院受付分≫

⑹ 成人保健事業
ア 健康診査（無保険者）

ア 受診者及び指導区分別状況

（単位：人）

区分

年齢

受 診 者 数 保健指導区分別実人員

必須

検査

詳細健診
情報提供

（ ）

動機付け

支援

（ ）

積極的支援

（ ）

合 計

（ ）貧血 心電図 眼底
血清

歳〜 歳

歳〜 歳

歳〜 歳

歳以上

合 計

イ 検査結果別要指導・要医療者数

（単位：人）

区分

年齢
血圧 糖尿病

脂質
異常

貧血
（疑いを
含む。

肝疾患
（疑いを
含む。

腎機能障害
（疑いを
含む。

たばこ

吸って
いない

吸って
いる

歳〜 歳

歳〜 歳

歳〜 歳

歳以上

合 計

イ 胃がん検診

区分
実施期間

受診対象人員 受診計画人員 受 診 人 員 受 診 率 要精検人員

平成 〜平成 人 人 人 人

実施場所
保健相談センター 回 市民総合センター 回 三ツ木地区会館 回
残堀・伊奈平地区会館 回 お伊勢の森分室 回

 
 
 

区 分 件 数

障害者通院歯科診療

在 宅 訪 問 歯 科 診 療

施設等訪問歯科診療

摂 食 ・ 嚥 下 障 害

区 分 件 数

障害者通院歯科診療

在 宅 訪 問 歯 科 診 療

施設等訪問歯科診療

摂 食 ・ 嚥 下 障 害
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ウ 肺がん検診

区分
実施期間

受診対象人員 受診計画人員 受 診 人 員 受 診 率 要精検人員

平成 〜平成 人 人 人 人

実施場所
保健相談センター 回 市民総合センター 回 緑が丘出張所 回
三ツ木地区会館 回 残堀・伊奈平地区会館 回 お伊勢の森分室 回

エ 大腸がん検診

ア 集団検診

区分
実施期間

受診対象人員 受診計画人員 受 診 人 員 受 診 率 要精検人員

平成 〜平成 人 人 人 人

実施場所
保健相談センター 回 市民総合センター 回 三ツ木地区会館 回
残堀・伊奈平地区会館 回 お伊勢の森分室 回

イ 個別検診

区分
実施期間

実 施 場 所 受診対象人員 受診計画人員 受診人員 受 診 率 要精検人員

平成 〜平成
市内指定医療機関

（ か所）
人 人 人 人

オ 子宮がん検診

ア 市報募集分

区分
実施期間

実 施 場 所 受診対象人員 受診計画人員 受診人員 受 診 率 要精検人員

平成 〜平成
市 内 指 定 医 療 機 関

（ か 所 ）
東大和市指定医療機関

（ か 所 ）
東京都がん検診センター

人 人 人 人

平成 〜平成

備考 本項で算出した受診率は、前年度・当該年度の受診者数から、前年度・当該年度 年連続の

受診者数を除いた実数を当該年度の受診対象人員で除した率をいう。

イ クーポン券送付分（ 歳）

区分
実施期間

実 施 場 所 受診対象人員 受診計画人員 受診人員 受 診 率 要精検人員

平成 〜平成

市 内 指 定 医 療 機 関
（ か 所 ）

東大和市指定医療機関
（ か 所 ）

人 人 人 人
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カ 乳がん検診

ア 市報募集分

区分
実施期間

実 施 場 所 受診対象人員 受診計画人員 受診人員 受 診 率 要精検人員

平成 〜平成 武 蔵 村 山 病 院
東京都がん検診センター

人 人 人 人
平成 〜平成

備考 本項で算出した受診率は、前年度・当該年度の受診者数から、前年度・当該年度 年連続の

受診者数を除いた実数を当該年度の受診対象人員で除した率をいう。

イ クーポン券送付分（ 歳）

区分
実施期間

実 施 場 所 受診対象人員 受診計画人員 受診人員 受 診 率 要精検人員

平成 〜平成 お 伊 勢 の 森 分 室 人 人 人 人

キ 前立腺がん検診

区分
実施期間

実 施 場 所 受診対象人員 受診計画人員 受診人員 受 診 率 要精検人員

平成 〜平成 市内等指定医療機関
（ か 所 ）

人 人 人 人
平成 ～平成

ク 骨粗しょう症検診

区分
実施期間

実 施 場 所 受診計画人員 受 診 人 員 受 診 率 要精検人員

平成 ～ 村 山 医 療 セ ン タ ー 人 人 人

備考 本項で算出した受診率は、本市の受診人員を受診計画人員の実数で除した率をいう。

ケ 眼科検診

区分
実施期間

実 施 場 所 受診計画人員 受 診 人 員 受 診 率 要精検人員

平成 〜平成

市 内 指 定 医 療 機 関
（ か 所 ）

東大和市指定医療機関
（ か 所 ）

人 人 人

備考 本項で算出した受診率は、本市の受診人員を受診計画人員の実数で除した率をいう。

コ 歯周疾患検診

区分
実施期間

実 施 場 所 受診計画人員 受 診 人 員 受 診 率 要精検人員

平成 〜
市内指定歯科医療機関 人 人 人
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＊成人歯科保健対策事業（乳幼児歯科健診時、希望する保護者を対象に歯周疾患検診を実施）

区分
実施期間

実 施 場 所 受診計画人員 受 診 人 員 受 診 率 要精検人員

平成 〜平成 保 健 相 談 セ ン タ ー 人 人 人

備考 本項で算出した受診率は、本市の受診人員を受診計画人員の実数で除した率をいう。

サ 健康教室事業

区分
実施期間

実 施 場 所 延べ参加人員 内 容

平成 〜平成

残堀・伊奈平地区会館
市 民 総 合 セ ン タ ー
三 ツ 木 地 区 会 館
お 伊 勢 の 森 分 室
中 藤 地 区 会 館
総 合 体 育 館

人

健康寿命をのばそう教室
ヨガ体操教室
フットケア教室
骨粗しょう症予防教室
ピラティス教室
健康づくり生き活き運動塾
ウォーキング教室

シ 健康相談事業

区分
実施期間

実 施 場 所 延べ参加人員 内 容

平成 〜平成 中部地区会館 学習室 人
医師による健康相談
保健師による保健相談
栄養士による栄養相談

平成 〜平成 お 伊 勢 の 森 分 室 人 骨密度相談

ス 摂食・嚥下機能支援事業の研修会

実 施 期 間 内 容 実 施 場 所 実 施 回 数

平成 〜平成 評価医養成フォロー研修会 保健相談センター 回

セ 肝炎ウイルス検診（Ｂ型）

区分
実施期間

実 施 場 所 受診計画人員 受 診 人 員 受 診 率 要精検人員

平成 〜平成 市内等指定医療機関
（ か 所 ）

人 人 人
平成 〜平成

備考 本項で算出した受診率は、本市の受診人員を受診計画人員の実数で除した率をいう。

ソ 肝炎ウイルス検診（Ｃ型）

区分
実施期間 実 施 場 所 受診計画人員 受 診 人 員 受 診 率 要精検人員

平成 〜平成 市内等指定医療機関
（ か 所 ）

人 人 人
平成 〜平成

備考 本項で算出した受診率は、本市の受診人員を受診計画人員の実数で除した率をいう。
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⑺ 母子保健事業
ア 妊婦健康診査（実施場所：委託医療機関）

種 類 受 診 者 数

妊婦健診（ 回目） 人

妊婦健診（ 回目）

妊婦健診（ 回目）

妊婦健診（ 回目）

妊婦健診（ 回目）

妊婦健診（ 回目）

妊婦健診（ 回目）

妊婦健診（ 回目）

妊婦健診（ 回目）

妊婦健診（ 回目）

妊婦健診（ 回目）

妊婦健診（ 回目）

妊婦健診（ 回目）

妊婦健診（ 回目）

子宮頸がん検診

超音波検査

イ 〜 か月児健康診査（実施場所：保健相談センターお伊勢の森分室

実 施 回 数
対 象 者 数

（通知発送数）
受 診 者 数 受 診 率 有所見者数 有 所 見 率

回 人 人 人

精密健康診査 人（実施場所：委託医療機関

ウ 産婦健康診査（実施場所：保健相談センターお伊勢の森分室

実 施 回 数 対 象 者 数 受 診 者 数 受 診 率 有所見者数 有 所 見 率

回 人 人 人

エ 乳幼児経過観察健康診査（実施場所：保健相談センターお伊勢の森分室

ア 乳児経過観察健康診査

実 施 回 数 対象者数（延数） 受診者数（延数） 受 診 率

回 人 人

イ 幼児経過観察健康診査

実 施 回 数 対象者数（延数） 受診者数（延数） 受 診 率

回 人 人
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オ 乳幼児発達健康診査（実施場所：保健相談センターお伊勢の森分室

実 施 回 数 対象者数（延数） 受診者数（延数） 受 診 率

回 人 人

カ 〜 か月児健康診査（実施場所：委託医療機関）

対 象 者 数 受 診 者 数 受 診 率

人 人

キ 〜 か月児健康診査（実施場所：委託医療機関）

対 象 者 数 受 診 者 数 受 診 率

人 人

ク 一般歯科健康診査（妊婦 （実施場所：保健相談センター）

実 施

回 数

対 象

者 数

受 診

者 数

異常な

しの者

要指導

の者

未処置

歯のあ

る者

要補綴

歯のあ

る者

歯肉出

血のあ

る者

歯周炎

のある

者

要歯石

除去の

者

要精検

・治療

の者

回 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

ケ 乳幼児歯科相談（実施場所：保健相談センター）

歯 科 健 康 診 査歯 科 健 康 教 育 予 防 処 置

実 施

回 数

延 べ

人 員

実 施

回 数

参 加

者 数

実 施

回 数
延 べ 人 員

フ ッ 素

塗 布

フッ化ジア

ミン銀塗布
歯 石 除 去

回 人 回 人 回 人 人 人 人

コ 歳 か月児健康診査（実施場所：保健相談センター

実 施 回 数
対 象 者 数
（通知発送数）

受 診 者 数 受 診 率 有所見者数 有 所 見 率

回 人 人 人 ％

精密健康診査 人（実施場所：委託医療機関

サ 歳 か月児歯科健康診査（実施場所：保健相談センター）

実 施

回 数

対 象

者 数

受 診

者 数

む し 歯 の な い 者 む し 歯 の あ る 者 （再 掲）

未処置歯の

あ る 者Ｏ 型 Ｏ 型 Ａ 型 Ｂ 型 Ｃ 型

回 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

シ 歳児歯科健康診査（実施場所：保健相談センター）

実 施

回 数

対 象

者 数

受 診

者 数

む し 歯 の な い 者 む し 歯 の あ る 者 （再 掲）

未処置歯の

あ る 者Ｏ 型 Ｏ 型 Ａ 型 Ｂ 型 Ｃ 型

回 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
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ス 歳児健康診査 実施場所：保健相談センター

ア 一般

実 施 回 数
対 象 者 数

（通知発送数）
受 診 者 数 受 診 率 有 所 見 者 数 有所見率

回 人 人 人

精密健康診査 人（実施場所：委託医療機関

イ 視力検診

歳 児 健 康 診
査 受 診 者 数

視 力 検 診 判 定 結 果

要 精 密 率
異 常 な し 要 再 検 査 要 精 密

そ の 他
（ 追 跡 中 止 等 ）

人 人 人 人 人

ウ 聴覚検診

歳 児 健 康 診
査 受 診 者 数

聴 覚 検 診 判 定 結 果

要 精 密 率
異 常 な し 要 再 検 査 要 精 密

そ の 他
（ 追 跡 中 止 等 ）

人 人 人 人 人

エ 心理相談

歳 児 健 康 診 査 受 診 者 数 心 理 相 談 実 施 者 数 心 理 相 談 実 施 率

人 人

セ 歳児歯科健康診査（実施場所：保健相談センター）

実 施

回 数

対 象

者 数

受 診

者 数

む し

歯 の

ない者

む し 歯 の あ る 者 （再 掲）

未処置歯の

あ る 者
Ａ 型 Ｂ 型

Ｃ 型

Ｃ 型 Ｃ 型

回 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

ソ グループ（集団指導）（実施場所：保健相談センターお伊勢の森分室）

実 施 回 数 
若年妊産婦（スマイリー）  

実 施 回 数 
乳 児 （ ひ よ こ ） 

参 加 者 実 数 参 加 者 延 数  参 加 者 実 数 参 加 者 延 数

回 人 人  回 人 人

実 施 回 数 
歳 か月児〜 歳 か月児

（コアラ）  
実 施 回 数 

歳 か月児〜（うさちゃん） 

参 加 者 実 数 参 加 者 延 数  参 加 者 実 数 参 加 者 延 数

回 人 人 回 人 人

－ 433 －



－ －

タ 母親学級（実施場所：保健相談センターお伊勢の森分室）

区 分 一 般 両 親

学 級 数 （学 級）

開 催 日 数 （ 日 ）

参 加 者 実 数 （ 人 ）

参 加 者 延 数 （ 人 ）

（ 人 ）備考 一般については、 学級 日間コースで実施

チ 離乳食教室

開 催 回 数 参 加 人 員 実 施 場 所

回食 回 人
保健相談センター

回食 回 人

ツ 子どもの栄養と歯科相談

開催回数 参加延べ人員 身長・体重計測 栄養相談 歯科相談 その他 実 施 場 所

回 人 人 人 人 人 保健相談センター

テ 妊娠届

妊娠届出者数

妊 娠 週 数 内 訳 満 週以内
（第 月以内
の 届 出 割 合満 週以内

満 週
〜 週

満 週
〜 週

満 週以上 不 詳

人 人 人 人 人 人

ト 訪問指導

（単位：人）

区 分
総 数

訪問指導実施者内訳

保健師訪問分 委託指導員訪問分

実人員 延べ人員 実人員 延べ人員 実人員 延べ人員

妊 婦

産 婦

新 生 児 （ 未 熟 児 を 除 く 。 ）

未 熟 児

乳児（新生児・未熟児を除く。）

幼 児

小 学 生 以 上

合 計
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ナ 保健指導（健康相談）

（単位：人）

区 分

面接相談分 電話相談分

実人員 延べ人員 延べ人員
（再掲）健診後の事後指導

妊 婦

産 婦

乳 児

幼 児

小 学 生 以 上

合 計

ニ 母子栄養強化事業（粉ミルク支給）

区 分 妊 婦 産 婦 乳 児

支 給 人 員 人 人 人

支 給 数 箱 缶 缶

ヌ 出産・子育て応援事業（実施場所：保健相談センターお伊勢の森分室）

（単位：人）

区 分 来所者数

妊 婦

再掲 母子健康手帳

交付時面接者数

再掲 要支援者数

乳 児

幼 児

そ の 他

合 計

（健康推進課 終わり）
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都 市 整 備 部

都 市 計 画 課

交通企画・モノレール推進課

区 画 整 理 課

道 路 下 水 道 課
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都 市 計 画 課

都市計画関係事務

⑴ 武蔵村山市都市計画審議会
ア 審議会委員

平成 年 月 日現在

備考 ◎は会長、○は職務代理

イ 会議開催状況

⑵ 都市計画の決定・変更
立川都市計画生産緑地地区の変更

     平成 年 月 日付 武蔵村山市告示第 号

（既指定 地区、約 ヘクタールに約 ヘクタールを追加、約 ヘクタールを削

除、精査により約 ヘクタールを増。変更後 地区、約 ヘクタール）

⑶ 都市計画関係の証明事務等

 
 
 

 
 

氏 名 選 出 区 分 氏 名 選 出 区 分

◎比留間 武 久  学識経験のある者 加 園 一 成  市 議 会 議 員 

○田 代 敏 夫  〃 須 藤 博  〃 

田 中 伸 彦  〃 藤 野 茂  〃 

金 子 博  〃 木 村 祐 子  〃 

若 林 茂 樹  〃 籾 山 敏 夫  〃 

細 岡   晃  〃 石 黒 照 久  〃 

布 澤 裕 一  関係行政機関の職員 遠 藤 政 雄  〃 

塩 賀 昭 夫  〃 

開催年月日 議 題

第 回 平成 ○ 立川都市計画生産緑地地区の変更について（武蔵村山市決定）

地域地区及び都市計画施設証明書発行事務 件

用途地域等都市計画に関する照会事務

（電話及び窓口対応）
件
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⑷ 武蔵村山市まちづくり審議会
ア 審議会委員

平成 年 月 日現在

備考 ◎は会長、○は副会長

イ 会議開催状況

 
  

氏 名 選 出 区 分 氏 名 選 出 区 分

◎柴 田 賢 次  識 見 を 有 す る 者 ○波多野 政 俊  市 民 

宇 野 健 一  〃 佐 藤 秀 夫  〃 

嶋 正  〃 髙 橋 玲 子  〃 

日 置 雅 晴  〃 吉 田 洋 市  〃 

開催年月日 議 題

第 回 平成 ○ （仮称）モノレール沿線まちづくり構想（素案）について

第 回

会長及び副会長の互選について

まちづくり条例の概要について

狭山丘陵景観重点地区における景観重点基準と運用について
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開発指導関係事務

⑴ まちづくり条例に基づく協議件数
（単位：件）

適 用 の 範 囲 件 数

都 市 計 画 法 の 開 発 行 為

集 団 住 宅 の 建 築

集 合 住 宅 の 建 築

中 高 層 建 築 物 の 建 築

一定規模以上の建築物の建築

その他（自動車販売場・駐車場等）

合 計

⑵ 租税特別措置法に基づく優良宅地・優良住宅の認定件数
なし

⑶ 地方税法に基づく優良宅地の証明件数
なし

⑷ 公有地の拡大の推進に関する法律に基づく土地の有償譲渡等受理件数
（単位：件）

区 分 件 数

買 取 り の 申 出

有 償 譲 渡 の 届 出

⑸ 国土利用計画法に基づく届出件数
（単位：件）

区 分 件 数

期 限 内 届 出 

期 限 後 届 出

合 計

公有財産登記事務 
 公共用地の取得等に伴う所有権移転登記 
 件 
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用地事務

⑴ 土地取得状況

事 業 名 土 地 の 表 示 面 積

主要市道第 号線整備事業
武蔵村山市伊奈平五丁目 番

ほか 筆
㎡

⑵ 物件補償状況

事 業 名 土 地 の 表 示 件 数

主要市道第 号線整備事業
武蔵村山市伊奈平六丁目 番 のうち

ほか 筆
件

⑶ 財産借受状況（賃貸借

使 用 目 的 土 地 の 表 示 面 積 借 受 期 間

市営三ツ木住宅用地
武蔵村山市三ツ木五丁目 番

のうち
㎡ 平成

～令和

市 役 所 庁 舎 用 地
〃 本町一丁目 番

ほか 筆
平成

～令和

市 役 所 庁 舎 用 地
〃 本町一丁目 番

ほか 筆
平成

～令和

市 民 会 館 用 地
〃 本町一丁目 番

ほか 筆
平成

～令和

市 民 会 館 用 地 〃 本町一丁目 番
平成

～令和

入り運動広場用地
〃 中藤三丁目 番

のうちほか 筆
平成

～令和

市 民 会 館 用 地
〃 本町一丁目 番

のうちほか 筆
平成

～

野 山 北 公 園 用 地 〃 本町五丁目 番 のうち
平成

～

主要市道第 号線
用 地

〃 三ツ木三丁目 番
のうち

平成
～令和

主要市道第 号線
用 地

〃 本町五丁目 番 のうち
平成

～用途廃止まで

第五中学校運動場
用 地

〃 残堀五丁目 番
のうちほか 筆

平成
～令和

歴史民俗資料館用地
〃 本町五丁目 番

のうちほか 筆
平成

～

武 蔵 村 山 市 立
温 泉 施 設 用 地

〃 本町五丁目 番 のうち
平成

～

庁用車駐車場用地 〃 中央一丁目 番
平成

～

庁用車駐車場用地 〃 中央一丁目 番
平成

～
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使 用 目 的 土 地 の 表 示 面 積 借 受 期 間

三ツ木地域運動場
用 地

武蔵村山市三ツ木一丁目 番
のうちほか 筆

㎡ 平成
～

シドメ久保運動広場
用 地

〃 残堀二丁目 番
平成

～令和

市民会館駐車場用地
〃 中央一丁目 番

ほか 筆
平成

～

市役所第三庁舎用地
〃 本町一丁目 番

のうちほか 筆
平成

～令和

一般市道Ｅ第 号線
用 地

〃 本町二丁目 番 のうち
平成

～

のぞみ福祉園用地 〃 本町五丁目 番 のうち
平成

～

のぞみ福祉園用地
〃 本町五丁目 番

ほか 筆
平成

～

赤堀運動広場用地 〃 中央四丁目 番 のうち
平成

～令和

学園自転車駐車場
用 地

〃 学園三丁目 番 のうち
平成

～令和

残堀・伊奈平地域
運 動 場 用 地

〃 残堀四丁目 番
のうちほか 筆

平成
～

小山内運動広場用地
〃 岸二丁目 番

ほか 筆
平成

～令和

シ ド メ 久 保 第 二
運 動 広 場 用 地

〃 伊奈平五丁目 番
のうちほか 筆

平成
～令和

中村運動広場用地 〃 本町二丁目 番
平成

～令和

中藤五丁目運動広場
用 地

〃 中藤五丁目 番
平成

～令和

本町三丁目自転車
駐 車 場 用 地

〃 本町三丁目 番 のうち
平成

～

市 民 ま つ り 資 材
保 管 庫 用 地

〃 本町二丁目 番 のうち
平成

～

三ツ木庭球場用地
〃 三ツ木一丁目 番

ほか 筆
平成

～令和

計

（都市計画課 終わり） 
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交通企画・モノレール推進課

⑴ 多摩地域都市モノレール等建設促進協議会
多摩地域の都市モノレール等の建設を促進し、南北交通結節機能の強化を図ることにより

公共交通機関の不足を補うとともに自立的都市圏の確立と、地域社会の開発及び住民福祉の

向上を図ることを目的に昭和 年 月設立（本市は設立時に加入）

ア 協議会構成市町村（平成 年 月 日現在、 市・ 町・ 村）

八王子市、立川市、武蔵野市、三鷹市、青梅市、府中市、昭島市、調布市、町田市、

小金井市、小平市、日野市、東村山市、国分寺市、国立市、福生市、狛江市、東大和市、

清瀬市、東久留米市、武蔵村山市、多摩市、稲城市、羽村市、あきる野市、西東京市、

瑞穂町、日の出町、奥多摩町、檜原村

イ 役員の構成

（平成 年 月 日現在）

会 長 立川市長

副会長 八王子市長・町田市長・武蔵村山市長

理 事 人

監 事 人

ウ 本市の委員（平成 年 月 日現在）

藤野勝・高山晃一・内野直樹・桂健太郎

⑵ 三鷹・立川間立体化複々線促進協議会
中央線の立体化複々線を促進するとともに、当該事業によってもたらされる、地域社会の

開発、住民福祉の向上等の地域振興を図り、併せて青梅線及び五日市線の輸送力増強や都心

への直通を促進することを目的に昭和 年 月設立（本市は昭和 年 月加入）

ア 協議会構成市町村（平成 年 月 日現在、 市・ 町・ 村）

八王子市、立川市、武蔵野市、三鷹市、青梅市、府中市、昭島市、調布市、小金井市、

小平市、日野市、東村山市、国分寺市、国立市、福生市、東大和市、武蔵村山市、

羽村市、あきる野市、西東京市、瑞穂町、日の出町、奥多摩町、檜原村

イ 役員の構成

（平成 年 月 日現在）

会 長 立川市長

副会長 武蔵野市長・三鷹市長・青梅市長・昭島市長・小金井市長・国分寺市長・国立市長

理 事 人

監 査 人

ウ 本市の委員（平成 年 月 日現在）

藤野勝・高山晃一・内野直樹・桂健太郎
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⑶ 多摩都市モノレール延伸等要望活動

実 施 日 要 望 先 要 望 者 要 望 内 容 場 所

平成 東 京 都 知 事
武 蔵 村 山 市 長
東 大 和 市 長
瑞 穂 町 長

多摩都市モノレー
ル箱根ケ崎方面へ
の延伸について

東 京 都 庁

多 摩 都 市
モ ノ レ ー ル ㈱

多 摩 地 域 都 市
モ ノ レ ー ル 等
建設促進協議会

多摩都市モノレー
ル延伸の促進につ
いて

多 摩 都 市
モ ノ レ ー ル ㈱

国 土 交 通 大 臣

三 鷹 ・ 立 川 間
立 体 化 複 々 線
促 進 協 議 会

多 摩 地 域 都 市
モ ノ レ ー ル 等
建設促進協議会

ＪＲ中央線三鷹駅
立川駅間複々線化
事業及び多摩都市
モノレール延伸の
促進について

国 土 交 通 省

東 京 都 知 事

三 鷹 ・ 立 川 間
立 体 化 複 々 線
促 進 協 議 会

多 摩 地 域 都 市
モ ノ レ ー ル 等
建設促進協議会

ＪＲ中央線三鷹駅
立川駅間複々線化
事業及び多摩都市
モノレール延伸の
促進について

東 京 都 庁

東 京 都 知 事
武 蔵 村 山 市 長
東 大 和 市 長
瑞 穂 町 長

多摩都市モノレー
ル箱根ケ崎方面へ
の延伸について

東 京 都 庁

⑷ 情報誌モノレールの発行

号 数 発 行 年 月 主な掲載内容

ものれーる 号 平成
・東京都知事と市町村長との意見交換の実施報告

・平成 年度多摩都市モノレールフォトコンテスト開催案内

ものれーる 号

・多摩都市モノレール基金積立状況報告

・第三小学校によるモノレール延伸 について

・「モノレールを呼ぼう！市民の会」の活動報告

ものれーる 号
・ 市 町による要望活動の実施報告

・ひまわりガーデン武蔵村山開園及びイベント開催のお知らせ

ものれーる 号

・多摩地域都市モノレール等建設促進協議会の開催報告

・多摩都市モノレールフォトコンテスト入賞作品について

・ひまわりガーデン武蔵村山開園式出展報告

・多摩都市モノレール株式会社の決算報告

ものれーる 号

・（仮称）モノレール沿線まちづくり構想（素案）に対する意

見公募実施のお知らせ

・村山デエダラまつり出展のお知らせ

ものれーる 号

・多摩地域都市モノレール等建設促進協議会による要望活動

の実施報告

・平成 年多摩都市モノレールカレンダー販売のお知らせ

・村山デエダラまつり及び グランプリ出展報告
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号 数 発 行 年 月 主な掲載内容

ものれーる 号 平成

・モノレール沿線まちづくり構想の策定について

・市内循環バス「 シャトル」の新たなバスロケーションシ

ステム運用開始のお知らせ

ものれーる 号

・ 市 町による要望活動の実施報告

・菜の花ガーデン武蔵村山開園及びイベント開催のお知らせ

・ 人会議モノレール編 の開催のお知らせ

⑸ 武蔵村山市地域公共交通会議
ア 委員

平成 年 月 日現在

区 分 氏 名 区 分 氏 名

会 長 藤 井 敬 宏 委 員 佐 藤 祐 浩

副 会 長 大 澤 周 〃 新 井 淳 一

委 員 伊 藤 幸 子 〃 和 田 明

〃 長 田 忠 志 〃 江 郷 順 二

〃 峯 岸 あや子 〃 吉 永 譲 二

〃 安 島 敏 市 〃 依 田 修

〃 須 藤 博 〃 土 岐 雅 人

〃 波多野 健 〃 秀 島 文 明

〃 宮 崎 京 介 〃 山 﨑 泰 大

〃 柳 瀬 光 輝

イ 会議開催状況

開催回数 開催年月日 議 題

回 平成

市内循環バスの実績報告及び利用促進について

乗合タクシーの実績報告等について

（仮称）モノレール沿線まちづくり構想（素案）について

（交通企画・モノレール推進課 終わり）
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区 画 整 理 課 

都市核地区土地区画整理事業 

⑴ 土地区画整理審議会開催状況 
 開 催 日 主 な 内 容 

第 回 平成 仮換地の指定について

⑵ 仮換地指定状況 
（平成 年 月 日現在） 

件 数 面 積 累計件数 累計面積 
件 ㎡ 件 ㎡

⑶ 区画道路等築造状況 
（平成 年度実績） 

件 名 工 事 概 要

都市計画道路 ・ ・ （その ）

都市計画道路 ・ ・ （その ）

区画道路築造第 号工事

幅員 ～ ｍ 延長 ｍ

幅員 ｍ 延長 ｍ

幅員 ～ ｍ 延長 ｍ

区画道路築造第 号工事 幅員 ｍ 延長 ｍ

区画道路築造第 号工事 幅員 ～ ｍ 延長 ｍ

都市計画道路 ・ ・ 、 ・ ・

電線共同溝工事

都市計画道路 ・ ・ 延長 ｍ

都市計画道路 ・ ・ 延長 ｍ

⑷ 建築物等評価委員会開催状況

開 催 日 建築物等の棟数

平成 件（ 棟）

件（ 棟）

件（ 棟）

⑸ 建物移転状況

件（ 棟） 累計 件（ 棟）

⑹ 土地区画整理法第 条の受付件数

件

（区画整理課 終わり） 
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道 路 下 水 道 課

道路管理関係事務

⑴ 市道の現況
ア 道路実延長

（平成 年 月 日現在道路台帳数値）

区 分

平成 年度 増（△）減 平成 年度

路線数、橋梁数

及びトンネル数
延 長 （ｍ） 延 長 （ｍ） 延 長 （ｍ）

面 積 （㎡） 面 積 （㎡） 面 積 （㎡）

道 路

橋 梁

ト ン ネ ル

合 計

イ 道路実延長内訳

ア 改良、未改良別内訳

（平成 年 月 日現在道路台帳数値）

区 分

平成 年度 増（△）減 平成 年度

延 長（ｍ） 延 長（ｍ） 延 長（ｍ）

面 積（㎡） 面 積（㎡） 面 積（㎡）

改 良 済

未 改 良
△

△

合 計
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イ 幅員別内訳

（平成 年 月 日現在道路台帳数値）

区 分

平成 年度 増（△）減 平成 年度

延 長 （ｍ） 延 長 （ｍ） 延 長 （ｍ）

面 積 （㎡） 面 積 （㎡） 面 積 （㎡）

． ｍ 以 上
△

． ｍ 以 上

． ｍ 未 満

． ｍ 以 上

． ｍ 未 満

△

△

． ｍ 未 満
△

△

合 計

ウ 路面別内訳

（平成 年 月 日現在道路台帳数値）

区 分

平成 年度 増（△）減 平成 年度

延 長 （ｍ） 延 長 （ｍ） 延 長 （ｍ）

面 積 （㎡） 面 積 （㎡） 面 積 （㎡）

砂 利 道 等
△

△

舗

装

道

セ メ ン ト 系

アスファルト系高級

アスファルト系簡易

小 計

合 計
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ウ 道路舗装状況

（平成 年 月 日現在道路台帳数値）

区 分 平成 年度 増（△）減 平成 年度 舗装率

延 長 （ｍ） ％

面 積 （㎡） ％

⑵ 市道路線の認定・廃止等
ア 路線の認定

路線番号 起 点 終 点 幅 員 延 長
認 定
年 月 日

区域決定
年 月 日

供用開始
年 月 日

Ｅ－
本町二丁目

番地
本町二丁目

番地
ｍ ｍ

平成 平成 平成

イ 路線の廃止

路線番号 起 点 終 点 幅 員 延 長
廃 止
年 月 日

区域決定
年 月 日

供用開始
年 月 日

Ａ－
中藤五丁目
番地

中藤五丁目
番地

ｍ ｍ
平成

ウ 区域変更

路線番号 区 間
旧
新

幅 員 延 長
区域変更
年 月 日

供用開始
年 月 日

Ｅ－
岸三丁目 岸三丁目
番地 〜 番地

旧
ｍ ｍ

平成 平成

新

Ｂ－
学園三丁目 学園三丁目
番地 〜 番地

旧
―

㎡

使用廃止新

主
榎二丁目 榎二丁目
番地 〜 番地

旧
ｍ

新

主
神明三丁目 神明三丁目

番地 〜 番地

旧

新

Ｄ－
伊奈平五丁目 伊奈平五丁目
番地 〜 番地

旧

新

Ｂ－
学園三丁目 学園三丁目
番地 〜 番地

旧

新
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路線番号 区 間
旧
新

幅 員 延 長
区域変更
年 月 日

供用開始
年 月 日

Ａ－
中央三丁目 中央三丁目

番地 〜 番地

旧
ｍ ｍ

平成 平成

新

主
榎二丁目 榎二丁目
番地 〜 番地

旧
～

新
～

主
大南三丁目 大南三丁目

番地 〜 番地

旧
～

新
～

Ｅ－
本町二丁目 本町二丁目

番地 〜 番地

旧

新

Ｅ－
本町二丁目 本町二丁目

番地 〜 番地

旧
～

新

主
岸三丁目 岸二丁目

番地 〜 番地

旧
～

新
～

Ｄ－
残堀四丁目 残堀四丁目

番地 〜 番地

旧
―

㎡

新

Ｅ－
三ツ木二丁目 三ツ木二丁目

番地 〜 番地

旧
～ ｍ

新
～

主
中藤三丁目 中藤三丁目
番地 〜 番地

旧

新

主
中央三丁目 中央三丁目
番地 〜 番地

旧
―

新

Ｄ－
残堀四丁目 残堀四丁目

番地 〜 番地

旧

新

Ｂ－
大南一丁目 大南一丁目

番地 〜 番地

旧

新

Ｅ－
三ツ木二丁目 三ツ木二丁目

番地 〜 番地

旧

新
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路線番号 区 間
旧
新

幅 員 延 長
区域変更
年 月 日

供用開始
年 月 日

Ｅ－
岸二丁目 岸二丁目
番地 〜 番地

旧
ｍ ｍ

平成 平成

新

Ａ－
神明一丁目 神明一丁目

番地 〜 番地

旧
―

㎡

使用廃止新

Ｅ－
岸二丁目 岸二丁目
番地 〜 番地

旧
ｍ

新

Ｃ－
伊奈平一丁目 伊奈平一丁目
番地 〜 番地

旧

新

主
学園五丁目 学園五丁目

番地 〜 番地

旧

新

⑶ 認定外道路の指定
ア 指定年月日等

路線番号 起 点 終 点 幅 員 延 長
指 定
年 月 日

外Ｅ－
岸三丁目
番地

岸三丁目
番地

ｍ ｍ
平成

外Ａ－
神明三丁目

番地
神明三丁目

番地

外Ａ－
神明一丁目
番地

神明一丁目
番地

外Ｃ－
榎二丁目
番地

榎二丁目
番地

外Ｂ－
大南三丁目

番地
大南三丁目

番地

外Ｅ－
本町二丁目

番地
本町二丁目

番地

外Ｂ－
学園一丁目
番地

学園一丁目
番地

～

外Ｅ－
三ツ木二丁目
番地

三ツ木二丁目
番地

外Ｂ－
学園一丁目
番地

学園一丁目
番地

外Ｂ－
大南一丁目
番地

大南一丁目
番地

外Ｄ－
残堀二丁目
番地

残堀二丁目
番地
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路線番号 起 点 終 点 幅 員 延 長
指 定
年 月 日

外Ｅ－
三ツ木二丁目
番地

三ツ木二丁目
番地

ｍ ｍ
平成

外Ｅ－
岸二丁目
番地

岸二丁目
番地

～

外Ｅ－
岸一丁目
番地

岸一丁目
番地

イ 平成 年度指定状況

（平成 年 月 日現在）

指 定 延 長 指 定 路 線 数

⑷ 市道境界確定等の状況
（単位：件）

境 界 確 定 申 請
申 請 件 数

処 理 件 数

道 路 関 係 証 明 書 等 の 発 行

公 道 証 明 書

道 路 境 界 ・ 境 界 証 明 書

土 地 境 界 図 証 明 書

道 路 境 界 図 等 複 写 発 行

⑸ 市道用地寄附等の状況

寄 附 理 由 件 数 面 積

一般寄附（ 項道路等）※ 件 ㎡

開発行為に伴う寄附

計

※ 建築基準法第 条第 項
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維持補修関係事務

⑴ 道路及び河川維持管理事業
ア 道路

ア 砂利敷作業量

品 名 規 格 数 量

ク ラ ッ シ ャ ラ ン ～ ㎥

イ 道路補修用合材作業量

品 名 規 格 数 量

ア ス フ ァ ル ト 混 合 物
密 粒 Ｔ ｔ

細 粒 ｔ

簡易舗装アスファルト ㎏ 入 袋 物 袋

イ 安全施設の状況

ア 防犯灯（ ）設置灯数

（単位：灯）

新 設 宅地開発による移管 撤 去 合 計

（共架 、単独 ）

イ 道路反射鏡設置基数

（単位：基）

新 設 宅地開発による移管 撤 去 合 計

（共架 、単独 ）

ウ 修理等の状況

種 類 管 理 数 修 理 等 の 区 分 修理等の件数

道 路 反 射 鏡 基

移 設 件

鏡 、 取 付 板 取 替

計

赤 色 回 転 灯 基 回 転 灯 取 替

ブ リ ン カ ー ラ イ ト 基 耐 震 電 球 取 替

街 路 灯 灯 

水 銀 ラ ン プ 取 替

自 動 点 滅 器 取 替

安 定 器 取 替

水 銀 灯 器 具 取 替

器 具 取 替

計
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種 類 管 理 数 修 理 等 の 区 分 修理等の件数

防 犯 灯 灯 

蛍 光 灯 ラ ン プ 取 替 件

水 銀 ラ ン プ 取 替

自 動 点 滅 器 取 替

蛍 光 灯 器 具 取 替

器 具 取 替

計

交 差 点 等 自 発 光 鋲 基 自 発 光 鋲 取 替

エ 事故による被害状況

種 類 件 数 数 量

ガ ー ド パ イ プ 件 ｍ

道 路 反 射 鏡 基

⑵ 占用関係事務
ア 道路占用許可申請状況

種 類 件 数 種 類 件 数

水 道 管 埋 設 等 件 ガ ス 管 埋 設 等 件

下 水 道 管 埋 設 等 そ の 他

東 電 柱 建 替 等 合 計

柱 建 替 等

イ 道路使用経由文書取扱状況

取 扱 件 数 件

ウ 自費工事願いの状況

件 数 件

エ 道路占用料徴収状況

種 類 数 量 金 額

排 水 管 ｍ 円

ガ ス 管 ｍ

地 下 ケ ー ブ ル ｍ

電 柱 （ 本 柱 ） 本

路 上 変 圧 器 基

広 告 板 ㎡

通信ケーブル（二次占用） ｍ

バ ス 停 留 所 標 識 本

バ ス 停 留 所 の 上 屋 ㎡
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種 類 数 量 金 額

通 信 線 架 設 ｍ 円

添 架 広 告 個

巻 付 広 告 個

公 衆 電 話 所 個

郵 便 差 出 箱 （ ポ ス ト ） 個

有線テレビジョン放送施設 ｍ

そ の 他

合 計

⑶ 屋外広告物
ア 屋外広告物許可状況

種 類 数 量 手 数 料

広 告 板 単位 円

ア ド バ ル ー ン

広 告 旗

備考 面積 ㎡までごとにつき 単位

イ 都許可取扱件数

種 類 件 数

広 告 板 件

広 告 塔

ア ド バ ル ー ン

ウ 違反処理状況

種 類 除 却 枚 数 除 却 回 数

は り 紙 枚
回

は り 札

下水道事業関係事務

⑴ 事業の概要
ア 下水道の普及状況

（平成 年 月 日現在）

区 分 人 口 普及人口 普 及 率

多 摩 川 流 域 区 域 人 人 ％

荒川右岸東京流域区域

合 計
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イ 下水道の整備状況

⑵ 汚水の処理状況

有 収 水 量 浸 入 水 量 等 処 理 水 量

㎥ ％ ㎥ ％ ㎥ ％

⑶ 下水道使用料の減免状況
（平成 年 月 日現在、単位：件）

減 免 件 数

減 免 区 分

生 活 扶 助 者
児童扶養手当
受 給 者

特 別 児 童
扶 養 手 当
受 給 者

そ の 他

 

区分
年度

汚 水 雨 水

多摩川流域
事業認可区域
（ ）

荒川右岸東京流域
事業認可区域
（ ）

合 計
（ ）

事 業 認 可 区 域
（ ）

平 成
年度末

整 備

面積（ ）

管径（ｍ）
・

延長（ｍ）

☉ ～☉ ☉ ～☉ ☉ ～☉
☉ ～☉

× ～

進捗率（％

平 成
年 度

整 備

面積（ ）

管径（ｍ）
・

延長（ｍ）

☉ ～☉ ☉ ～☉ ☉ ～☉

進捗率（％

平 成
年度末

整 備

面積（ ）

管径（ｍ）
・

延長（ｍ）

☉ ～☉ ☉ ～☉ ☉ ～☉
☉ ～☉

× ～

進捗率（％

備考 進捗率＝整備面積÷事業認可区域面積

雨水については、面的整備なし。

管渠延長には、寄附分等を含む。

☉は円形管、 は矩形渠。
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⑷ 排水設備工事確認申請受付及び完了検査件数
（単位：件）

⑸ 水質検査等の状況
ア 流域下水道接続点における水質検査

検 査 回 数 実 施 年 月 日 測定箇所 延 べ 検 査 項 目 数

回

第 期（平成 ） 項目

第 期（平成 、 ）

第 期（平成 ）

第 期（平成 ）

合 計

イ 特定事業場の水質検査

検 査 回 数 実 施 年 月 日 測定箇所 延 べ 検 査 項 目 数

回

第 期（平成 ～ ） 項目

第 期（平成 ～ ）

第 期（平成 ～ ）

第 期（平成 ～ ）

合 計

ウ 事業所に対する指導

（単位：回）

口 頭 注 意 文 書 注 意 文 書 警 告 文書改 善命令 合 計

⑹ 管渠清掃の状況
管渠清掃の延長

管 径 ☉ ㎜～ ㎜ 延 長 ｍ

伏越し部 か所

申 請 受 付 件 数 完 了 検 査 件 数

改 造
新 築 その他 合 計

改 造
新 築 その他 合 計

くみ取槽 浄 化 槽 くみ取槽 浄 化 槽
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⑺ 管渠等補修工事の状況
ア 管渠等補修 か所

イ 人孔調整 か所

ウ 人孔補修 か所

⑻ 下水道管渠の敷設の状況
ア 汚水管渠（市施工分）

ア 敷設延長 ｍ 人孔 か所

イ 撤去延長 ｍ 人孔 か所

イ 汚水桝設置 か所

ウ マンホールトイレ設置 か所 基

（第二小学校、第九小学校、第十小学校、市民総合センター、総合体育館）

⑼ 雨水浸透施設設置補助金等交付状況

区 分 補助件数 補 助 額

雨水浸透施設設置補助金 件 円

雨水貯留槽設置補助金 件 円

（道路下水道課 終わり） 
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会 計 課
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会 計 課

⑴ 公金の取扱金融機関（平成 年 月 日現在）
ア 指定金融機関

株式会社りそな銀行

イ 収納代理金融機関

株式会社埼玉りそな銀行

株式会社きらぼし銀行

株式会社三菱ＵＦＪ銀行

株式会社みずほ銀行

株式会社三井住友銀行

株式会社山梨中央銀行

青梅信用金庫

西武信用金庫

多摩信用金庫

大東京信用組合

中央労働金庫

飯能信用金庫

東京都信用農業協同組合連合会

株式会社ゆうちょ銀行（東京都、山梨県及び関東各県所在の郵便局並びに東京貯金事務セ

ンターを含む。ただし、自動払込については全国の郵便局。）

ウ 地方税法第 条の 第 項の規定による金融機関

株式会社ゆうちょ銀行（全国の郵便局を含む。）
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⑵ 会計別収支状況

会 計 収 支 平成 ．

一 般 会 計

歳 入

歳 出

歳入歳出差引 △ △

繰 替 運 用

貸 付 金 △ △ △ △ △ △

一時借入金

収 支 残 高

国 民 健 康

保 険 事 業

特 別 会 計

歳 入

歳 出

歳入歳出差引

繰 替 運 用

一時借入金

収 支 残 高

下水道事業

特 別 会 計

歳 入

歳 出

歳入歳出差引

繰 替 運 用

一時借入金

収 支 残 高

介 護 保 険

特 別 会 計

歳 入

歳 出

歳入歳出差引

繰 替 運 用

一時借入金

収 支 残 高

都市核地区

土地区画整理

事業特別会計

歳 入

歳 出

歳入歳出差引

繰 替 運 用

一時借入金

収 支 残 高

後期高齢者

医療特別会計

歳 入

歳 出

歳入歳出差引

繰 替 運 用

一時借入金

収 支 残 高

備考 数値は、千円未満を切り捨てたもの。
繰替運用及び一時借入金は、月末残高である。

＊は、繰越明許費・事故繰越・継続費の翌年度繰越額を示す。
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（単位：千円）

平成 ． 令和 元．

△ △ △ △ △ △ △

△ △ △ △ △ △ △

＊△ ＊△

＊△ ＊△

＊△ ＊△

△
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⑶ 伝票処理件数
ア 会計別伝票処理件数

（単位：件）

会 計 歳 入 歳 出

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

都市核地区土地区画整理事業特別会計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

合 計

イ その他の伝票処理件数

（単位：件）

区 分 件 数

雑 部 金

基 金

合 計

（会計課 終わり） 

－ 466 －



教 育 委 員 会

教 育 部

教 育 総 務 課

教 育 指 導 課

学 校 給 食 課

文 化 振 興 課

スポーツ振興課

図 書 館
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教 育 総 務 課

庶務関係事務

⑴ 教育委員会の構成

（平成 年 月 日現在）

区 分 氏 名 任 期

教 育 長 池 谷 光 二 平成 ～令和

教 育 長 職 務 代 理 者 杉 原 栄 子 ～

委 員 比留間 雅 和 ～

委 員 潮 美 和 ～

⑵ 教育委員会の開催

委員会名 番 号 件 名 議決年月日 結果

第 回

定 例 会

議案第 号
平成 年度 武蔵村山市教育委員会の基本方

針に基づく主要施策・主要事業について
平成 可決

議案第 号
武蔵村山市中学校教育用コンピュータ等活用

基金条例の廃止の申出について
可決

第 回

定 例 会

議案第 号
平成 年度教育予算の補正（第 号）の申出

について
可決

議案第 号 平成 年度教育予算の申出について 可決

議案第 号
武蔵村山市立学校の指定に関する規則の一部

を改正する規則について
可決

議案第 号
武蔵村山市立学校学校運営協議会の指定につ

いて
可決

議案第 号 校長の任命に係る内申について 可決

議案第 号 副校長の任命に係る内申について 可決

議案第 号 統括校長の任命について 可決

第 回

定 例 会

議案第 号
平成 年度武蔵村山市立小・中学校卒業式の

告辞に係る臨時代理の承認について
承認

議案第 号
武蔵村山市教育委員会事務局処務規程等の一

部を改正する規程について
可決

議案第 号
武蔵村山市教育委員会事務局組織規則等の一

部を改正する規則について
可決

議案第 号
武蔵村山市立学校施設使用条例施行規則の一

部を改正する規則について
可決

議案第 号
武蔵村山市立学校施設の開放に関する規則の

一部を改正する規則について
可決

議案第 号
武蔵村山市立学習等供用施設設置条例施行規

則及び武蔵村山市民会館設置条例施行規則の

一部改正の申出について
可決

議案第 号
武蔵村山市立学校学校運営協議会の委員の任

命について
可決
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委員会名 番 号 件 名 議決年月日 結果

第 回

定 例 会

議案第 号 武蔵村山市社会教育委員の委嘱について 平成 可決

議案第 号
武蔵村山市公民館運営審議会委員の委嘱につ

いて
可決

議案第 号
武蔵村山市文化財保護審議会委員の委嘱につ

いて
可決

議案第 号 武蔵村山市スポーツ推進委員の委嘱について 可決

議案第 号
平成 年度武蔵村山市学校給食基本計画につ

いて
可決

議案第 号 指導主事の任命について 可決

議案第 号 教育センター職員の任命について 可決

第 回

定 例 会

議案第 号
武蔵村山市教育委員会事務局職員の任免に係

る臨時代理の承認について
承認

議案第 号
平成 年度教育予算の補正（第 号）の申出

に係る臨時代理の承認について
承認

議案第 号
平成 年度教育予算の補正（第 号）の申出

に係る臨時代理の承認について
承認

議案第 号
武蔵村山市立学校学校運営協議会委員の任命

に係る臨時代理の承認について
承認

議案第 号
武蔵村山市社会教育委員の委嘱に係る臨時代

理の承認について
承認

議案第 号
武蔵村山市公民館運営審議会委員の委嘱に係

る臨時代理の承認について
承認

議案第 号
武蔵村山市立学校平成 年度使用教科用図書

採択要領について
可決

第 回

定 例 会
議案第 号

武蔵村山市立学校学校運営協議会委員の任命

に係る臨時代理の承認について
承認

第 回

定 例 会

議案第 号
平成 年度教育予算の補正（第 号）の申出

に係る臨時代理の承認について
承認

議案第 号
武蔵村山市立学校学校運営協議会委員の任命

に係る臨時代理の承認について
承認

議案第 号
武蔵村山市学校給食運営委員会委員の委嘱に

係る臨時代理の承認について
承認

議案第 号
武蔵村山市社会教育委員の委嘱に係る臨時代

理の承認について
承認

議案第 号
武蔵村山市教育委員会事務局職員の人事上の

措置について
可決

議案第 号
武蔵村山市立学校教諭の人事上の措置等につ

いて
可決

第 回

定 例 会
議案第 号

平成 年度実施 平成 年度教育委員会事務

事業点検・評価報告書について
可決

第 回

定 例 会

議案第 号
平成 年度教育予算の補正（第 号）の申出

について
可決

議案第 号
武蔵村山市立小学校平成 年度使用教科用図

書の採択について
可決

議案第 号
武蔵村山市立中学校平成 年度使用教科用図

書の採択について
可決
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委員会名

めい 名

番 号 件 名 議決年月日 結果

第 回

定 例 会
議案第 号

武蔵村山市立小学校特別支援学級平成 年度

使用教科用図書の採択について
平成 可決

第 回

定 例 会
議案第 号

武蔵村山市教育委員会事務局職員の任命に係

る臨時代理の承認について
承認

第 回

定 例 会

議案第 号
平成 年度教育予算の補正（第 号）の申出

について
可決

議案第 号
武蔵村山市立学校の平成 年度入学式及び卒

業証書授与式の日程について
可決

第 回

定 例 会
議案第 号

武蔵村山市奨学資金条例の一部を改正する条

例の申出について
可決

第 回

臨 時 会
議案第 号 教育委員の辞職について 同意

備考 第 回定例会（平成 年 月 日開催）は、教育長報告のみで議案なし。
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⑶ 文書取扱状況

（単位：件）

収 受 文 書 発 議 文 書 経 由 文 書

⑷ 告示の状況

（平成 年 月～ 月、単位：件）

告 示 件 数

⑸ 規則、規程及び訓令の制定状況

（平成 年 月～ 月、単位：件）

区 分 規 則 規 程 訓 令（甲） 訓 令（乙） 教育長訓令

新 設

全 部 改 正

一 部 改 正

廃 止

合 計
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学務関係事務

⑴ 学校別児童・生徒数、学級数等
ア 小学校

（平成 年 月 日現在）

 
  

学校
学年

区分
合計

第
一
小
学
校

児 童 数（人）

学 級 数（学級）
（

転入児童数（人）

転出児童数（人）

第
二
小
学
校

児 童 数（人）

学 級 数（学級）

転入児童数（人）

転出児童数（人）

第
三
小
学
校

児 童 数（人）

学 級 数（学級）

転入児童数（人）

転出児童数（人）

第
四
小
学
校

村

山

学

園

児 童 数（人）

学 級 数（学級）

転入児童数（人）

転出児童数（人）

第
七
小
学
校

大

南

学

園

児 童 数（人）

学 級 数（学級）

転入児童数（人）

転出児童数（人）
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備考 内数字は、特別支援学級の児童数及び学級数を別掲した。

特別支援学級の学級数は、在級児童の数に応じて編制されるため、合計欄にのみ表示した。
 
  

学校
学年

区分
合計

第
八
小
学
校

児 童 数（人）

学 級 数（学級）

転入児童数（人）

転出児童数（人）

第
九
小
学
校

児 童 数（人）

学 級 数（学級）

転入児童数（人）

転出児童数（人）

第
十
小
学
校

児 童 数（人）

学 級 数（学級）

転入児童数（人）

転出児童数（人）

雷
塚
小
学
校

児 童 数（人）

学 級 数（学級）

転入児童数（人）

転出児童数（人）

合

計

児 童 数（人）

学 級 数（学級）

転入児童数（人）

転出児童数（人）
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イ 中学校

（平成 年 月 日現在）

備考 内数字は、特別支援学級の生徒数及び学級数を別掲した。

特別支援学級の学級数は、在級生徒の数に応じて編制されるため、合計欄にのみ表示した。

 
  

学校
学年

区分
合計

第
一
中
学
校

生 徒 数（人）

学 級 数（学級）

転入生徒数（人）

転出生徒数（人）

第
二
中
学
校

村

山

学

園

生 徒 数（人）

学 級 数（学級）

転入生徒数（人）

転出生徒数（人）

第
三
中
学
校

生 徒 数（人）

学 級 数（学級）

転入生徒数（人）

転出生徒数（人）

第
四
中
学
校

大

南

学

園

生 徒 数（人）

学 級 数（学級）

転入生徒数（人）

転出生徒数（人）

第
五
中
学
校

生 徒 数（人）

学 級 数（学級）

転入生徒数（人）

転出生徒数（人）

合

計

生 徒 数（人）

学 級 数（学級）

転入生徒数（人）

転出生徒数（人）
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⑵ 就学義務猶予・免除、区域外及び指定学校変更児童・生徒数
（単位：人）

⑶ 就学援助事務
（単位：件）

備考 要保護者を除く。 
 
  

区 分 児童・生徒数

就 学 義 務 猶 予
児 童

生 徒

就 学 義 務 免 除
児 童

生 徒

区 域 外 就 学 （市内へ）
児 童

生 徒

区 域 外 就 学 （市外へ）
児 童

生 徒

指 定 学 校 変 更
児 童

生 徒

合 計
児 童

生 徒

申 請 件 数 処 理 状 況

認 定 件 数

却 下 件 数

辞 退 件 数

合 計
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⑷ 独立行政法人日本スポーツ振興センター事務
ア 災害共済加入者数

（平成 年 月 日現在、単位：人）

イ 独立行政法人日本スポーツ振興センターによる災害共済給付の適用を受けたもの
ア 教育課程に基づく授業又は課外指導を受けているとき

（単位：人）

イ 休憩時間中その他校長の指示、承認に基づいて学校にいるとき

（単位：人）

ウ 通常の経路及び方法により登下校するとき

（単位：人）

ｴ 合計 （ｱ）＋（ｲ）＋（ｳ）
（単位：人）

※ （ ）内の数値は、負傷の部位別を再掲した。

（教育総務課 終わり） 

一 般 児 童 ・ 生 徒

準 要 保 護 児 童 ・ 生 徒

要 保 護 児 童 ・ 生 徒

合 計

区 分
負 傷

疾 病 死 亡 合 計
骨 折 捻 挫 脱 臼 打 撲 傷 歯※ 目※

小 学 校

中 学 校

合 計

区 分
負 傷

疾 病 死 亡 合 計
骨 折 捻 挫 脱 臼 打 撲 傷 歯※ 目※

小 学 校

中 学 校

合 計

区 分
負 傷

疾 病 死 亡 合 計
骨 折 捻 挫 脱 臼 打 撲 傷 歯※ 目※

小 学 校

中 学 校

合 計

区 分
負 傷

疾 病 死 亡 合 計
骨 折 捻 挫 脱 臼 打 撲 傷 歯※ 目※

小 学 校 （ ）

中 学 校 （ ）

合 計 （ ）
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教 育 指 導 課

指導事務

⑴ 教職員研修会
ア 市単独研修会（主な研修会）

研 修 会 名 回 数 等 参加人数（人）

校 長 研 修 会 日

副 校 長 研 修 会 日

主 幹 教 諭 研 修 会 日

教 育 相 談 研 修 会 日（ コマ）

環 境 教 育 研 修 会 半日（ コマ）

食 育 研 修 会 半日（ コマ）

特 別 活 動 研 修 会 半日（ コマ）

特 別 支 援 教 育 研 修 会 半日（ コマ） 
情 報 教 育 研 修 会 半日（ コマ）

キ ャ リ ア 教 育 研 修 会 半日（ コマ） 
日本の伝統・文化理解教育研修会 半日（ コマ） 

による指導スキルアップ研修会 半日（ コマ） 
英 語 活 動 研 修 会 半日（ コマ） 

イ 新規採用教員研修会

該 当 者 小学校 人 中学校 人

内 容
教育センター等研修（ 回）、宿泊研修（ 回）
課題別研修（社会奉仕体験活動、教育相談研修等）

ウ 水泳実技研修会（新規採用教員対象分を含む。）

内 容 回 数 参加人員

水泳指導と水泳における安全 回 人

⑵ 教育相談室

目 的
就学予定の幼児、児童・生徒とその保護者に対して育成、進路、様々な悩みや問

題に関するカウンセリングを行う。

構 成 特 別 相 談 員 数 人

内 容

相 談 日 月～金曜日

場 所 武蔵村山市教育センター（市民総合センター 階）

相 談 日 数 日

来 室 相 談 件 数 件

来室相談延べ人数 人（児童・生徒 人、保護者等 人）

訪 問 相 談 件 数 件

電 話 相 談 件 数 件
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⑶ 適応指導教室

目 的
学校に行けない児童・生徒に対し学習指導を行うとともに、自立心と社会性を養

い、学校生活への復帰を支援する。

構 成
指 導 員 数 人

指 導 補 助 員 数 ボランティア 人

内 容
対象児童・生徒数 小学生 人、中学生 人

学校への復帰人数 小学生 人、中学生 人

⑷ 中学校総合体育大会

目 的
市立中学校生徒の体力向上及び豊かな人間形成を図る。
参加生徒数 人

種 目

（団体戦）

バ レ ー ボ ー ル （女） 優 勝 一中
バスケットボール （男・女） 男子優勝 五中 ・ 女子優勝 大南学園四中
ソ フ ト テ ニ ス （男・女） 男子優勝 五中 ・ 女子優勝 五中
サ ッ カ ー （男） 優 勝 年 三中 年 五中
野 球 （男） 優 勝 大南学園四中
バ ド ミ ン ト ン （男・女） 男子優勝 三中 ・ 女子優勝 三中
卓 球 （男女） 優 勝 一中
剣 道 （男） 優 勝 一中

教育支援関係事務

⑴ 特別支援教育関係会議の開催状況
（平成 年 月 日現在）

区分 名 称 開 催 回 数

武蔵村山市就学支援委員会 回

武蔵村山市難聴学級・言語障害学級・情緒障害学級等入級支援委員会 回

武蔵村山市特別支援教育専門委員会 回

武蔵村山市特別支援教育連携協議会 回
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コミュニティ・スクール関係事務

⑴ コミュニティ・スクールの指定状況

設置数 学 校 名 指 定 年 月 日

市立小中一貫校村山学園（第四小学校・第二中学校）
平成 年 月 日（一期目）

年 月 日（二期目）

市立第八小学校
年 月 日（一期目）

年 月 日（二期目）

市立第一小学校
年 月 日（一期目）

年 月 日（二期目）

市立小中一貫校大南学園第七小学校
年 月 日（一期目）

年 月 日（二期目）

市立雷塚小学校
年 月 日（一期目）

年 月 日（二期目）

市立第一中学校
年 月 日（一期目）

年 月 日（二期目）

市立第三中学校
年 月 日（一期目）

年 月 日（二期目）

市立小中一貫校大南学園第四中学校
年 月 日（一期目）

年 月 日（二期目）

市立第二小学校 年 月 日

市立第三小学校 年 月 日

市立第九小学校 年 月 日

市立第十小学校 年 月 日

市立第五中学校 年 月 日
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教職員関係事務

⑴ 教職員数
ア 小学校

（平成 年 月 日現在、単位：人）

教科

学校

校

長

副

校

長

全

科

音

楽

図

工

家

庭

理

科

養

護

特

別

支

援

栄

養

事

務

合

計

一 小

二 小

三 小

大南学園

七 小

八 小

九 小

十 小

雷 塚 小

村山学園

（小）

合 計

備考 指導主事及び栄養士は除く。

特別支援には、日本語学級を含む。

イ 中学校

（平成 年 月 日現在、単位：人）

教科

学校

校

長

国

語

社

会

数

学

理

科

音

楽

美

術

保

体

技

術

家

庭

英

語

養

護

特

別

支

援

栄

養

事

務

合

計

一 中 ④

三 中 ③

大南学園

四 中
⑤

五 中 ⑥

村山学園

（中）
②

合 計

備考 ○印は、副校長を含む。
指導主事及び栄養士は除く。
特別支援には、日本語学級を含む。
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⑵ 人 事
教職員の異動状況

ア 小学校

（単位：人）

事由
職名

転 出 退 職 転 入 採 用

校 長

副 校 長 （ ） （ ）

教 諭 （ ） （ ）

養 護 教 諭

事 務 職 員

栄 養 教 諭

栄 養 職 員

合 計 （ ） （ ）

備考 （ ）内は、市内異動を再掲した。
指導主事は除く。
教諭には主幹教諭・主任教諭を、養護教諭には主任養護教諭を含む。
採用には期限付任用を含む。
退職は平成 年 月 日付等

イ 中学校

（単位：人）

事由
職名

転 出 退 職 転 入 採 用

校 長

副 校 長

教 諭 （ ） （ ）

養 護 教 諭

事 務 職 員

栄 養 教 諭

合 計 （ ） （ ）

備考 （ ）内は、市内異動を再掲した。
指導主事は除く。
教諭には主幹教諭・主任教諭を含む。
採用には期限付任用を含む。
退職は平成 年 月 日付等

（教育指導課 終わり） 
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学 校 給 食 課

⑴ 学校給食運営委員会
ア 委員の構成

（平成 年 月 日現在）

氏 名 選 出 区 分 氏 名 選 出 区 分

中 村 清 敬 市 立 小 学 校 長 ○下河邉 稔 市立中学校ＰＴＡ会長 

小野江 隆 〃 大 塚 克 巳 〃 

五十嵐 誠 一 〃 藤 田 仁 学 校 医 

井 口 寛 隆 市 立 中 学 校 長 小 山 亨 学 校 歯 科 医 

榎 戸 千代子 〃 佐 藤 弘 和 所 轄 保 健 所 職 員 

鈴 木 信 也 市立小学校ＰＴＡ会長 ◎有 吉 保 和 学 識 経 験 者 

辻 本 勝 博 〃 吉 野 久 〃 

水 野 成 信 〃 
備考 ◎印は委員長、○印は副委員長

イ 運営委員会の開催状況

開催回数 開催年月日 議 題

回
平成

委員長及び副委員長の選任について

平成 年度武蔵村山市学校給食費会計歳入歳出決算について

平成 年度武蔵村山市学校給食基本計画書（案）について

⑵ 学校給食主任会

開催回数 開 催 年 月 議 題

回
平成 ～平成

月を除く｡

献立の検討

学校給食センターと各学校との連絡調整

⑶ 物資購入関係等

物 資 購 入 関 係 献 立 の 種 類 給食稼働日数

契 約 件 数 件
学校給食センター（小学校） 種 日

登 録 業 者 数 社

武蔵村山給食センター（中学校） 種 日
開 札 回 数 回
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⑷ 給食費等
ア 給食費

（単位：円）

区 分

月 額

月分から 月分
（ 月を除く。）

月分

小 学 校

学 年

学 年

・ 学 年

・ 学 年

小 学 校 の 職 員

中 学 校

・ 学 年

学 年

中 学 校 の 職 員

イ 給食人員

（平成 年 月 日現在基本人員、単位：人）

小 学 校
中 学 校 教職員等 合 計

低 学 年 中 学 年 高 学 年

ウ 延べ給食調理数

学校給食センター（小学校）
武蔵村山給食センター
（中学校委託分）

合 計

食 食 食

（学校給食課 終わり）
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文 化 振 興 課

生涯学習関係事務

⑴ 社会教育委員
ア 委員の構成

平成 年 月 日現在

氏 名 選 出 区 分 氏 名 選 出 区 分

◎齊 藤 イト子 社会教育の関係者 宇 部 昭 利
家庭教育の向上に資

する活動を行う者

○原 田 妙 子
家庭教育の向上に資

する活動を行う者
椎 野 やよい 学識経験のある者

有 馬 光 彦 学識経験のある者 永 井 清 智 社会教育の関係者

井 内 潔 学校教育の関係者 山 田 健 〃

井 口 寛 隆 〃 鎌 田 伸 一
家庭教育の向上に資

する活動を行う者

備考 ◎印は議長、○印は副議長

イ 会議の開催状況

開催回数 開催年月日 主 な 議 題 等

回

平成

社会教育委員会議議長の選出について

社会教育委員会議副議長の選出について

平成 年度社会教育関係団体に対する補助金の交付について

平成 ・ 年度検討テーマについて

平成 ・ 年度検討テーマについて

平成 ・ 年度検討テーマについて

平成 ・ 年度検討テーマについて

報告書の検証内容について
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⑵ 青少年問題協議会
ア 委員の構成

（平成 年 月 日現在）

氏 名 選 出 区 分 氏 名 選 出 区 分

◎藤 野 勝 市 長 網 代 雅 男 学 識 経 験 者

○池 谷 光 二 教 育 長 牧 田 洋 一 〃

宮 﨑 正 巳 市 議 会 議 員 丸 山 和 也 関係行政機関の職員

安 田 吉 一 学 識 経 験 者 菅 田 弘 之 〃

大 谷 恵美子 〃 岡 野 武 夫 〃

宮 下 清 住 〃 渡 邊 和 己 〃

内 田 治 男 〃 鶴 田 浩 二 〃

羽 鳥 直 美 〃 清 水 実 〃

備考 ◎印は会長、○印は副会長

イ 会議の開催状況

開催回数 開催年月日 主 な 議 題 等

回

平成

武蔵村山市青少年問題協議会副会長の選出について

平成 年度青少年健全育成重点施策について

武蔵村山市における青少年の健全育成について

「青少年の非行・被害防止全国協調月間」（ 月 日～ 月

日）」対応事業について

武蔵村山市における青少年の現況及び非行・被害の防止対

策について

「子供・若者育成支援強調月間」に伴う実施事業について

青少年健全育成協力者に対する感謝状の贈呈について
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文化事業関係事務 
⑴ 公民館運営審議会 

ア 委員の構成

（平成 年 月 日現在）

氏 名 選 出 区 分 氏 名 選 出 区 分 

◎小 川 和 男 学識経験のある者 塩 畑 英 夫 学識経験のある者 

○本 村 ヒロ子 社会教育の関係者 島 田 治 学校教育の関係者 

岡 本 邦 治 学識経験のある者 高 橋 裕 子 学識経験のある者 

小 川 香代子 家庭教育の向上に資

する活動を行う者 前 田 薫 社会教育の関係者 

小 谷 壽 量 社会教育の関係者 吉 田 邦 子 学識経験のある者 

備考 ◎印は委員長、○印は副委員長 

イ 会議の開催状況

開催回数 開催年月日 主 な 議 題 等

回

平成
公民館運営審議会委員長・副委員長の選出について

平成 年度公民館講座について

平成 年度公民館講座について

平成 年度公民館講座について

平成 年度公民館講座について
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⑵
市
民

会
館

施
設

使
用

状
況

日
数

別
（

単
位

：
日

）
 

月

開 館 日 数

大 ホ ー ル

小 ホ ー ル

リ ハ ー サ ル 室

展 示 室

研 修 室

会 議 室 １ ･ ２

集 会 室

保 育 室

実 習 室

和 室

遊 戯 室

計

比 較
年
度

年
度

お

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

△ △ △ △ △ △

合
計

△

人
数

別
（

単
位

：
人

）
 

月

開 館 日 数

大 ホ ー ル

小 ホ ー ル

リ ハ ー サ ル 室

展 示 室

研 修 室

会 議 室 １ ･ ２

集 会 室

保 育 室

実 習 室

和 室

遊 戯 室

計

比 較
年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

△ △

△

△

△

合
計

△
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⑶ 公民館の利用状況

区分

施設名
開館

日数

主 催 事 業 一 般 団 体 そ の 他 合 計

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

公 民 館
日 回 人 回 人 回 人 回 人

公 民 館
中 久 保 分 館

合 計

⑷ 地区会館の利用状況

区分

施設名
開館

日数

主 催 事 業 一 般 団 体 そ の 他 合 計

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

雷塚地区会館
日 回 人 回 人 回 人 回 人

中藤地区会館

三 ツ 木
地 区 会 館

大南地区会館

残堀・伊奈平
地 区 会 館

中部地区会館

さ い か ち
地 区 会 館

合 計

備考 （ ）内は、談話室利用人数を別掲した。

さいかち地区会館の運営管理は、子ども育成課で行っている。

⑸ 教育センター生涯学習活動室の利用状況
施設名

区分
集 会 室 学 習 室 実 習 室 合 計

回 数（回）

延べ人数（人）

⑹ 地区集会所の利用状況
施設名

区分

上 水 台

地区集会所

新 海 道

地区集会所

西 大 南

地区集会所

中 原

地区集会所

大 南 公 園

地区集会所

学 園

地区集会所

新 大 南

地区集会所

湖 南

地区集会所

さいかち公園

地区集会所
合 計

回 数

回

延べ人数

人
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⑺ 印刷機及び複写機の利用状況

区分

施設名

印 刷 機 複 写 機

印 刷 枚 数件 数 原 紙 印 刷 枚 数

公 民 館 件 枚 枚 枚

雷 塚 地 区 会 館

中 藤 地 区 会 館

三 ツ 木 地 区 会 館

大 南 地 区 会 館

残堀・伊奈平地区会館

合 計

⑻ 残堀・伊奈平地区会館陶芸窯の利用状況
（単位：回）

区 分 主 催 事 業 一 般 団 体 そ の 他 合 計

素 焼

本 焼

合 計

⑼ 教育センター陶芸窯の利用状況
（単位：回）

区 分 主 催 事 業 一 般 団 体 そ の 他 合 計

素 焼

本 焼

合 計
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文化財保護審議会

⑴ 委員の構成
（平成 年 月 日現在）

氏 名 専 門 分 野 氏 名 専 門 分 野

◎蓮 沼 大 通 有形文化財・民俗文化財 瀨 川 洋 子 民 俗 文 化 財

○内 野 正 有 形 文 化 財 ・ 史 跡 田 代 隆 久 無形文化財・民俗文化財

國 雄 行 有 形 文 化 財 多 田 仁 一 有 形 文 化 財

清 水 直 無形文化財・民俗文化財 楢 崎 由 美 〃

城 﨑 陽 子 民 俗 文 化 財 原 田 英 治 民 俗 文 化 財

備考 ◎印は会長、○印は副会長

⑵ 会議の開催状況

開催回数 開催年月日 主 な 議 題 等

回

平成
正副会長の互選について

その他

市指定文化財「三本榎」奥住榎について

その他

むさしむらやま歴史散策コースについて（現地見学）

その他

歴史民俗資料館

⑴ 展示事業
ア 年中行事展

名 称 期 間 入館者数 備 考

端午の節供
平成

～
人 五月人形を展示した。

七 夕 飾 り
～

人
笹飾りを展示し短冊記入コーナー

を設け入館者に飾付を願った。

備考 毎年度実施している正月飾り及び桃の節供については、特別展年中行事からみる村山のくら

しの中で展示した。
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イ 企画展

名 称 期 間 入館者数 備 考

狭山丘陵の自然
平成 ～
令和元

人
狭山丘陵の自然の素晴らしさを紹

介するとともに、希少植物の盗掘防止
を伝えた。

栄村に行こう！！！！
～元

人
姉妹都市栄村の自然（植物）に着目

し、写真で栄村の魅力を紹介した。

ウ 夏休み子供展示

名 称 期 間 入館者数 備 考

村山の伝承と妖怪
平成

～
人

市内に伝わる伝承や妖怪を紹介し、
現在の地域や文化とのつながりを理
解するきっかけにした。

エ 特別展

名 称 期 間 入館者数 備 考

年中行事からみる村山の
くらし

平成
～

人

既に見られなくなったものから、現
在でも見られるものまで、市内の年中
行事を通して、人々の暮らしを紹介し
た。なお、正月飾り及び桃の節供はこ
の間に展示した。

オ ミニ展示・明治 周年関連事業（歴史民俗資料館分館）

名 称 期 間 入館者数 備 考

村山の明治
－日清・日露戦争－

平成
～

人

アジア太平洋戦争の遠因ともなっ
た、日清・日露戦争に焦点をあて、こ
の戦争に至った時代背景を紹介した。

⑵ 講座・教室事業
ア 資料館講座

名 称 実施日 場 所 講 師 等 参加者

狭山丘陵市民大学
「狭山丘陵の遺跡と地形」

平成 瑞 穂 町 内 各 市 町 職 員 人

狭山丘陵市民大学
「歴史民俗資料館周辺の地

形と古墳時代後期集落」
武蔵村山市内 各 市 町 職 員 人

狭山丘陵市民大学
「所沢市東の上遺跡を歩

く」
所 沢 市 内 各 市 町 職 員 人

狭山丘陵市民大学
「東村山の遺跡と地形」

東 村 山 市 内 各 市 町 職 員 人

自然観察会
「星空観察会」

歴史民俗資料館
会議室等

髙 橋 芳 弘 人

－ 492 －



－ －

名 称 実施日 場 所 講 師 等 参加者

狭山丘陵市民大学
（講演会）
「石仏たちが見ていた街道

の歴史」

平成
瑞穂町郷土資料
館けやき館

齋 藤 愼 一 人

歴史講座
「弥生時代後期後半の武蔵

村山」

歴史民俗資料館
会議室

髙 橋 健 樹 人

狭山丘陵市民大学
「瑞穂町のみちと石造物」

瑞 穂 町 内 各 市 町 職 員 人

自然観察会
「狭山丘陵の早春」

都立野山北・
六道山公園

吉 田 政 一
尾 崎 勍 子

人

イ 体験教室

名 称 実施日 場 所 講 師 参加者

夏休み親子体験教室
「和紙でものづくり」

平成 ・
歴史民俗資料館
会議室・整理室

職 員 対 応 人

⑶ 利用状況（入館者数）
ア 歴史民俗資料館

種 別
市 内 市 外

合 計
個 人 団 体 個 人 団 体

入 館 者 数 人 人 団体 人 人 団体 人

率（％）

（開館日数 27日）

イ 歴史民俗資料館分館

種 別
市 内 市 外

合 計
個 人 団 体 個 人 団 体

入 館 者 数 人 人 団体 人 人 団体 人

率（％）

（開館日数 日）

（文化振興課 終わり）
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ス ポ ー ツ 振 興 課

⑴ スポーツ推進委員
ア 委員の構成

（平成 年 月 日現在）

氏 名 氏 名 氏 名 氏 名

◎川 島 良 夫 浦 野 朋 子 髙 橋 弘 子 長 嶺 毅

○津 野 晃 奥 住 淳 史 谷 口 雄太郎 丸 山 美保子

朝 倉 乙 吉 加々見 茂 田 畑 智 美

石 井 幸 男 小 山 輝 男 冨 田 弘 恵

備考 ◎印は会長、○印は副会長

イ 会議の開催状況

開催回数 開催年月日 主 な 議 題 等

回

平成
・武蔵村山市スポーツ推進委員協議会役員の選任について
・平成 年度スポーツ推進委員割当表について

・～いきいきわくわく狭山丘陵ウォーク～第 回武蔵村山市歩け
歩け大会の協力について

・市主催事業及びスポーツ推進委員活動に関する補償保険につい
て

・平成 年度心身障害者（児）グラウンド・ゴルフ教室の実施要
項（案）について

・姉妹都市交流事業「第 回栄村駅伝大会」の協力者について

・第 回地区ふれあいスポレク大会実行委員会役員について
・第 回武蔵村山市総合体育大会陸上競技大会の競技役員の派遣
について

・平成 年度東京都スポーツ推進委員広域地区別研修会（第 ブロ
ック）の開催について

・武蔵村山市公立ＰＴＡ連合会グラウンド・ゴルフ大会における
指導及び大会運営の協力について

・平成 年度少年少女スポーツ大会「第 回少年少女サッカー大
会」の実施要項について

・平成 年度心身障害者（児）グラウンド・ゴルフ教室について

・平成 年度少年少女スポーツ大会「第 回少年少女サッカー大
会」の協力委員の確認等について

・東京 大会を契機とした多摩地域でのスポーツ・交流事業の
実施について
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開催回数 開催年月日 主 な 議 題 等

平成

・平成 年度少年少女スポーツ大会「第 回少年少女ドッジボー
ル大会」の実施要項について

・平成 年度少年少女スポーツ大会「第 回少年少女サッカー大
会」の確認事項等について

・第 回市民駅伝競走大会の協力者について

・平成 年度少年少女スポーツ大会「第 回少年少女ドッジボー
ル大会」の協力者について

・出前講座について
・平成 年度スポーツ推進委員三市交流会について

・第 回市民駅伝競走大会開催結果等について
・平成 年度地域スポーツ支援研修会の開催について

・～いきいきわくわく狭山丘陵ウォーク～第 回武蔵村山市歩け
歩け大会の実施要項（案）について

・平成 年度心身障害者・児スポーツ教室の実施要項（案）につい
て

・平成 年度スポーツ推進委員主催事業の役割分担について
・平成 年度ニュースポーツ教室の実施要項（案）について

⑵ 運動場の現況
（平成 年 月 日現在）

施 設 名 所 在 地 面 積

総合運動公園運動場（第 ） 武蔵村山市岸五丁目 番地の ㎡

総合運動公園運動場（第 ） 〃 岸五丁目 番地の

総合運動公園運動場（第 ） 〃 岸三丁目 番地の

野 山 北 公 園 運 動 場 〃 本町五丁目 番地の

合 計

⑶ プール施設の現況
（平成 年 月 日現在）

施 設 名 所 在 地 面 積

野 山 北 公 園 プ ー ル 武蔵村山市本町五丁目 番地の ㎡

⑷ 総合体育館施設の現況
（平成 年 月 日現在）

施 設 名 所 在 地 面 積

総 合 体 育 館 武蔵村山市岸三丁目 番地の
敷 地 ㎡

建 物
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⑸ 体育関係施設使用状況
ア 体育施設 イ 学校施設

施 設 名 利用状況 学 校 名 屋内運動場 校 庭

総合運動公園運動場

第 件 一 小 件 件

第 二 小

第 三 小

野 山 北 公 園 運 動 場
大南学園
七 小

雷 塚 公 園 野 球 場 八 小

大 南 公 園 野 球 場 九 小

雷 塚 公 園 庭 球 場 十 小

大 南 公 園 庭 球 場 雷 塚 小

三 ツ 木 庭 球 場 一 中

大南公園野球場（夜間） 三 中

野 山 北 公 園 プ ー ル 人
大南学園
四 中

五 中

村山学園

計

ウ 総合体育館

施 設 名 利用状況

第 一 体 育 室 件

第 二 体 育 室

第 三 体 育 室

会 議 室

放 送 室

体 育 室 個 人 開 放 ※ 人

卓 球 ス ペ ー ス

幼 児 体 育 室

ラ ン ニ ン グ 走 路

ト レ ー ニ ン グ 室

※ 第一、第二、第三体育室及び会議室

（スポーツ振興課 終わり）
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図 書 館

⑴ 図書館協議会
ア 委員の構成

（平成 年 月 日現在）

氏 名 選 出 区 分 氏 名 選 出 区 分
◎ 押 本 純 樹 学 校 教 育 の 関 係 者 木住野 和 子 家庭教育の向上に資する活動を行う者

清 水 実 〃 小 川 隆 志 学 識 経験 の ある 者

加 藤 浩 一 社 会 教 育 の 関 係 者 鈴 木 智 子 〃

中 里 明 子 〃 〇 福 本 菊 江 〃

髙 森 久 子 家庭教育の向上に資する活動を行う者 加 園 光 良 〃

備考 ◎印は会長、〇印は副会長

イ 会議の開催状況

開催回数 開 催 年 月 日 主 な 議 題 等

回

平成 図書館の運営について

外国語資料の収集について

宅配サービス等について

⑵ 図書館利用状況等
ア 図書

（登録件数及び蔵書数は平成 年 月 日現在）

館名
項目 登 録 件 数 貸 出 冊 数 蔵 書 数

雷 塚 図 書 館 件 冊 冊

中 久 保 図 書 館

中 藤 地 区 図 書 館

三 ツ 木 地 区 図 書 館

大 南 地 区 図 書 館

残堀・伊奈平地区図書館

合 計

イ 点字図書

（蔵書数は平成 年 月 日現在、単位：冊）

項 目 雷 塚 中 久 保 中藤地区
三 ツ 木
地 区

大南地区
残 堀 ・
伊奈平地区

合 計

貸 出 冊 数

蔵 書 数

ウ カセットテープ・ （コンパクトディスク）

所蔵数は平成 年 月 日現在、単位：タイトル）

項 目 雷 塚 中 久 保 中藤地区
三 ツ 木
地 区

大南地区
残 堀 ・
伊奈平地区

合 計

カセット貸出数

貸 出 数

カセット所蔵数

所 蔵 数
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エ おはなしの会

項 目 雷 塚 中久保
中 藤
地 区

三ツ木
地 区

大 南
地 区

残堀・
伊奈平地区

子 ど も 家 庭
支援センター 合 計

延べ参加人数 人）

開 催 回 数 回）

回当たり参加者数（人）

オ リクエスト受付状況

（単位：件）

項 目 雷 塚 中 久 保 中藤地区 三 ツ 木
地 区

大南地区 残 堀 ・
伊奈平地区 ＯＰＡＣ 合 計

件 数

備考 ＯＰＡＣ＝図書館ホームページからの予約

カ 平和に関する図書の展示

期間：平成 （水）〜 （火）

場所：中久保図書館

区 分 展 示 資 料 数 貸 出 状 況

一 般 書 冊 冊

児 童 書

合 計

キ 不用雑誌無償配布状況

実施年月日 第 回 平成 （日）

第 回 （日）

場 所 市内各図書館

延べ配布人数 人

延べ配布冊数 冊

一 人 平 均 冊

ク 除籍資料無償配布状況

実施年月日 平成 （金）〜 （日）

場 所 市民総合センター集会室及び市内各図書館

延べ配布件数 件

延べ配布冊数 冊

一 件 平 均 冊

ケ レファレンス受付状況

（単位：件）

項 目 雷 塚 中 久 保 中藤地区
三 ツ 木
地 区

大南地区
残 堀 ・
伊 奈 平 地 区 ＯＰＡＣ 合 計

件 数

（図書館 終わり）
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選挙管理委員会事務局
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選挙管理委員会事務 局

⑴ 選挙管理委員会

ア 選挙管理委員会の構成

委 員 長 山 﨑 敞 旦

委員長職務代理者 内 野 征 洋

委 員 関 根 勲

委 員 宮 﨑 起 志

イ 選挙管理委員会の開催

開催回数 開催年月日 番 号 件 名

第 回
平成

議案第 号 選挙人名簿登録者の抹消について

第 回

議案第 号 選挙人名簿登録者の抹消について

議案第 号
武蔵村山市長選挙における投票管理者及び同職務代理者
の選任について

第 回

議案第 号 選挙人名簿登録者の抹消について

議案第 号
武蔵村山市長選挙における選挙人名簿（選挙時）登録者
の決定について

議案第 号
平成 年 月 日から平成 年 月 日までの公職
選挙法第 条第 項第 号の抹消について

議案第 号
武蔵村山市長選挙における選挙運動費用に関する支出制

限額について

議案第 号 武蔵村山市長選挙における投票立会人の選任について

議案第 号
武蔵村山市長選挙における期日前投票の投票管理者及び

同職務代理者の選任について

議案第 号
武蔵村山市長選挙における期日前投票の投票立会人の選

任について

第 回

報告第 号 武蔵村山市長選挙における候補者の届出について

報告第 号 武蔵村山市長選挙において投票を行わないことについて

議案第 号
武蔵村山市長選挙における選挙公報発行の手続きの中止
について

議案第 号
武蔵村山市長選挙における選挙公報掲載順序を定める

「くじ」を行わないことについて

議案第 号
武蔵村山市長選挙における氏名等掲示の掲載順序を定め

る「くじ」を行わないことについて

議案第 号
武蔵村山市長選挙における選挙会等の日時及び場所等の

変更について
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開催回数 開催年月日 番 号 件 名

第 回
平成

．

議案第 号 選挙人名簿（定時）登録者の決定について

議案第 号 在外選挙人名簿登録者の抹消について

第 回

議案第 号 選挙人名簿登録者の抹消について

議案第 号 在外選挙人名簿登録者の抹消について

議案第 号 条例の一部を改正する条例の制定の申出について

第 回

議案第 号 選挙人名簿登録者の抹消について

議案第 号 在外選挙人名簿登録者の抹消について

議案第 号 在外選挙人名簿登録者の決定について

議案第 号 選挙人名簿（定時）登録日の変更について

第 回

議案第 号 選挙人名簿（定時）登録者の決定について

議案第 号 選挙人名簿の抄本の閲覧状況の公表について

議案第 号 検察審査員候補者予定者の選定について

議案第 号 裁判員候補者予定者の選定について

第 回 議案第 号 選挙人名簿登録者の抹消について

第 回
議案第 号 選挙人名簿登録者の抹消について

議案第 号 在外選挙人名簿登録者の抹消について

第 回
議案第 号 選挙人名簿（定時）登録者の決定について

議案第 号 在外選挙人名簿登録者の決定について

第 回

議案第 号 選挙人名簿登録者の抹消について

議案第 号 武蔵村山市議会議員選挙の期日について

議案第 号 武蔵村山市議会議員選挙執行計画について

議案第 号 武蔵村山市選挙執行規程の一部を改正する規程について

第 回 議案第 号 選挙人名簿登録者の抹消について

第 回

議案第 号 選挙人名簿（定時）登録者の決定について

議案第 号 在外選挙人名簿登録者の抹消について

議案第 号 在外選挙人名簿登録者の決定について
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ウ 委員協議会の開催

開催回数 開催年月日 内 容

第 回 平成 報告事項及び協議事項について

第 回 報告事項及び協議事項について

第 回 報告事項及び協議事項について

第 回 報告事項及び協議事項について

第 回 報告事項及び協議事項について

第 回 報告事項及び協議事項について

第 回 報告事項及び協議事項について

第 回 報告事項及び協議事項について

第 回 報告事項及び協議事項について

第 回 報告事項及び協議事項について

第 回 報告事項及び協議事項について

第 回 報告事項及び協議事項について

エ 文書取扱状況 カ 規則及び規程の制定状況
（単位：件） （平成 年 月〜 月、単位：件）

オ 告示の状況

（平成 年 月〜 月、単位：件）

告 示 件 数

⑵ 検察審査員

平成 年 月 日、平成 年度の立川検察審査会検察審査員候補者予定者を抽選により、次

のとおり決定した。

検察審査員候補者予定者

群 別 第 群 第 群 第 群 第 群

選定人数 人 人 人 人

⑶ 裁判員

平成 年 月 日、平成 年度の東京地方裁判所立川支部裁判員候補者予定者を抽選により、

次のとおり決定した。

裁判員候補者予定者： 人

収 受 文 書

発 議 文 書

区 分 規 則 規 程

新 設

全 部 改 正

一 部 改 正

廃 止

合 計
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⑷ 永久選挙人名簿

ア 市長選挙 基準日 平成 年 月 日

登録日 平成 年 月 日

イ 定時登録 基準日 平成 年 月 日

登録日 平成 年 月 日

投 票 区 名
登 録 者 数

男 女 計

第 投 票 区

」第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

」第 投 票 区

第 投 票 区

合 計

投 票 区 名
登 録 者 数

男 女 計

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

合 計

単位：人
 

単位：人
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ウ 定時登録 基準日 平成 年 月 日

登録日 平成 年 月 日

エ 定時登録 基準日 平成 年 月 日

登録日 平成 年 月 日

投 票 区 名
登 録 者 数

男 女 計

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

合 計

投 票 区 名
登 録 者 数

男 女 計

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

合 計

単位：人
 

単位：人
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オ 定時登録 基準日 平成 年 月 日

登録日 平成 年 月 日

投 票 区 名
登 録 者 数

男 女 計

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

第 投 票 区

合 計

⑸ 明るい選挙推進活動

ア 明るい選挙推進協議会及び明るい選挙推進委員合同会議 回

イ 推進委員会議 回

ウ 街頭臨時啓発 回

エ 常時啓発（桜まつり、デエダラまつり、成人式） 回

⑹ 選挙結果

ア 平成 年 月 日執行武蔵村山市長選挙 当選者氏名等（無投票）

（選挙管理委員会事務局 終わり）

届出
候 補 者 氏 名 党 派 名

番号

ふ じ の 勝 無 所 属

単位：人
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－ －

監 査 委 員

監 査 事 務 局
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－ －

監 査 事 務 局

⑴ 監査委員の構成
（平成 年 月 日現在）

区 分 氏 名

識 見 を 有 す る 者 原 田 友 義

議 員 選 出 田 口 和 弘

⑵ 監査等の実施状況

区 分 実 施 年 月 日 対 象

定 期 監 査

平成 ・
教育委員会教育部（教育総務課・教育指導課・学校
給食課）

・
教育委員会教育部（文化振興課・スポーツ振興課・
図書館）

財政援助団体等監査

社会福祉法人やまぶき会
健康福祉部子ども育成課
医療法人社団円祐会
健康福祉部障害福祉課

決 算 等 審 査

・ 一般会計

・

国民健康保険事業特別会計
下水道事業特別会計
介護保険特別会計
都市核地区土地区画整理事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
基金の運用状況

例 月 出 納 検 査 現金の出納

住 民 監 査 請 求
に 基 づ く 監 査

なし

健全化判断比率及び
資金不足比率審査

健全化判断比率及び資金不足比率
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－ －

⑶ 文書取扱状況

ア 文書取扱状況

（単位：件）

収 受 文 書

発 議 文 書

イ 告示の状況

（平成 年 月〜 月、単位：件）

告 示 件 数

⑷ 規則、規程及び訓令の制定状況

（平成 年 月〜 月、単位：件）

（監査事務局 終わり）

区 分 規 則 規 程 訓 令

新 設

全 部 改 正

一 部 改 正

廃 止

合 計
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－ －

農 業 委 員 会

農業委員会事務局
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－ －

農 業 委 員 会 事 務 局

⑴ 農地関係証明書の発行
（平成 年 月〜 月、単位：件）

受 理 証 明

耕 作 証 明

相続・贈与税適格者証明

そ の 他 の 証 明

合 計

⑵ 告示の状況
（平成 年 月〜 月、単位：件）

告 示 件 数

⑶ 規則及び訓令の制定状況
（平成 年 月〜 月、単位：件）

区 分 規 則 訓 令

新 設

全 部 改 正

一 部 改 正

廃 止

合 計

⑷ 農業委員会の構成
会 長 田代敏夫

職務代理 石川裕一

（平成 年 月 日現在）

備考 ◎印は部会長、○印は副部会長

議席番号 氏 名 部 会 別 議席番号 氏 名 部 会 別

川 島 修 土地利用部会 安 彦 祥 子 農業経営部会

◎内 野 晴 夫 土地利用部会 髙 橋 文 雄 土地利用部会

藤 野 政 彦 農業経営部会 ○大 口 貴 司 農業経営部会

石 川 裕 一
土地利用部会
農業経営部会

朝 倉 庄吉郎 土地利用部会

○伊 東 誠 司 土地利用部会 奥 住 雄 一 農業経営部会

◎榎 本 英 雄 農業経営部会 田 代 敏 夫
土地利用部会
農業経営部会

荒 幡 善 政 土地利用部会
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－
－

⑸
農
業

委
員

会
の

開
催

区
分

年
月
日

農
地
法
第

条
農
地
法
第

条
農
地
法
第

条
農
地
法
第

条
租
税
特
別
措
置
法

第
条
の

合
計

件
数

筆
数

面
積

件
数

筆
数

面
積

件
数

筆
数

面
積

件
数

筆
数

面
積

件
数

筆
数

面
積

件
数

筆
数

面
積

平
成

件
筆

㎡
件

筆
㎡

件
筆

㎡
件

筆
㎡

件
筆

㎡
件

筆
㎡

合
計
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－ －

⑹ 会議
（平成 年 月～ 月、単位：回）

名 称 回 数

総 会

臨 時 総 会

土 地 利 用 部 会

全 員 協 議 会

役 員 会

農 業 委 員 会 報 編 集 委 員 会

⑺ 農地法第 条及び第 条転用状況
（平成 年 月〜 月、単位：件）

用途

区分 住宅 倉庫 工場 店舗
資材
置場

駐車場
敷地
延長

道路 その他 合計

農地法第 条

農地法第 条

合 計

⑻ 功労関係
各関係機関の表彰基準に基づき、市内で特に優れた農業者を農業委員会が推薦し、各関係機関

が表彰を行った。

年月日 表 彰 の 種 類 部門 受賞者

平成
北多摩地区農業委員会連合

会優秀農業経営者表彰
会 長 賞 野菜部門 増 尾 利 一

東京都農業会議

第 回農業委員会等功労者

表彰

― ― 峯 岸 芳 司

（農業委員会事務局 終わり）
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固定資産評価審査委員会
 
 
  

－ 517 －





－ －

固定資産評価審査委員会

⑴ 固定資産評価審査委員会の構成

（平成 年 月 日現在）

氏 名 備 考

阿 部 和 功 委 員 長

岩 瀨 成 朋 職務代理者

峯 岸 芳 司

⑵ 固定資産評価審査委員会の開催

開催回数 開催年月日 議 題 等

回

平成
○ 固定資産評価審査委員会委員長の選挙及び同職務代理者の指定
について

○ 平成 年度固定資産課税台帳等の縦覧・閲覧の状況につい
て

○ 審査申出書に係る形式審査について

○ 固定資産評価審査委員会運営研修会参加

○ 審査申出に係る評価調書に関する事項についての説明につ
いて 

○ 審査申出に係る弁明書について 
○ 会議の開催予定について

○ 審査申出に係る反論書について
○ 会議の開催予定について

○ 審査申出に係る口頭意見陳述について
○ 審査申出に係る実地調査について

○ 審査申出に係る口頭意見陳述の内容整理について
○ 審査申出に係る決定の方向付けについて
○ 会議の開催予定について

○ 審査申出に係る決定書（案）について
○ 会議の開催予定について

○ 東京都市固定資産評価審査委員会審査事務協議会定期協議
会参加

○ 平成 年度予算要求について

（固定資産評価審査委員会 終わり）
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